
教育の目標と方針
教
育
の
目
標
と
方
針

̶岡山理科大学で学ぶこと̶

建学の理念

創立者　加計　勉 筆

2026年度

二
〇
二
六
年
度

岡
山
理
科
大
学



本冊子の見方
　本学では、「大学全体の教育方針」に基づき、基盤教育（共通教育）と専門教育等の授業科目を編成し、春学
期（春１、春２）、秋学期（秋１、秋２）を設け、授業を実施しています。

「教育研究上の目的」
　皆さんが本学における授業や研究活動を通して、どのような能力を備えた人材となることができるのかが記
されています。これは学則等に定め公表することが法律で定められています。本学では、学部と学科ごとの目
的が学則に定められています。

「教育目標」
　学部・学科等の理念や目的に基づいて定められた教育の目標です。上述の人材の養成に関する目的に加え、
その他の教育研究上の目的が記されています。

「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）」
　本学を卒業し「学士」という学位が授与される者が備えておくべき最低限の能力が、具体的に記述されてい
ます。本学が教育活動の成果として学生個々に保証するもので、ディプロマポリシー（ディプロマは卒業証書
の意味）ともよばれます。本冊子ではＡ、Ｂ、Ｃなど（小項目がある場合はＡ−１、Ｂ−１など）の項目ごと
に記載されています。

「教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）」
　「卒業認定・学位授与の方針」の各項目を達成するために、体系性と整合性が保たれたカリキュラムの編成・
実施方針を示したもので、カリキュラムポリシー（カリキュラムは教育課程の意味）ともよばれます。年次別
に記載されている場合もあります。具体的には、「カリキュラム・チェックリスト」と「カリキュラム・ツリー」
で示されています。

「入学者受け入れの方針（アドミッションポリシー）」
　卒業認定・学位授与の方針に沿った学生募集の方針と入学者選抜の方法を明確化したもので、アドミッショ
ンポリシー（アドミッションは入学の意味）ともよばれます。入学者に向けて、各学部・学科が求める人物像、
入学時までに学んできてほしいこと、備えておいてほしい能力などが具体的に記載されています。「卒業認定・
学位授与の方針」「教育課程編成・実施の方針」「入学者受け入れの方針」をまとめて「三つの方針」とよぶこ
とがあります。
　アドミッションポリシーは、大学ホームページと『入学試験要項』に記載しています。

「カリキュラム・チェックリスト」
　各授業科目が「卒業認定・学位授与の方針」の、どの項目の達成にどの程度関連しているかを表にまとめたも
のです。履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム表（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。

「科目ナンバリング」
　授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明示する仕
組みのことです。本学では科目群・学科ごとに定めた規則により各授業に科目ナンバーを付与しています。
　詳細は、裏表紙に記載されています。

「カリキュラム・ツリー」
　カリキュラムの進行をフローチャート図で示したもので、各授業科目相互の関連性と授業の展開が描かれて
います。これを見ることにより、どの授業をどの順序に履修し、最終的に「卒業認定・学位授与の方針」の各
項目を修めて教育目標を達成することができるかがわかります。
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教育の目標と方針
− 岡山理科大学で学ぶこと −

岡山理科大学　建学の理念

ひとりひとりの若人が持つ能力を最大限に引き出し、
技術者として社会人として

社会に貢献できる人材を養成する

　本冊子は、岡山理科大学の建学の理念を実現するために、各学部、学科等で定められた教育の目標と方針

をまとめたものです。新入生の皆さんは、これらの目標や方針に沿って、岡山理科大学学生として必要とさ

れる知力、人間力等の能力を身につけ、最終的な目標である卒業（学士の学位取得）に向けて学習を進めて

いきます。本冊子を読むことで、岡山理科大学の学士教育課程（すなわち学部での教育課程）において学ぶ

ことにより、皆さんがどのような人材となることができるかがわかります。

　皆さんの在学中の学習を充実させるために、本冊子を次のように活用してください。

　１）�自分が履修するカリキュラム（教育課程）の目標と方針をよく読んで、体系的な学習計画を立てましょう。

　２）�在学中にも定期的に本書を読み返して、卒業に向けての学習がどれくらい進んでいるかを自身でチェッ

クし、必要に応じて学習設計を修正しましょう。

　皆さんに関係するのは、「大学全体の教育方針」、「基盤教育科目」自分が所属する「学部（例：理学部）・

学科（例：応用数学科）」の各ページになります。

　それに加えて、教員免許状の取得を目指す人は「教職関連科目」、博物館学芸員資格の取得を目指す

人は「博物館学芸員関連科目」本学独自のブランドプロブラムの修了認定を目指す人は、「ブランドプ

ログラム」の各ページについてもよく読んでください。

　この教育の目標と方針は、教育等の活動の情報として大学のホームページなどで学内外に広く公表されて

います。この情報公開により、教員は教育の点検や改善に対する意識を高め、より質の高い大学教育の提供

に努めています。このような環境の中で、皆さんの能力が最大限に引き出され、将来の夢の実現に結びつく

ことを期待しています。



大学の目的
　岡山理科大学は、教育基本法及び学校教育法に基づ

き、学術の理論及び応用を研究教授するとともに、豊

かな人間性と創造的知性を備えた人材を育成して、学

術文化の向上と社会の発展に寄与することを目的とす

る。

大学の教育目標
　岡山理科大学は、自ら考え、行動し、失敗を恐れず

に粘り強く取り組むとともに、目的達成のために多様

な人と協働できる人材を地域社会・国際社会に輩出す

ることを教育目標とする。

基盤教育（共通教育）と専門教育の目的・目標
　岡山理科大学は、基盤教育（共通教育）と専門教育

を「車の両輪」として正課教育を展開する。

　基盤教育（共通教育）では、幅広い教養を養うとと

もに人間力や主体的学びの基礎を確立して、各専門分

野の深い学びへと誘うことができる体系化された教育

プログラムに沿って、「こころ豊かに生きる」「知性を

磨く」「技能を活かす」という３つの成長の観点から、

　◦�人として生きていくうえで大切とされる人間性の

涵養

　◦�専門教育を効果的に学び・活かすためのラーニン

グ・スキルの修得

　◦�社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育

成

を目指す。

　専門教育では、真理の探究と各専門分野に関わる諸

課題の解決に繋がる体系的な教育プログラムを展開し、

　◦�特定の専門分野における高度な知識・技能の修得

　◦�専門的知識・技能を活かした論理的思考力や創造

力の育成

　◦�実践的な情報収集・分析能力とコミュニケーショ

ン能力の獲得

　◦�専門分野の探究的な学びを通した問題発見・解決

能力の育成

を目指す。

　基盤教育（共通教育）と専門教育を相互に関連づけ

ながら体系的・段階的・継続的に学ぶことによって、

人生に役立つ幅広い教養と深い専門性を培い、時代の

変化に柔軟に適応できる能力を涵養することを本学の

正課教育の目標とする。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　岡山理科大学では、建学の理念にある社会に貢献で

きる人材を養成するため、各学部所定の期間在学し、

所属学部で定めるカリキュラムに沿って幅広い教養と

知識・技能を身につけ、基準となる単位数を修得した

学生に学位を授与する。

　Ａ．知識・理解

　　�　社会に貢献するために必要な専門分野の知識を

身につけている。社会での諸活動や異文化理解の

ために必要な幅広い教養と基礎知識を身につけて

いる。

　Ｂ．思考・判断・表現

　　�　課題や目的に応じて情報を収集し、整理するこ

とができる。問題を発見し様々な方法を用いて、

その解決策を提案することができる。

　Ｃ．関心・意欲・態度

　　�　学び続けることや社会に貢献することに関心・

意欲があり、主体性や協調性を身につけている。

自立した社会人として求められる国際的な視野や

倫理観を身につけている。

　Ｄ．技能

　　�　学術的な知見や自らが関心のある課題に対し、

結果、考察などを論理的に記述することができる。

　　�　他者に対して自分の考えや想いを分かりやすく

伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるために、

正課科目として基盤教育（共通教育）科目、専門教育

科目及びその他の必要な授業科目を体系的に配置する。

教育課程の編成にあたっては、講義、演習、実験・実

習科目を効果的に組み合わせる。さらに入学者受け入

れの方針を踏まえて入学までの教育との接続に配慮し

つつ、学位授与の方針と授業科目との関連及び学修内
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容の順次性をカリキュラム・チェックリストとカリキュ

ラム・ツリーにより明示し、入学から卒業までのカリ

キュラムの体系と科目間相互の関連性を明示する。

　教育の実施にあたっては、双方向授業やアクティブ・

ラーニング、フィールドワーク、地域社会と連携した

学外体験プログラム（サービス・ラーニング、インター

ンシップ、ボランティア活動）等を取り入れ、能動的

学習を促し、単なる知識の習得に留まらない、理解、

技能の定着に力を注ぐ。

　正課教育については、学位授与の方針（ディプロマ

ポリシー）を修得するために、教育内容について、以

下のとおり定める。

　【基盤教育】

　　ライフ・キャリアデザイン系科目

　　◦�初年次教育として、大学で学ぶ意義を明確にし、

大学における学びの基礎を修得し、それぞれの

専門分野の知識・技能を学修する上で基盤とな

る素養を身につけることができる科目を配置す

る。さらに、自らのキャリアプランを構築しプ

ラン通り進める習慣を体得し、社会人として必

要とされる知識・技能及び倫理観や社会と主体

的・協働的に関わる就業意識を身につけること

のできる科目を配置する。

　　人間・社会科学系科目、科学技術系科目

　　◦�人文学、社会科学、健康科学、自然科学、情報

科学などを通じて、豊かな人間性の養成と知的

社会人としての幅広い教養及び将来活用できる

技能を伸ばすための科目を配置する。

　　外国語系科目

　　◦�異文化理解を深め基礎的なコミュニケーション

に必要な英語を中心とした外国語を継続的に学

修することができる科目を配置する。この科目

は、少人数・到達度別のクラス編成を基本とする。

　　ブランド系科目

　　◦�実践的・応用的・発展的な活動の機会の提供を

通じて、学生の能動的学習習慣の修得と自主性、

創造性、協調性等の涵養を伸長するための科目

を配置する。

　【専門教育】

　　�専門分野ごとに基礎から応用までの体系的な学び

により、深い知識と高い技能を身につけることの

できる科目を配置する。

　【その他】

　　教職関連科目

　　◦�教育職員免許状を取得するための科目を配置す

る。

　　博物館学芸員関連科目

　　◦�学芸員資格を取得するための科目を配置する。

　上記の他、学生がキャンパス内外の準正課教育及び

正課外活動を通して、主体的・協働的に多様な技能や

人間力を高めることができるように支援する。
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基盤教育科目
教育研究上の目標
　岡山理科大学の基盤教育の目的は、以下の３点です。

１．人として生きていくうえで大切とされる人間性の涵養

２．専門教育を効果的に学び・活かすためのラーニング・スキルの修得

３．社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育成

　これらの目標を達成するために、『こころ豊かに生きる』『知性を磨く』『技能を活かす』という３つの成

長の観点を設定し12の教育目標を設定しました。

　『こころ豊かに生きる（Mind）』観点における教育目標は、ありのままの「（M１）自己を肯定」し、他者

に対して「（M２）おもいやり」のある態度で接し、「（M３）失敗をおそれない勇気」を持ち自ら考えて主

体的に行動し、「（M４）多様性の尊重」ができる人材育成を行うことです。

　『知性を磨く（Intelligence）』観点における教育目標は、「（I １）学ぶ意義」を理解し、「（I２）確かな知識」

を修得したうえで、「（I３）賢明な判断」を行い、「（I４）創造的な思考」により新しいものを生み出すこと

ができる人材育成を行うことです。

　『技能を活かす（Skill）』観点における教育目標は、相手を理解し、自分を表現するための「（S１）コミュニケー

ション能力」や、的確にデータ収集・分析できる「（S２）情報活用能力」を有したうえで、「（S３）問題発見・

解決に取り組み、（S４）有効にリーダーシップとマネジメント」を発揮できる人材育成を行うことです。

　本学ではそれぞれの観点に立脚した基盤教育カリキュラムを展開し、本学学生全員が基盤教育の３つの目

的を涵養し、社会で活躍できる能力を身につけることを目指しています。

基盤教育科目の卒業要件
　基盤教育科目の卒業要件の必要単位数は、34単位以上と設定しています。そのうち、現今のグローバル

化社会に鑑みて、外国語に関しては６単位を必修としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　「ライフ・キャリアデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」「外国語系」「ブランド系」の科目群

で構成しています。各系設定の考え方は次の通りです。

　「ライフ・キャリアデザイン系」：自らのライフプラン及びキャリアプランを自らの手で構築してプラン通

り進める習慣を体得し、社会人として必要とされる知識・技能及び倫理観や社会と主体的・協働的に関わる

就業意識を身につけることのできる科目を配置しています。

　「人間・社会科学系」、「科学技術系」：人文学、社会科学、自然科学、情報科学などを通じて、豊かな人間

性の養成と知的社会人としての幅広い教養及び将来活用できる技能を伸ばすための科目を、全学年を通じて

配置しています。

　「外国語系」：異文化理解を深め基礎的なコミュニケーションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に

学修することができる科目を配置する。この科目は、少人数・到達度別のクラス編成を基本とします。

　「ブランド系」：実践的・応用的・発展的な活動の機会の提供を通じて、学生の能動的学習習慣の修得と自

主性、創造性、協調性等の涵養を伸長するための５つのプログラムに関する科目を置いています。IB 教員

基盤教育科目
↑目次用
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養成プログラム、ワインプロジェクトプログラム、科学ボランティアリーダー養成プログラム。

基盤教育科目　コアナンバー説明

１桁目：科目群細目
　Ｌ：ライフ・キャリアデザイン系科目

　Ｈ：人間・社会科学系科目

　Ｓ：科学技術系科目

　Ｆ：外国語系科目

　Ｉ：IB 教員養成プログラム

　Ｗ：ワインプロジェクトプログラム

　Ｂ：科学ボランティア

２、３桁目：科目番号
　00 〜 99

４桁目：難易度
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー 
に対する関与の程度

◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす
自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー [f][d]１D-L111-OC ２ ◎ １ 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
キャリアデザイン１ [f][d]１D-L121-OE １ ○ １ 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
キャリアデザイン２ [f][d]２D-L131-OE １ ○ ２ 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
キャリアデザイン３ [f][d]３D-L141-OE １ ○ ３ 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
キャリアデザイン４ [f][d]４D-L151-OE １ ○ ４ 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
グローバルエリート入門 [f][d]1D-L593-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
セルフ・アウェアネス [f][d]１D-L211-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
アサーティブ・コミュニケーション [f][d]１D-L221-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
ライフ・ビルディング [f][d]１D-L231-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
ファシリテーション演習 [f][d]２D-L241-OE ２ ○ ２ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○
学びの基礎論 [f][d]1D-L311-OE ２ ○ １ 通 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
理解と表現 [f][d]１D-L331-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
キャリア形成論 [f][d]２D-L411-OE ２ ○ ２ 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
企業情報特論 [f][d]２D-L421-OE ２ ○ ２ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
インターンシップ入門 [f][d]１D-L431-OE １ ○ １ 秋 ◎ ○ ◎ ○ ○
インターンシップＡ [f][d]３D-L441-OE １ ○ ３ 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
インターンシップＢ [f][d]３D-L452-OE ２ ○ ３ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
インターンシップＣ [f][d]３D-L462-OE ３ ○ ３ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
社会・産業実習 [f][d]３D-L473-OE ３ ○ ３ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
産業課題研究演習 [f][d]３D-L483-OE ２ ○ ３ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
グローバル入門 [f][d]２D-L511-OE ２ ○ ２ 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
グローバル実践 [f][d]２D-L522-OE １ ○ ２ 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
グローバル研修ⅠＡ [f][d]１D-L533-OE １ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
グローバル研修ⅠＢ [f][d]１D-L543-OE １ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
グローバル研修ⅠＣ [f][d]１D-L553-OE １ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
グローバル研修ⅡＡ [f][d]１D-L563-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
グローバル研修ⅡＢ [f][d]１D-L573-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
グローバル研修Ⅲ [f][d]１D-L583-OE ３ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
フィットネス [f][d]１D-L611-OE １ ○ １ 春 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇
ウィンタースポーツ [f][d]１D-L621-OE ２ ○ １ 秋 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎
スポーツスタディ [f][d]１D-L631-OE １ ○ １ 春 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎
健康の科学 [f][d]１D-L641-OE ２ ○ １ 通 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
生涯スポーツ [f][d]１D-L651-OE １ ○ １ 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
マナー・和文化講座 [f][d]1D-M111-OE ２ ○ １ 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
リーダーシップ論 [f][d]1D-R111-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
リーダーシップ研修 [f][d]1D-R321-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
リーダーシップ実践 [f][d]1D-R413-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくＡ [f][d]１D-H111-OE ２ ○ １ 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
人間を読みとくＢ [f][d]１D-H121-OE ２ ○ １ 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○
文化を読みとくＡ [f][d]１D-H211-OE ２ ○ １ 通 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
文化を読みとくＢ [f][d]１D-H221-OE ２ ○ １ 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
社会を読みとくＡ [f][d]１D-H311-OE ２ ○ １ 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
社会を読みとくＢ [f][d]１D-H321-OE ２ ○ １ 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
日本国憲法 [f][d]１D-H411-OE ２ ○ １ 通 ◎ ○
経営とDX [f][d]２D-H511-OE ２ ○ ２ 通 ◎ 〇 〇 ◎

	 ※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー 
に対する関与の程度

◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす
自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

科
学
技
術
系
科
目

データを読みとく [f][d]１D-S111-OE ２ ○ １ 秋 ○ ◎ ○ ◎
自然を読みとく [f][d]１D-S121-OE ２ ○ １ 春 ○ ○ ◎ ○ ◎
技術を読みとく [f][d]１D-S131-OE ２ ○ １ 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎
基盤数学（微分積分１） [f][d]１D-S211-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○
基盤数学（微分積分２） [f][d]１D-S221-OE ２ ○ １ 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○
基盤数学（線形代数） [f][d]１D-S231-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ◎ ○
基盤物理学１ [f][d]１D-S311-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤物理学２ [f][d]１D-S321-OE ２ ○ １ 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤化学１ [f][d]１D-S411-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤化学２ [f][d]１D-S421-OE ２ ○ １ 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤生物学１ [f][d]１D-S511-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤生物学２ [f][d]１D-S521-OE ２ ○ １ 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤地学１ [f][d]１D-S611-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤地学２ [f][d]１D-S621-OE ２ ○ １ 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤物理学実験 [f][d]１D-S331-OE ２ ○ １ 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
基盤化学実験 [f][d]１D-S431-OE ２ ○ １ 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
基盤生物学実験 [f][d]２D-S531-OE ２ ○ ２ 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
基盤地学実験 [f][d]２D-S631-OE ２ ○ ２ 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
DXと技術 [f][d]２D-S711-OE ２ ○ ２ 秋 ◎ ○ 〇 ◎

外

国

語

系

科

目

英
語
科
目

基礎英語 [f][d]１D-F111-OS ２ ● １ 春 ◎ ○ ◎ ○
基盤英語（初級） [f][d]１D-F121-OS ２ ● １ 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤英語（準中級） [f][d]2D-F131-OS ２ ● ２ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤英語（中級） [f][d]2D-F141-OS ２ ● ２ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
基盤英語（上級） [f][d]2D-F152-OS ２ ● ２ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
基礎英会話 [f][d]１D-F161-OS ２ ● １ 春 ◎ ○ ◎ ○
学術英語（中級） [f][d]２D-F173-OS ２ ● ２ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎
学術英語（上級） [f][d]２D-F184-OS ２ ● ２ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎
Discussion [f][d]２D-F213-OS ２ ● ２ 秋 ◎ ◎ ○ ○
Presentation [f][d]２D-F223-OS ２ ● ２ 秋 ◎ ○ ○ ◎
Academic Writing [f][d]２D-F233-OS ２ ● ２ 秋 ◎ ○ ○ ◎
CLIL [f][d]３D-F243-OS ２ ● ３ 春 ◎ ○ ◎ ○ ○
検定英語（初級） [f][d]１D-F252-OS ２ ● １ 通 ◎ ○ ◎ ○ ○
検定英語（上級） [f][d]１D-F262-OS ２ ● １ 通 ◎ ○ ◎ ○ ○
英語で文化 [f][d]１D-F272-OS ２ ● １ 通 ○ ◎ ○ ◎ ○
英語コミュニケーション [f][d]２D-F282-OS ２ ● ２ 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

初
修
外
国
語
科
目

初修外国語１ [f][d]１D-F311-OC ２ ◎ １ 通 ◎ ○ ◎
初修外国語２ [f][d]2D-F321-OS ２ ● ２ 春 ◎ ○ ◎

日
本
語
科
目

基盤日本語１ [f][d]１D-F411-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ◎ ○
基盤日本語２ [f][d]１D-F421-OE ２ ○ １ 秋 ◎ ○ ◎ ○
日本語読解作文 [f][d]１D-F431-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ◎ ○
日本語口語表現 [f][d]１D-F441-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ◎ ○

	 ※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー 
に対する関与の程度

◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
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知
識
・
理
解
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思
考
・
判
断
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表
現

Ｃ 

関
心
・
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Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす
自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り
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敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
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性
の
尊
重
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ぶ
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確
か
な
知
識
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明
な
判
断
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造
的
な
思
考
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ョ
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力
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報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ブ

ラ

ン

ド

系

科

目

Ｉ
Ｂ
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論 [f][d]２D-I111-OE ２ ○ ２ 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
IB教育課程・方法論 [f][d]２D-I121-OE ２ ○ ２ 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
IB教育評価論 [f][d]３D-I131-OE ２ ○ ３ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
DP数学 [f][d]３D-I211-OE ２ ○ ３ 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
DP理科 [f][d]３D-I221-OE ２ ○ ３ 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
DP教育実践研究１ [f][d]４D-I312-OE ２ ○ ４ 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
DP教育実践研究２ [f][d]４D-I322-OE ２ ○ ４ 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ブドウ・ワイン概論 [f][d]１D-W111-OE ２ ○ １ 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
ブドウ栽培とワイン醸造学 [f][d]１D-W121-OE ２ ○ １ 秋 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
発酵と微生物 [f][d]２D-W131-OE ２ ○ ２ 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
ワインプロジェクト実習１ [f][d]１D-W213-OE １ ○ １ 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
ワインプロジェクト実習２ [f][d]２D-W223-OE １ ○ ２ 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
ワインプロジェクト実習３ [f][d]３D-W233-OE １ ○ ３ 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

科
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

科学・工作ボランティア入門 [f][d]１D-B111-OE ２ ○ １ 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
科学ボランティア実践指導１ [f][d]１D-B211-OE ２ ○ １ 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
科学ボランティア実践指導２ [f][d]２D-B222-OE １ ○ ２ 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
科学ボランティア活動１ [f][d]２D-B412-OE １ ○ ２ 秋 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎
科学ボランティア活動２ [f][d]2D-B422-OE １ ○ ２ 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

	 ※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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教育研究上の目的
　理学部は、人間・社会・地球環境を念頭に置いた幅

広い一般教養・社会常識を背景にして、真理に対する

深い感動と畏敬をもって自然科学の基礎知識を習得し、

社会で実践する能力を有する人材の養成を目的とする。

教育目標
　理学部は、1964 年に岡山理科大学が開学してから今

日まで、建学の理念「ひとりひとりの若人が持つ能力

を最大限に引き出し技術者として社会人として社会に

貢献できる人材を養成する」を大きな教育目標として

理学教育を行っている。

　理学教育の中心にあるのは、科学の真理を求める若

人にその機会と場所を提供し手助けすることである。

　これをよりよく実現するために、職員にあっては環

境の整備に専念し、教員にあっては絶えることなく真

理の探求を継続し、深遠な助力を若人に提供できるよ

うにしている。教育目標を達成するための組織として

理学部は、開学時に応用数学科と化学科の２学科で発

足して以来、学際的学問分野と学生の多様性を考慮し

て発展してきた。今日、理学部では、先の２つの学科

に加え、基礎理学科、物理学科、動物学科の合計５学

科を組織して教育環境を整えている。

　理学部が行う社会貢献は、科学の真理の探究に根ざ

した根本的な数理科学・自然科学の発展と推進そして

伝道である。したがって、理学部で養成した人材は、

科学真理の根源に根ざした応用と伝道によって社会に

貢献する。

　また、20 世紀における人類の繁栄は、かつてない程

の大きな科学の進歩によるものである。そして 21 世紀

はこの科学の更なる進歩、人類・動植物・生命体を加

えた地球環境への配慮、人間の心豊かな社会づくりを

調和的に結合することによって発展させる必要がある。

　以上、理学部の教育・研究環境および社会背景を踏

まえて、建学の理念にある大きな教育目標の具体的な

説明として、次の４つの理学部教育目標を掲げる。

　◦�真理の探究心を維持できる人材の養成

　◦�科学の基礎知識をもち科学の諸課題を解決できる

人材の養成

　◦�科学の心を次世代に伝えることができる人材の養

成

　◦�人間・生命・社会・地球環境に関心をもち、それ

らの問題に配慮ができる人材の養成

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　理学部では、各学科の卒業要件に定められた単位を

修得し、以下に示す能力・技能を身に付けた学生に学

位を授与します。

Ａ．知識・理解

　�　社会に貢献するための科学の基礎知識を身につけ

ている。社会での活躍や異文化理解のための幅広い

教養と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　科学に関する情報を収集し、整理することができ

る。科学に関する問題を見つけ、その解決策を提案

することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　科学に関心を持ち、社会に貢献するための主体性

や協調性を身につけている。科学を学んだ者として

の国際的な視野や倫理観を身につけている。

Ｄ．技能

　�　科学に関連する課題に取り組み、結果や考察を論

理的に記述することができる。研究者として社会人

として自分の考えや想いを分かりやすく伝えること

ができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　「理学部共通科目」の中に用意した人間・社会・地球

環境に配慮した幅広い一般教養・社会常識・国際感覚

を身につけるための科目を２年次までに学習できるよ

うに配置する。プレゼンテーション資料やプリントな

どを補完資料として用いた講義中心の教育に加え、能

動的な学習方法を一部取り入れた教育を行い、教育推

進機構所属のセンターと協力して学生を総合的に評価

することにより、教育課程編成・実施の方針を継続的

に評価・検討する。

　数理科学・自然科学全般の基礎知識を身につける入

門科目・基礎科目および基礎実験科目を初年次から配

理学部（学位：学士（理学））
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備する。知識・技能を定着させるために能動的手法を

用いた教育を行い、センターと協力して学生を総合的

に評価することにより、教育課程編成・実施の方針を

継続的に評価・検討する。

　少人数クラスおよび到達度別クラス編成により、ア

クティブラーニングを積極的に取り入れた教育を行い、

センターと協力して学生を総合的に評価することによ

り、教育課程編成・実施の方針を継続的に評価・検討

する。

　専門基礎知識を身につけ、課題解決能力をもつ人材

を養成し、さらに、この能力を実践的に高めるために、

初年次から４年次までを通して、専門科目を体系的に

学習できるように配備する。配備した学年に対応して

演習・実験・実習などを取り入れた能動的学習手法と

講義による教育を行い、講義・演習・実験・実習中の

取り組みやレポート並びに達成度確認テストなどの学

科で定めた学修成果の指標に基づいて評価する。加え

て課題発見能力を併せもつ人材の養成を行うために、

４年次に個別指導による卒業研究または特別研究を課

し、卒業研究論文やポスターまたは口頭発表などから

ルーブリック等を活用して総合的な最終評価を行う。

これらの学生評価の指標から教育課程編成・実施の方

針を継続的に評価・検討する。

　国家資格をもつ人材の養成を行うために、国家資格

取得を支援する科目を整備する。演習中心の教育と個

の学習を重視した教育を行い、国家試験に対応した模

擬試験などの学科で定めた学修成果の指標に基づいて

評価する。また、数学・理科を中高生に教える優れた

教員を養成するために、「理学部共通科目」として、理

数系教員養成プロジェクト科目を置き、アクティブラー

ニングによる少人数教育を行い、担当教員の定めた学

修成果の指標に基づいて評価する。これらの学生評価

の指標から教育課程編成・実施の方針を継続的に評価・

検討する。

　社会参加の基礎力をもった人材を養成するために、

情報基礎能力・文章作成能力・発表能力などを養う科目、

企業研究に通じる科目を「理学部共通科目」の中に整

備する。個の学習とグループ学習などを用いた能動的

な手法を用いた教育を行い、センターと協力して学生

を総合的に評価することにより、教育課程編成・実施

の方針を継続的に評価・検討する。
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理学部　応用数学科

教育研究上の目的
　応用数学科は、数学の理論と応用の両面を基礎から

体系的に教育することにより、問題解決のための数理

的な思考力、応用力、情報技術を身に付け、教育や情

報社会に広く貢献できる人材の養成を目的とする。

教育目標
　応用数学科では、現代社会の諸分野に広く応用され

る数学と数理科学を基盤とし、その理論と応用の基礎

および数理的な思考力を修得した人材の養成を目的と

している。具体的には、中学校・高等学校の数学およ

び高等学校情報の一種教員免許状の取得による教員の

養成、並びに計算機を取り入れた授業・実習の充実に

よる情報化社会に即した知識や技術、思考力を備えた

人材の養成が目標である。

　この目的を達成するための方針として、１・２年次に

おいて、数学と数理科学の基礎である微分積分学と線

型代数学の修得を目指すと同時に情報化社会に不可欠

なコンピュータ・リテラシーの修得、さらに数理統計

学と計算機科学の基礎の修得を目指す。３年次におい

ては、数学・数理科学の各分野別に高度な知識と能力

の修得を目指す。４年次では、これまでの学習の最終

仕上げとして、小グループのゼミに分かれ、それぞれ

の専門分野について指導教員の下での卒業研究を行う。

この卒業研究により、基礎理論とその応用について知

識を深め、実際的な能力の修得を目指す。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　数学の基礎理論について十分な理解をしていると

ともに、総合的な人文学的教養を身に付けている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　修得した数学的思考力、判断力および情報技術を

基盤として、それらを社会で活かし、次世代に継承

する力を身に付けている。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　数学の体系に関心を持ち、専門分野を意欲的に探

究する力を身に付けている。

Ｄ．技能

　�　数学・情報の基礎知識を活用するための技能を身

に付けている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　カリキュラムは基盤教育科目（ライフ・キャリアデ

ザイン系科目、人間・社会科学系科目、科学技術系科目、

外国語系科目、ブランド系科目）専門教育科目などで構

成されており、専門教育科目の教育内容は以下の１〜�

５の通りである。

　１�．数学と数理科学の基礎となる微分積分学と線型

代数学を初年次から２年次にかけて配備する。

　２�．上記１と並行して、情報化社会に不可欠なコン

ピュータ・リテラシーなどの修得のため、確率論、

数理統計学、および計算機科学の基礎教育を行う。

　３�．２年次には専門科目への橋渡しとなる演算の数

理、形の数理、偶然の数理、現象の数理などを配

備する。

　４�．３年次には数学と数理科学の各分野別に高度な知

識と能力を修得するための専門科目を配備する。

具体的には、代数学の科目では、群・環・体の概

念と理論の教育を行う。幾何学の科目では、位相

や微分構造に基づいた図形の理解とその解析のた

めの教育を行う。解析学の科目では、複素解析、

微分方程式、ベクトル解析などの理論の教育を行

う。さらに数理情報学の科目では、計算理論、計

算機システム、ネットワーク理論、数値解析およ

び数理統計学の理論とその応用としてデータ解析

の教育を行う。

　５�．４年次には卒業研究Ⅰ・Ⅱを配備し、７〜８人の

小グループのゼミに分かれ、３年次までに学んだ

数学と数理科学の知識を基に、各指導教員のもと

で専門分野に関する学習・研究を行う。卒業研究

を通して、数学と数理科学における研究の手法や

論文の作成法について学び、問題解決能力やプレ

ゼンテーション能力を磨き上げる。

　また、基盤教育科目の卒業認定・学位授与の方針（ディ

プロマポリシー）の関与度、各専門教育科目、および卒

業研究の対応関係を「教育の目標と方針」の別表にそ
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応用数学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　

礎　
　

科　
　

目

微分積分学と演習Ⅰ SM1A ー A011 ー OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
微分積分学と演習Ⅱ SM1A ー A021 ー OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
微分積分学と演習Ⅲ SM1A ー A031 ー OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
微分積分学と演習Ⅳ SM1A ー A041 ー OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅰ SM1A ー A051 ー OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅱ SM1A ー A061 ー OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅲ SM1A ー A071 ー OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅳ SM1A ー A081 ー OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
情報リテラシー SM1A ー B091 ー OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
表現とメディアの数理 SM3A ー B101 ー OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
微分積分学と演習Ⅴ SM2A ー A122 ー OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○
微分積分学と演習Ⅵ SM2A ー A132 ー OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○
微分積分学と演習Ⅶ SM2A ー A142 ー OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○
微分積分学と演習Ⅷ SM2A ー A152 ー OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅴ SM2A ー A162 ー OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅵ SM2A ー A172 ー OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅶ SM2A ー A182 ー OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○
線型代数学と演習Ⅷ SM2A ー A192 ー OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○
情報社会と倫理 SM3A ー B113 ー OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

専　
　

門　
　

科　
　

目

演算の数理 SM2A ー A202 ー OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
形の数理 SM2A ー A212 ー OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
偶然の数理 SM2A ー A222 ー OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
計算機とアルゴリズムⅠ SM2A ー B242 ー OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○
計算機とアルゴリズムⅡ SM2A ー B252 ー OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○
現象の数理 SM2A ー A262 ー OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
解析学と演習Ⅰ SM3A ー A273 ー OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
解析学と演習Ⅱ SM3A ー A283 ー OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
解析学と演習Ⅲ SM3A ー A293 ー OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
解析学と演習Ⅳ SM3A ー A303 ー OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
代数学と演習Ⅰ SM3A ー A313 ー OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
代数学と演習Ⅱ SM3A ー A323 ー OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

応用数学科　コアナンバー説明

１桁目：科目群
　Ａ：数学系科目
　Ｂ：情報数理系科目および４年生科目
　Ｕ：教職関連科目
　Ｔ：専門関連科目（物理・化学・生物学・地学）

２桁目＋３桁目：通し番号
４桁目：科目レベル（基本的に開講学年）

例：形の数理：A212
　　⇒数学系科目で通し番号 21 番、科目レベル（開講学年）２

れぞれ示す。いずれの科目も、学修の成果（試験、課題、

レポートなど）によって総合的に評価する。なお、カリ

キュラム全体の改善については、毎年度、ディプロマ

ポリシーの到達度をチェックすることによって行う。
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専　
　

門　
　

科　
　

目

代数学と演習Ⅲ SM3A-A333-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
代数学と演習Ⅳ SM3A-A343-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
幾何学と演習Ⅰ SM3A-A353-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
幾何学と演習Ⅱ SM3A-A363-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
幾何学と演習Ⅲ SM3A-A373-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
幾何学と演習Ⅳ SM4A-A384-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○
確率論 SM3A-A233-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
集合と位相Ⅰ SM1A-A391-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
集合と位相Ⅱ SM3A-A403-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
教職への数学Ⅰ SM3A-UM23-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
教職への数学Ⅱ SM3A-UM33-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎
情報数学Ⅰ SM3A-B413-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
情報数学Ⅱ SM3A-B423-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
データの数理 SM3A-B433-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
シミュレーションの数理 SM3A-B443-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
システムの数理Ⅰ SM3A-B453-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
システムの数理Ⅱ SM3A-B463-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
専門英語 SM3A-A473-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
特別講義Ⅰ SM4A-B484-OE 1 ○ 4 春 ◎ ○
特別講義Ⅱ SM4A-B494-OE 1 ○ 4 秋 ◎ ○
卒業研究Ⅰ SM4A-B504-OC 4 ◎ 4 春 ○ ○ ◎
卒業研究Ⅱ SM4A-B514-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ○ ◎

導入科目
数学基礎と演習Ⅰ SM1A-A521-OE 1 ○ 1 春 ○ ○
数学基礎と演習Ⅱ SM1A-A531-OE 1 ○ 1 春 ○ ○

教
員
養
成

プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト

関
連
科
目

教職基礎演習 SM2A-UE12-OE 1 ○ 2 秋 ◎
数学教材開発指導 SM3A-UE22-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
教職基礎数学 SM2A-UM12-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
教職のための文章表現法 SM3A-UE62-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
教職のためのプレゼンテーション SM4A-UE72-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

４
年

次

授
　
業

　
科

　
目

　
名

理
学

部
　
応

用
数

学
科

１
年

次
２
年

次
３
年

次

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅰ

A
0
1
1

解
析

学
と
演

習
Ⅰ

A
2
7
3

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅰ

A
0
5
1

情
報

リ
テ
ラ
シ
ー

B
0
9
1

表
現

と
メ
デ
ィ
ア
の

数
理

B
1
0
1

数
学

基
礎

と
演

習
Ⅰ

A
5
2
1

数
学

基
礎

と
演

習
Ⅱ

A
5
3
1

形
の

数
理

A
2
1
2

演
算

の
数

理
A
2
0
2

偶
然

の
数

理
A
2
2
2

計
算

機
と
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
Ⅰ

B
2
4
2

計
算

機
と
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
Ⅱ

B
2
5
2

代
数

学
と
演

習
Ⅰ

A
3
1
3

幾
何

学
と
演

習
Ⅰ

A
3
5
3

幾
何

学
と
演

習
Ⅳ

A
3
8
4

教
職

へ
の

数
学

Ⅰ
U
M
2
3

教
職

へ
の

数
学

Ⅱ
U
M
3
3

情
報

数
学

Ⅰ
B
4
1
3

情
報

数
学

Ⅱ
B
4
2
3

シ
ス
テ
ム
の

数
理

Ⅰ
B
4
5
3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

数
理

B
4
4
3

シ
ス
テ
ム
の

数
理

Ⅱ
B
4
6
3

卒
業

研
究

Ⅰ
B
5
0
4

教
職

基
礎

演
習

U
E
1
2

数
学

教
材

開
発

指
導

U
E
3
3

授
業

実
践

演
習

U
M
5
3

教
職

基
礎

数
学

U
M
1
2

解
析

学
と
演

習
Ⅳ

A
3
0
3

代
数

学
と
演

習
Ⅳ

A
3
4
3

卒
業

研
究

Ⅱ
B
5
1
4

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅱ

A
0
2
1

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅱ

A
0
6
1

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅲ

A
0
7
1

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅳ

A
0
8
1

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅲ

A
0
3
1

専
門

英
語

A
4
7
3

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅳ

A
0
4
1

情
報

社
会

と
倫

理
B
1
1
3

確
率

論
A
2
3
3

集
合

と
位

相
Ⅱ

A
4
0
3

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅴ

A
1
2
2

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅶ

A
1
4
2

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅵ

A
1
7
2

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅷ

A
1
9
2

現
象

の
数

理
A
2
6
2

デ
ー
タ
の

数
理

B
4
3
3

代
数

学
と
演

習
Ⅲ

A
3
3
3

幾
何

学
と
演

習
Ⅱ

A
3
6
3

解
析

学
と
演

習
Ⅱ

A
2
8
3

代
数

学
と
演

習
Ⅱ

A
3
2
3

幾
何

学
と
演

習
Ⅲ

A
3
7
3

解
析

学
と
演

習
Ⅲ

A
2
9
3

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅵ

A
1
3
2

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅴ

A
1
6
2

微
分

積
分

学
と
演

習
Ⅷ

A
1
5
2

線
型

代
数

学
と
演

習
Ⅶ

A
1
8
2

集
合

と
位

相
Ⅰ

A
3
9
1

教
職

の
た
め
の

文
書

表
現

法
U
E
6
3

教
職

の
た
め
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
U
E
7
4

特
別

講
義

Ⅱ
B
4
9
4

特
別

講
義

Ⅰ
B
4
8
4
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教育研究上の目的
　基礎理学科は、自然科学、数理科学、情報科学の基

礎的・総合的学習と、複数の分野が融合する学際領域

の研究体験を通して、教育界や産業界など各界で実践

的に活躍できる人材の養成を目的とする。

教育目標
　基礎理学科は、自然科学、数理科学、情報科学の基

礎的・総合的学習と、複数の分野が融合する学際領域

の研究体験を通して、教育界や産業界など各界で実践

的に活躍できる人材の養成を目的としている。それを

達成するため、以下のような資質・能力を身に付けさ

せることを教育目標としている。①自然科学の基礎知

識、② IT 技術の基礎・知識、③論理的思考能力、④コミュ

ニケーション能力。これらの目標に具体的に対応する

ために、基礎理学科では、理数科系科目を幅広く学習し、

種々の専門的知識を修得できるだけでなく、多方面か

ら探究する習慣や能力を自ら身につけ､ さらに他者に

対してもそれらの能力を実践的に指導できるカリキュ

ラムが組まれている。研究者や技術者を志望する学生

には、様々な分野の総合的学習と体験型学習を通して、

問題に対して多方面からアプローチできる能力を身に

つけることを目指している。教員を志望する学生には、

研究する能力や習慣を身につけさせた上で、教育実習

だけでなく現職の中学校、高等学校の教諭から教育体

験を学び、理学的センスをもつ教員を養成することを

目指している。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　社会人として、または教員として活躍するための

数学／情報または自然科学に関する基礎的な知識を

身につけている。社会人として必要な教養と外国語

に関する基礎的な知識・異文化理解の素養を身に付

けている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　自然科学・数理科学・情報科学に関する様々な問

題を見いだし、その解決方法を考えることができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　産業界・教育界で活躍するための倫理観・主体性・

協働性を身につけている。

Ｄ．技能

　�　基礎的な情報技術や日本語または外国語によって

自分の考えを相手に伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
Ａ�．教育課程は基盤教育科目と専門教育科目で構成す

る。専門分野の知識や技能を学修する上で必要にな

るとともに、生涯にわたって必要となる、数学、理

科（物理・化学・生物・地学）、教育の基礎的な知識・

手法・考え方を身につけて、実際に活用することが

できるようになるために基礎科目（数学・理科・教

育）を配置する。これからの情報化社会で生きる社

会人の基礎となる情報・IT 技術の基礎的な知識・手法・

考え方を身につけて、社会人として倫理的にそれら

を活用することができるようになるために基礎科目

（情報）を配置する。

Ｂ�．複数の分野の専門的知識・手法・考え方を身につ

けて、それぞれの専門分野で活用することができる

ように、講義形式だけでなく演習・実習や実験を取

り入れた専門科目（情報、数学、エネルギー環境、

生命環境、地球環境）を配置する。

Ｃ�．社会人としての基礎力である自己理解力や自己管

理力を身につけるために１年次から４年次に「基盤

教育科目（ライフ・キャリアデザイン科目・ブラン

ド科目）を配置する。異文化理解とコミュニケーショ

ン能力を養うために、１年次から２年次に基盤教育

科目（外国語系科目）を配置する。これらの科目の

履修によって、学科として一貫性のあるキャリア教

育を行う。理数系教員を養成するために、２年次か

ら４年次にかけて理数系教員養成プログラムを配置

する。

Ｄ�．自然科学や社会の種々の課題に探究心をもって取

り組むとともに、４年次の卒業研究をスムーズに実

施するために少人数のゼミナール形式の授業である

探究ゼミナールを配置する。基礎科目や専門科目で

獲得した知識・手法や考え方を総合的に活用して、

専門分野の課題を解決するために、必要な知識や情

理学部　基礎理学科
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報を収集・解析して、実験計画を立案、実行すると

ともに、その成果を口頭発表と論文にまとめる卒業

研究を配置する。

基礎理学科　コアナンバー説明

１桁目：
　�専門基礎科目、専門科目、系列による分類を表す。
　　Ｉ：情報分野
　　Ｍ：数学分野
　　Ｓ：理科分野
　　Ｅ：教育学分野
　　Ｐ：エネルギー環境系列
　　Ｂ：生命環境系列
　　Ｇ：地球環境系列
　　Ｕ：理数系教員養成プログラム科目
　　０：必修基礎科目

２桁目：
　◦�１桁目がＵではない科目に対しては、教員免許取得に
関与するか否かを、関与する場合は、必修・選択の別
を表す。

　　　Ｃ：必修科目
　　　Ｓ：選択科目
　　　０：教員免許取得に関与しない科目
　◦�１桁目がＵである科目に対しては、主として演習形式
の科目はＥ、それ以外の科目は関連する教科を表す。

　　　Ｍ：数学
　　　Ｐ：物理学
　　　Ｂ：生物学
　　　Ｃ：化学
　　　Ｇ：地学
３桁目：科目深度を表す。
　（�１桁目で分類された各分野・系列における通し番号。１、
２、３、…、９、Ａ、Ｂ、Ｃ、…）

４桁目：科目レベル（難易度）を表す。

例：情報システムⅠ［IC72］
　　　→ 情報分野科目、情報教免必修、科目深度７、科目レベル２
　　量子科学　［P062］
　　　→ エネルギー環境系列科目、教員免許には関与しない、科目深度６、科目レベル２
　　教職のための化学　［UC12］
　　　→ 理数系教員コース科目、教科は化学、科目深度１、科目レベル２
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基礎理学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　
　
　
　
　

礎　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目

情　
　

報

情報リテラシーⅡ SS1A-IC11-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
電子計算機概論 SS2A-IC21-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
情報システム概論Ⅰ SS2A-IS31-OE 2 ○ 2 春 ◎
情報システム概論Ⅱ SS2A-IC41-OE 2 ○ 2 秋 ◎
情報社会と情報倫理 SS2A-IC51-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
ネットワークとインターネット SS2A-IC61-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
プログラム探究 SS2A-IS71-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

数　
　

学

情報リテラシー SS1A-MC11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
微分積分学Ⅰ SS1A-MS21-OE 2 ○ 1 秋 ◎
微分積分学Ⅱ SS1A-MS31-OE 2 ○ 1 秋 ◎
微分積分学Ⅲ SS3A-MS61-OE 2 ○ 3 春 ◎
線形代数学Ⅰ SS1A-MS41-OE 2 ○ 1 春 ◎
線形代数学Ⅱ SS1A-MS51-OE 2 ○ 1 秋 ◎
線形代数学Ⅲ SS2A-MS71-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
数学要論Ⅰ SS2A-MC81-OE 2 ○ 2 春 ◎
数学要論Ⅱ SS2A-MC91-OE 2 ○ 2 春 ◎
計算機数学 SS2A-MCA1-OE 2 ○ 2 春 ◎

理　
　
　
　
　
　

科

基礎物理学Ⅰ SS1A-SC11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
基礎物理学Ⅱ SS1A-SS21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
物理学実験 SS1A-SC31-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎
基礎化学Ⅰ SS1A-SC41-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
基礎化学Ⅱ SS2A-SC91-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
生命科学Ⅰ SS1A-SC51-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
生命科学Ⅱ SS1A-SC61-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
地球科学Ⅰ SS1A-SC71-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○
地球科学Ⅱ SS1A-SC81-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○
電気磁気学Ⅰ SS2A-SCA1-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
分析化学 SS2A-SSB1-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
有機化学Ⅰ SS2A-SSC1-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
地質学 SS2A-SSD1-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
化学実験 SS2A-SCE1-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ○
生物学実験 SS2A-SCF1-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○
地学実験 SS2A-SCG1-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○
野外実践指導実習 SS2A-SOH1-OE 2 ○ 2 通 ○ ◎ ○

教
育

教育基礎論 SS1A-EC11-OE 2 ○ 1 秋 ◎
学習・発達論 SS1A-EC21-OE 2 ○ 1 春 ◎

専
門
科
目

情　
　

報

線形数理 SS2A-IS12-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
情報システムⅠ SS3A-IC32-OE 2 ○ 3 春 ◎
情報システムⅡ SS3A-IS42-OE 2 ○ 3 秋 ◎
ネットワークとセキュリティーⅠ SS2A-IC22-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
ネットワークとセキュリティーⅡ SS3A-IS52-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎
計算機とアルゴリズムⅠ SS3A-IC62-OE 2 ○ 3 春 ◎
計算機とアルゴリズムⅡ SS3A-IS72-OE 2 ○ 3 秋 ◎
コンピューターとプレゼンテーション SS3A-IC82-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

数　
　

学

解析学Ⅰ SS2A-MC12-OE 2 ○ 2 秋 ◎
解析学Ⅱ SS3A-MC62-OE 2 ○ 3 春 ◎
解析学続論Ⅰ SS3A-MS72-OE 2 ○ 3 春 ◎
数学要論Ⅲ SS2A-MS22-OE 2 ○ 2 秋 ◎
代数学Ⅰ SS2A-MC32-OE 2 ○ 2 秋 ◎
解析学続論Ⅱ SS3A-MS82-OE 2 ○ 3 秋 ◎
解析学続論Ⅲ SS3A-M092-OE 2 ○ 3 秋 ◎
代数学Ⅱ SS3A-MCA2-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専　
　
　
　

門　
　
　
　

科　
　
　
　

目

数　
　

学

代数学Ⅲ SS3A-MSB2-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
幾何学Ⅰ SS3A-MCC2-OE 2 ○ 3 春 ◎
幾何学Ⅱ SS3A-MCD2-OE 2 ○ 3 秋 ◎
幾何学Ⅲ SS3A-MSE2-OE 2 ○ 3 春 ◎
確率・統計Ⅰ SS2A-MC42-OE 2 ○ 2 春 ◎
確率・統計Ⅱ SS2A-MS52-OE 2 ○ 2 秋 ◎
数学探求ゼミナール SS3A-MSA2-OS 2 ● 3 秋 ◎ ○

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

力学 SS3A-PS12-OE 2 ○ 3 春 ◎
電気磁気学Ⅱ SS3A-PS22-OE 2 ○ 3 春 ◎
光量子科学 SS3A-PS32-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎
物理化学 SS3A-PS42-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
エネルギー環境科学実験 SS3A-PS52-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○

生
命
環
境

有機化学Ⅱ SS3A-BS32-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
生物化学 SS3A-BS42-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
動物生理学 SS2A-BS12-OE 2 ○ 2 秋 ◎
分子遺伝学 SS2A-BS22-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
植物生理学 SS3A-BS52-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
生物科学実験 SS3A-BS42-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎
環境化学実験 SS3A-BS62-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○

地
球
環
境

宇宙科学 SS2A-GS12-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○
鉱物科学 SS2A-GS22-OE 2 ○ 2 春 ◎
環境地球化学 SS2A-GS32-OE 2 ○ 2 秋 ◎
生態学 SS2A-GS42-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
環境科学 SS3A-GO52-OE 2 ○ 3 春 ◎
地球科学実験 SS3A-GS62-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○

理
数
系
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

自然科学探求ゼミナール SS3A-SSI2-OS 2 ● 3 秋 ○ ◎ ○
教職基礎演習 SS2A-UE12-OE 1 ○ 2 秋 ◎
数学教材開発指導 SS3A-UE22-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
理科教材開発指導 SS3A-UE32-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○ ○
教職のための文章表現法 SS3A-UE42-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
教職のためのプレゼンテーション SS4A-UE52-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○
教職のための数学Ⅱ SS3A-UM22-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
教職のための数学Ⅲ SS3A-UM32-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎
教職実践演習（中・高） SS4A-UE62-OE 2 ○ 4 秋 ◎ ○

卒業研究
卒業研究Ⅰ SS4A-CC13-OC 4 ◎ 4 春 ○ ◎ ○ ○
卒業研究Ⅱ SS4A-CC23-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ◎ ○ ○

教
員
養
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関
連
科
目

教職のための数学Ⅰ SS1A-UM12-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎
教職のための物理 SS1A-UP12-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎
教職のための生物 SS1A-UB12-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎
教職のための化学 SS2A-UC12-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
教職のための地学 SS1A-UG12-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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（
注
）
科
目
履
修
マ
ー
ク
：
　
◎
＝
必
修
科
目
、
●
＝
選
択
必
修
科
目

秋
学
期

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム

・・
ツツ
リリ
ーー

理
学

部
　
　
基

礎
理

学
科

授
　
業

　
科

　
目

　
名

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
◎

卒
業
研
究
Ⅰ
◎

卒
業
研
究
Ⅱ
◎

自
然
科
学
探
求
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
●

数
学

探
究

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

●

教
職
基
礎
演
習

数
学
教
材
開
発
指
導

理
科
教
材
開
発
指
導

教
職
の
た
め
の
物
理

教
職
の
た
め
の
数
学
Ⅰ

教
職
の
た
め
の
数
学
Ⅱ

教
職
の
た
め
の
生
物

教
職
の
た
め
の
化
学

教
職
の
た
め
の
地
学

教
職
の
た
め
の
数
学
Ⅲ

教
職
の
た
め
の
文
章
表
現
法

教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
）

解
析
学
Ⅱ

解
析
学
続
論
Ⅰ

数
学
要
論
Ⅲ

代
数
学
Ⅰ

代
数
学
Ⅱ

代
数
学
Ⅲ

解
析
学
続
論
Ⅱ

解
析
学
続
論
Ⅲ

幾
何
学
Ⅰ

幾
何
学
Ⅱ

幾
何
学
Ⅲ

確
率
・
統
計
Ⅰ

確
率
・
統
計
Ⅱ

解
析
学
Ⅰ

電
気
磁
気
学
Ⅱ

光
量
子
科
学

物
理
化
学

生
物
化
学

動
物
生
理
学

分
子
遺
伝
学

植
物
生
理
学

宇
宙
科
学

鉱
物
科
学

環
境
地
球
化
学

生
態
学

環
境
科
学

地
球
科
学
Ⅰ

基
礎
物
理
学
Ⅰ

基
礎
物
理
学
Ⅱ

物
理
学
実
験

基
礎
化
学
Ⅰ

基
礎
化
学
Ⅱ

化
学
実
験

分
析
化
学

有
機
化
学
Ⅰ

生
命
科
学
Ⅰ

生
命
科
学
Ⅱ

生
物
学
実
験

電
気
磁
気
学
Ⅰ

野
外
実
践
指
導
実
習

地
球
科
学
Ⅱ

地
学
実
験

地
質
学

微
分
積
分
学
Ⅰ

微
分
積
分
学
Ⅱ

微
分
積
分
学
Ⅲ

線
形
代
数
学
Ⅰ

線
形
代
数
学
Ⅱ

線
形
代
数
学
Ⅲ

数
学
要
論
Ⅰ

数
学
要
論
Ⅱ

計
算
機
数
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
探
究

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論
Ⅰ

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論
Ⅱ

情
報
社
会
と
情
報
倫
理

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

電
子
計
算
機
概
論

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

線
形
数
理

情
報
シ
ス
テ
ム
Ⅰ

情
報
シ
ス
テ
ム
Ⅱ

計
算

機
と
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
Ⅰ

計
算

機
と
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
Ⅱ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
Ⅰ

学
習
・
発
達
論

教
育
基
礎
論

エ
ネ
ル

ギ
ー
環

境
科

学
実

験

生
物
科
学
実
験

環
境
化
学
実
験

地
球
科
学
実
験

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
Ⅱ

力
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
1

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
2

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
3

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
4

教
職
の
た
め
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

数
学
科
教
育
法
Ⅰ

数
学
科
教
育
法
Ⅱ

数
学
科
教
育
法
Ⅲ

数
学
科
教
育
法
Ⅳ

理
科
教
育
法
Ⅰ

理
科
教
育
法
Ⅱ

理
科
教
育
法
Ⅲ

理
科
教
育
法
Ⅳ

情
報
科
教
育
法
Ⅰ

情
報
科
教
育
法
Ⅱ

有
機
化
学
Ⅱ
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教育研究上の目的
　物理学科は、科学技術の基礎となる物理学 ･応用物

理学の基幹分野を体系的に学習し、数理的解析法と実

験計測法の修得を通じて、理工学分野にて幅広く活用

できる科学的思考力 ･分析力 ･ 創造力を有した人材の

養成を目的とする。

教育目標
　物理学科は、基礎物理学分野から応用物理学分野に

至る幅広い学際領域に着目し、物理学の基礎教育と応

用技術教育を密接に関連させ、未来を目指して常に清

新な意欲に溢れる努力を傾け、自らの人生を価値のあ

るものにしようとする情緒豊かで人間的信頼に足る人

材の養成を目指している。本学科は、理工学分野への

様々な自然現象の理を解明し、新しい科学技術への応

用を実現するための幅広い能力をもつ人材を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　基礎的な物理現象について専門的な知識を有し、

その背後にある物理の基本原理を理解している。

　�　社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と

基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　日常生活の中の物理現象から物理モデルを抽出し、

数式を用いて定量的に表現できる。

　�　物理学の関連する諸問題を見つけ、その解決策を

提案することができる。

Ｃ．関心・意欲・表現

　�　物理に関わる諸問題に関心を持ち、社会に貢献す

るための主体性や協調性を身につけている。

　�　物理学または応用物理学が自然や社会に与える影

響や効果に関心を持ち、科学者としての国際的な視

野や倫理観を身につけている。

Ｄ．技能

　�　物理学に関する課題に取り組み、得られた結果に

ついてレポートや口頭でわかりやすく論理的に伝え

ることができる。産業用機器の動作原理を理解して、

その物理原理や使用方法をわかりやすく説明できる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　カリキュラムは、基盤教育科目、基礎科目、専門科

目、卒業研究、専門関連科目などで構成されており、

各科目の教育内容は以下の１〜５の通りである。特に、

物理学科では物理学の専門基礎及び実験知識を体系的

に身につけるために、１年次から４年次に向けて基礎

科目から専門科目を順次履修するカリキュラム構成と

なっている。また、基盤教育科目の学位授与の方針（ディ

プロマポリシー）とカリキュラムの対応関係、並びに、

各専門科目や卒業研究の対応関係を「教育の目標と方

針」の別表にそれぞれ示す。いずれの科目も、学修の

成果（試験、課題、レポートなど）によって総合的に

評価する。なお、カリキュラム全体の改善については、

毎年度、ディプロマポリシーの到達度をチェックする

ことによって行う。

　１�．１年次に物理学分野を支える数学の基礎的な事項

を習得することのできる数学系科目や、「力学」、「基

礎電磁気学」、「物理学基礎実験」 等の物理系基礎

科目の学習から、基本的な力学や電磁気学の法則

を説明する力や実験を計画・実施する力を養う。

　２�．おもに２年次以降に開講される専門科目を通じ

て、産業用機器の動作原理を理解し、原理や使用

方法をわかりやすく説明することができる能力を

育成する。

　３�．４年次には全学生が指導教員のもとで「卒業研究」

を中心に据えて、知識・技能の実際的な運用能力

の養成と定着を図る。

　４�．全学的なキャリア教育科目や学科独自の新入生

研修プログラム、「卒業研究（Ⅰ＆Ⅱ）」を通じて、

社会と主体的・協働的に関わり、社会人としての

知識や技能及び倫理観を修得させる。物理学科に

関わる学問分野でのコミュニケーションに必要な 

英語を継続的に学習させるために「外国語文献講

読」を配置する。

　５�．大学卒業後に教員になることを希望する学生に

対して、〔中学校教諭 一種免許（理科）〕及び〔高

等学校教諭一種免許（理科）〕を取得できるように、

申請条件充足状況を評価しつつ、学習させる。

理学部　物理学科
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物理学科　コアナンバー説明

１桁目：専門科目あるいはそれ以外の科目の別を示す。
　Ａ：専門科目
　Ｔ：専門関連科目
　Ｕ：教員養成プロジェクト関連科目
２、３桁目：科目深度を表す。
　�　カリキュラム・ツリーの上から下、左から右に進むに
従ってアルファベット順（Ａ－ G、Ｉ、L、W）および数
字順（０－７）に進む。概ね、基礎から応用、発展へと
番号づけがなされている。

４桁目：科目レベル（難易度）を表す。
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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物理学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　

礎　
　

科　
　

目

線形代数学 SA1A-AA21-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○

応用数学 SA1A-AA31-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎

質点の力学Ⅰ SA1A-AB01-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○

質点の力学Ⅱ SA1A-AB11-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

基礎電磁気学Ⅰ SA1A-AC01-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

基礎電磁気学Ⅱ SA2A-AC11-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

コンピュータ入門Ⅰ SA1A-AG01-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

コンピュータ入門Ⅱ SA1A-AG11-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○

専　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

力学Ⅲ SA2A-AB22-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

連続体力学 SA2A-AE02-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

応用電磁気学 SA3A-AC52-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

光物理学 SA3A-AD42-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○

熱力学 SA2A-AB32-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

統計力学 SA3A-AB42-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

量子力学の基礎 SA2A-AD02-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

量子力学Ⅰ SA3A-AD22-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○

量子力学Ⅱ SA3A-AD72-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○

物理数学入門Ⅱ SA2A-AA62-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

物理数学Ⅰ SA2A-AA42-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

物理数学Ⅱ SA3A-AA52-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○

物性物理学Ⅰ SA3A-AD12-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

物性物理学Ⅱ SA3A-AD52-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

宇宙科学Ⅰ SA3A-AF02-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

宇宙科学Ⅱ SA3A-AF12-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

素粒子・原子核物理学 SA3A-AD62-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○

情報処理工学 SA2A-AG22-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

プログラミング SA2A-AG42-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

電気工学概論 SA2A-AC42-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

電子工学Ⅰ SA2A-AC22-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

電子工学Ⅱ SA2A-AC32-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

システム工学 SA2A-AG32-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

計測工学 SA3A-AG52-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

材料工学 SA3A-AE22-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

外国語文献講読Ⅰ SA3A-AW01-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎

外国語文献講読Ⅱ SA3A-AW02-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

実
験
・
演
習

物理学基礎実験 SA1A-AI01-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ○ ◎

電気・電子工学実験Ⅰ SA2A-AI12-OC 2 ◎ 2 春 ○ ○ ◎

応用物理学実験 SA3A-AI22-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎

物理学演習 SA3A-AI32-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

卒
業
研
究

ゼミナールⅠ SA4A-AL13-OE 1 ○ 4 春 ○ ○ ◎

ゼミナールⅡ SA4A-AL33-OE 1 ○ 4 秋 ○ ○ ◎

卒業研究Ⅰ SA4A-AL23-OC 4 ◎ 4 春 ○ ○ ○ ◎

卒業研究Ⅱ SA4A-AL43-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ○ ○ ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専
門
関
連
科
目

化学基礎論Ⅰ SA1A-TC11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

化学基礎論Ⅱ SA1A-TC21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

化学基礎実験 SA1A-TC31-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

生物学基礎論Ⅰ SA1A-TB11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

生物学基礎論Ⅱ SA1A-TB21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

生物学基礎実験 SA2A-TB31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

地学基礎論Ⅰ SA1A-TG11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

地学基礎論Ⅱ SA1A-TG21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

地学基礎実験 SA2A-TG31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
科
目

教職基礎演習 SA2A-UE12-OE 1 ○ 2 秋 ◎

理科教材開発指導 SA3A-UE32-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○ ○

教職のための物理 SA3A-UP12-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

教職のための化学 SA3A-UC12-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

教職のための生物 SA3A-UB12-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

教職のための地学 SA3A-UG12-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

教職のための文章表現法 SA3A-UE62-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

教職のためのプレゼンテーション SA4A-UE72-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

A
・
B

(物
理
学
の
た
め

の
数
学
の
修
得
)

（
注
）
科
目
履
修
マ
ー
ク
：
　
◎
＝
必
修
科
目
、
●
＝
選
択
必
修
科
目

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
・・
ツツ
リリ
ーー

理理
学学

部部
　　
　　
物物

理理
学学

科科

達
成
目
標

1
年
次

4
年
次

A
・
C
・
D

(関
連
知
識
お
よ

び
理
科
教
員
に

必
要
な
基
礎
知

識
の
習
得
)

A
・
B

(物
理
学
の
基
礎

の
修
得
)

授
　
業

　
科

　
目

　
名

2
年
次

3
年
次

D

(実
験
技
術
・
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・コ

ミ
ュ
ー
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
能

の
修
得
）

A
・
B

(物
理
学
の
応
用

知
識
・
技
術
の
習

得
）

質
点

の
力

学
Ⅰ

A
B
0
1

応
用

数
学

A
A
3
1

基
礎

電
磁

気
学

Ⅰ

A
C
0
1

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入

門
Ⅰ

A
G
0
1

物
理

学
基

礎
実

験
◎

A
I0
1

生
物

学
基

礎
論

Ⅰ

T
B
1
1

地
学

基
礎

論
Ⅰ

T
G
1
1

質
点

の
力

学
Ⅱ

A
B
1
1

化
学

基
礎

実
験

T
C
3
1

生
物

学
基

礎
実

験

T
B
3
1

地
学

基
礎

実
験

T
G
3
1

情
報

処
理

工
学

A
G
2
2

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

A
G
4
2

熱
力

学

A
B
3
2

連
続

体
力

学

A
E
0
2

シ
ス
テ
ム
工

学

A
G
3
2

物
理

数
学

Ⅰ

A
A
4
2

力
学

Ⅲ

A
B
2
2

材
料

工
学

A
E
2
2

計
測

工
学

A
G
5
2

応
用

電
磁

気
学

A
C
5
2

物
理

数
学

Ⅱ

A
A
5
2

物
理

数
学

入
門

Ⅱ

A
A
6
2

量
子

力
学

の
基

礎

A
D
0
2

量
子

力
学

Ⅰ

A
D
2
2

量
子

力
学

Ⅱ

A
D
7
2

光
物

理
学

A
D
4
2

化
学

基
礎

論
Ⅱ

T
C
2
1

生
物

学
基

礎
論

Ⅱ

T
B
2
1

地
学

基
礎

論
Ⅱ

T
G
2
1

基
礎

電
磁

気
学

Ⅱ

A
C
1
1

電
子

工
学

Ⅰ

A
C
2
2

統
計

力
学

A
B
4
2

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入

門
Ⅱ

A
G
1
1

電
子

工
学

Ⅱ

A
C
3
2

電
気

工
学

概
論

A
C
4
2

物
性

物
理

学
Ⅰ

A
D
1
2

物
性

物
理

学
Ⅱ

A
D
5
2

応
用

物
理

学
実

験

A
I2
2

電
気

・
電

子
工

学
実

験
Ⅰ

◎

A
I1
2

素
粒

子
・
原

子
核

物
理

学

A
D
6
2

宇
宙

科
学

Ⅱ

A
F
1
2

宇
宙

科
学

Ⅰ

A
F
0
2

教
職

の
た
め
の

化
学

U
C
1
2

教
職

の
た
め
の

生
物

U
B
1
2

教
職

の
た
め
の

物
理

U
P
1
2

教
職

基
礎

演
習

U
E
1
2

線
形

代
数

学

A
A
2
1

卒
業

研
究

Ⅰ
◎

A
L
2
3

卒
業

研
究

Ⅱ
◎

A
L
4
3

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ

A
L
3
3

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

A
L
1
3

教
職

の
た
め
の

地
学

U
G
1
2

教
職

の
た
め
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

U
E
7
2

教
職

の
た
め
の

文
章

表
現

法

U
E
6
2

外
国

語
文

献
購

読
Ⅰ

A
W
0
1

外
国

語
文

献
購

読
Ⅱ

A
W
0
2

物
理

学
演

習

A
I3
2

化
学

基
礎

論
Ⅰ

T
C
1
1

理
科

教
材

開
発

指
導

U
E
1
2
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教育研究上の目的
　化学科は、学生と社会のニーズに対応した多様なカ

リキュラムにより、化学を中心とした高度な知識と技

術を習得させ、化学に関連した分野で活躍する研究者、

技術者または理科教育にたずさわる人材の養成を目的

とする。

教育目標
　現代社会の産業基盤となる化学の知識や技術の教育、

研究を通じて、総合的な判断力、論理的思考力および

問題解決能力を身につけた研究者・技術者の養成を目

指す。また、中学校・高校の理科教員の養成を目指す。

　◦�広範囲にわたる化学の基礎知識を修得させるため

に、１、２年次を中心に無機化学、有機化学、分

析化学、物理化学の基礎専門科目を配置し、様々

な化学分野の要請に応えられるような基礎教育を

行う。２年次からは４つの専門コース（「大学院早

期進学コース」、「先端化学コース」、「教職支援コー

ス」、「資格支援コース」）を設け、現代社会が求め

ている緊急の課題に化学という学問を通じて応え

られる実践的教育を行う。

　◦�専門性の高い化学知識を学習し大学院への進学を

目指す「大学院早期進学コース」および化学分野

で必要な化学知識を学習する「先端化学コース」

には、次の３つの教育プログラムを設ける。

　◦�有機化合物、生体関連化合物等を中心に有機化学

系列を学習する「バイオ・有機物質創成プログラム」

を設け、有機化学や生体関連物質に関する正しい

知識と倫理観を持ち、化学やバイオの力で生活に

役立つ物質を開発、製造できる国際性豊かな人材

を養成する。

　◦�公害問題、環境分析、生体分析等を中心に物理化学、

分析化学系列を学習する「生体・環境分析プログ

ラム」を設け、地球環境に対する正しい知識と倫

理観をもち、地球環境保全を行うために様々な物

質を測定する手法を正しく理解した国際性豊かな

人材を養成する。

　◦�無機材料等を中心に無機化学系列を学習する「マ

テリアル創成プログラム」を設け、エネルギー問

題に関する正しい理解と倫理観を持ち、化学の力

でエネルギー問題に貢献できる新素材を開発・製

造できる国際性豊かな人材を養成する。

　◦�教員を目指す「教職支援コース」の学生には「教

職支援プログラム」を設け、化学の素養を持った

中学校・高校の教員育成を、資格を目指す「資格

支援コース」の学生には「資格支援プログラム」

を設け、就職活動に役立てるための化学系の資格

取得の支援を行う。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　◦�研究者、技術者、または理科教員に求められる化

学全般の基礎的な知識を身につけている。

　◦�バイオ・有機物質創成、生体・環境分析、マテリ

アル創成に関する専門的な知識または化学系の教

育や資格に関する知識を身につけている。

　◦�社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と

基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　◦�社会生活を豊かにする化学の役割を理解し、これ

に関連する情報を収集し、その知識を活用するこ

とができる。

　◦�化学に関連する社会の諸問題を見つけ、その解決

策を提案することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　◦�社会生活を豊かにする化学、あるいは環境問題の

解決に寄与する化学に関心を持ち、化学を通じて

社会に貢献するための主体性や積極性を身につけ

ている。

　◦�化学が自然界や社会生活に与える影響や効果に関

心を持ち、国際的な視野や倫理観を身につけてい

る。

Ｄ．技能

　◦�化学全般に関して、研究者、技術者、または理科

教員として必要な技能を身につけ、課題に対する

結果や考察を論理的に記述することができる。

　◦�プレゼンテーションや議論を通して、自分の考え

を分かりやすく伝えることができる。

理学部　化学科
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　カリキュラムは、基盤教育科目（ライフ・キャリア

デザイン系科目、人間・社会科学系科目、科学技術系

科目、外国語系科目、ブランド系科目）、基礎科目、専

門科目、専門関連科目、教員養成プロジェクト関連科目、

教職関連科目、博物館学芸員関連科目などで構成され

ており、各科目の教育内容は以下の１〜７の通りであ

る。また、基盤教育科目の卒業認定・学位授与の方針

（ディプロマポリシー）との関与度、並びに、各専門科

目や卒業研究の対応関係を「教育の目標と方針」の別

表にそれぞれ示す。いずれの科目についても、科目の

評価は、学修の成果（試験、課題、レポートなど）によっ

て総合的に行う。なお、カリキュラム全体の改善につ

いては、毎年度、ディプロマポリシーの到達度をチェッ

クすることによって行う。

１�．高校から大学教育への橋渡しの役割と科学関連の

教養を身につけるために化学・物理学・生物学・地

学の各分野の基本概念をわかりやすく解説する科目

群である基盤教育科目「科学技術系科目」を初年次

に設置する。また、社会での活躍や異文化理解のた

めの幅広い教養と基礎知識を習得する上で必要な基

盤教育科目（ライフ・キャリアデザイン系科目、人間・

社会科学系科目、ブランド系科目）を配置する。

２�．化学の基盤となる四つの分野（無機化学、有機化学、

分析化学、物理化学）のそれぞれの基礎科目を１年

次から２年次にかけて設置する。講義と演習を適切

に組み合わせ、学生の自発的な学修を促すように工

夫する。さらに、専門性の高い内容を扱う専門科目

として、「量子化学」、「ポリマーの化学」を設置する。

３�．現代社会や産業界に求められている緊急の課題に

化学の立場から対応できる研究者、技術者、または

理科教員の養成を念頭に置き、高度な専門知識を修

得できる４つの専門コース（「大学院早期進学コー

ス」、「先端化学コース」、「教職支援コース」、「資格

支援コース」）を２年次から設置する。専門性の高い

化学知識を学習し大学院への進学を目指す「大学院

早期進学コース」および化学分野で必要な化学知識

を学習する「先端化学コース」には、有機化合物、

生体関連化合物等を中心に有機化学系列を学習する

「バイオ・有機物質創成プログラム」、公害問題、環

境分析、生体分析等を中心に物理化学、分析化学系

列を学習する「生体・環境分析プログラム」、無機材

料等を中心に無機化学系列を学習する「マテリアル

創成プログラム」の３つの教育プログラムを設置す

る。また、教員を目指す「教職支援コース」の学生

には「教職支援プログラム」を、資格取得を目指す

「資格支援コース」の学生には「資格支援プログラム」

を設置する。各プログラムの関連分野における高度

な知識を修得するための専門科目を２年次、３年次

に設置する。

４�．研究者、技術者または理科教員として必要な化学

全般に関する知識と技能を身につけ、研究・教育に

携わる者が認識すべき倫理観や責任を自覚するため

に、化学実験科目を設置する。

５�．化学の基礎知識とともに実践的な実験技術に習熟

し、総合的判断力、問題設定・解決能力、論理的思

考能力、国際的な視野を身につけさせるために、「卒

業研究 I、II」を 4 年次に配置する。また、専門知識

と研究実践力を高めるために卒業研究と同等な研究

活動を行う、「大学院早期進学コース」向けの「化学

特別実験」およびそれ以外のコース向けの「先端化

学実験」を 3年次に設置する。

６�．コンピュータとネットワークに対する知識や情報

活用能力と情報倫理についての知識や技能を習得で

きる情報関連科目を設置する。

７�．中学校・高校の理科教員を目指した教員免許取得

のために必要な科目を設置し、教職支援センターと

の連携によって教員免許取得を支援する教員養成プ

ロジェクト関連科目を設置する。
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化学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　
　

礎　
　
　

科　
　
　

目

無機化学Ⅰ SC1A-AC01-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
無機化学Ⅱ SC1A-AC11-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
有機化学Ⅰ SC1A-AA01-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
有機化学Ⅱ SC1A-AA11-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
分析化学Ⅰ SC1A-AB01-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○
分析化学Ⅱ SC1A-AB11-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
物理化学Ⅰ SC1A-AD01-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
物理化学Ⅱ SC2A-AD11-OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○
化学実験Ⅰ SC1A-AJ11-OC 1.5 ◎ 1 秋 ○ ○ ◎
化学実験Ⅱ SC1A-AJ21-OC 1.5 ◎ 1 秋 ○ ○ ◎
有機化学実験 SC2A-AJ31-OC 3 ◎ 2 秋 ○ ○ ◎
無機化学実験 SC2A-AJ41-OC 3 ◎ 2 秋 ○ ○ ◎
分析化学実験 SC3A-AJ51-OC 3 ◎ 3 春 ○ ○ ◎
物理化学実験 SC3A-AJ61-OC 3 ◎ 3 春 ○ ○ ◎
無機化学演習 SC2A-AC21-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○
有機化学演習 SC2A-AA21-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○
分析化学演習 SC2A-AB21-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○
物理化学演習 SC2A-AD21-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○

化学科　コアナンバー説明

１桁目：科目の種類を表す。
　Ａ：専門教育科目
　　２桁目：
　　　Ａ：有機化学
　　　Ｂ：分析化学
　　　Ｃ：無機化学
　　　Ｄ：物理化学
　　　Ｅ：マテリアル創成プログラム
　　　　　選択必修科目
　　　Ｆ：バイオ・有機物質創成プログラム
　　　　　選択必修科目
　　　Ｇ：生体・環境分析プログラム
　　　　　選択必修科目
　　　Ｉ：資格支援プログラム
　　　　　選択必修科目
　　　Ｊ：実験科目
　　　Ｋ：化学一般
　　　Ｔ：卒業研究
　　　　　または大学院早期進学コース実験科目

　Ｕ：教員養成プロジェクト関連科目
　　２桁目：
　　　Ｂ：生物学
　　　Ｃ：化学
　　　Ｅ：教育学
　　　Ｇ：地学
　　　Ｐ：物理学

　Ｔ：専門関連科目
　　２桁目：
　　　Ｂ：生物学
　　　Ｃ：化学
　　　Ｇ：地学
　　　Ｍ：数学
　　　Ｐ：物理学

３桁目：科目深度を表す。卒業研究についてはＡ、Ｂとする。
４桁目：科目レベル（難易度）を表す。１：基礎、２：発展、３：応用
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

情報リテラシー SC1A-AK11-OC 2 ◎ 1 春 ○ ◎
化学のための数学 SC1A-AK01-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎
有機機器分析 SC2A-AG02-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
量子化学 SC2A-AD22-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
ポリマーの化学 SC3A-AA32-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
薬品合成化学 SC3A-AF32-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
化学トピックス SC3A-AK03-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
化学特別実験 SC3A-AT53-OE 8 ○ 3 通 ○ ○ ○ ◎
先端化学実験 SC3A-AJ73-OE 3 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎
卒業研究Ⅰ SC4A-ATA3-OC 4 ◎ 4 春 ○ ○ ○ ◎
卒業研究Ⅱ SC4A-ATB3-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ○ ○ ◎
固体化学 SC2A-AE02-OS 2 ● 2 春 ◎ ○
錯体化学 SC2A-AE12-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○
エネルギーの化学 SC2A-AE22-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○
有機構造化学 SC2A-AF02-OS 2 ● 2 春 ◎ ○
バイオ有機化学 SC2A-AF12-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○
有機反応化学 SC2A-AF22-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○
化学反応解析 SC2A-AG12-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○
化学環境論 SC2A-AG22-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○
鑑識の化学 SC3A-AG32-OS 2 ● 3 春 ◎ ○
化学技術概論 SC2A-AI02-OS 1 ● 2 秋 ◎ ○
放射線化学 SC2A-AI12-OS 1 ● 2 秋 ◎ ○ ○
安全化学 SC3A-AI22-OS 2 ● 3 春 ○ ○ ○ ◎
環境分析化学 SC3A-AI32-OS 2 ● 3 春 ◎ ○

専　

門　

関　

連　

科　

目

物理学基礎論Ⅰ SC1A-TP11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
物理学基礎論Ⅱ SC1A-TP21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
物理学基礎実験 SC2A-TP31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎
生物学基礎論Ⅰ SC1A-TB11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
生物学基礎論Ⅱ SC1A-TB21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
生物学基礎実験 SC2A-TB31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎
地学基礎論Ⅰ SC1A-TG11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
地学基礎論Ⅱ SC1A-TG21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
地学基礎実験 SC1A-TG31-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎
教職のための化学 SC3A-UC12-OS 2 ● 3 秋 ◎ ○

教
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関

連

科

目

）

教職基礎演習 SC2A-UE12-OS 1 ● 2 秋 ◎
理科教材開発指導 SC3A-UE22-OS 2 ● 3 秋 ○ ◎ ○ ○
教職のための物理 SC3A-UP12-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
教職のための地学 SC3A-UG12-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎
教職のための生物 SC3A-UB12-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
教職のための文章表現法 SC3A-UE32-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
教職のためのプレゼンテーション SC4A-UE42-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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((化化
学学

全全
般般
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礎礎
的的

知知
識識
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身身
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つつ
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学学
のの

知知
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法法
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授授
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Ⅰ
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教育研究上の目的
　動物学科は、理学の根源的な知的好奇心に発する、

広く深い博物学・基礎生物学の伝統に根差して、人間

社会と自然の調和を図り、持続可能な人類の未来創造

のための基礎や応用を築く人材の養成を目的とする。

教育目標
　理学の根源的な知的好奇心に発する、広く深い博物

学・基礎生物学の伝統に根差して、グローバルな視点

をもち、人間社会と自然の調和を図り、持続可能な人

類の未来創造のための基礎や応用を築く動物学的な教

育・研究を行なう。すなわち、自然科学の基礎的な知

識に加えて多様な動物やその環境について広く深い知

識を備え、地球環境と人間社会への貢献を志向し、科

学知識と社会倫理を調和させた判断力と行動力をもつ

人材を社会に送り出す。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　大学で動物学を学んだ者に求められる自然科学、

生物学一般の基礎知識を身につけている。社会への

貢献や異文化理解のための幅広い教養と基礎知識を

身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　動物と豊かな暮らしとの関わりについての情報を

収集し、整理することができる。

　�　動物と社会との関わりから生じる問題を見つけ、

分析し、より良いと考えられる解決策を探求するこ

とができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　人や動物の暮らしとそれを取り巻く環境の保全に

関心を持ち、社会に貢献するための主体性や協調性

の重要さを認識し、理解へとつなげていくことがで

きる。動物と人との関係が自然や社会に与える影響

や効果に関心を持ち、大学で動物学を学んだ者とし

ての国際的な視野や倫理観の重要さを認識し、理解

へとつなげていくことができる。

Ｄ．技能

　�　生物系もしくは動物に関するさまざまな課題に取

り組み、結果や考察を論理的に記述することができ

る。大学で動物学を学んだ者として社会人としての

自分の考えや想いを分かりやすく伝えることができ

る。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　広範な動物学および自然科学の基礎的な知識、環境、

人間社会との関わりについて学び、科学的な知識と同

時に社会的な倫理までも涵養しつつ、自主的に活動し、

責任ある行動ができるような人材を育てる。そのため

に学位授与の方針にそって次のような教育課程を編成

する。なお、カリキュラム全体の改善については、毎

年度、ディプロマポリシーの到達度をチェックするこ

とによって行う。

　１�．大学における学びへの適応をはかり、生物学､

中でも動物に関連した分野を中心とした幅広い分

野に興味・関心をもたせ、それらに関する知識・

技能を習得する上で必要な基礎となる科目（動物

生理学、動物比較解剖学、動物遺伝学､生化学など）

を初年次から２年次にかけて配置する。また、科

学データの取り扱いの基本を習得するための科目

（情報リテラシー、パソコン演習など）を初年次に

配置する。これらの科目を履修することで、動物

学を学ぶ上での基本となる知識とこれらを応用す

る能力基盤を身につけさせる。また、社会への貢

献や異文化理解のための幅広い教養と基礎知識を

習得する上で必要な基礎知識を身につけてもらう

ため１〜３年次に基盤教育科目（ライフ・キャリ

アデザイン系科目、人間・社会科学系科目、科学

技術系科目、ブランド系科目）を配置する。国際

的視野を養うために必要な外国語の基礎能力を身

につける科目として１〜３年次に基盤教育科目（外

国語系科目）を配置する。これらの科目について

は客観的な知識・理解の指標に加えて学修の成果

物等を総合的に評価することにより教育課程編成・

実施の方針を継続的に検討する。

　２�．多様な動物とそれを取り巻く地球環境 ･社会状

況への理解の基盤となる科目（動物生殖学、動物

保全学、脊椎動物学Ⅰ〜Ⅳなど）と、これまでに

理学部　動物学科
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得た知識を主体的な理解へと昇華させるための実

習科目（動物発生学実習、野外調査実習、動物解

剖学実習など）を２年次に配置する。これらを履

修することで、動物学の知識・技能を学問的、社

会的課題に応用するための基礎知識と技術を習得

させる。これらの科目については客観的な知識・

理解の指標に加えて学修の成果物等を総合的に評

価することにより教育課程編成・実施の方針を継

続的に検討する。

　３�．動物学の実践的な知識を体系化した科目（実験

動物学、動物病理学、動物社会学など）と、技術

の習得のための応用的な実習科目（動物実験 ･検

査学実習、動物保全 ･育種学実習など）を３年次

に中心的に配置し、これら動物学に関わる幅広い

分野について興味や適性に応じて学修させる。こ

れらの科目を履修することを通して幅広い専門知

識を修得させる一方で、希望する卒業研究に関連

する専門分野に関しては、可能な限り深く学ばせ

る。これらの科目については客観的な知識・理解

の指標に加えて学修の成果物等を総合的に評価す

ることにより教育課程編成・実施の方針を継続的

に検討する。

　４�．動物学や科学知識と社会倫理を調和させた判断

力や行動力、グローバルなコミュニケーション能

力を涵養するために、実験・実習でフィールドワー

ク（野外調査実習､卒業研究など）やグループワー

ク（動物生理・生化学実習、野外調査実習など）、

卒業研究や講義等（動物関連法規など）でのプレ

ゼンテーションワークの機会を導入するほか、英

語での情報収集・発信の基礎作り（専門英語Ⅰ・

Ⅱなど）も行う。これらの科目については、客観

的な知識・理解の指標に加え各種ワークの成果等

を総合的に評価することを通して教育課程編成・

実施の方針の検討を継続的に行う。

　５�．大学で動物学を学んだ社会人として、一般的な

倫理や動物に対する倫理観の歴史的な変遷を理解

し、実践的知識として身につけておくために、初

年次に動物誌、動物と人間、３年次に動物関連法

規を配置する。これらの科目については客観的な

知識・理解の指標に加えて学修の成果物等を総合

的に評価することを通して教育課程編成・実施の

方針の検討を継続的に行う。

動物学科　コアナンバー説明

１桁目：科目の種類を表す。
　Ａ：知識・理解に関する科目
　Ｂ：思考・判断・表現に関する科目
　Ｃ：関心・意欲・態度に関する科目
　Ｄ：技能に関する科目

２�桁目および３桁目：カリキュラムチェックリストの掲載
順に対応。
４桁目：難易度を表す。
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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動物学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　

礎　
　

科　
　

目

動物誌 SZ1A-A011-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

動物生理学 SZ1A-A021-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

動物比較解剖学 SZ1A-A031-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

動物機能解剖学 SZ1A-A041-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

動物遺伝学 SZ1A-A051-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

生化学 SZ2A-B011-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○ ○

情報リテラシー SZ1A-A061-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

パソコン演習 SZ1A-A071-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

動物と人間 SZ1A-A081-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

進化動物学Ⅰ SZ3A-A091-OE 1 ○ 3 秋 ◎ ○ ○ ○

進化動物学Ⅱ SZ1A-A101-OE 1 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○

専　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目

環境考古学 SZ2A-C012-OE 2 ○ 2 秋 ○ ○ ◎

細胞遺伝学 SZ2A-C022-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

植生学 SZ3A-C032-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎

植物生理学 SZ3A-C033-OE 2 ○ 3 春

応用統計学 SZ3A-C042-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎

植物系統分類学 SZ2A-C052-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

環境地球化学 SZ2A-C062-OE 2 ○ 2 秋 ○ ○ ◎

環境科学 SZ3A-C072-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎

動物環境学 SZ2A-C082-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

動物行動学 SZ2A-A112-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○

生態学 SZ2A-A122-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○

動物系統分類学 SZ1A-A132-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○

寄生動物学 SZ3A-B022-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○

実験動物学 SZ3A-A142-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

動物関連法規 SZ3A-D012-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

動物生殖学 SZ2A-C092-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎ ○

動物発生学 SZ2A-B032-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○ ○

動物資源育種学 SZ3A-A152-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

動物保全学 SZ2A-B042-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎ ○

霊長類学 SZ2A-A172-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

脊椎動物学Ⅰ SZ2A-B052-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○

脊椎動物学Ⅱ SZ2A-A182-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

脊椎動物学Ⅲ SZ2A-A192-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

脊椎動物学Ⅳ SZ2A-B062-OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎ ○

微生物学 SZ2A-B072-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○ ○

動物社会学 SZ3A-B082-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○

動物生態学 SZ3A-B092-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○ ○

集団遺伝学 SZ3A-A202-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

動物学入門 SZ1A-A212-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ○

動物園学 SZ1A-B152-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○

動物言語学 SZ3A-C112-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ ○

動物心理学 SZ3A-B162-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○ ○

動物病理学 SZ3A-B102-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専　

門　

科　

目

動物学ゼミナール SZ3A-C102-OC 2 ◎ 3 春 ○ ○ ◎

動物生理・生化学実習 SZ2A-D022-OE 2 ○ 2 秋 ○ ○

動物遺伝学実習 SZ2A-D032-OE 2 ○ 2 秋 ○ ○ ○ ◎

動物発生学実習 SZ2A-D042-OE 2 ○ 2 秋 ○ ○ ○ ◎

動物実験・検査学実習 SZ3A-D052-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎

野外調査実習 SZ2A-D062-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎

動物保全・育種学実習 SZ3A-D072-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

動物解剖学実習 SZ2A-D082-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

専門英語Ⅰ SZ3A-B112-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○

専門英語Ⅱ SZ3A-B122-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○ ○

卒業研究Ⅰ SZ4A-B133-OC 4 ◎ 4 春 ○ ◎ ○ ○

卒業研究Ⅱ SZ4A-B143-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ◎ ○ ○

専　

門　

関　

連　

科　

目

化学基礎論Ⅰ SZ1A-TC11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

化学基礎論Ⅱ SZ1A-TC21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

物理学基礎論Ⅰ SZ1A-TP11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

物理学基礎論Ⅱ SZ1A-TP21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

地学基礎論Ⅰ SZ1A-TG11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

地学基礎論Ⅱ SZ1A-TG21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

化学基礎実験 SZ2A-TC31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

物理学基礎実験 SZ2A-TP31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

地学基礎実験 SZ2A-TG31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

博物館資料論 SZ1A-MA21-OE 2 ○ 1 秋 ◎

博物館資料保存論 SZ2A-MA51-OE 2 ○ 2 春 ◎

博物館展示論 SZ3A-MA71-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

教
員
養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
科
目

教職基礎演習 SZ2A-UE12-OE 1 ○ 2 秋 ◎

理科教材開発指導 SZ3A-UE32-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○ ○

教職のための物理 SZ2A-UP12-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

教職のための化学 SZ2A-UC12-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

教職のための生物 SZ2A-UB12-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

教職のための地学 SZ2A-UG12-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

教職のための文章表現法 SZ3A-UE62-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

教職のためのプレゼンテーション SZ4A-UE72-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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春学期1/2 秋学期1/2 春学期1/2 秋学期1/2 春学期1/2 秋学期1/2 春学期1/2 秋学期1/2

B

C

D

（注）科目履修マーク：　◎＝必修科目

Ａ

カカリリキキュュララムム・・ツツリリーー
理理学学部部　　　　動動物物学学科科

達成目標
授　業　科　目　名

1年次 2年次 3年次 4年次

卒業研究Ⅰ◎ B533 卒業研究Ⅱ◎ B543

動物生理・生化学実習

D022

動物遺伝学実習 D032

動物発生学実習 D042

動物実験・検査学実習

D052
動物保全・育種学実習

D072

野外調査実習 D062

動物解剖学実習 D082

動物関連法規 D012

削削除除→→授授業業実実践践演演習習 UUEE4422

教職基礎演習 UE12

削削除除→→野野外外実実践践指指導導実実習習ⅡⅡ UUEE2222

理科教材開発指導 UE32

教職のための生物 UB12

教職のための物理 UP12 教職のための化学 UC12

教職のための地学 UG12

生化学 B011

環境考古学 C012

植生学 C032

応用統計学 C042植物系統分類学 C052

動物学ゼミナール◎

C102

環境地球化学 C062

環境科学 C072動物環境学 C082

動物生殖学 C092

教員養成プロジェクト関連科目

専 門 科 目 ・ 専 門 実 習 科 目

専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

専 門 科 目

教員養成プロジェクト関連科目

卒業研究Ⅰ◎

B133

卒業研究Ⅱ◎

B143

細胞遺伝学 C022

教職のための文章表現法

UE52

教職のためのプレゼンテーション

UE62

生態学 A122 動物行動学 A112

霊長類学 A172 動物資源育種学 A152

脊椎動物学Ⅱ A182

脊椎動物学Ⅲ A192

動物系統分類学 A132 実験動物学 A142

集団遺伝学 A202

動物誌 A011 動物生理学 A021

動物比較解剖学 A031

動物機能解剖学 A041

動物遺伝学 A051

進化動物学Ⅱ A101

動物と人間 A081

進化動物学Ⅰ A091

情報リテラシー A061 パソコン演習 A071

専 門 基 礎 科 目

情 報 教 育 科 目

専 門 科 目

化学基礎論Ⅰ TC11

物理学基礎論Ⅱ TP21

化学基礎論Ⅱ TC21

物理学基礎論Ⅰ TP11

地学基礎論Ⅰ TG11 地学基礎論Ⅱ TG21 地学基礎実験 TG31

物理学基礎実験 TP31

化学基礎実験 TC31

動物学入門◎ A212

動物心理学 B162

寄生動物学 B022動物発生学 B032

脊椎動物学Ⅰ B052 動物社会学 B082

動物保全学 B042 動物生態学 B092

脊椎動物学Ⅳ B062

微生物学 B072 専門英語Ⅰ B112

専門英語Ⅱ B122

動物園学 B152

動物病理学 B102

博物館展示論 MA71博物館資料論 MA21 博物館資料保存論 MA51

専 門 科 目

学 芸 員 関 連 科 目

動物言語学 C112

植物生理学 C033
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教育研究上の目的
　工学部は、ものづくりに必要な知識と技能を修得し、

他の人と協働してそれらを活用し得る能力、地球的視

野から多面的に物事を理解し判断し得る能力、そして

技術者としての倫理観を備え、科学技術を通して技術

者として社会人として社会に貢献できる人材を養成す

ることを目的とする。

教育目標
　工学に関わる機械工学、電気電子工学、情報工学、

応用化学、建築学の分野において、講義・実験・実習

等を通してものづくりに必要な知識と技能を修得し、

協働してそれを活用し得る能力、卒業研究を通して先

端技術・研究を体感し地球的視野から多面的に物事を

理解し判断し得る能力を、それぞれ身につけた技術者

の養成を目指し、次に挙げる教育目標を掲げる。

　１�．工学に関わる様々な専門分野において、科学技

術を通して社会に貢献できる技術者に求められる

教育を行う。

　２�．数学や自然科学及び情報技術等の基礎知識の修

得と、それらを応用し得る能力を備えた技術者を

養成する。

　３�．それぞれの分野に関わる専門知識と技能の修得

と、それらを応用し得る能力を備えた技術者を養

成する。

　４�．幅広い教養に基づきコミュニケーションを図り、

国際化社会において異文化を理解し協働するため

に必要な語学力を備えた技術者を養成する。

　５�．与えられた要求や課題を分析し、必要な作業を

計画的に進め解決へ導く問題解決力を備えた技術

者を養成する。

　６�．論理的な思考力と記述力、コミュニケーション

力を用いて、自分の考えを他者に的確に伝える能

力を備えた技術者を養成する。

　７�．社会の仕組みを理解し、技術者倫理にしたがっ

て、地球的視野に立って活躍できる能力を備えた

技術者を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　岡山理科大学のディプロマポリシーに基づき、工学

部では教育目標に定める人材を養成するために、次に

挙げる能力を身につけ、所定の単位を修得した者に学

士（工学）の学位を授与する。

Ａ．知識・理解

　�　社会に貢献するための工学の基礎知識を身につけ

ている。社会での活躍や異文化理解のための幅広い

教養と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　工学に関する情報を収集し、整理することができ

る。工学に関する問題を見つけ、その解決策を提案

することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　工学に関心を持ち、社会に貢献するための主体性

や協調性を身につけている。工学を学んだ者として

の国際的な視野や倫理観を身につけている。

Ｄ．技能

　�　工学に関する分野の技術者に必要とされる基礎的

な技能を身につけている。工学に関連する課題に取

り組み、結果や考察を論理的に記述することができ

る。技術者として社会人としての自分の考えや想い

を分かりやすく伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるため、工

学部の各学科において、専門に関わる基礎的あるいは

共通的な内容を習得できる科目と、専門性の高い内容

を習得できる科目を体系的に配置する。さらに、工学

部共通科目を配置し、技術者に必要な素養を身につけ

させる。具体的には、学科や年次に応じて、センター

とも協力して、次のように専門科目等を体系的に配置

する。

Ａ�．１・２年次では、技術者として求められる汎用的

な知識と技能を習得させるため、専門分野に関わる

基礎科目と共通科目を配置する。

Ｂ�．３年次では、技術者として求められる専門的な知

識と技能を習得させるため、各分野に関わる専門科

目を配置する。

工学部（学位：学士（工学））
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Ｃ�．４年次では、技術者として求められる問題解決力

を習得させるため、卒業研究を配置する。

Ｄ�．修得した知識と技能に加え、幅広い教養を合わせ

て他者と協働できるよう、工学部共通科目を配置し、

論理的思考力と記述力、コミュニケーション力、プ

レゼンテーション力などを習得させる。

　上記科目における知識量、理解度、能力については、

客観的な指標、学習および発表に関わる成果物などを

利用して総合的に評価を行い、教育課程を継続的に評

価・検証する。
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　機械（ME）コース　　　航空・宇宙（AS）コース　　　高等機械システム（MS）コース

教育研究上の目的
　機械システム工学科は、進歩の著しいものづくり社

会に対応できるよう、基礎となる知識の修得とそれを

応用する能力を身につけ、人と自然に優しい機械シス

テムを構築できる創造性のあるエンジニアの養成を目

的とする。

教育目標
　機械システム工学分野の知識と技能を修得し、社会

人としての素養を身につけた人材を養成するために、

機械システム工学科では、各分野の製造業に柔軟に対

応できる「機械（ME）コース」、航空・宇宙関連の製

造業にも対応できる「航空・宇宙（AS）コース」、お

よび両コースを横断的に学習する「高等機械システム

（MS）コース」（JABEE 適合コース）の３教育コースを

設け、以下の学習・教育到達目標をおく。

Ａ．機械システム技術者のための学習・教育到達目標

　（Ａ１）�機械システム工学の専門知識を理解するため

に、微分・積分、線形代数、確率・統計、微

分方程式などの数学の知識を修得する。

　（Ａ２）�機械システム工学の専門知識を理解するため

に、物理学、力学、電磁気学の基礎知識を修

得する。

　（Ａ３）�機械分野の問題を数値的に解析するために、

情報処理技術の基礎知識を修得する。

　（Ａ４）�機械システム工学の専門技術を実際に体験し、

機械システム技術者としての基礎能力を養成

するために、機械製図、加工学実習、機械工

学実験を修得する。

　（Ａ５）�機械分野の問題を解決する能力を養成するた

めに、材料力学、熱力学、流体力学、機械力学、

自動制御、機械要素、加工学などの機械シス

テム工学の基本的な専門知識を修得する。

　（Ａ６）�創造工学プロジェクトを通じてデザイン能力

やチームで協働する能力を、卒業研究を通じ

て工学問題を発見し自発的に分析・解決する

能力、計画的に研究を進め文書として記述す

る能力を養成するとともに、口頭発表や討議

のプレゼンテーション技術を修得する。

Ｂ�．人と社会に貢献できる技術者のための学習・教育

到達目標

　（Ｂ１）�一個の人間として自己を確立し、社会に貢献

するために、人類がこれまで築き上げてきた

様々な社会や文化およびその歴史を理解し、

修得する。

　（Ｂ２）�利益相反する自然と人間社会の融和に資する

ために、技術者倫理を修得し、機械システム

技術者の使命と責任を認識する。

Ｃ�．コミュニケーション能力をもつ技術者のための学

習・教育到達目標

　（Ｃ１）�社会において自分と相手の考えを相互に理解

しあうために、「読む、書く、聞く、話す」

のコミュニケーション技術を修得する。

　（Ｃ２）�国際的に活躍できる技術者に成長するために、

「英語」のコミュニケーション能力を継続的

に養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　機械システム技術者としての基礎知識を身につけ

ている。社会における諸事象や異文化を理解し、広

い視野から物事を多面的に捉えるための幅広い教養

を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　機械および機械システムの工学問題を解決するた

めに、調査し、知識を活用し、考察することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　機械および機械システムの工学問題に関心を持ち、

計画を立てて取り組むことができる。

Ｄ．技能

　�　機械システム技術者としての基礎的な技能を身に

つけている。工学的な問題に取り組んだ結果を論理

的に記述することができる。機械システム技術者と

して必要な日本語によるコミュニケーションを取る

ことができる。

工学部　機械システム工学科
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　機械システム工学科では、次のように連続性をもっ

て、基盤教育科目（ライフ・キャリアデザイン系科目、

人間・社会科学系科目、科学技術系科目、外国語系科目、

ブランド系科目）、数学、物理学などの「基礎科目」から、

「共通科目」「材料」「エネルギー」「計測・制御」「設計・

生産」の各専門科目、さらに高度な専門科目である「機

械コース」と「航空・宇宙コース」までに分かれて、

体系的に科目群を配置する。また、基盤教育科目の卒

業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）とカ

リキュラムの関与度、並びに、各専門教育科目や卒業

研究の対応関係を「教育の目標と方針」の別表にそれ

ぞれ示す。いずれの科目も、学修の成果（試験、課題、

レポートなど）によって総合的に評価する。なお、カ

リキュラム全体の改善については、毎年度、ディプロ

マポリシーの到達度をチェックすることによって行う。

　１�．機械システム工学の専門知識を理解し、活用す

るために、数学、物理学、情報処理技術の基礎科

目を１年次から２年次を通じて体系的に配置する。

教育にあたっては能動的学修の方法を適切に取り

入れ、知識・理解・技能の定着を図る。また、社

会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と基

礎知識を習得する上で必要な教養教育科目と外国

語教育科目を配置する。

　２�．新しい機械システムを創造し、また、機械分野

の問題を解決する能力を養成するために、機械シ

ステム工学の専門科目を２年次から３年次を通じ

て体系的に配置する。機械システム工学分野の知

識と技能を修得するために、機械工学実験、加工

学実習、機械のデザイン、創造 PBL を配置すると

ともに、インターンシップなどを実施する。教育

にあたっては講義と実験・実習の連携を密にし、

機械システム技術者としての基礎能力を養成する。

　３�．工学問題を発見し、自発的に分析・解決する能力、

および工学問題に対処する能力を養成するととも

に、口頭発表や討議のプレゼンテーション技術向

上のために、３年次に創造 PBL、４年次に卒業研

究を配置する。

　４�．大学で共通に開講される英語科目に引き続き機

械システム工学分野での基礎的なコミュニケー

ションに必要な英語を継続的に学習することがで

きる専門英語を配置する。

機械システム工学科　コアナンバー説明

１桁目：科目の種類を表す。
　Ｂ：基礎科目
　Ｋ：共通科目
　Ａ：材料系列
　Ｅ：エネルギー系列
　Ｃ：計測・制御系列
　Ｄ：設計・生産系列
　Ｍ：機械コース
　Ｓ：航空・宇宙コース
　Ｊ：専門関連科目
　Ｇ：卒業研究
　Ｒ：教職関連科目

２桁目：ディプロマポリシー（DP）に対応。
　ただし、Ａについては細分化する。
　DP－Ａ（知識・理解）：Ａ、Ｄ、Ｃ、Ｍ、Ｆ、Ｖ、Ｐ、Ｋ
　DP－Ｂ（思考・判断・表現）：Ｂ
　DP－Ｃ（関心・意欲・態度）：Ｔ
　DP－Ｄ（技能）：Ｅ
３桁目：科目深度を表す。
　�カリキュラム・ツリーの左から右に進むにしたがって数
字（０～９）が増加する。卒業研究については、Ａ、Ｂ
とする。
４桁目：科目レベル（難易度）を表す。
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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機械システム工学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　

礎　
　

科　
　

目

微分と積分 TT1A-BA21-OC 2 ◎ 1 春 ◎

線形代数 TT1A-BA11-OC 2 ◎ 1 春 ◎

数学基礎 TT1A-BA01-OE 2 ○ 1 春 ◎

機械数学 TT1A-BA31-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○

微分方程式 TT1A-BA42-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

応用数学 TT2A-BA63-OE 2 ○ 2 秋 ◎

力学Ⅰ TT1A-BD31-OC 2 ◎ 1 春 ◎

力学基礎 TT3A-BD01-OE 2 ○ 3 春 ◎

力学Ⅱ TT1A-BD42-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○

共　
　

通　
　

科　
　

目

機械工学セミナー TT1A-KT01-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎

情報リテラシー TT1A-KD01-OC 2 ◎ 1 春 ○ ◎

コンピュータ基礎 TT1A-KC31-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

数値計算 TT2A-KC52-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

機械製図Ⅰ TT1A-KE11-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ○ ◎

機械製図Ⅱ TT1A-KE21-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

加工学実習 TT2A-KE51-OC 2 ◎ 2 春 ◎

機械工学実験Ⅰ TT3A-KE62-OC 2 ◎ 3 春 ○ ◎

機械工学実験Ⅱ TT3A-KE72-OC 2 ◎ 3 秋 ○ ◎

材　
　

料

材料力学Ⅰ TT2A-AM52-OC 2 ◎ 2 春 ◎

材料力学Ⅱ TT2A-AM63-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

機械材料 TT1A-AM12-OE 2 ○ 1 秋 ◎

マテリアルサイエンスⅠ TT2A-AM32-OC 2 ◎ 2 春 ◎

マテリアルサイエンスⅡ TT2A-AM43-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

エ
ネ
ル
ギ
ー

熱力学Ⅰ TT2A-EF42-OC 2 ◎ 2 春 ◎

熱力学Ⅱ TT2A-EF53-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

熱と流れ TT3A-EF63-OE 2 ○ 3 春 ◎

流体力学Ⅰ TT2A-EF22-OC 2 ◎ 2 春 ◎

流体力学Ⅱ TT2A-EF33-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

計
測
・
制
御

機械力学Ⅰ TT2A-CV22-OC 2 ◎ 2 春 ◎

機械力学Ⅱ TT2A-CV33-OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○ ○

計測工学 TT1A-CV12-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○

自動制御Ⅰ TT2A-CV52-OC 2 ◎ 2 春 ◎ 　 　

自動制御Ⅱ TT3A-CV63-OC 2 ◎ 3 春 ◎ ○ ○

設
計
・
生
産

機械要素Ⅰ TT2A-DP42-OC 2 ◎ 2 春 ◎

機械要素Ⅱ TT2A-DP53-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

機械設計学 TT3A-DP63-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

加工学Ⅰ TT1A-DP22-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

加工学Ⅱ TT2A-DP33-OC 2 ◎ 2 春 ◎

機　

械　

コ　

ー　

ス

機械のデザイン TT3A-MB82-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

CAEⅠ TT3A-MC62-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

創造PBLⅠ TT3A-MB63-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

弾塑性力学の基礎 TT3A-MM82-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

エンジン工学 TT3A-MF73-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

メカトロニクス TT2A-MV73-OE 2 ○ 2 春 ◎

CAD／ CAM TT3A-MP82-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

航
空
・
宇
宙
コ
ー
ス

CAEⅡ TT3A-SC73-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

創造PBLⅡ TT3A-SB73-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○ ○

航空宇宙材料の力学 TT3A-SM93-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○

航空流体力学 TT3A-SF93-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○

航行運動学 TT2A-SV43-OE 2 ○ 2 秋 ◎

ロボット工学 TT3A-SV83-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 　 　 　

専
門
関
連
科
目

専門英語 TT3A-JK52-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

経営工学 TT2A-RH21-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

科学技術倫理 TT2A-RH31-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

技術マネジメント TT3A-RH43-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

卒業研究
卒業研究Ⅰ TT4A-GTA3-OC 4 ◎ 4 春 ○ ◎ ○

卒業研究Ⅱ TT4A-GTB3-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ◎ ○

教
職
の
教
科
に

関
す
る
科
目

工業概論 TT1A-RL31-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

職業指導 TT2A-RL62-OE 4 ○ 2 通 ○ ◎

木材加工 TT1A-RL21-OE 2 ○ 1 通 ◎

木材加工実習 TT2A-RL72-OE 2 ○ 2 通 ○ ◎

栽培 TT2A-RL82-OE 2 ○ 2 春 ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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B C

（
注

）
科

目
履

修
マ

ー
ク

：
　

◎
＝

必
修

科
目

秋
学

期
春

学
期

秋
学

期

カカ
リリ

キキ
ュュ

ララ
ムム

・・
ツツ

リリ
ーー

工
学

部
　

　
機

械
シ

ス
テ

ム
工

学
科

D
P

授
　

業
　

科
　

目
　

名

1
年

次
2
年

次
3
年

次
4
年

次

春
学

期
秋

学
期

Ａ D

春
学

期
秋

学
期

春
学

期

数
学

基
礎

B
 A

 0
 1

 

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
◎

K
D

0
1

微
分

と
積

分
◎

B
A

2
 1

基
盤

物
理

学
１

Ｓ
３

１
１

基
盤

物
理

学
２

Ｓ
３

２
１

力
学

基
礎

B
D

0
1

力
学

Ⅰ
◎

B
D

3
1

線
形

代
数

◎
B

A
1

1

微
分

方
程

式
◎

B
A

4
2

機
械

数
学

◎
B

A
3
 1

応
用

数
学

B
A

6
3

力
学

Ⅱ
◎

B
D

4
2

基
盤

物
理

学
実

験

Ｓ
３

３
１

機
械

工
学

セ
ミ

ナ
ー

K
T

0
1

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

基
礎

◎

K
C
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教育研究上の目的
　電気電子システム学科は、「エネルギー」と「情報」

を対象に「エレクトロニクス」を手段として扱う電気

電子工学の分野の幅広い領域に渡る教育研究を通して、

問題解決能力、柔軟で総合的な判断力、グローバルな

視野からの発想力、論理的思考力、自己の考えの伝達

力などを身に付けた電気電子技術者の養成を目的とす

る。

教育目標
　現代社会の産業基盤であるエネルギー、エレクトロ

ニクス、情報通信などの諸技術の教育研究を通じてグ

ローバルな視点をもち、柔軟かつ総合的な判断力、論

理的思考力および問題解決能力を身につけた電気電子

工学技術者の養成を目指す。

　広範囲にわたる専門技術者養成を念頭に置いた４つ

の専門コース、すなわち電気エネルギー、電子デバイス、

コンピュータ・情報、複合領域の４つの履修コースを

設け、これにより多種多様な学生ひとりひとりの能力

を引き出し、様々な社会の要請に応え得るような実践

重視の教育を行う。

　電気電子工学の「エネルギー」分野の専門的な知識

や技能を修得することのできる電気エネルギーコース

を設け、風力や太陽光発電などの再生可能エネルギー、

電気自動車、パワーエレクトロニクス、制御システム

等の諸分野において設計・開発に携わることのできる

電気電子工学技術者を養成する。

　電気電子工学の「エレクトロニクス」分野の専門的

な知識や技能を修得することのできる電子デバイス

コースを設け、高密度集積回路、ナノデバイス、光エ

レクトロニクスに関わる諸分野において電子素子の設

計・開発に携わることのできる電気電子工学技術者を

養成する。

　電気電子工学の「情報」分野の専門的な知識や技能

を修得することのできるコンピュータ・情報コースを

設け、電気電子システムを有機的に結びつけるための

コンピュータ技術や通信システム、コンピュータ・ネッ

トワーク技術に関わる設計・開発に携わることのでき

る電気電子工学技術者を養成する。

　電気電子工学の幅広い領域に渡る知識や技能を修得

することのできる複合領域コースを設け、工学部他学

科の各分野と結びついた技術、例えば化学材料合成、

医療機器工学などを同時に学び、より幅広い分野の技

術分野で設計・開発に携わることのできる電気電子工

学技術者を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識 ･理解

　�　電気電子工学技術者に求められる数学、物理など

の自然科学および電気電子工学の幅広い基礎知識を

身につけている。社会貢献や異文化理解のための幅

広い教養と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考 ･判断 ･表現

　�　電気電子工学分野の諸問題や社会の要求に対して、

その情報を収集・整理した上で、論理的に判断する

ことができる。習得した専門知識をもとにして、環

境や安全に配慮した電気電子システムの改善策を提

案することができる。

Ｃ．関心 ･意欲 ･態度

　�　電気電子工学分野の技術に関心を持ち、社会貢献

のための主体性や協調性を身につけている。電気電

子工学分野の技術者としての国際的な視野や倫理観

を身につけている。

Ｄ．技能

　�　電気電子分野の技術者に必要とされる解析・計測・

プログラミング等の技能を習得している。自己の考

えを論理的に記述することができるとともに、基礎

的なコミュニケーションを図ることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるために、

基盤教育科目（ライフ・キャリアデザイン系科目、人

間・社会科学系科目、科学技術系科目、外国語系科目、

ブランド系科目）、専門教育科目の２つの科目群を置く。

さらに、専門科目の中に、基礎科目、共通科目、専門

関連科目および「エネルギー」「エレクトロニクス」「情

報」の電気電子工学を構成する各分野に対応するため

の「コース専門科目」を体系的に配置する。いずれの

工学部　電気電子システム学科
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科目も、客観的な知識・理解の指標（試験）に加えて、

学修の成果物（レポート等）、関連する資格の申請条件

充足数等外部の評価テストの状況等により総合的に評

価する。なお、カリキュラム全体の改善については、ディ

プロマポリシーの到達度を毎年継続的にチェックする

ことで行う。

　１�．大学における学びへの適応を図り、電気電子工

学分野への興味と関心をもたせる導入教育として

学科独特の新入生学修プログラム、電気電子工学

の学術体系を支える数学ならびに物理学の基礎的

な事項を習得することのできる科目（基礎科目）、

および電気電子工学の根幹である電気回路に関す

る科目を初年次から２年次の春学期にかけて配置

する。教育にあたっては講義と演習を適切に組み

合わせ、自発的学習を促すべく工夫を行う。

　２�．電気電子情報通信工学を支える基盤技術を理解

できるように、電気工学・電子工学・通信工学・

情報工学分野の基礎的科目（共通科目）を２年次

から３年次を通じて体系的に配置する。また、専

門科目の理論的知識の理解を助けるために、電気

電子工学および情報工学の基礎的実験、実習を配

置する。教育にあたっては講義に能動的学修の方

法を適切に取り入れ知識・理解の定着を図る。また、

講義と実験・実習の連携を密にし、実用的な技能

を身につけることができるように配慮する。

　３�．電気電子情報通信工学分野のそれぞれの学問分

野を発展させるためのより高度な専門知識を修得

できる科目（コース専門科目）を３年次、４年次

に配置する。また、電気電子分野の技術者として

の素養を養成するため、専門実験および卒業研究

を配置する。教育にあたっては講義と実験の連携

を密にし、知識の実際的な運用能力の養成に配慮

する。

　４�．大学で共通に開講される基盤教育科目（ライフ・

キャリアデザイン系科目、人間・社会科学系科目、

科学技術系科目、外国語系科目、ブランド系科目）

に加えて、資格取得に関する人文社会系の科目を

配置し、教養の幅を広げるとともに総合的な判断

力を身につけさせる。

　５�．大学で共通に開講される基盤教育科目（ライフ・

キャリアデザイン系科目）や工学部で共通に開講

される就業力育成科目に加えて、学科独特の新入

生学修プログラムおよび卒業研究を通じて、社会

と主体的・協働的に関わり、社会人として必要と

される知識・技能および倫理観を身につけさせる。

　６�．大学で共通に開講される基盤教育科目（外国語

系科目）に引き続いて電気電子工学専門分野での

コミュニケーションに必要な英語を継続的に学習

させるために、専門英語を配置する。

電気電子システム学科　コアナンバー説明

１桁目：科目の種類を表す。
　Ｆ：基礎科目
　Ｃ：共通科目
　Ｅ：電気エネルギーコース専門科目
　Ｄ：電子デバイスコース専門科目
　Ｉ：コンピュータ・情報コース専門科目
　Ｒ：専門関連科目（教職関連科目を含む）
２桁目：専門分野、科目種別の詳細を表す。
　Ｍ：数学分野
　Ｐ：物理学分野
　Ⅹ：実験・実習科目
　Ｉ：情報工学分野
　Ｃ：電気電子回路分野

　Ｔ：通信工学分野
　Ｓ：制御工学分野
　Ｄ：電子工学分野
　Ｅ：電気工学分野
　Ｈ：専門関連科目（教職関連科目を含む）
　Ｌ：教職関連科目
３桁目：科目深度を表す。
　同一分野内ではこの番号の順に履修することを推奨する。
４桁目：科目レベル（難易度）を表す。
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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電気電子システム学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　
　

礎　
　
　

科　
　
　

目

数学Ⅰ TD1A-FM21-OC 2 ◎ 1 春 ◎

数学Ⅱ TD1A-FM31-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

数学Ⅲ TD2A-FM42-OC 2 ◎ 2 春 ◎

応用数学Ⅰ TD1A-FM11-OC 2 ◎ 1 春 ◎

応用数学Ⅱ TD2A-FM52-OE 2 ○ 2 春 ◎

電磁気学Ⅰ TD1A-FP42-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

電磁気学Ⅱ TD2A-FP52-OC 2 ◎ 2 春 ◎

電磁気学Ⅲ TD3A-FP62-OC 2 ◎ 3 秋 ◎

FEELプログラム TD1A-FX11-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎

電気電子工学実験Ⅰ TD2A-FX32-OC 2 ◎ 2 秋 ○ ○ ◎

電気電子工学実験Ⅱ TD3A-FX42-OC 2 ◎ 3 春 ○ ○ ◎

電気電子工学実験Ⅲ TD3A-FX53-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

電気電子工学実験Ⅳ TD4A-FX63-OE 1 ○ 4 春 ○ ○ ◎

情報リテラシー TD1A-FI11-OC 2 ◎ 1 春 ○ ◎

コンピュータ実習 TD1A-FI21-OC 2 ◎ 1 秋 ○ ◎

共　
　

通　
　

科　
　

目

電気回路Ⅰ TD1A-CC11-OC 2 ◎ 1 春 ◎

電気回路Ⅱ TD1A-CC21-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

電気回路Ⅲ TD2A-CC32-OC 2 ◎ 2 春 ◎

アナログ回路 TD2A-CC42-OE 2 ○ 2 春 ◎

電気電子回路設計 TD2A-CC52-OE 2 ○ 2 秋 ◎

通信工学 TD2A-CT12-OE 2 ○ 2 秋 ◎

システム制御の基礎 TD2A-CS12-OE 2 ○ 2 秋 ◎

電気電子計測 TD2A-CD12-OE 2 ○ 2 秋 ◎

電子物性の基礎 TD2A-CD22-OE 2 ○ 2 秋 ◎

コンピュータ工学Ⅰ TD1A-CI32-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

プログラミング基礎 TD2A-CI52-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス

専

門

科

目

電気エネルギー発生工学 TD2A-EE13-OE 2 ○ 2 秋 ◎

電気エネルギー変換機器 TD3A-EE23-OE 2 ○ 3 春 ◎

電気エネルギー伝送工学 TD3A-EE33-OE 2 ○ 3 秋 ◎

パワーエレクトロニクス TD3A-EE43-OE 2 ○ 3 秋 ◎

制御工学 TD3A-ES22-OE 2 ○ 3 春 ◎

システム工学 TD3A-ES32-OE 2 ○ 3 春 ◎

ロボット工学 TD3A-ES43-OE 2 ○ 3 秋 ◎

電
子
デ
バ
イ
ス
コ
ー
ス

専

門

科

目

電子物性工学 TD3A-DD33-OE 2 ○ 3 春 ◎

半導体工学 TD3A-DD53-OE 2 ○ 3 春 ◎

光・電気電子材料 TD3A-DD63-OE 2 ○ 3 秋 ◎

電子デバイス工学 TD3A-DD73-OE 2 ○ 3 秋 ◎

センサ工学 TD3A-DD43-OE 2 ○ 3 春 ◎

光・電磁波工学 TD3A-DT23-OE 2 ○ 3 春 ◎

マイクロ波工学 TD3A-DT33-OE 2 ○ 3 春 ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
情
報
コ
ー
ス

専

門

科

目

コンピュータ工学Ⅱ TD2A-II42-OE 2 ○ 2 春 ◎

数値計算 TD3A-II73-OE 2 ○ 3 秋 ◎

光情報工学 TD3A-IT53-OE 2 ○ 3 秋 ◎

画像工学 TD3A-II63-OE 2 ○ 3 春 ◎

コンピュータネットワーク TD3A-IT43-OE 2 ○ 3 秋 ◎

ディジタル回路Ⅰ TD2A-IC62-OE 2 ○ 2 秋 ◎

ディジタル回路Ⅱ TD3A-IC72-OE 2 ○ 3 秋 ◎

専　

門　

関　

連　

科　

目

情報社会と情報倫理 TD1A-RI11-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎

電波法規 TD3A-RT52-OE 1 ○ 3 春 ◎

機械工学概論 TD4A-RH52-OE 2 ○ 4 春 ◎

電気法規施設管理 TD4A-RE62-OE 2 ○ 4 秋 ○ ◎

専門英語Ⅰ TD3A-RHA3-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

専門英語Ⅱ TD3A-RHB3-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

経営工学 TD2A-RH21-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

科学技術倫理 TD2A-RH31-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

技術マネジメント TD3A-RH43-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

卒業研究
卒業研究Ⅰ TD4A-CX83-OC 4 ◎ 4 春 ◎ ○

卒業研究Ⅱ TD4A-CX93-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ○ ○ ◎

教
職
の
教
科
に
関
す
る
科
目

工業概論 TD1A-RL31-OE 2 ○ 1 秋 ◎

機械製図Ⅰ TD1A-RL11-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎

加工学実習 TD2A-RL52-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

機械工学実験Ⅰ TD3A-RL73-OE 2 ○ 3 春 ◎

機械工学実験Ⅱ TD3A-RL83-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

加工学Ⅰ TD1A-RL41-OE 2 ○ 1 秋 ◎

職業指導 TD2A-RL62-OE 4 ○ 2 通 ○ ◎

木材加工 TD1A-RL21-OE 2 ○ 1 通 ◎

木材加工実習 TD2A-RL72-OE 2 ○ 2 通 ○ ◎

栽培 TD2A-RL82-OE 2 ○ 2 春 ◎

※受講科目の（当該学科での）対象年次、＊＊＊＊ 当該科目のコアナンバーが入る

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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　情報技術（IT）コース　　　コンピュータエンジニアリング（CE）コース

教育研究上の目的
　情報工学科は、ソフトウェア・ハードウェア・ネッ

トワークを含む情報システムに関する知識と技能を教

授し、システム構築のための実験実習による教育や技

術発展を目指した研究を通して思考力や判断力を身に

つけさせ、情報化社会の基幹専門分野で活躍できる主

体性と倫理観を備えた人材の養成を目的とする。

教育目標
　情報工学科は、本学建学の理念のもとに「各種の科

学技術の基礎をなす知識とそれを応用する能力を身に

つけて未知の領域を開拓し、社会に貢献できる技術者

を養成する」ことを教育理念とする。具体的には、ソ

フトウェア・ハードウェア・ネットワーク（３分野と

呼ぶ）を含む情報システムに関する知識と技能を教授

し、システム構築のための実験実習による教育や技術

発展を目指した研究を通して思考力や判断力を身につ

けさせ、情報化社会の基幹専門分野で活躍できる主体

性と倫理観を備えた人材の養成を目的とする。本学科

では専門分野との関連を考慮し、数学や自然科学の基

礎知識を修得させ、新しい情報技術にも対応していけ

るように、幅広い情報工学技術の基礎的知識や技能の

修得に配慮している。また、情報技術が社会に及ぼす

影響について考える能力や国際的なコミュニケーショ

ン能力も身につけさせる。

　本学科には、情報技術コース（IT コース）とコンピュー

タエンジニアリングコース（CE コース）の２つのコー

スを設ける。IT コースでは、３分野の基礎知識とそれ

らを使用する基礎能力を身につけ、社会人としての一

般教養を持ち、情報技術を活用する業務を遂行できる

技術者を養成する。CE コースでは、３分野の基礎知識

とそれらを応用する能力を身につけ、コミュニケーショ

ン力、高い倫理観、問題解決能力を兼ね備え、コンピュー

タエンジニアリング分野の業務において主体的に問題

解決できる自立した技術者を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　情報工学分野に関わる数学の知識を身につけてい

る。

　�　情報工学分野の専門知識を身につけている。

　�　社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と

基礎知識を身につけている。

　�　国際的な視野を養うために必要な外国語の基礎能

力を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　情報工学分野の実験を計画的・協働的に進め、デー

タを収集・解析し、結果をまとめることができる。

　�　情報工学分野の課題の背景を理解し、自らアイデ

アを考案できる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　自主的に学習を継続することができる。

　�　チームで仕事をするための能力を身につけている。

　�　技術者としての倫理観を身につけている。

Ｄ．技能

　�　日本語による記述力、発表力、コミュニケーショ

ン能力を身につけている。

　�　各種の情報処理技術を実現するための、プログラ

ミングの基本技能を身につけている。

　�　情報工学の知識を応用して計画的に仕事を進め、

社会の要求を解決する基礎能力を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　ディプロマポリシーを保証するため、以下のような

方針でカリキュラムを構成する。なおカリキュラムは、

情報処理学会が策定した「情報専門学科カリキュラム

標準」の内容に概ね合致させる。

　１�．社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養

と基礎知識を身につけさせるために、１年次〜４

年次に「基盤教育科目（ライフ・キャリアデザイ

ン系科目、人間・社会科学系科目、科学技術系科目、

ブランド系科目）を配置する。また国際的な視野

を養うために必要な外国語の基礎能力を身につけ

る科目として、１年次〜３年次に基盤教育科目（外

工学部　情報工学科
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国語系科目）を配置する。

　２�．情報工学分野に関わる数学の知識を身につけさ

せるために、１年次、２年次において数学科目を

配置する。情報工学分野の専門知識を身につけ、

それを応用できる能力を養成するために、主に１

年次、２年次において専門基礎科目を、２年次、

３年次にコンピュータシステム、コンピュータ応

用、情報通信の各専門系列科目を配置し、体系的

に専門知識が身につくように配慮する。教育にあ

たっては、コンピュータ及び情報関連機器を用い

た情報処理能力を身につけるために、１年次より

３年次まで継続的にコンピュータ機器を使用した

実習付講義や実験を配置し、情報機器の利用とそ

れによる学習が可能なように配慮する。

　３�．情報工学分野の実験を計画的・協働的に進め、

データを収集・解析し、結果をまとめることがで

きる能力を養成するために、１年次〜３年次に実

験・実習科目を、また４年次に卒業研究を配置する。

特に卒業研究においては、情報工学分野の課題の

背景を理解し、自らアイデアを考案できる能力の

養成も行う。これらの科目の教育にあたっては、

自主的に学習を継続することができる能力、チー

ムで仕事をするための能力が涵養されるよう配慮

する。また、技術者としての倫理観を身につけさ

せるための科目を１年次から配置する。

　４�．１年次〜３年次に開講の実験・実習科目、４年

次の卒業研究において、日本語による記述力、発

表力、コミュニケーション能力を養成する。

　　�　各種の情報処理技術を実現するための、プログ

ラミングの基本技能を身につけさせるため、１年

次〜３年次にプログラミング系の実習科目を配置

する。

　　�　これらの実験・実習科目および卒業研究を通し

て、情報工学の知識を応用して計画的に仕事を進

め、社会の要求を解決する基礎能力を身につけさ

せる。

情報工学科　コアナンバー説明

１桁目：カリキュラム・ツリーの系列の根の番号を表す。
　　（系列番号。１、２、３、…、９、Ａ、Ｂ、Ｃ、…）
２桁目：ツリー合成情報を表す（１桁目Ｎとする）。
　（�０：科目は単体の系列Ｎ上にある、Ｍ（０以外）：科目
は系列Ｎ、Ｎ＋１、…、Ｍが合成された系列上にある）

３桁目：科目深度を表す。
　（�系列上の通し番号。系列の合成時には、合成元の各系列
の深度の最大値＋１）

４桁目：科目レベル（難易度）を表す。
　１：基礎
　２：応用
　３：発展

例：暗号とセキュリティ［5782］
　　→系列５、系列６、系列７が合成された系列上にあり、科目深度８、科目レベル２となる。
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情報工学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　
　
　
　
　
　
　
　
　

礎

情報工学フロンティアⅠ TJ1A-1011-OC 1 ◎ 1 春 ○ ◎ ○

情報工学フロンティアⅡ TJ1A-1021-OC 1 ◎ 1 春 ◎ ○ ○

情報リテラシー TJ1A-2011-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○

コンピュータ演習 TJ1A-2021-OC 2 ◎ 1 秋 ○ ◎

応用数学Ⅰ TJ1A-4011-OE 2 ○ 1 秋 ◎

応用数学Ⅱ TJ2A-4021-OE 2 ○ 2 春 ◎

電気回路 TJ3A-6031-OE 2 ○ 3 秋 ◎

情報数学Ⅰ TJ2A-7011-OC 2 ◎ 2 春 ◎

情報数学Ⅱ TJ2A-5011-OC 2 ◎ 2 春 ◎

専　
　
　

門　
　
　

共　
　
　

通

論理回路Ⅰ TJ1A-8012-OC 2 ◎ 1 春 ◎

コンピュータ工学Ⅰ TJ1A-8032-OC 2 ◎ 1 秋 ◎

データ構造とアルゴリズム TJ2A-9012-OC 2 ◎ 2 春 ◎

基礎プログラミング TJ2A-2032-OC 2 ◎ 2 春 ◎

応用プログラミング TJ2A-2052-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

実践プログラミングⅠ TJ3A-2082-OE 2 ○ 3 春 ◎

実践プログラミングⅡ TJ3A-2092-OE 2 ○ 3 秋 ◎

情報社会と情報倫理 TJ2A-A012-OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○

オペレーティングシステム TJ2A-9022-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

情報理論 TJ2A-6752-OE 2 ○ 2 秋 ◎

ソフトウェア工学 TJ3A-9052-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

情報工学実験 TJ3A-8083-OC 2 ◎ 3 春 ◎ ○ ○

情報処理実験 TJ3A-E023-OS 2 ● 3 秋 ◎ ○ ○

エンジニアリングデザイン実習 TJ3A-8993-OS 2 ● 3 秋 ◎ ○ ○

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム

論理回路Ⅱ TJ1A-8022-OE 2 ○ 1 秋 ◎

コンピュータ工学Ⅱ TJ2A-8042-OE 2 ○ 2 春 ◎

オートマトンと言語理論 TJ3A-5022-OE 2 ○ 3 春 ◎

組込みシステム TJ2A-8052-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

並列処理 TJ3A-8072-OE 2 ○ 3 春 ◎

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用

数値計算 TJ2A-4032-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

画像処理とCG TJ2A-E012-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

アドバンストプログラミング TJ3A-2072-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

ディジタル信号処理 TJ3A-D012-OE 2 ○ 3 春 ◎

データベース TJ3A-9032-OE 2 ○ 3 春 ◎

インタラクティブシステム TJ3A-CD22-OE 2 ○ 3 秋 ◎

システム工学 TJ3A-8092-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

人工知能 TJ3A-5032-OE 2 ○ 3 春 ◎

マルチメディア工学 TJ3A-DE22-OE 2 ○ 3 秋 ◎

機械学習・AIプログラミング TJ3A-5043-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

情　

報　

通　

信

情報通信基礎論 TJ2A-6042-OE 2 ○ 2 春 ◎

コンピュータネットワーク実習 TJ3A-5683-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

ネットワークセキュリティ TJ3A-5662-OE 2 ○ 3 春 ◎

コンピュータネットワーク TJ2A-5652-OE 2 ○ 2 秋 ◎

暗号とセキュリティ TJ3A-5782-OE 2 ○ 3 秋 ◎

ワイヤレスネットワーク TJ3A-5692-OE 2 ○ 3 秋 ◎

― 48 ―



系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専
門
関
連

科
目

経営工学 TJ2A-RH21-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

科学技術倫理 TJ2A-RH31-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

技術マネジメント TJ3A-RH43-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

卒業研究
卒業研究Ⅰ TJ4A-1FA3-OC 4 ◎ 4 春 ○ ○ ○ ◎

卒業研究Ⅱ TJ4A-1FB3-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ○ ○ ◎
教
職
の
教
科
に

関
す
る
科
目

工業概論 TJ1A-RL31-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

職業指導 TJ2A-RL62-OE 4 ○ 2 通 ○ ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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（
注

）
科

目
履

修
マ

ー
ク

：
　

◎
＝

必
修

科
目

、
●

＝
選

択
必

修
科

目
　

　
[ 

]：
情

報
工

学
科

科
目

ナ
ン

バ

秋
学

期

カカ
リリ

キキ
ュュ

ララ
ムム

・・
ツツ

リリ
ーー

工
学

部
　

　
情

報
工

学
科

授
　

業
　

科
　

目
　

名
1
年

次
2
年

次
3
年

次
4
年

次
春

学
期

秋
学

期
春

学
期

秋
学

期
春

学
期

秋
学

期
春

学
期

E

4
応

用
数

学
Ⅰ

[4
 0

 1
 1

]
応

用
数

学
Ⅱ

[4
 0

 2
 1

]

電
気

回
路

[6
 0

 3
 1

]

情
報

工
学

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

Ⅰ
◎

[1
 0

 1
 1

]

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
◎

[2
 0

 1
 1

]

論
理

回
路

Ⅰ
◎

[8
0 

1 
2]

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

演
習

◎
[2

 0
 2

 1
]

情
報

社
会

と
情

報
倫

理
◎

[A
 0

 1
 2

]

情
報

数
学

Ⅰ
◎

[7
 0

 1
 1

]

情
報

数
学

Ⅱ
◎

[5
 0

 1
 1

]

オ
ー

ト
マ

ト
ン

と
言

語
理

論
[5

 0
 2

 2
]

ア
ド

バ
ン

ス
ト

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
[2

 0
 7

 2
]

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
◎

[2
 0

 5
 2

]

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

◎
[9

 0
 1

 2
]

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

工
学

Ⅰ
◎

[8
 0

 3
 2

]

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

工
学

Ⅱ
[8

 0
 4

 2
]

機
械

学
習

・
A

Iプ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
[5

 0
 4

 3
]

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

◎
[9

 0
 2

 2
]

組
込

み
シ

ス
テ

ム
[8

 0
 5

 2
]

並
列

処
理

[8
 0

 7
 2

]

情
報

理
論

[6
 7

 5
 2

]

シ
ス

テ
ム

工
学

[8
 0

 9
 2

]

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

[9
 0

 5
 2

]

暗
号

と
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
[5

 7
 8

2]

情
報

通
信

基
礎

論
[6

 0
 4

 2
]

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

[5
 6

 5
 2

]

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

実
習

[5
6 

8 
3]

数
値

計
算

[4
 0

 3
 2

]

画
像

処
理

と
Ｃ

Ｇ
[E

 0
1 

2]

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
[D

 0
 1

 2
]

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
工

学
[D

 E
 2

 2
]

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

シ
ス

テ
ム

[C
 D

 2
 2

]

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

[9
0 

3 
2]

情
報

工
学

実
験

◎
[8

 0
 8

 3
]

情
報

処
理

実
験

●
[E

 0
 2

 3
]

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

実
習

●
[8

9 
9 

3]

卒
業

研
究

Ⅰ
◎

[1
 F

 A
 3

]
卒

業
研

究
Ⅱ

◎
[1

 F
 B

 3
]

情
報

工
学

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

Ⅱ
◎

[1
 0

 2
 1

]

基
礎

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
◎

[2
 0

 3
 2

]

8∪
9

6∪
75∪

6

(5
∪6

)∪
(6
∪7

)

F

1

5

6

2

7 9

8

D

A

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

[5
 6

 6
 2

]
ワ

イ
ヤ

レ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

[5
 6

 9
 2

]

論
理

回
路

Ⅱ
[8

 0
 2

 2
]

D∪
E

実
践

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅰ

[2
 0

 8
 2

]
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ
Ⅱ

[2
 0

 9
 2

]

技
術

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

[F
0 

4 
2]

経
営

工
学

[F
0 

2 
2]

科
学

技
術

倫
理

[F
0 

3 
2]

人
工

知
能

[5
 0

 3
 2

]

C
C∪

D
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　応用化学コース　バイオテクノロジーコース

教育研究上の目的
　応用化学科は、化学と生物学の基礎を十分に修得し

た上で、「応用化学」と「生物工学」を中心とする学際

的な教育と研究を通して、幅広い専門的な知識と技能

を有し、かつ、環境や社会への影響を考慮して自ら発

想し、構想し、行動する能力を身につけた人材の養成

を目的とする。

教育目標
　化学と生物学の基礎教育と、これらに関連する学際

的な幅広い教育と研究を通して身につけた専門的な知

識・技能や学習経験などを総合的に活用して、社会に

貢献できる人材を養成することを目指している。これ

を達成するために応用化学コースと生物工学コースを

設置する。応用化学コースでは化学に関わる知識を化

学工業プロセスに応用する能力を、生物工学コースで

は生物のもつさまざまな機能を生活や環境保全に応用

する能力を養う。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　化学系や生物工学の技術者に求められる自然科学

と工学の基礎知識を身につけている。

　�　社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と

基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　工学と社会との関わりから生じる問題を見つけ、

情報を収集・整理し、解決策を提案することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　ものづくりや環境保全に関心をもち、社会に貢献

するための主体性や協調性を身につけている。

　�　技術者としての国際的な視野や倫理観を身につけ

ている。

Ｄ．技能

　�　化学系や生物工学の課題に取り組み、結果や考察

を論理的に記述することができる。

　�　技術者として、自身の考えや想いを分かりやすく

伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　応用化学科のカリキュラムは、基盤教育科目と専門

教育科目で構成される。

　基盤教育科目は、全学共通の方針に基づき、社会で

の活躍や異文化理解のための幅広い教養と基礎知識を

身につけ、専門教育科目と併せて、学生の資質向上に

寄与するものとして配置する。

　専門教育科目は、基礎専門科目、共通専門科目、コー

ス専門科目、卒業研究、および専門関連科目などで構

成されている。

　１年次から２年次にかけて、大学における学びへの

適応をはかり、化学を中心とした幅広い分野への興味・

関心を引き起こす基礎専門科目と専門関連科目を配置

している。これらを履修することで、自然科学の基礎

知識を身につける。

　実験・実習科目も１年次から履修し、与えられた課

題に対して必要な情報を自ら収集し、レポートをまと

め、プレゼンテーションをすることによって、計画立案、

論理的思考など、課題解決に関わる一連の技能を身に

つける。

　２年次に共通専門科目を、3年次に応用化学コース

と生物工学コースのコース専門科目を配置している。

これらを履修することで、技術者の基礎となる知識と

技能、およびそれぞれの分野の専門的な知識と技能を

身につける。

　４年次に卒業研究を配置しており、3年次までに修

得した知識・技能を活用して、興味のある専門分野に

ついてさらに深く学ぶ。

　各年次の科目や卒業研究を通して、技術者としての

倫理観を身につける。

工学部　応用化学科
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応用化学科　コアナンバー説明

１桁目：最も関連するDP（ディプロマポリシー）に対応 
　Ａ：知識・理解
　Ｂ：思考・判断・表現
　Ｃ：関心・意欲・態度
　Ｄ：技能
２桁目：ツリー系列に対応
　Ａ：数的処理
　Ｂ：基礎化学
　Ｃ：物理学
　Ｄ：生物学
　Ｅ：地学
　Ｆ：分析・無機化学
　Ｇ：物理化学・化学工学
　Ｈ：有機化学
　Ｉ：生化学・バイオテクノロジー
　Ｌ：教職関連

　Ｎ：基礎物理学実験
　Ｏ：地学基礎実験
　Ｐ：情報
　Ｑ：化学倫理
　Ｒ：専門関連科目
　Ｓ：化学基礎実験・応用化学実験・演習
　Ｔ：生物学基礎実験
　Ｕ：専門英語
　Ⅹ：卒業研究
３桁目：科目深度を表示
　�カリキュラム・ツリー上で学習が進むにつれて数字が増
加する。卒業研究についてはＡ、Ｂとする。
４桁目：科目レベル（難易度）を表示
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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応用化学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授　業　科　目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基　

礎　

専　

門　

科　

目

基礎化学Ⅰ TA1A-AB11-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ○

基礎化学Ⅱ TA1A-AB31-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ○

応用化学基礎演習Ⅰ TA1A-AB21-OC 2 ◎ 1 春 ◎

応用化学基礎演習Ⅱ TA1A-AB51-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○ ○

基礎有機化学 TA1A-AH11-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○

情報リテラシー TA1A-DP11-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎

パソコン演習 TA1A-DP21-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎

数値実験とプレゼンテーション技法 TA2A-BS22-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

フレッシュマンゼミ TA1A-CQ11-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○

共　
　
　

通　
　
　

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

分析化学Ⅰ TA3A-AF12-OS 2 ● 3 春 ◎ ○

分析化学Ⅱ TA1A-AF22-OS 2 ● 1 秋 ◎ ○

物理化学Ⅰ TA2A-AG12-OS 2 ● 2 春 ◎ ○

物理化学Ⅱ TA2A-AG32-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○

化学工学Ⅰ TA2A-AG22-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ○

化学工学Ⅱ TA2A-AG42-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ○

有機化学Ⅰ TA2A-AH22-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ○

有機化学Ⅱ TA2A-AH32-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ○

無機化学Ⅰ TA2A-AF32-OS 2 ● 2 春 ◎ ○

無機化学Ⅱ TA2A-AF52-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○

生化学Ⅰ TA2A-AI12-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○

生化学Ⅱ TA2A-AI32-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ○

工業分析化学 TA2A-AF42-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○

高分子化学 TA3A-AH43-OE 2 ○ 3 春 ◎

専門英語１ TA3A-AU11-OC 2 ◎ 3 春 ◎

専門英語２ TA3A-AU22-OC 2 ◎ 3 秋 ◎

応用化学実験Ⅰ TA3A-AU22-OC 3 ◎ 3 春 ○ ○ ○ ◎

応用化学実験Ⅱ TA3A-DS53-OC 3 ◎ 3 春 ○ ○ ○ ◎

応用化学実験Ⅲ TA3A-DS63-OC 3 ◎ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

応用化学実験Ⅳ TA3A-DS73-OC 3 ◎ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

応
用
化
学

コ
ー
ス 

専
門
科
目

ナノサイエンス TA3A-AF63-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○

反応工学 TA3A-AG63-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

創薬化学 TA3A-BH53-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○

セラミックス概論 TA3A-CF73-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎

コロイド界面化学 TA3A-AG53-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

生
物
工
学
コ
ー
ス

専

門

科

目

応用酵素学 TA2A-AI23-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

分子生物学 TA3A-AI43-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

バイオテクノロジー TA3A-AI73-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

細胞生理学 TA3A-AI53-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

発酵生産と生物化学工学 TA3A-AI63-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○
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系列 授　業　科　目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専　

門　

関　

連　

科　

目

経営工学 TA2A-RH21-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

科学技術倫理 TA2A-RH31-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

技術マネジメント TA3A-RH43-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

解析学Ⅰ TA1A-BA11-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○

解析学Ⅱ TA1A-BA21-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○

物理学基礎論Ⅰ TA1A-AC11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

物理学基礎論Ⅱ TA1A-AC21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

生物学基礎論Ⅰ TA1A-AD11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

生物学基礎論Ⅱ TA1A-AD21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

地学基礎論Ⅰ TA2A-AE11-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

地学基礎論Ⅱ TA2A-AE21-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

化学基礎実験 TA1A-DS12-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎

物理学基礎実験 TA1A-DN11-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

生物学基礎実験 TA2A-DT11-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

地学基礎実験 TA2A-DO11-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

卒業研究
卒業研究Ⅰ TA4A-DXA3-OC 4 ◎ 4 春 ○ ○ ○ ◎

卒業研究Ⅱ TA4A-DXB3-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ○ ○ ◎
教
職
の
教
科
に

関
す
る
科
目

工業概論 TA1A-RL31-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

職業指導 TA2A-RL62-OE 4 ○ 2 通 ○ ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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　建築工学コース　　　住デザインコース

教育研究上の目的
　建築学科は、建築・まちづくりに必要な知識と技能

を修得し、協働してそれを活用し得る能力、地球的視

野から多面的に物事を理解し判断し得る能力、そして

技術者としての倫理観を備え、建築技術を通して技術

者として社会人として社会に貢献できる人材を養成す

ることを目的とする。

教育目標
　工学と芸術が融合された、新たな文化を生み出す創

造性豊かな学問領域である建築学においては、講義・

実験・実習等を通して建築・まちづくりに必要な知識

と技能を修得し協働してそれを活用し得る能力を、特

別研究を通して先端技術・研究を体感し地球的視野か

ら多面的に物事を理解し判断し得る能力を、それぞれ

身につけた技術者の養成を目指し、次に挙げる教育目

標を掲げる。

　１�．建築学において、科学技術を通して社会に貢献

できる技術者に求められる教育を行う。

　２�．数学や自然科学及び情報技術等の基礎知識の修

得と、それらを応用し得る能力を備えた技術者を

養成する。

　３�．建築学に関わる専門知識と技能の修得と、それ

らを応用し得る能力を備えた技術者を養成する。

　４�．幅広い教養に基づきコミュニケーションを図り、

国際化社会において異文化を理解し協働するため

に必要な語学力を備えた技術者を養成する。

　５�．与えられた要求や課題を分析し、必要な作業を

計画的に進め解決へ導く問題解決力を備えた技術

者を養成する。

　６�．論理的な思考力と記述力、コミュニケーション

力を用いて、自分の考えを他者に的確に伝える能

力を備えた技術者を養成する。

　７�．社会の仕組みを理解し、技術者倫理にしたがって、

地球的視野に立ち活躍できる就業力を備えた技術

者を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　建築系の技術者に求められる自然科学、工学の基

礎知識を身につけている。社会での活躍や外国人と

のコミュニケーションのための幅広い教養と基礎知

識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　建築と社会との関わりから生じる問題を見つけ、

分析し、その解決策を提案し、分かりやすく伝える

ことができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　歴史・文化、ものづくり、環境保全に関心を持ち、

社会に貢献するための主体性や協調性を身につけて

いる。

Ｄ．技能

　�　建築に関する知見と情報を具体的に図面化するこ

とができ、様々な表現方法を活用して、他者に説明

することができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるため、以

下に示すカリキュラムを設定する。教育課程編成・実

施の方針については客観的な知識、理解の指標に加え

学修の成果物を総合的に評価することにより継続的に

改善を検討する。

　１�．大学における学びへの適応をはかり、建築学の

幅広い分野に興味・関心をもたせ、それらに関す

る知識・技能を習得する上での基礎となる数学や

自然科学及び情報技術の基礎を身につけるため、

「基盤教育科目（科学技術系科目）」と「共通科目」

の一部を初年次から２年次にかけて配置する。ま

た、社会での活躍や外国人とのコミュニケーショ

ンをはかる上で必要な幅広い教養と基礎知識を習

得するため、「基盤教育科目（ライフ・キャリアデ

ザイン系科目、人間・社会科学系科目、外国語系

科目、ブランド系科目）」を配置する。

　２�．建築学全般に共通する専門知識を身につけるた

め、「共通科目」を初年次から２年次にかけて配置

工学部　建築学科
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する。計画、構造、環境・設備、各分野の専門知

識を身につけるため、「計画分野科目」、「構造分野

科目」、「環境・設備分野科目」を主に２年次から

３年次にかけて配置する。これにより、建築学に

関わる幅広い分野を興味に応じて学修させ、幅広

い専門知識を修得させる。また、コース毎に推奨

科目を設け、コースに関わる専門分野を深く学ば

せる。

　３�．初年次から、設計演習を配置する。これらを履

修することで、与えられた課題に対して、グルー

プで協調しつつ主体的に取り組む姿勢を養うとと

もに、計画を図面化し、様々な表現方法を活用して、

他者に説明する能力を身につけさせる。

　４�．４年次における特別研究において、建築と社会と

の関わりから生じる問題を見つけ、分析し、その

解決策を提案し、論文または図面としてまとめ、

プレゼンテーションするという、計画立案、論理

的思考など、課題解決に関わる一連の能力を身に

つけさせる。

建築学科　コアナンバー説明

１桁目：達成目標を表わす
　Ａ：基礎的な学力
　Ｂ：幅広い知識
　Ｃ：自発的行動・コミュニケーション
　Ｄ：住環境の設計
　Ｅ：建築および都市空間の設計
　Ｆ：歴史文化の理解
　Ｇ：建築環境・建築設備
　Ｈ：建築構造・力学理論

　Ｉ：総合的能力
　Ｒ：上級科目、教職関連科目
２桁目：各達成目標における各ツリーの系列の番号
３桁目：各系列上の通し番号
４桁目：科目レベルを表わす
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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建築学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

共　

通　

科　

目

情報リテラシー TZ1A-A511-OC 2 ◎ 1 春 ◎

建築概論 TZ1A-B311-OC 2 ◎ 1 春 ◎

測量学 TZ2A-B411-OE 2 ○ 2 春 ◎

建築材料 TZ2A-B321-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

建築法規 TZ2A-B511-OE 2 ○ 2 秋 ◎

建築生産 TZ3A-B611-OE 2 ○ 3 春 ◎

学外研修 TZ3A-B211-OE 2 ○ 3 通 ◎

技術者倫理 TZ3A-B111-OE 2 ○ 3 秋 ◎

エコロジカルデザイン TZ3A-B712-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

計　
　
　

画　
　
　

分　
　
　

野　
　
　

科　
　
　

目

設計演習Ⅰ TZ1A-C111-OC 3 ◎ 1 秋 ◎

住宅計画 TZ2A-D112-OC 2 ◎ 2 春 ◎

建築計画 TZ2A-E211-OC 2 ◎ 2 春 ◎

設計演習Ⅱ TZ2A-C122-OC 3 ◎ 2 春 ○ ◎

CAD／ CG演習Ⅰ TZ2A-E112-OE 2 ○ 2 春 ◎

設計演習Ⅲ TZ2A-C132-OC 3 ◎ 2 秋 ○ ◎

日本建築史 TZ2A-F111-OS 2 ● 2 春 ◎

住宅生産システム TZ3A-D142-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

CAD／ CG演習Ⅱ TZ2A-E122-OE 2 ○ 2 秋 ◎

設計演習Ⅳ－１ TZ3A-C142-OE 1.5 ○ 3 春 ○ ◎

設計演習Ⅳ－２ TZ3A-C152-OE 1.5 ○ 3 春 ○ ◎

住宅デザイン論 TZ3A-D132-OE 2 ○ 3 春 ◎

近代建築史 TZ2A-F132-OS 2 ● 2 秋 ◎

都市計画 TZ3A-E312-OE 2 ○ 3 春 ◎

住環境ユニバーサルデザイン TZ3A-D122-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

インテリアデザイン・色彩学 TZ3A-D211-OE 2 ○ 3 秋 ◎

設計演習Ⅴ－１ TZ3A-C163-OE 1.5 ○ 3 秋 ○ ◎

設計演習Ⅴ－２ TZ3A-C173-OE 1.5 ○ 3 秋 ○ ◎

西洋建築史 TZ2A-F122-OS 2 ● 2 春 ◎

建築デザイン論 TZ3A-E222-OE 2 ○ 3 秋 ◎

ランドスケープ・デザイン TZ3A-E322-OE 2 ○ 3 秋 ◎

設計演習Ⅵ TZ4A-C183-OE 2 ○ 4 春 ○ ◎

設計方法論 TZ4A-E232-OE 2 ○ 4 春 ◎

構　

造　

分　

野　

科　

目

構造力学Ⅰ TZ1A-H111-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○

構造力学Ⅱ TZ1A-H121-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○

構造力学演習 TZ1A-H131-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

構造力学Ⅲ TZ2A-H142-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

構造力学Ⅳ TZ2A-H152-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

鋼構造 TZ3A-H211-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

鉄筋コンクリート構造 TZ3A-H221-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

木質構造 TZ3A-H231-OE 2 ○ 3 春 ◎

構造材料実験 TZ3A-H251-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

耐震・耐風設計 TZ3A-H272-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

建築基礎構造 TZ3A-H242-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

構造計画 TZ4A-H282-OE 2 ○ 4 春 ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

環
境
設
備
分
野
科
目

建築環境工学Ⅰ TZ1A-G111-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○

建築環境工学Ⅱ TZ2A-G121-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

建築設備Ⅰ TZ2A-G131-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

建築設備Ⅱ TZ3A-G141-OC 2 ◎ 3 春 ◎ ○

環境設備工学演習 TZ4A-G152-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○

建築環境設計演習 TZ3A-G172-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

建築設備設計演習 TZ3A-G182-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

特別研究
特別研究Ⅰ TZ4A-I113-OC 4 ◎ 4 春 ○ ◎ ○ ○

特別研究Ⅱ TZ4A-I123-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ◎ ○ ○

専門関連
科　　目

経営工学 TZ2A-RH21-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

科学技術倫理 TZ2A-RH31-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

技術マネジメント TZ3A-RH43-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

専門教職
科　　目

物理学Ⅰ TZ1A-RP11-OE 2 ○ 1 春 ◎

物理学Ⅱ TZ1A-RP21-OE 2 ○ 1 秋 ◎

教
職
の
教
科
に
関
す
る
科
目

工業概論 TZ1A-RL31-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

機械工学実験Ⅰ TZ3A-RH33-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

機械工学実験Ⅱ TZ3A-RH43-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

マテリアルサイエンスⅠ TZ2A-RL91-OE 2 ○ 2 春 ◎

加工学Ⅰ TZ1A-RL41-OE 2 ○ 1 秋 ◎

加工学実習 TZ2A-RL92-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

職業指導 TZ2A-RL62-OE 4 ○ 2 通 ○ ◎

木材加工 TZ1A-RL21-OE 2 ○ 1 通 ◎

木材加工実習 TZ2A-RL72-OE 2 ○ 2 通 ○ ◎

栽培 TZ2A-RL82-OE 2 ○ 2 春 ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。

― 59 ―

基
盤
教
育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



春
１

春
２

秋
１

秋
２

春
１

春
２

秋
１

秋
２

春
１

春
２

秋
１

秋
２

春
１

春
２

秋
１

秋
２

基
礎
的
な
学
力

幅
広
い
知
識

自
発
的
行
動
・

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

住
環
境
の
設
計

建
築
お
よ
び
都
市
空
間

の
設
計

歴
史
文
化
の
理
解

建
築
環
境
・
建
築
設
備

建
築
構
造
，
力
学
理
論

総
合
的
能
力

（
注
）
科
目
履
修
マ
ー
ク
：
　
◎
＝
必
修
科
目
　
　
●
＝
選
択
必
修
科
目

4
年
次

授
　
業
　
科
　
目
　
名

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
・・
ツツ
リリ
ーー

工
学
部
　
　
建
築
学
科

達
成
目
標

1
年
次

2
年
次

3
年
次

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
◎

A
5
1
1

物
理

学
II

R
P
2
1

物
理

学
I
R
P
1
1

建
築

概
論

◎
B
3
1
1

建
築

法
規

B
5
1
1

構
造

力
学

IV
H
1
5
2

構
造

力
学

I◎
H
1
1
1

構
造

力
学

演
習

H
1
3
1

鋼
構

造
H
2
1
1

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
H
2
2
1

木
質

構
造

H
2
3
1

耐
震

・
耐

風
設

計
H
2
7
2

建
築

基
礎

構
造

H
2
4
2

建
築

環
境

工
学

I◎
G
1
1
1

建
築

環
境

工
学

II
G
1
2
1

建
築

設
備

I
G
1
3
1

建
築
設
備
II◎

G
1
4
1

住
宅
計
画
◎

D
1
1
2

設
計

演
習

Ⅰ
◎

C
1
1
1

設
計

演
習

Ⅱ
◎

C
1
2
2

設
計

演
習

Ⅲ
◎

C
1
3
2

設
計

演
習

Ⅳ
-
１

C
1
4
2

建
築

計
画

◎
E
2
1
1

住
環
境
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

D
12
2

住
宅

デ
ザ

イ
ン
論

D
1
3
2

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
･色

彩
学

D
2
1
1

Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ｇ
演

習
Ⅰ

E
1
1
2

Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ｇ
演

習
Ⅱ

E
1
2
2

都
市

計
画

E
3
1
2

日
本

建
築

史
●

F
1
1
1

西
洋

建
築

史
●

F
1
2
2

近
代

建
築

史
●

F
1
3
2

設
計

演
習

Ⅵ

C
1
8
3

設
計

演
習

Ⅴ
-
１

C
1
6
3

設
計

演
習

Ⅳ
-
２

C
1
5
2

設
計

演
習

Ⅴ
-
２

C
1
7
3

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ン

E
3
2
2

構
造

計
画

H
2
8
2

構
造

材
料

実
験

H
2
5
1

特
別

研
究

Ⅰ
◎

I1
1
3

特
別

研
究

Ⅱ
◎

I1
2
3

環
境

設
備

工
学

演
習

G
1
5
2

建
築

環
境

設
計

演
習

G
1
7
2

建
築

設
備

設
計

演
習

G
1
8
2

建
築
デ
ザ
イ
ン
論

E
2
2
2

設
計

方
法

論
E
2
3
2

構
造

力
学

II◎
H
1
2
1

構
造

力
学

III
H
1
4
2

学
外

研
修

B
2
1
1

建
築

材
料

◎
B
3
2
1

建
築

生
産

B
6
1
1

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
デ
ザ

イ
ン

B
7
1
2

技
術

者
倫

理
B
1
1
1

住
宅

生
産

シ
ス
テ
ム

D
1
4
2

測
量

学
B
4
1
1
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　AI・コンピュータサイエンスコース　　AIロボットデザインコース　　ゲーム・メディアコース

教育研究上の目的
　情報理工学科は、情報技術を核として社会にある問

題を発見・分析し、新たな知見を得ることや情報シス

テム開発、センサやロボット技術などを用いたシステ

ム開発を行うことにより、人間の持つ様々な機能を拡

張し、人に優しい社会を目指すことのできる人材の養

成を目的とする。

教育目標
　情報理工学科が養成する人材とは、情報技術を核と

して社会にある問題を発見・分析し、新たな知見を得

ることや情報システム開発、センサやロボット技術な

どを用いたシステム開発を行うことにより、人間の持

つさまざまな機能を拡張し、人間と技術がシームレス

に繋がる人に優しい社会を目指すことのできる人材で

ある。

　こうした人材を養成するために、本学部では情報技

術を核として、数学やアルゴリズムといった理学的な

知識・技能と、ものづくりのための機械の工学的な知識・

技能を身につけ、情報化が進む社会の中で、問題発見・

解決能力を養い、高めていくことを教育上の目的とす

る。またこの目的を達成するため、AI・コンピュータ

サイエンスコース、AIロボットデザインコース、ゲーム・

メディアコースの３つの専門コースを設ける。

①�　AI・コンピュータサイエンスコースでは、数理的思

考と情報技術の基礎を修得させた後に、情報を対象

とした数理的アプローチ法、コンピュータネットワー

ク技術やセキュリティ技術の仕組みや運用手法、イン

ターネットサービスやデータベースシステムなどの情

報システム開発手法の応用について修得させる。ま

た、これらの技術を支える基盤であり、データ分析や

アルゴリズムの開発に必須である数学について教育

する。このことにより数理的思考力や実践力を生かし、

発展する情報技術に対応できる人材を養成する。

②�　AI ロボットデザインコースでは、数理的思考と情

報技術の基礎を修得させた後に、人間機能を拡張す

るための基礎知識となる理論的な科目（数学や力学

など）に加え、ロボット・メカトロニクスを用いた

計測・制御及び情報科学の知識や技術を通じて理工

学的・構成論的アプローチから人間活動・機能の範

囲をどのように拡張するか、そして拡張するための

システムやデバイスをデザイン（人間工学やユニバー

サルデザインなど）することができる人材を養成す

る。

③�　ゲーム・メディアコースでは、数理的思考と情報

技術の基礎を修得させた後に、ゲーム及びメディア

制作のプロセスを通じて現実から本質をなす要素の

抽出と情報処理技術を用いた再構築、及び人間の感

覚の基礎を学ばせび、XR（仮想現実、拡張現実、複

合現実）を通じた人間の経験の範囲の拡張について

教育する。このことにより、ゲーム分野の開発・制

作能力はもとより、情報技術を多様に応用できる人

材を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　Ａ．１　�社会での活躍や異文化理解のための幅広い

教養と基礎知識を身につけている。

　Ａ．２　�これからの社会で必要とされる情報技術及

び機械制御技術に基づいた「人間機能の拡

張」に向けて、これらの分野に関する専門

的な知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　Ｂ．１　�情報技術及び機械制御技術と社会との関わ

りについて情報を収集し、整理することが

できる。

　Ｂ．２　�情報技術及び機械制御技術に関する知識や

教養をもとに問題を発見し、その解決策を

提案または設計することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　Ｃ．１　�情報社会や様々な身近な機器に対し関心を

持ち、社会に貢献するための主体性や協調

性を身につけている。

　Ｃ．２　�社会にある様々な問題解決に関心を持ち、

技術者としてのグローカルな視野や倫理観

を身につけている。

情報理工学部　情報理工学科（学位：学士（情報理工学））

― 61 ―

基
盤
教
育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



Ｄ．技能

　Ｄ．１　�自ら課題に取組み、その課題に対して既存

のソフトウェア又はハードウェアから適切

なものを選び出し、解決できるシステムを

構成できる。

　Ｄ．２　�自分の意見を相手に伝えることができ、集

団内で良好な人間関係の構築を目指すこと

ができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　卒業認定・学位授与の方針：DPの達成のために、１．

基盤教育科目と２．専門教育科目の両輪で教育課程を

編成する。

１．�　成長を実感し、社会人で活躍する能力を深める

ために、基盤教育科目を置く。

２．１　�１年次に数学・情報基礎科目として、情報理工

学の学修にとって基本的な知識である数学や情

報科学を配置する。また、基本的な技能である

コンピュータプログラミングやロボット製作の

ためのハード・ソフトウェアを身につける科目

（融合科目を含む。）を置く。思考・判断・表現

力を育成するため、ロボット製作は PBL（Project 

Based Learning）型授業とする。

　　　  �　数学・情報基礎科目は数学の基礎や情報・工

学基礎の科目群を配置する。

２．２　�２・３年次に情報科学と工学分野を融合させた

実習・演習科目（融合科目）及び専門分野の知識・

技能を学ぶコース科目を配置する。特に情報理

工学の技術が人間生活や社会活動において、ど

のように人間の能力と活動の可能性を拡張して

いるのかについて教育する。各コースの教育内

容を体系的に教育するため、コースごとの系統

的な実習・演習科目による学びの機会を確保す

る。

２．３　�３・４年次に総合科目を配置し、基礎・共通・

融合科目、コース専門科目で学んだ知識・技能

を総合するものとして、「プロジェクト科目 I」

「プロジェクト科目 II」「卒業研究 I」「卒業研究

II」の各科目を置く。各科目の過程で、専門知

識を統合した思考・判断・表現力を養成し、社

会における情報理工学の果たす役割への理解、

情報理工学の利点を生かした自身のキャリアパ

スに対する関心と意欲を涵養する。

情報理工学科　コアナンバー説明

１桁目：科目系列の番号を表す。
２桁目：科目系列内の細目を表す。

３桁目：�細目の順序を表す。
４桁目：科目レベル（難易度）を表す。
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情報理工学科（春入学）　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基
礎
教
育
科
目

情報理工学概論 AI1A-B011-OC 1 ◎ 1 春 ◎ 〇

基礎解析Ⅰ AI1A-B021-OC 2 ◎ 1 春 ◎ 〇

線形代数Ⅰ AI1A-B031-OC 2 ◎ 1 春 ◎ 〇

情報リテラシー AI1A-B041-OE 2 ○ 1 春 〇 ◎

電子計算機概論 AI1A-B051-OC 2 ◎ 1 春 ◎ 　

インターネット入門 AI1A-B061-OE 1 ○ 1 春 〇 ◎ 　

プログラミング基礎 AI1A-B071-OC 2 ◎ 1 春 〇 ◎

情報処理入門 AI1A-B081-OE 2 ○ 1 秋 〇 ◎

基礎解析Ⅱ AI1A-B091-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ 〇

線形代数Ⅱ AI3A-B101-OC 2 ◎ 3 秋 ◎ 〇

解析 AI1A-B111-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 〇

情報システム概論 AI1A-B121-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　

アルゴリズム入門 AI1A-B131-OE 1 ○ 1 秋 〇 ◎ 〇

AIロボットデザイン概論 AI1A-B141-OE 1 ○ 1 秋 ◎ 　

ゲーム概論 AI1A-B151-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　

応用プログラミングA AI1A-B161-OE 2 ● 1 秋 〇 ◎

応用プログラミングB AI1A-B171-OE 2 ● 1 秋 〇 ◎

情報社会と情報倫理 AI1A-B181-OE 2 ○ 1 秋 〇 〇

情報関連法学 AI1A-B191-OE 2 ○ 1 秋 〇 〇

情報科学のための数学 AI2A-B202-OE 2 ○ 2 春 ◎ 〇

応用数学Ⅰ AI2A-B212-OE 2 ○ 2 春 ◎ 〇

応用数学Ⅱ AI2A-B222-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 〇

データサイエンス AI2A-B232-OE 2 ○ 2 春 ◎ 〇

応用数学Ⅲ AI3A-B243-OE 2 ○ 3 春 ◎ 〇

融
合
科
目

クリエイティブチャレンジⅠ AI1A-F011-OE 2 ○ 1 春 〇 〇 〇 ◎

クリエイティブチャレンジⅡ AI1A-F021-OE 2 ○ 1 秋 〇 〇 ◎

組込みシステムプログラミング AI2A-F032-OE 2 ○ 2 春 〇 〇 ◎

ロボット知能化演習 AI2A-F042-OE 2 ○ 2 秋 〇 〇 ◎

ロボット創造工学Ⅰ AI3A-F053-OE 2 ○ 3 春 〇 〇 〇 ◎

ロボット創造工学Ⅱ AI3A-F063-OE 2 ○ 3 秋 〇 〇 〇 ◎

ロボット制御プログラミング AI3A-F072-OE 2 ○ 3 秋 〇 ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

Ａ
Ｉ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

データ構造とアルゴリズムⅠ AI2A-C012-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　

データベース AI2A-C022-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　

AIプログラミングⅠ AI2A-C032-OE 2 ○ 2 春 〇 ◎

コンピュータネットワーク AI2A-C042-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　

情報理論 AI2A-C052-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

データ構造とアルゴリズムⅡ AI2A-C062-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

データベース演習 AI2A-C072-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

AIの数理 AI2A-C082-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

AIプログラミングⅡ AI2A-C092-OE 2 ○ 2 秋 〇 ◎

セキュリティと情報管理 AI2A-C102-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　

数理計画法 AI3A-C113-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　

機械学習Ⅰ AI3A-C123-OE 2 ○ 3 春 ◎ 〇 　

自然言語処理 AI3A-C133-OE 2 ○ 3 春 〇 　

データ解析プログラミング AI3A-C143-OE 2 ○ 3 春 〇 ◎ 　

Webアプリケーション演習Ⅰ AI3A-C153-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　

ネットワークセキュリティ AI3A-C163-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　

オートマトン AI2A-C172-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

データ工学 AI3A-C183-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 　

機械学習Ⅱ AI3A-C193-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 〇 　

AIシステム演習 AI3A-C103-OE 2 ○ 3 秋 〇 ◎ 　

Webアプリケーション演習Ⅱ AI3A-C113-OE 2 ○ 3 秋 〇 　

IoTプロジェクト演習 AI3A-C123-OE 2 ○ 3 秋 〇 ◎ 　

暗号理論 AI3A-C133-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 〇

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

ロボットデザイン演習Ⅰ AI2A-R012-OE 2 ○ 2 春 〇 〇 ◎

質点力学 AI2A-R022-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　

剛体力学 AI2A-R032-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　

機械要素設計 AI2A-R042-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　

加工学・実習 AI2A-R052-OE 2 ○ 2 春 〇 〇 〇 ◎

人間工学 AI2A-R062-OE 2 ○ 2 春 〇 　

ロボットデザイン演習Ⅱ AI2A-R072-OE 2 ○ 2 秋 〇 〇 ◎

電磁気学 AI2A-R082-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

材料力学 AI2A-R092-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

機械力学 AI2A-R102-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

ロボット工学 AI2A-R112-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

生活支援工学 AI2A-R122-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

電子回路 AI3A-R133-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　

制御工学 AI2A-R143-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　

フルードパワーシステム AI3A-R153-OE 2 ○ 3 春 ◎

ロボットビジョン AI3A-R163-OE 2 ○ 3 春 ◎ 〇

ユニバーサルデザイン AI3A-R173-OE 2 ○ 3 春 ◎ 〇 〇 〇

アクチュエータ機構学 AI3A-R183-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 〇

センサ工学 AI3A-R193-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 〇 〇

知的制御システム論 AI3A-R203-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 　
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

ゲ
ー
ム
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス

ゲームシステム概論 AI2A-G012-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 〇 　

コンピュータグラフィックスⅠ AI2A-G022-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 〇

ゲームプログラミングⅠ AI2A-G032-OE 2 ○ 2 春 〇 ◎

マルチメディア情報処理 AI2A-G042-OE 2 ○ 2 春 ◎ 〇

ゲーム制作論 AI2A-G052-OE 2 ○ 2 春 ◎ 〇

ゲーミフィケーション AI3A-G063-OE 2 ○ 3 秋 〇 ◎ 〇 　

ゲームプログラミングⅡ AI2A-G072-OE 2 ○ 2 秋 〇 ◎

コンピュータビジョン AI3A-G083-OE 2 ○ 3 春 ◎ 〇

ゲームメカニクス AI3A-G093-OE 2 ○ 3 春 ◎ 〇 　

デザインワークショップ AI3A-G103-OE 2 ○ 3 秋 〇 〇 〇 ◎

ネットワークプログラミング AI3A-G113-OE 2 ○ 3 春 〇 ◎

コンピュータグラフィックスⅡ AI3A-G123-OE 2 ○ 3 春 〇 ◎

ゲーム作成演習 AI3A-G133-OE 2 ○ 3 秋 〇 〇 〇 ◎

ゲームプロジェクト論 AI2A-G142-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 〇

バーチャルリアリティ AI3A-G153-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 〇 　

共
通
科
目

プロジェクト科目Ⅰ AI3A-Q013-OC 2 ◎ 3 春 〇 〇 〇 ◎

プロジェクト科目Ⅱ AI3A-Q023-OC 2 ◎ 3 秋 〇 〇 〇 ◎

卒業研究Ⅰ AI4A-Q033-OC 4 ◎ 4 春 〇 〇 〇 ◎

卒業研究Ⅱ AI4A-Q043-OC 4 ◎ 4 秋 〇 〇 〇 ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 技 能

秋
学
期

春
学
期

知 識 ・ 理 解

秋
学
期

春
学
期

D P

授
業
科
目
名

1年
次

2年
次

3年
次

4年
次

春
学
期

秋
学
期

秋
学
期

春
学
期

電
子

計
算
機
概
論

B0
51

基
礎

解
析

I
B0

21
線

形
代
数

I
B0

31

基
礎

解
析

II
B0

91
線

形
代
数

iI
B1

01
解
析

B1
11

情
報
と
職
業

B1
81

情
報
関
連
法
学

B1
91

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
入
門

B1
31

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
Ⅰ

I0
13

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
Ⅱ

I0
23

卒
業
研
究
Ⅰ

I0
33

卒
業
研
究
Ⅱ

I0
43

AI
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

情
報
理
工
学
概
論

B0
11

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

入
門

B0
61

情
報

リ
テ

ラ
シ
ー

B0
41

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン
グ

基
礎

B0
71

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ャ

レ
ン
ジ

I
F0

11

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ⅱ

F0
21

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論

B1
21

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
A

B1
61

応
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

B
B1

71

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論

B1
21

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

B2
32

情
報

科
学

の
た

め
の
数

学

B2
02

応
用

数
学

I
B2

12
応

用
数

学
Ⅱ

B2
12

デ
ー

タ
構
造
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

I
C0

12
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

C0
22

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

C0
42

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
と

情
報

管
理

C1
02

AI
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

I
C0

32

組
み

込
み
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

F0
32

デ
ー

タ
構
造
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

Ⅱ C0
62

情
報
理
論

C0
52

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
演

習

C0
72

AI
の

数
理

C0
82

オ
ー
ト
マ
ト
ン

C1
72

AI
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ

C0
92

応
用

数
学
Ⅲ

B2
43

数
理
計
画
法

C1
13

機
械

学
習

I
C1

23
自
然
言
語
処
理

C1
33

W
eb
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
演

習

Ⅰ C1
53

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ C1
63

デ
ー
タ
工
学

C1
83

機
械
学
習
Ⅱ

C1
93

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

(Io
T)

C2
23

暗
号
理
論

C2
33

デ
ー
タ
解
析

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

C1
43

AI
シ

ス
テ
ム
演
習

C2
03

W
eb

ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ

ン

演
習
Ⅱ

C2
23
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思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 技 能

秋
学
期

春
学
期

知 識 ・ 理 解

秋
学
期

春
学
期

D P

授
業
科
目
名

1年
次

2年
次

3年
次

4年
次

春
学
期

秋
学
期

秋
学
期

春
学
期

電
子

計
算
機
概
論

B0
51

基
礎

解
析

I
B0

21
線

形
代

数
I

B0
31

基
礎

解
析

II
B0

91
線

形
代

数
iI

B1
01

解
析

B1
11

情
報
と
職
業

B1
81

情
報
関
連
法
学

B1
91

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
Ⅰ

I0
13

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
Ⅱ

I0
23

卒
業
研
究
Ⅰ

I0
33

卒
業
研
究
Ⅱ

I0
43

AI
ロ

ボ
ッ

ト
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

情
報
理
工
学
概
論

B0
11

情
報

リ
テ

ラ
シ
ー

B0
41

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン
グ

基
礎

B0
71

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

入
門

B0
61

AI
ロ

ボ
ッ

ト
デ
ザ

イ
ン

概

論 B1
41

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ⅰ

F0
11

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ⅱ

F0
21

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論

B1
21

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
A

B1
61

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
B

B1
71

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論

B1
21

応
用

数
学

I
B2

12
応

用
数

学
Ⅱ

B2
12

ロ
ボ

ッ
ト
創
造
工
学
Ⅰ

F0
53

ロ
ボ

ッ
ト
創
造
工
学
Ⅱ

F0
63

質
点
力
学

R0
22

剛
体
力
学

R0
32

機
械
要
素
設
計

R0
42

人
間
工
学

R0
62

電
磁
気
学

R0
82

材
料
力
学

R0
92

機
械
力
学

R1
02

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

R1
12

生
活
支
援
工
学

R1
22

電
子
回
路

R1
23

制
御
工
学

R1
33

フ
ル
ー
ド
パ
ワ
ー
シ
ス
テ

ム R1
43

ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン

R1
53

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル
デ

ザ
イ

ン R1
63

知
的

制
御

シ
ス
テ

ム
論

R1
73

ア
ク

チ
ュ

エ
ー
タ

機
構

学 R1
83

セ
ン

サ
工

学
R1

93

ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
演
習

Ⅰ R0
12

組
込
み
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

F0
32

加
工
学
・
実
習

R0
62

ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ

R0
72

ロ
ボ

ッ
ト

知
能

化
演
習

F0
42

ロ
ボ
ッ
ト
制
御

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

F0
72
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思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 技 能

秋
学
期

春
学
期

知 識 ・ 理 解

秋
学
期

春
学
期

D P

授
業
科
目
名

1年
次

2年
次

3年
次

4年
次

春
学
期

秋
学
期

秋
学
期

春
学
期

電
子

計
算
機
概
論

B0
51

基
礎

解
析

I
B0

21
線

形
代

数
I

B0
31

基
礎

解
析

II
B0

91
線

形
代

数
iI

B1
01

解
析

B1
11

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
Ⅰ

I0
13

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
Ⅱ

I0
23

卒
業
研
究
Ⅰ

I0
33

卒
業
研
究
Ⅱ

I0
43

ゲ
ー

ム
メ

デ
ィ

ア
コ

ー
ス

情
報
理
工
学
概
論

B0
11

情
報

リ
テ

ラ
シ
ー

B0
41

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン
グ

基
礎

B0
71

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

入
門

B0
61

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ャ

レ
ン
ジ

I
F0

11

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ⅱ

F0
21

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論

B1
21

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
A

B1
61

応
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

B
B1

71
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
入
門

B1
31

ゲ
ー
ム
概
論

B1
51

情
報
シ
ス
テ
ム
概
論

B1
21

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ

ム
I

C0
12

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

C0
22

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
処
理

G0
42

ゲ
ー
ム
制
作
論

G0
52

デ
ー

タ
構
造
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
Ⅱ

C0
62

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
演

習

C0
72

ゲ
ー

ミ
フ

ィ
ケ
ー

シ
ョ

ン
G0

62

ゲ
ー

ム
メ

カ
ニ

ク
ス

G0
93

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン

G0
82

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

G1
17

ゲ
ー

ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

I
G0

32
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

Ⅱ G0
72

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
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ス

1
G0

22
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ム
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論

G0
12
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ト

論 G1
16
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G1
13
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ン
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フ
ィ

ッ
ク
ス

2
G1

14
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ン
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G1
03

ゲ
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ム
制
作
演
習

G1
15

組
み
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み
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ロ
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グ

F0
32
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教育研究上の目的
　生命科学部は、生命科学の基礎知識を体系的に理解

し、それを応用したバイオテクノロジーあるいは臨床

医療技術の専門知識と技能を実践的に習得することで、

自ら発想し行動する能力を身につけ、持続可能な社会

や医療の実現に貢献できる人材の養成を目的とする。

教育目標
　生命科学とその応用技術であるバイオテクノロジー

や臨床医療技術は、近年の革新的技術開発により高度

化・複雑化し、その適応範囲も拡大してきており、そ

れらの知識・技能をもつ人材が産業界や医療界等から

広く求められている。生命科学部は、生命科学やバイ

オテクノロジー、医療技術を通じて、技術者として社

会人として、持続可能な社会に貢献できる人材の育成

を目的とする。生命科学では、生命現象を分子や細胞、

遺伝子レベルで、また器官や個体レベルで詳細に解明

する。その理解と実践のためには、化学や物理学等の

基礎知識をベースにした統合的な生物学とその研究手

法、情報収集能力、論理的な思考能力の学修が必要で

ある。また、バイオテクノロジーや医療技術等の応用

技術の実践や開発には、基礎学問としての生命科学の

理解と、それぞれの分野における特有の専門知識・技

能が必要となってくる。生命科学部では、これら基礎

と応用分野の知識や技能を講義や実験・実習を通じて

習得し、実社会において活用しうる人材を養成する。

基盤教育センターと協働して、一般的な教養やグロー

バル化に対応できる国際性を養う。さらに卒業研究（特

別研究）等の主体的活動により、問題の発見と解決能力、

得られた成果を伝える能力等を実践的に身につけさせ

る。生命科学分野では、人を含めた種々の生物個体や

その遺伝子を直接扱うことがあるので、高い倫理観を

身につけておく必要がある。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　生命科学部では、各学科の卒業要件に定められた単

位を 修得し、以下に示す能力・技能を身に付けた学生

に学位を授与します。

Ａ．知識・理解

　�　社会に貢献するための生命科学の基礎知識を身に

つけている。

　�　社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と

基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　生命科学に関する情報を収集し、整理することが

できる。

　�　生命科学に関する問題を見つけ、その解決策を提

案することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　生命科学に関心を持ち、社会に貢献するための主

体性や協調性を身につけている。

　�　生命科学を学んだ者としての国際的な視野や倫理

観を身につけている。

Ｄ．技能

　�　生命科学に関連する課題に取り組み、結果や考察

を論理的に記述することができる。

　�　技術者として社会人としての自分の考えや想いを

分かりやすく伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるため、生

命科学部の各学科において、専門に関わる基礎的ある

いは共通的な内容を習得できる科目と、専門性の高い

内容を習得できる科目を体系的に配置する。講義以外

に演習及び実習を適切に取り入れ、知識と理解の定着

を図るとともに、アクティブラーニング等の手法によ

り課題解決能力を身につけさせる。具体的には、学科

や年次に応じて、基盤教育センターとも協力して、次

のように科目等を体系的に配置する。

　Ａ�．１・２年次では、生命科学分野の全般的、基礎

的な知識と技能を習得させるため、学部共通科目

と専門分野に関わる基礎科目を含む共通専門科目

を配置する。

　Ｂ�．２・３年次では、各学科における専門的な知識

と技能を習得させるため、各分野に関わるコース

専門科目を配置する。

　Ｃ�．４年次では、自発的な活動による問題解決力、

論理的思考力と記述力、コミュニケーション力、

生命科学部（学位：学士（生命科学））

― 69 ―

基
盤
教
育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



プレゼンテーション力を習得させるため、卒業研

究または特別研究を配置する。

　Ｄ�．国際的な視野や倫理観を、基盤教育科目や学部

共通科目を通じて、身につけさせる。

　上記科目における知識量、理解度、能力については、

客観的な指標、学習及び発表に関わる成果物などを利

用して総合的に評価を行い、教育課程を継続的に評価・

検証する。
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教育研究上の目的
　生物科学科は、現代の人類を取り巻く食糧や環境問

題を解決するために、資源消費型から持続可能な循環

型のものづくりへと変わる必要があることを鑑み、生

命科学を基礎とする幅広い分野を学ぶ基盤部分と、食

糧・環境・医療と健康の分野において、より深い専門

技術を習得できる発展部分からなる教育研究を行うこ

とで、環境と調和した豊かな暮らしを実現する技術開

発に貢献しうる人材の養成を目的とする。

教育目標
　生物科学科は、生命のしくみを理解し、その力を応

用するために設定した教育・研究方法に基づき、現代

の人類が直面する諸問題と向き合い、養われた知識や

技能を活用して積極的に解決策を提案できる人材の養

成を目指す。地球環境の変化が人間生活におよぼす影

響はますます深刻化しており、これまでの資源消費型

から循環型社会への移行が求められている。しかし豊

かさの享受と循環型社会への移行は相反するものでは

なく、環境におよぼす影響をできる限り抑えながら人

を含む生態系を構成する植物、動物、微生物など生物

の力を活用することで達成できると考えられる。その

ため生物科学科では学部や学科による縦割りかつ目的

別であった従来の生命科学の教育 ･ 研究方法を改め、

生命科学を基盤とする学部 ･ 学科の垣根を越えた教育・

研究方法のためにコース制を取り入れた。コース間の

科目の学修に垣根はなく、学生の興味に応じて選択で

きる柔軟性を持ちつつ、基礎修得のための積み上げ型

の学修にも配慮したカリキュラム構成により、取り組

むべき問題を的確に捉えて解決へと導く応用力を持つ

人材育成を目指している。現在深刻化する環境変化に

よる食糧問題、超高齢社会に対応する先端医療技術開

発や健康寿命延伸のための食品機能の活用など、生命

科学の果たす役割は大きく、生命科学に根ざした広い

視野をもち、かつ深い専門技術を習得できる教育研究

を行うことで、環境と調和した豊かな暮らしを実現す

る技術開発に貢献しうる人材の養成を目標とする。

　◦�バイオサイエンスコースにおいては理学的な発想

と学問的興味を追求することを目的として生命の

基礎単位である細胞レベルでの教育研究、さらに

遺伝子、タンパク質など分子レベルでの生物機能

を学び、科学的な視点から生命現象を追求する能

力を修得させる。

　◦�生物生産コースにおいては農学的な視点から、食

糧生産のための植物の育種や微生物を用いた食品

加工や物質生産技術などの産業利用を学び、生命

現象の生化学的理解に基づいた持続可能なものづ

くりを修得させる。

　◦�コスメ・食品コースにおいては生命科学の基礎と

なる細胞機能をコスメ分野への応用も視野におい

て学ぶ。また細胞機能を保つための食品機能性の

学びを通して食と健康・美容のつながりを理解し、

身体の中外から健康と超高齢社会における豊かさ

を実現する生命科学を修得させる。

　◦�環境科学コースにおいては人と多様な生物が共存

できる豊かで持続可能な社会環境を維持し、保全

するための先端分析技術や、物質生産を環境に負

荷をかけずに達成するグリーン化学、環境変化の

中で人の健康に貢献する薬品創製について修得さ

せる。

　◦�医用生物学コースにおいては健康で豊かな社会の

実現のため、先端医療開発に必要とされる生命科

学の知識と技術を学ぶ。細胞機能を理解し、iPS 細

胞などの幹細胞を利用した最先端の再生医療技術

の開発に貢献しうる人材育成の基盤となる生命科

学を修得させる。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　生物科学分野の基礎知識を身につけている。社会

での活躍や異文化理解のための幅広い教養と知識を

身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　生物科学分野における情報を収集し、整理するこ

とができる。生物科学分野に関わる社会的な問題点

を見つけ、その解決策を提案することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　生物科学分野の諸問題に関心を持ち、社会に貢献

生命科学部　生物科学科
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するための主体性や協調性を身につけている。国際

的な視野や倫理観を身につけている。

Ｄ．技能

　�　生物科学分野に関する課題に取り組み、得られた

結果から論理的な考察を加えて説明することができ

る。また、専門的事項を社会にわかりやすく伝える

ことができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　生命科学の基礎分野と農学や環境、医学分野などの

応用生物的な知識と技術を習得した人材、現代の社会

構造が抱える超高齢社会、環境変動と食糧生産など生

物科学分野が果たすことが求められる役割について、

情報収集や積極的な意思や自主的な行動ができるよう

な人材の育成を行うことを目標とし、全学共通の基盤

教育科目（ライフ・キャリアデザイン系科目、人間・

社会科学系科目、科学技術系科目、外国語系科目、ブ

ランド系科目）と学部の専門教育科目（「基礎科目」「共

通専門科目」及び５つの「コース専門科目」の科目区分）

を設定している。また、主に教員養成を目的とした「専

門関連科目」「教員養成プロジェクト関連科目」を設定

している。

　４年間を通じて基盤教育科目において社会での活躍

に必要とされる教養と異文化理解のための幅広い知識

を身につける科目を履修する（Ａ．知識 ･理解）。さら

に大学における専門的な分野の学びへの導入と適応を

図る科目である「基礎科目」と１年次秋学期から配置

する「共通専門科目」で、生物科学科全般に必要とさ

れる基礎的科目を修得する。さらに情報倫理や生命倫

理についても理解する。基盤教育科目と生物科学の基

礎を並行して履修することで専門的な生物科学分野に

関わる社会的な問題点を見つけ、その解決策を提案す

る力を修得する（Ｂ．思考・判断・表現）。これらを実

行する技能を学ぶ意欲が涵養される。

　２年次秋学期から３年次には生物科学科を特徴付け

る専門性の高い「コース専門科目」を配置する。コー

ス専門科目には「バイオサイエンスコース専門科目」「生

物生産コース専門科目」「コスメ ･ 食品コース専門科

目」「環境科学コース専門科目」「医用生物学コース専

門科目」を配置、配属コース科目だけでなく広い専門

性を持った人材養成のため、各コース横断型専門科目

を配置することにより、他コースの専門科目も含め横

断的に修得する。様々な生物科学分野の専門科目を修

得することにより、生物科学分野の諸問題に関心を持

ち、社会に貢献するための主体性や協調性を身につけ

る。さらに外国語系科目や専門英語などを通して国際

的な視野を身につける（Ｃ．関心・意欲・態度）。

　４年次には各コースに配置された研究室において「卒

業研究」を履修することにより、これまでの知識を研

究の場に活かし、課題をもって研究室において毎日研

究に取り組むことにより、得られた結果や生じた問題

点に向き合い、論理的な考察を加えて説明する力を養

う。研究倫理についても理解する。また、卒業研究に

含まれる発表会やセミナーなどを通して人に伝える力

や表現する力を養う（Ｄ．技能）。

生物科学科　コアナンバー説明

１桁目：科目の分類を示す。
　Ａ：基礎科目
　Ｂ：共通専門科目
　Ｃ：バイオサイエンスコース
　Ｄ：生物生産コース
　Ｅ：コスメ・食品コース
　Ｆ：環境科学コース
　Ｇ：医用生物学コース
　Ｈ：実験、実習
　Ｉ：情報教育
　Ｊ：語学
　Ｋ：卒業研究
２桁目：開講期を示す。
　１：１年次春学期

　２：１年次秋学期
　３：２年次春学期
　４：２年次秋学期
　５：３年次春学期
　６：３年次秋学期
　７：４年次春学期
　８：４年次秋学期
３桁目：科目番号を示す。
　同一科目分類、同一開講期の科目に１～９の番号
４桁目：科目の難易度を示す。
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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生命科学部　生物科学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授　業　科　目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

基
礎
科
目

生命科学概論Ⅰ LB1A-A111-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎

生命科学概論Ⅱ LB1A-A211-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

生命科学のための生物学 LB1A-A121-OS 2 ● 1 春 ◎ ○

生命科学のための化学 LB1A-A131-OS 2 ● 1 春 ◎ ○

生命科学のための物理学 LB1A-A221-OS 2 ● 1 秋 ◎ ○

情報リテラシー LB1A-I111-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎

共
通
専
門
科
目

生命物質化学 LB1A-B211-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

分子遺伝学 LB3A-B221-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

細胞生物学 LB1A-B231-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

生体物質の代謝学 LB2A-C422-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

生物有機化学 LB2A-B321-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

微生物学 LB2A-B331-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

分析化学 LB2A-B341-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

動物生理学 LB2A-B351-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

植物科学 LB2A-B361-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

生体反応化学 LB2A-B411-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

生物統計と生化学計算法 LB2A-B421-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

細胞分子生物学 LB2A-C442-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

専門英語 LB3A-J512-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎ ○

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ー
ス
専
門
科
目

タンパク質科学 LB2A-C412-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

免疫生物学 LB2A-C432-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

遺伝子工学 LB3A-C512-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

ゲノム科学 LB3A-C532-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

発生生物学 LB3A-C622-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

バイオサイエンス実験 LB2A-H412-OE 3 ○ 2 秋 ○ ○ ○ ◎

生
物
生
産
コ
ー
ス
専
門
科
目

発酵と食品科学 LB2A-D412-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

植物栽培学 LB2A-D422-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

微生物の産業利用 LB3A-D512-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

生物間共生学 LB3A-D522-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

魚類飼育論 LB3A-D532-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

アクアリウム環境論 LB3A-D612-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

応用植物資源学 LB3A-D632-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

植物育種学 LB3A-D642-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

水産生物学実習 LB3A-H632-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

生物生産実験 LB3A-H512-OE 3 ○ 3 春 ○ ○ ○ ◎

コ
ス
メ･

食
品
コ
ー
ス
専
門
科
目

コスメティックサイエンス概論 LB2A-E412-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

化粧品開発のための皮膚生物学 LB2A-E422-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

皮膚毛髪の発生再生学 LB3A-E512-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

香粧品学 LB3A-E522-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

食品安全衛生学 LB3A-E532-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

食薬学 LB3A-E612-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

食品機能学 LB3A-E622-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

コスメ・食品実験 LB3A-H612-OE 3 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎
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系列 授　業　科　目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

環
境
科
学
コ
ー
ス
専
門
科
目

環境科学 LB2A-F412-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

環境公衆衛生学 LB2A-F422-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

環境生態保全学 LB3A-F512-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

グリーン物質合成化学 LB3A-F522-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

生活環境学 LB3A-F612-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

機器分析法 LB3A-F642-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

環境科学実験 LB3A-H522-OE 3 ○ 3 春 ○ ○ ○ ◎

医
用
生
物
学
コ
ー
ス

専
門
科
目

生体材料学 LB2A-G412-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

組織工学 LB3A-G522-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

再生医学 LB3A-G612-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

人工臓器概論 LB3A-G622-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

医用ナノテクノロジー LB3A-G632-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

医用生物学実験 LB3A-H622-OE 3 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

卒業研究
卒業研究Ⅰ LB4A-K713-OC 4 ◎ 4 春 ○ ○ ○ ◎

卒業研究Ⅱ LB4A-K813-OC 4 ◎ 4 秋 ○ ○ ○ ◎

専
門
関
連
科
目

物理学基礎論Ⅰ LB1A-TP11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

物理学基礎論Ⅱ LB1A-TP21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

物理学基礎実験 LB1A-TP31-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

地学基礎論Ⅰ LB1A-TG11-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

地学基礎論Ⅱ LB1A-TG21-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

地学基礎実験 LB2A-TG31-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

 

バ

イ

オ

サ

イ

エ

ン

ス

生

物

生

産

コ

ス

メ

･

食

品

環

境

科

学

医

用

生

物

学

共

通

専

門

科

目

専

門

関

連

科

目

　　カカリリキキュュララムム・・ツツリリーー　　　　

1年次 2年次 3年次

コ

ー
ス

専

門

科

目

生生命命科科学学部部　　　　生生物物科科学学科科

4年次
授　業　科　目　名

基

礎

科

目

◎ 情報リテラシー

I111

情報教育科

基礎導入科目

遺伝子工学

C512

ゲノム科学

C522

生物間共生学

D522

食品安全衛生学

E532

生命科学概論II

A211

生命科学概論I

A111

専門導入科

生命物質化学

B211

分子遺伝学

B221

細胞生物学

B231

専門基礎科目

タンパク質科学

C412

免疫生物学

C422

バイオサイエンス実験

H412

環境科学

F412

バイオサイエンスコース専門科目･実験

環境生態保全学

F512

グリーン物質合成化学

F522

環境科学実験

H522

微生物の産業利用

D512

生活環境学

F612

機器分析法

F622

応用植物資源学

D622

食薬学

E612

環境科学

F412

環境公衆衛生学

F422

タンパク質科学

C412

環境科学コース専門科目･実験

◎ 卒業研究Ⅰ
K713

◎ 卒業研究Ⅱ
K813

（各研究室へ配属)

注） ◎は必修科目を示す。

実習基礎科目

物理学基礎実験

TP31

生体物質の

代謝学

B311

生物有機化学

B321

微生物学

B331

物理学基礎論II

TP21

地学基礎論II

TG21

物理学基礎論I

TP11

地学基礎論Ⅰ

TG11

関連基礎科

生命科学のための生物学

A121

生命科学のための化学

A131

生命科学のための物理学

A221

生体反応化学

B411
生物統計と生化学計算法

B421

細胞分子生物学

B431

専門英語

J512

発生生物学

C622

再生医学

G612

生物生産コース専門科目･実験

発酵と食品科学

D412

植物栽培学

D422

微生物の産業利用

D512

生物間共生学

D522

魚類飼育論

D532

生物生産実験

H512

食品安全衛生学

E532

アクアリウム環境論

D612

応用植物資源学

D622

植物育種学

D632

水産生物学実習

H632

コスメ･食品コース専門科目･実験

コスメティック

サイエンス概論

E412

化粧品開発のための

皮膚生物学

E422

発酵と食品科学

D412

タンパク質科学

C412

皮膚毛髪の発生再生学

E512

香粧品学

E522

食品安全衛生学

E532

食薬学

E612

食品機能学

E622

コスメ･食品実験

H612

医用ナノテクノロジー

G622

医用生物学コース専門科目･実験

生体材料学

G412

免疫生物学

C422

タンパク質科学

C412

組織工学

G512

遺伝子工学

C512

再生医学

G612

医用ナノテクノロジー

G622

医用生物学実験

H632

地学基礎実験

TG31

分析化学

B341

動物生理学

B351

植物科学

B361
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基盤教育科目（医療技術学科）
教育研究上の目標
　岡山理科大学の基盤教育の目的は、以下の３点です。

１．人として生きていくうえで大切とされる人間性の涵養

２．専門教育を効果的に学び・活かすためのラーニング・スキルの修得

３．社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育成

　これらの目標を達成するために、『こころ豊かに生きる』『知性を磨く』『技能を活かす』という３つの成

長の観点を設定し12の教育目標を設定しました。

　『こころ豊かに生きる（Mind）』観点における教育目標は、ありのままの「（M１）自己を肯定」し、他者

に対して「（M２）おもいやり」のある態度で接し、「（M３）失敗をおそれない勇気」を持ち自ら考えて主

体的に行動し、「（M４）多様性の尊重」ができる人材育成を行うことです。

　『知性を磨く（Intelligence）』観点における教育目標は、「（I１）学ぶ意義」を理解し、「（I２）確かな知識」

を修得したうえで、「（I３）賢明な判断」を行い、「（I４）創造的な思考」により新しいものを生み出すこと

ができる人材育成を行うことです。

　『技能を活かす（Skill）』観点における教育目標は、相手を理解し、自分を表現するための「（S１）コミュニケー

ション能力」や、的確にデータ収集・分析できる「（S２）情報活用能力」を有したうえで、「（S３）問題発見・

解決に取り組み、（S４）有効にリーダーシップとマネジメント」を発揮できる人材育成を行うことです。

　本学ではそれぞれの観点に立脚した基盤教育カリキュラムを展開し、本学学生全員が基盤教育の３つの目

的を涵養し、社会で活躍できる能力を身につけることを目指しています。

基盤教育科目の卒業要件
　基盤教育科目の卒業要件の必要単位数は、26単位以上と設定しています。そのうち、現今のグローバル

化社会に鑑みて、外国語に関しては６単位を必修としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　「ライフ・キャリアデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」「外国語系」「ブランド系」の科目群

で構成しています。各系設定の考え方は次の通りです。

　「ライフ・キャリアデザイン系」：自らのライフプラン及びキャリアプランを自らの手で構築してプラン通

り進める習慣を体得し、社会人として必要とされる知識・技能及び倫理観や社会と主体的・協働的に関わる

就業意識を身につけることのできる科目を配置しています。

　「人間・社会科学系」、「科学技術系」：人文学、社会科学、自然科学、情報科学などを通じて、豊かな人間

性の養成と知的社会人としての幅広い教養及び将来活用できる技能を伸ばすための科目を、全学年を通じて

配置しています。

　「外国語系」：異文化理解を深め基礎的なコミュニケーションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に

学修することができる科目を配置する。この科目は、少人数・到達度別のクラス編成を基本とします。

　「ブランド系」：実践的・応用的・発展的な活動の機会の提供を通じて、学生の能動的学習習慣の修得と自

主性、創造性、協調性等の涵養を伸長するための５つのプログラムに関する科目を置いています。IB 教員

基盤教育科目
↑目次用
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養成プログラム、ワインプロジェクトプログラム、科学ボランティアリーダー養成プログラム、リーダー養

成プログラム、マナーマイスタープログラム。

基盤教育科目（医療技術学科）　コアナンバー説明

１桁目：科目群細目
　Ｌ：ライフ・キャリアデザイン系科目

　Ｈ：人間・社会科学系科目

　Ｓ：科学技術系科目

　Ｆ：外国語系科目

　Ｉ：IB 教員養成プログラム

　Ｗ：ワインプロジェクトプログラム

　Ｂ：科学ボランティア

　Ｒ：リーダー養成

　Ｍ：マナーマイスター

 ２、３桁目：科目番号
　00 〜 99

 ４桁目：難易度
　１：基礎　２：応用　３：発展
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー LM1D-L111-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

キャリアデザイン１ LM1D-L121-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン２ LM2D-L131-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン３ LM3D-L141-OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン４ LM4D-L151-OE 1 ○ 4 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

グローバルエリート入門 LM1D-L593-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

セルフ・アウェアネス LM1D-L211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

アサーティブ・コミュニケーション LM1D-L221-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ライフ・ビルディング LM1D-L231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ファシリテーション演習 LM2D-L241-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

学びの基礎論１ LM1D-L311-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

学びの基礎論２ LM1D-L321-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

理解と表現 LM1D-L331-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

キャリア形成論 LM2D-L411-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

企業情報特論 LM2D-L421-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

インターンシップ入門 LM3D-L431-OE 1 ○ 3 秋 ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップA LM3D-L441-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップB LM3D-L452-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

インターンシップC LM3D-L462-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

社会・産業実習 LM3D-L473-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

産業課題研究演習 LM3D-L483-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル入門 LM2D-L511-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

グローバル実践 LM2D-L522-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル研修ⅠA LM1D-L533-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠB LM1D-L543-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠC LM1D-L553-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅡA LM1D-L563-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修ⅡB LM1D-L573-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修Ⅲ LM1D-L583-OE 3 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

フィットネス LM1D-L611-OE 1 ○ 1 春 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

アドベンチャースポーツ LM1D-L621-OE 2 ○ 1 春 〇 〇 ◎ 〇 〇

ウィンタースポーツ LM1D-L573-OE 2 ○ 1 秋 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎

スポーツスタディ LM1D-L574-OE 1 ○ 1 春 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎

健康の科学 LM1D-L641-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

生涯スポーツ LM1D-L651-OE 1 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
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Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
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シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくA LM1D-H111-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

人間を読みとくB LM1D-H121-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

文化を読みとくA LM1D-H211-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

文化を読みとくB LM1D-H221-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

社会を読みとくA LM1D-H311-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

社会を読みとくB LM1D-H321-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

日本国憲法 LM1D-H411-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○

関係法規 LM4D-H912-OE 1 ○ 4 春 ◎ ○ ○ ◎

科　

学　

技　

術　

系　

科　

目

データを読みとく LM1D-S111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎

自然を読みとく LM1D-S121-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ◎

技術を読みとく LM1D-S131-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎

情報リテラシー LM1D-S912-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

コンピュータ演習 LM1D-S922-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

情報科学概論 LM3D-S932-OE 1 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

情報処理工学 LM1D-S942-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤数学（微分積分１） LM1D-S211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（微分積分２） LM1D-S221-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（線形代数） LM1D-S231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤物理学１ LM1D-S311-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学２ LM1D-S321-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学１ LM1D-S411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学２ LM1D-S421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学１ LM1D-S511-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学２ LM1D-S521-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学１ LM1D-S611-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学２ LM1D-S621-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学実験 LM1D-S331-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤化学実験 LM1D-S431-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤生物学実験 LM2D-S531-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤地学実験 LM2D-S631-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
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ダ
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シ
ッ
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マ
ネ
ジ
メ
ン
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基盤教育科目

外

国

語

系

科

目

英
語
科
目

基礎英語 LM1D-F111-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤英語（初級） LM1D-F121-OS 2 ● 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（準中級） LM2D-F131-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（中級） LM2D-F141-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（上級） LM2D-F152-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基礎英会話 LM1D-F161-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

学術英語（中級） LM2D-F173-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

学術英語（上級） LM2D-F184-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

Discussion LM2D-F213-OS 2 ● 2 秋 ◎ ◎ ○ ○

Presentation LM2D-F223-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

Academic Writing LM2D-F233-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

CLIL LM3D-F243-OS 2 ● 3 春 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（初級） LM1D-F252-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（上級） LM1D-F262-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

英語で文化 LM1D-F272-OS 2 ● 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○

英語コミュニケーション LM2D-F282-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
初
修
外
国
語
科
目

初修外国語１ LM1D-F311-OC 2 ◎ 1 通 ◎ ○ ◎

初修外国語２ LM2D-F321-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ◎

日
本
語
科
目

基盤日本語１ LM1D-F411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤日本語２ LM1D-F421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○

日本語読解作文 LM1D-F431-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

日本語口語表現 LM1D-F441-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

ブ
ラ
ン
ド
系
科
目

Ｉ
Ｂ
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論 LM2D-I111-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

IB教育課程・方法論 LM2D-I121-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

IB教育評価論 LM3D-I131-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

DP数学 LM3D-I211-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

DP化学 LM3D-I221-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

DP教育実践研究１ LM4D-I312-OE 2 ○ 4 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

DP教育実践研究２ LM4D-I322-OE 2 ○ 4 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ブドウ・ワイン概論 LM1D-W111-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ブドウ栽培とワイン醸造学 LM1D-W121-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

発酵と微生物 LM2D-W131-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ワインプロジェクト実習１ LM1D-W213-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習２ LM2D-W223-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習３ LM3D-W233-OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
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ブ
ラ
ン
ド
系
科
目

科
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

科学・工作ボランティア入門 LM1D-B111-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

科学ボランティア実践指導１ LM1D-B211-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

科学ボランティア実践指導２ LM2D-B222-OE 1 ○ 2 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

科学ボランティア教材研究 LM1D-B312-OE 1 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

科学ボランティア活動１ LM2D-B412-OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

科学ボランティア活動２ LM3D-B422-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

リーダーシップ論 LM1D-R111-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ・ゼミナール LM1D-R211-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ研修Ａ（国内） LM1D-R312-OE 1 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ研修Ｂ（海外） LM1D-R322-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ実践Ａ（国内） LM2D-R413-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ実践Ｂ（学内） LM2D-R423-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ実践Ｃ（海外） LM2D-R433-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
マ
ナ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

マナーマイスター講座初級 LM1D-M111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

マナーマイスター・チャレンジ LM2D-M212-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

マナーマイスター・アドバンストＡ（海外） LM1D-M314-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

マナーマイスター・アドバンストＢ（国内） LM2D-M323-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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教育研究上の目的
　医療技術学科は、生命科学の基礎を学び、生物学と

化学あるいは生物学と物理学を基盤とした確かな学問

的能力を形成し、実践的な学問として臨床検査学ある

いは臨床工学を体系的に学ぶことで、EBM（Evidence-

Based Medicine: 根拠に基づく医療）を理解し実践する

力を培い、さらに自主的学修を習慣として身につける

ことで、医療人としての誇りを醸成し卒業後も研鑽を

重ねて生涯学び続けることができる人材の養成を目的

とする。

教育目標
　医療技術学科は、以下の教育目標を掲げ、学生が医

療人として社会に貢献できる力を育成することを目指

す。

１�．生命科学を基盤とした専門知識を体系的に習得さ

せ、臨床検査学および臨床工学に関する確かな学問

的能力を身につけさせる。

２�．EBM（根拠に基づく医療）の理解と実践を通じて、

患者中心の医療を提供できる実践力を養う。

３�．自主的な学修習慣を身につけ、科学的探究心を持

ちながら生涯学び続ける姿勢を育てる。

４�．医療人としての誇りと高い倫理観を形成し、社会

に貢献する意欲を高める。

５�．臨床現場で求められる高度な技術とコミュニケー

ション能力を兼ね備えた実践的な医療技術者を育成

する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　養成する人材像に基づき、医療技術学科では卒業認

定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー、以下「DP」）

を以下のＡからＤの項目に分けて定める。

Ａ．知識・理解

　◦�医療技術者として必要な生命科学の基礎知識を身

につけている。

　◦�医療技術者が EBM（根拠に基づく医療）を理解す

るために必要な教養・国際的視野を身につけてい

る。

　◦�生物学と化学を基盤とした臨床検査学あるいは生

物学と物理学を基盤とした臨床工学の知識を身に

つけている。

B．思考・判断・表現

　◦ �EBM（根拠に基づく医療）を実践するために必要

な情報を収集し、整理することができる。

　◦�個々の事例における状況を判断し、患者中心の医

療に必要な医療技術を提案することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　◦�医療人に必要なサイエンスマインドと自主的学修

の習慣を身につけている。

　◦�医療人として社会に貢献する強い意欲を有する。

　◦�医療人としての誇りと倫理観を身につけている。

Ｄ．技能

　◦�医療技術者として臨床現場で必要となる実践的な

臨床検査学あるいは臨床工学の技術を身につけ、

獲得した技術を安全に実施することができる。

　◦ �EBM（根拠に基づく医療）を実践する医療技術者

として必要なコミュニケーション能力を身につけ

ている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　DPに基づき、医療技術学科の教育課程編成・実施の

方針（カリキュラム・ポリシー、以下「CP」）を次の

ように定める。

　教育課程を基盤教育科目と専門教育科目を２本の柱

として編成する。

　基盤教育科目では、「人として生きていくうえで大切

とされる人間性」の涵養、並びに「専門教育を効果的

に学び・活かすためのラーニング・スキル」及び「社

会で活躍するための基盤となる汎用能力」の育成を目

的とし、これらの目的を『こころ豊かに生きる』『知性

を磨く』『技能を活かす』という３つの成長の観点から

教育プログラムとして展開するため、「ライフ・キャリ

アデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」「外

国語系（英語科目・初修外国語科目・日本語科目（留

学生用科目））」「ブランド系（IB 教員養成プログラム、

ワインプロジェクトプログラム、科学ボランティアリー

ダー養成プログラム、リーダー養成プログラム、マナー

マイスタープログラム）」の系列ごとに科目を配置する。

生命科学部　医療技術学科
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　専門教育科目では、生命科学を基盤に臨床検査学あ

るいは臨床工学を熟知した人材を養成するために必要

な科目を配置する。

　EBM（根拠に基づく医療）の理解に必要な教養・国

際的視野を習得させるため、基盤教育科目を配置する。

（DPのＡに関与）

　生命科学の基礎的知識を習得させるため、学部共通

科目と共通専門科目を配置する。（DPのＡに関与）

　生物学と化学を基盤とした臨床検査学あるいは生物

学と物理学を基盤とした臨床工学の知識を習得させる

ため、学部共通科目と臨床検査学・臨床工学を横断的

に学べる共通専門科目を配置する。（DPのＡに関与）

　臨床検査学コースでは基礎医学全般を幅広く学び、

臨床工学コースでは基礎医学と電気工学・医用工学を

併行して学ぶことが可能なコース専門科目を配置する。

（DPのＡに関与）

　EBM（根拠に基づく医療）を実践するために必要な

情報を収集し、整理する能力を習得させるため、３年

次に特別研究関連科目の「医科学研究論」「ゼミナール」、

４年次に「特別研究」を配置する。（DPのＢに関与）

　臨床現場において個々の事例における状況を判断し、

患者中心の医療に必要な医療技術を提案することがで

きる能力を習得させるため、共通専門科目とコース専

門科目（講義）を配置する。（DPのＢに関与）

　医療人に必要なサイエンスマインドと自主的学修の

習慣を習得させるため、３年次に特別研究関連科目の

「医科学研究論」「ゼミナール」、４年次に「特別研究」

を配置する。（DPのＣに関与）

　医療人として社会に貢献する強い意欲を醸成するた

め、共通専門科目に「医学概論」と「臨床医学総論」

を配置する。（DPの Cに関与）

　医療人としての誇りと倫理観を習得させるため、３・

４年次に臨地実習・臨床実習を配置する。（DP のＣに

関与）

　医療技術者として臨床現場で必要となる各コースに

おける専門的な技術を習得させるため、コース専門科

目（実験・実習・演習）を配置する。（DPのＤに関与）

　EBM（根拠に基づく医療）を実践する医療技術者と

して必要なコミュニケーション能力を習得するため、

３・４年次に臨地実習・臨床実習を配置する。（DP の

Ｄに関与）
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医療技術学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授　業　科　目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

学
部
共
通
科
目

生命科学概論Ⅰ LM1A-A111-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎

生命科学概論Ⅱ LM1A-A121-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

生命科学のための生物学 LM1A-A131-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

生命科学のための化学 LM1A-A141-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

生命科学のための物理学 LM1A-A151-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

共　

通　

専　

門　

科　

目

医学概論 LM1A-B111-OC 1 ◎ 1 春 ◎ ○

公衆衛生学 LM1A-B121-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○

生理学Ⅰ LM1A-B131-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

生理学Ⅱ LM1A-B141-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○

解剖学 LM1A-B151-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

栄養学 LM3A-A161-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○

病理学 LM1A-B161-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○

生化学 LM1A-A171-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○

医用工学概論 LM1A-B171-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

生体物性工学 LM1A-B181-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

医用材料工学 LM1A-B191-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

微生物学 LM2A-A211-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

免疫学 LM2A-B211-OE 2 ○ 2 春 ◎

薬理学 LM2A-B221-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

再生医療移植学 LM2A-B231-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○

検査総合管理学 LM3A-B311-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○ ○

臨床医学総論Ⅰ LM3A-B321-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

臨床医学総論Ⅱ LM3A-B331-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

臨床医学総論Ⅲ LM4A-B411-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○

臨
床
検
査
学
コ
ー
ス

専
門
科
目

臨床栄養学 LM3A-C312-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ ○ ○

生理検査学Ⅰ LM2A-C212-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

生理検査学Ⅱ LM3A-C322-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

医療安全管理学 LM3A-C332-OE 1 ○ 3 秋 ◎

病理検査学Ⅰ LM2A-C222-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

病理検査学Ⅱ LM2A-C232-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

医療技術学科　コアナンバー説明

１桁目：科目の種類を表す
　A：生命科学基礎系
　B：医学関連基礎系
　C：検査学関連専門系
　D：検査学関連実習・演習
　E：検査学臨地実習
　F：臨床工学関連専門系
　G：臨床工学関連実習・演習
　H：臨床工学臨地実習・ゼミナール
　I：特別研究

２桁目：開講学年
　１～４

３桁目：科目番号
　１～９

４桁目：難易度を表す
　１：基礎　２：応用　３：発展
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系列 授　業　科　目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

臨　

床　

検　

査　

学　

コ　

ー　

ス　

専　

門　

科　

目

分子遺伝学 LM2A-C242-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

生化学検査学 LM3A-C342-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○

一般検査寄生虫学 LM3A-C352-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○

血液検査学Ⅰ LM2A-C252-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

血液検査学Ⅱ LM2A-C262-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○

輸血検査学 LM2A-C272-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

病原微生物学 LM2A-C282-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

先端医学機器論 LM2A-C292-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

生理学実習 LM3A-D312-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎ ○

生理検査学実習 LM4A-D412-OE 2 ○ 4 春 ○ ◎

医療安全管理学実習 LM3A-D322-OE 1 ○ 3 秋 ○ ◎

病理学実習 LM2A-D212-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

遺伝子検査学実習 LM2A-D222-OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎

生化学検査学実習 LM3A-D332-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

一般検査寄生虫学実習 LM3A-D342-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ◎

血液検査学実習 LM2A-D232-OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎

輸血移植検査学実習 LM3A-D352-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎

免疫検査学実習 LM3A-D362-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎

微生物検査学実習 LM3A-D372-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ◎

医用工学実習 LM3A-D382-OE 1 ○ 3 秋 ○ ◎

医科学研究論 LM3A-C362-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎ ○

臨地実習Ⅰ LM3A-E313-OE 2 ○ 3 通 ◎ ○

臨地実習Ⅱ LM4A-E413-OE 2 ○ 4 通 ○ ◎

臨地実習Ⅲ LM4A-E423-OE 12 ○ 4 通 ○ ○ ◎

臨　

床　

工　

学　

コ　

ー　

ス　

専　

門　

科　

目

基礎医学実習 LM1A-G112-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○

チーム医療概論 LM4A-F412-OE 1 ○ 4 春 ○ ◎

電気工学Ⅰ LM1A-F112-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

電気工学Ⅱ LM1A-F122-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

電気工学演習 LM2A-G212-OE 1 ○ 2 春 ◎ ○

電気･電子工学実験 LM2A-G222-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

電子工学 LM2A-F212-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

電子工学演習 LM2A-G232-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○

医用機械工学 LM2A-F222-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

システム工学 LM2A-F232-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

計測工学 LM1A-F132-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

医用機器学概論 LM2A-F242-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

医用治療機器学 LM2A-F252-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

医用治療機器学実習 LM3A-G312-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

医用生体計測装置学 LM2A-F262-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

医用生体計測装置学実習 LM3A-G322-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

臨床支援技術学 LM3A-F312-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○

生体機能代行装置学Ⅰ LM2A-G242-OE 4 ○ 2 春 ◎ ○

生体機能代行装置学Ⅱ LM2A-G252-OE 4 ○ 2 秋 ◎ ○

生体機能代行装置学Ⅲ LM2A-F272-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○

生体機能代行装置学実習Ⅰ LM3A-G332-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ○ ◎

生体機能代行装置学実習Ⅱ LM3A-G342-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎
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系列 授　業　科　目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

臨　

床　

工　

学　

コ　

ー　

ス　

専　

門　

科　

目

生体機能代行装置学実習Ⅲ LM3A-G352-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ○ ◎

医療安全学 LM2A-F282-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○

医用機器安全管理学Ⅰ LM2A-F292-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○

医用機器安全管理学Ⅱ LM3A-F322-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○

医用機器安全管理学実習 LM3A-G362-OE 1 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

臨床医学総論Ⅳ LM4A-F422-OE 2 ○ 4 春 ◎ ○

臨床実習Ⅰ LM4A-H413-OE 1 ○ 4 通 ○ ○ ◎

臨床実習Ⅱ LM4A-H423-OE 1 ○ 4 通 ○ ○ ◎

臨床実習Ⅲ LM4A-H433-OE 2 ○ 4 通 ○ ○ ◎

臨床実習Ⅳ LM4A-H443-OE 2 ○ 4 通 ○ ○ ◎

臨床実習Ⅴ LM4A-H453-OE 1 ○ 4 通 ○ ○ ◎

ME技術演習 LM2A-G262-OE 1 ○ 2 春 ○ ○ ◎ ○

臨床工学演習Ⅰ LM4A-G412-OE 1 ○ 4 春 ○ ◎ ○

臨床工学演習Ⅱ LM4A-G422-OE 1 ○ 4 秋 ○ ◎ ○

ゼミナールⅠ LM3A-H312-OE 1 ○ 3 春 ◎ ○ ○

ゼミナールⅡ LM3A-H322-OE 1 ○ 3 秋 ◎ ○ ○

特別研究 特別研究 LM4A-I413-OC 2 ◎ 4 春 ◎ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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ス
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業

　
科

　
目

　
名

1
年
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2
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次
3
年

次
4
年

次
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分
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教育研究上の目的
　生物地球学部は、生物学・地球科学・天文学・人類学・

考古学・古生物学に関わる幅広い学際的な分野を体系

的に習得することにより、環境問題や生物多様性の問

題、地球表層環境の変化など、さまざまな要因により

複雑化した現代社会の様々な問題の解決に貢献できる

判断力と実行力を持つ人材の養成を目的とする。

教育目標
　生物地球学部は、フィールドワークを基にした教育・

研究方法によって、自然のしくみ、自然環境の変遷、

人間と環境の関わりの歴史などに関する幅広い知識を

習得し、複雑で予測不可能な未来に対する社会のニー

ズに応えうる人材の養成を目指す。20世紀においては、

高度な産業や情報化社会が快適な生活を実現したが、

一方では地球温暖化、自然災害、生態系の破壊、資源

の枯渇、廃棄物処理など様々な問題が顕在化してきた。

この状況に対し、本学部では、専門的知識の修得方法

を講義に偏ることなく、多様なフィールドワークを利

用した教育を通し、得られる生きた知識や技能を基に、

学生が主体的に解決すべき課題を発見し、その解決に

取り組める十分な能力を有する人材を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　養成する人材像に基づいて、本学部では次のとおり

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）を

定める。卒業要件を充足し、次の能力を身につけた者

に対して、学士（理学）の学位を授与する。

Ａ．知識・理解

　�　自然や人間に関わる分野の基本的な知識と、フィー

ルドワークの基礎知識を身につけている。社会で活

躍したり、異文化を理解したりするための幅広い教

養と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　フィールドワークで情報を収集し、整理し、その

結果をわかりやすく説明することができる。自然や

人間・社会に関する問題を見いだし、その解決策を

提案することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　自然や環境問題に関心を持ち、社会に貢献するた

めの主体性や協調性、国際的な視野や倫理観を身に

つけている。

Ｄ．技能

　�　フィールドワークを計画的、かつ安全に実施する

ことができる。フィールドワークを通して、現代社

会の様々な課題に取り組み、結果や考察を論理的に

記述し、分かりやすく説明することができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　生物地球学部のカリキュラムは、基盤教育科目、学

部共通科目、専門科目、上級科目、専門関連科目で構

成される。このうち、学科ごとに開講される専門科目

以外の科目の教育内容は、次の１～４のとおりである。

本学部で開講される科目では、学修の成果を試験、課題、

レポートなどによって総合的に評価する。

　１�．教育推進機構の各センター及びキャリア支援セ

ンターと連携し、大学での学びへの適応をはかり、

幅広く深い教養を身につけた社会人としての基盤

を築くために、豊かな人間性の育成を目指して、

ライフ・キャリアデザイン科目、人間・社会科学

系科目、科学技術系科目、ブランド系科目から構

成される基盤教育科目を配置する。また、基盤教

育科目には外国語系科目をおき、外国語を継続的

に学修する機会を与え、専門分野についてのより

深い理解や、海外におけるフィールドワーク、学

会等で必要となる基礎的なコミュニケーション能

力の養成をはかる。

　２�．生物地球学部の DP を実現させるために必要な

基礎知識を修得し、学科ごとに開講される専門科

目の導入となる科目を学部共通科目として配置す

る。学部共通科目には、対象とする学問領域にお

ける最新トピックスをオムニバス形式で紹介する

科目を用意するほか、地学や生物学の基礎的な講

義科目、および実習科目を配置し、人・生物・地

球・宇宙とのかかわりを認識させ、生物地球学科

および恐竜学科が対象とする学問分野への興味や

学習意欲の向上を図る。また、身近な自然の姿を

観察し、直接触れる経験を積むことができるよう、

生物地球学部（学位：学士（理学））
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基礎的なフィールドワークを行なう実習科目を用

意し、主体的学修の方法を取り入れた教育を行う。

　３�．博物館学芸員資格取得に必要な科目のうち、本

学部の DP の実現に資する科目を、上級科目に配

置し、展示やプレゼンテーション方法、資料の保

存や整理方法などの発展的・実践的な内容を体験

させる。また、野外博物館実習では、学外の一般

市民を対象に展示発表を行うことにより、プレゼ

ンテーション能力やコミュニケーション能力を高

める教育を行う。さらに、生物地球科学分野にお

ける最新の研究手法や研究成果を紹介する特別講

義を開講する。４年次には、各研究室において卒

業論文をまとめるために必要な演習講義を配置し

て、それぞれの分野の研究遂行に必要な情報収集

能力と分析能力を高める。さらに、卒業研究では、

学部での学びを集大成させ、主体性な学修力、学

術的コミュニケーション能力を総合的に向上させ

る。

　４�．教員免許取得に必要な物理や化学に関する基礎

的な科目を、専門関連科目として配置し、教育推

進機構基盤教育センターと協働して、フィールド

ワークを含む総合的な理科教育ができる教員の育

成を目指す。
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教育研究上の目的
　生物地球学科は、生物学・地球科学・天文学・人類

学・考古学に係わる幅広い学際的な分野を体系的に習

得することにより、地球温暖化、大気汚染、自然災害、

生物多様性の減少など、さまざまな要因により複雑化

した現代社会の諸問題の解決に貢献できる判断力と実

行力を持つ人材の養成を目的とする。

教育目標
　生物地球学科は、宇宙・地球・多様な生命・人間の

文化や営みに対して、フィールドワークをとり入れた

教育・研究方法に基づき、自然のしくみを探究し、自

然環境の変遷や人間と環境の関わりに関する幅広い知

識を習得し、複雑で予測困難な未来に対する社会のニー

ズに応えうる人材の養成を目指す。20 世紀において

は、高度な産業や情報化社会が快適な生活を実現した

が、一方では地球温暖化、生態系の破壊、資源の枯渇、

廃棄物処理などの問題も増大させてきた。本学科では、

専門的知識の修得方法を講義に偏ることなく、多岐に

わたるフィールドワークによる実習や演習を通し、得

られた生きた知識や技能を基に、学生が主体的に解決

すべき課題を発見し、その解決に取り組める十分な能

力を有する人材を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　生物科学や宇宙地球科学、人類学等に関する自然

科学の専門的な知識、および、フィールドワークの

基礎知識を身につけている。自然や人間との関わり

に関する理解を社会に生かし、かつ異文化を理解す

るための幅広い教養と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　自然や人間に関わるフィールドワークで情報を収

集し、整理することができる。自然や人間・社会に

関する問題を見いだし、その解決策を提案すること

ができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　自然や環境問題に関心を持ち、社会に貢献するた

めの主体性や協調性、国際的な視野や倫理観を身に

つけている。

Ｄ．技能

　�　生物科学、宇宙地球科学、人類学などの自然科学

に関する課題解決において、フィールドワークの視

点から得られた結果と考察を論理的に記述し、分か

りやすく伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　カリキュラムは、基盤教育科目、推奨基盤教育科目、

学部共通基礎科目、学部共通専門科目、専門科目、上

級科目、専門関連科目で構成されており、各科目の教

育内容は以下の１～５のとおりである。いずれの科目

も、学修の成果（試験、課題、レポートなど）によっ

て総合的に評価する。

　１�．初年次に、専門科目の導入となる学部共通基礎

科目として各コースの学問領域における最新ト

ピックスをオムニバス形式で紹介する科目を用意

するほか、生物科学や宇宙地球科学、人類学等に

関する自然科学に関わる科目を配置することによ

り学生の基礎学力を高め、各分野への興味や学修

意欲の向上を図る。また、身近な自然の姿を観察

し、直接触れる経験を積むことができるよう、基

礎的なフィールドワークに係る実習科目を用意し、

能動的学修の方法を取り入れた教育を行う。

　２�．おもに２年次以降で、生物科学や宇宙地球科学、

人類学等に関する自然科学について、基礎から応

用までの体系的な知識・技能を身につけることが

できる学部共通専門科目及び専門科目を配置する。

講義科目に加えてフィールドワークを重視した実

習科目も設置して、各分野におけるフィールドワー

クの基本技能を修得し、能動的に学修する態度を

身につけさせる。また、さまざまな分野を横断的

に履修することを推奨し、知的社会人としてまた

豊かな人間性の育成に結びつく、幅広い教養と総

合的な理解力を身につけさせる。４年次にはコー

ス別に卒業研究を進め、幅広い科学の知識、問題

解決能力、情報の収集と分析能力、主体性、コミュ

ニケーション・プレゼンテーション能力を総合的

に向上させる。

生物地球学部　生物地球学科
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　３�．教育推進機構の各センター及びキャリア支援セン

ターと連携し、幅広く深い教養と総合的な判断力を

身につけるため、社会人としての基盤を築き豊かな

人間性の育成に結びつく、人文社会や科学技術教育

に関する基盤教育科目を配置する。また、社会と主

体的・協働的に関わり、社会人として必要とされる

知識・技能および倫理観を身につけるため、自らの

キャリアについて考え、キャリア形成に必要な知識・

技能や就業意識を身につける推奨基盤教育科目を配

置する。

　４�．専門分野についてのより深い理解や、海外などで

のフィールドワークで基礎的なコミュニケーション

に必要な英語を中心とした外国語を継続的に学修す

るため、基盤教育科目に外国語系科目を配置し、教

育推進機構基盤教育センターと連携してこれらの科

目の教育を行う。

　５�．博物館学芸員資格を目指す学生を対象とした野外

博物館実習の科目を上級科目に配置する。展示やプ

レゼンテーション方法、資料の保存や整理方法など

の発展的・実践的な内容を体験させる。学外の一般

市民を対象に展示発表を行うことにより、プレゼン

テーション能力やコミュニケーション能力を高める

教育を行う。

生物地球学科　コアナンバー説明

◦１桁目（講義系列）
　Ａ：学部共通基礎科目
　Ｂ：学部共通専門科目
　Ｃ：専門科目
　Ｄ：上級科目、卒業研究
　Ｅ：専門関連科目、学部共通関連科目

◦２、３桁目
　各講義系列の講義番号
◦４桁目（講義レベル）
　１：基礎科目
　２：専門科目、専門関連科目
　３：上級科目、卒業研究
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生物地球学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

学
部
共
通
基
礎
科
目

情報リテラシー GG1A-A011-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○

生物地球概論Ⅰ GG1A-A021-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○

生物地球概論Ⅱ GG1A-A031-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○

考古学概論 GG1A-A041-OS 2 ● 1 春 ◎

生物科学概論 GG1A-A051-OS 2 ● 1 秋 ◎

地球科学概論 GG1A-A061-OS 2 ● 1 秋 ◎

生物学実習 GG2A-A071-OS 2 ● 2 春 ◎ ○

天文地学実習 GG2A-A081-OS 2 ● 2 春 ◎ ○

学
部
共
通
専
門
科
目

応用統計学 GG2A-B012-OE 2 ○ 2 春 ◎

植物系統分類学 GG2A-B022-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

動物行動学 GG2A-B032-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

気象学概論 GG2A-B042-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

地質学 GG2A-B052-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

天文学概論 GG2A-B062-OE 2 ○ 2 春 ◎

古脊椎動物学 GG2A-B072-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

細胞遺伝学 GG2A-B082-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

環境生理学 GG2A-B092-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

動物生態学 GG2A-B102-OE 2 ○ 2 秋 ◎

解剖生理学 GG2A-B112-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

植生学 GG3A-B122-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

専　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　

目

野外調査法実習Ⅰ GG1A-C012-OC 2 ◎ 1 通 ○ ◎

野外調査法実習Ⅱ GG2A-C022-OE 2 ○ 2 通 ○ ◎

天文気象・地球の数学 GG2A-C032-OE 2 ○ 2 春 ◎

自然史研究法 GG2A-C042-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

人類学 GG2A-C052-OE 2 ○ 2 春 ◎

人文地理学 GG2A-C062-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

先史考古学 GG2A-C072-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

人類学考古学基礎実習 GG2A-C082-OS 2 ● 2 春 ◎ ○

災害地質学 GG2A-C092-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

水理学 GG2A-C102-OE 1 ○ 2 春 ○ ◎

天文学史 GG2A-C112-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

植物生態学 GG2A-C122-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

植物形態学 GG2A-C132-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

昆虫科学 GG2A-C142-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

自然地理学 GG2A-C152-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

技術考古学 GG2A-C162-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

欧米考古学 GG2A-C172-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

地球化学 GG2A-C182-OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎

固体地球科学 GG2A-C192-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

天体力学 GG2A-C202-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

宇宙生命学 GG2A-C212-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

進化生態学 GG3A-C222-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

環境考古学 GG3A-C232-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

地質図学 GG3A-C242-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

天気図解析 GG3A-C252-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

地震学 GG3A-C262-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

土木地質学 GG3A-C272-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎

測量・地理情報システム GG3A-C282-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎

天体物理学Ⅰ GG3A-C292-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

天文データ解析 GG3A-C302-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

応用昆虫学 GG3A-C312-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

昆虫生理・生態学 GG3A-C322-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

環境動物学 GG3A-C332-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

島嶼生物学 GG3A-C342-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

地誌学 GG3A-C352-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

東アジア考古学 GG3A-C362-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

土質・岩盤力学 GG3A-C372-OE 1 ○ 3 秋 ○ ◎

大気物理学 GG3A-C382-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

天体物理学Ⅱ GG3A-C392-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

植物学実習 GG3A-C402-OE 4 ○ 3 通 ○ ◎

動物生態学実習 GG3A-C412-OE 4 ○ 3 通 ○ ◎

昆虫学実習 GG3A-C422-OE 4 ○ 3 通 ○ ◎

人類学考古学実習 GG3A-C432-OE 4 ○ 3 通 ○ ◎

地学実習 GG3A-C442-OE 4 ○ 3 通 ○ ◎

天文気象学実習 GG3A-C452-OE 4 ○ 3 通 ○ ◎

上　

級　

科　

目

野外博物館実習（生物学） GG3A-D013-OE 3 ○ 3 通 ○ ◎ ○

野外博物館実習（人類考古学） GG3A-D023-OE 3 ○ 3 通 ○ ◎ ○

野外博物館実習（地学） GG3A-D033-OE 3 ○ 3 通 ○ ◎ ○

野外博物館実習（天文気象学） GG3A-D043-OE 3 ○ 3 通 ○ ◎ ○

総合演習Ⅰ GG4A-D063-OE 2 ○ 4 春 ◎ ◎ ◎ ◎

総合演習Ⅱ GG4A-D073-OE 2 ○ 4 秋 ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研究Ⅰ GG4A-D083-OC 5 ◎ 4 春 ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研究Ⅱ GG4A-D093-OC 5 ◎ 4 秋 ◎ ◎ ◎ ◎

専

門

関

連

科

目

学

部

共

通

関

連

科

目

物理学基礎論Ⅰ GG1A-E012-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

物理学基礎論Ⅱ GG1A-E022-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

物理学基礎実験 GG1A-E032-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

化学基礎論Ⅰ GG1A-E042-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

化学基礎論Ⅱ GG1A-E052-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

化学基礎実験 GG1A-E062-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

博物館資料論 GG1A-E072-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

博物館資料保存論 GG2A-E082-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

博物館展示論 GG3A-E092-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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基盤教育科目（恐竜学科）
教育研究上の目標
　岡山理科大学の基盤教育の目的は、以下の３点です。

１．人として生きていくうえで大切とされる人間性の涵養

２．専門教育を効果的に学び・活かすためのラーニング・スキルの修得

３．社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育成

　これらの目標を達成するために、『こころ豊かに生きる』『知性を磨く』『技能を活かす』という３つの成

長の観点を設定し12の教育目標を設定しました。

　『こころ豊かに生きる（Mind）』観点における教育目標は、ありのままの「（M１）自己を肯定」し、他者

に対して「（M２）おもいやり」のある態度で接し、「（M３）失敗をおそれない勇気」を持ち自ら考えて主

体的に行動し、「（M４）多様性の尊重」ができる人材育成を行うことです。

　『知性を磨く（Intelligence）』観点における教育目標は、「（I１）学ぶ意義」を理解し、「（I２）確かな知識」

を修得したうえで、「（I３）賢明な判断」を行い、「（I４）創造的な思考」により新しいものを生み出すこと

ができる人材育成を行うことです。

　『技能を活かす（Skill）』観点における教育目標は、相手を理解し、自分を表現するための「（S１）コミュニケー

ション能力」や、的確にデータ収集・分析できる「（S２）情報活用能力」を有したうえで、「（S３）問題発見・

解決に取り組み、（S４）有効にリーダーシップとマネジメント」を発揮できる人材育成を行うことです。

　本学ではそれぞれの観点に立脚した基盤教育カリキュラムを展開し、本学学生全員が基盤教育の３つの目

的を涵養し、社会で活躍できる能力を身につけることを目指しています。

基盤教育科目の卒業要件
　基盤教育科目の卒業要件の必要単位数は、34単位以上と設定しています。そのうち、現今のグローバル

化社会に鑑みて、外国語に関しては６単位を必修としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　「ライフ・キャリアデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」「外国語系」「ブランド系」の科目群

で構成しています。各系設定の考え方は次の通りです。

　「ライフ・キャリアデザイン系」：自らのライフプラン及びキャリアプランを自らの手で構築してプラン通

り進める習慣を体得し、社会人として必要とされる知識・技能及び倫理観や社会と主体的・協働的に関わる

就業意識を身につけることのできる科目を配置しています。

　「人間・社会科学系」、「科学技術系」：人文学、社会科学、自然科学、情報科学などを通じて、豊かな人間

性の養成と知的社会人としての幅広い教養及び将来活用できる技能を伸ばすための科目を、全学年を通じて

配置しています。

　「外国語系」：異文化理解を深め基礎的なコミュニケーションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に

学修することができる科目を配置する。この科目は、少人数・到達度別のクラス編成を基本とします。

　「ブランド系」：実践的・応用的・発展的な活動の機会の提供を通じて、学生の能動的学習習慣の修得と自

主性、創造性、協調性等の涵養を伸長するための５つのプログラムに関する科目を置いています。IB 教員

基盤教育科目
↑目次用
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養成プログラム、ワインプロジェクトプログラム、科学ボランティアリーダー養成プログラム、リーダー養

成プログラム、マナーマイスタープログラム。

基盤教育科目（恐竜学科）　コアナンバー説明

１桁目：科目群細目
　Ｌ：ライフ・キャリアデザイン系科目

　Ｈ：人間・社会科学系科目

　Ｓ：科学技術系科目

　Ｆ：外国語系科目

　Ｉ：IB 教員養成プログラム

　Ｗ：ワインプロジェクトプログラム

　Ｂ：科学ボランティア

　Ｒ：リーダー養成

　Ｍ：マナーマイスター

　Ｋ：教職基礎科目

２、３桁目：科目番号
　00 〜 99

４桁目：難易度
　１：基礎　２：応用　３：発展
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー GD1D-L111-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

キャリアデザイン１ GD1D-L121-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン２ GD2D-L131-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン３ GD3D-L141-OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン４ GD4D-L151-OE 1 ○ 4 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

グローバルエリート入門 GD1D-L593-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

セルフ・アウェアネス GD1D-L211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

アサーティブ・コミュニケーション GD1D-L221-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ライフ・ビルディング GD1D-L231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ファシリテーション演習 GD2D-L241-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

学びの基礎論１ GD1D-L311-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

学びの基礎論２ GD1D-L321-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

理解と表現 GD1D-L331-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

キャリア形成論 GD2D-L411-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

企業情報特論 GD2D-L421-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

インターンシップ入門 GD3D-L431-OE 1 ○ 3 秋 ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップA GD3D-L441-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップB GD3D-L452-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

インターンシップC GD3D-L462-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

社会・産業実習 GD3D-L473-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

産業課題研究演習 GD3D-L483-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル入門 GD2D-L511-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

グローバル実践 GD2D-L522-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル研修ⅠA GD1D-L533-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠB GD1D-L543-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠC GD1D-L553-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅡA GD1D-L563-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修ⅡB GD1D-L573-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修Ⅲ GD1D-L583-OE 3 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

フィットネス GD1D-L611-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

アドベンチャースポーツ GD1D-L621-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○

ウィンタースポーツ GD1D-L573-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

スポーツスタディ GD1D-L574-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

健康の科学 GD1D-L641-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

生涯スポーツ GD1D-L651-OE 1 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
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基盤教育科目

人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくA GD1D-H111-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

人間を読みとくB GD1D-H121-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

文化を読みとくA GD1D-H211-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

文化を読みとくB GD1D-H221-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

社会を読みとくA GD1D-H311-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

社会を読みとくB GD1D-H321-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

日本国憲法 GD1D-H411-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○

経営とDX GD2D-H511-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

科　

学　

技　

術　

系　

科　

目

データを読みとく GD1D-S111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎

自然を読みとく GD1D-S121-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ◎

技術を読みとく GD1D-S131-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎

基盤数学（微分積分１） GD1D-S211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（微分積分２） GD1D-S221-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（線形代数） GD1D-S231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤物理学１ GD1D-S311-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学２ GD1D-S321-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学１ GD1D-S411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学２ GD1D-S421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学１ GD1D-S511-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学２ GD1D-S521-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学１ GD1D-S611-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学２ GD1D-S621-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学実験 GD1D-S331-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤化学実験 GD1D-S431-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤生物学実験 GD2D-S531-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤地学実験 GD2D-S631-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

DXと技術 GD2D-S711-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎
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期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

外

国

語

系

科

目

英
語
科
目

基礎英語 GD1D-F111-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤英語（初級） GD1D-F121-OS 2 ● 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（準中級） GD2D-F131-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（中級） GD2D-F141-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（上級） GD2D-F152-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基礎英会話 GD1D-F161-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

学術英語（中級） GD2D-F173-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

学術英語（上級） GD2D-F184-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

Discussion GD2D-F213-OS 2 ● 2 秋 ◎ ◎ ○ ○

Presentation GD2D-F223-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

Academic Writing GD2D-F233-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

CLIL GD3D-F243-OS 2 ● 3 春 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（初級） GD1D-F252-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（上級） GD1D-F262-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

英語で文化 GD1D-F272-OS 2 ● 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○

英語コミュニケーション GD2D-F282-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
初
修
外
国
語
科
目

初修外国語１ GD1D-F311-OC 2 ◎ 1 通 ◎ ○ ◎

初修外国語２ GD2D-F321-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ◎

日
本
語
科
目

基盤日本語１ GD1D-F411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤日本語２ GD1D-F421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○

日本語読解作文 GD1D-F431-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

日本語口語表現 GD1D-F441-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○
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系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ブ　

ラ　

ン　

ド　

系　

科　

目

Ｉ
Ｂ
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論 GD2D-I111-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

IB教育課程・方法論 GD2D-I121-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

IB教育評価論 GD3D-I131-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

DP数学 GD3D-I211-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

DP理科 GD3D-I221-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

DP教育実践研究１ GD4D-I312-OE 2 ○ 4 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

DP教育実践研究２ GD4D-I322-OE 2 ○ 4 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ブドウ・ワイン概論 GD1D-W111-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ブドウ栽培とワイン醸造学 GD1D-W121-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

発酵と微生物 GD2D-W131-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ワインプロジェクト実習１ GD1D-W213-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習２ GD2D-W223-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習３ GD3D-W233-OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
科
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

科学・工作ボランティア入門 GD1D-B111-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

科学ボランティア実践指導１ GD1D-B211-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

科学ボランティア実践指導２ GD2D-B222-OE 1 ○ 2 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

科学ボランティア活動１ GD2D-B412-OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

科学ボランティア活動２ GD3D-B422-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

リーダーシップ論 GD1D-R111-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ・ゼミナール GD1D-R211-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ研修A（国内） GD1D-R312-OE 1 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ研修B（海外） GD1D-R322-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ実践A（国内） GD2D-R413-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ実践B（学内） GD2D-R423-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ実践C（海外） GD2D-R433-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
マ
ナ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

マナーマイスター講座初級 GD1D-M111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

マナーマイスター・チャレンジ GD2D-M212-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

マナーマイスター・アドバンストA（海外） GD1D-M314-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

マナーマイスター・アドバンストB（国内） GD2D-M323-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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教育研究上の目的
　恐竜学科は、生物学と地質学の学際領域である恐竜

を中心とする古生物学に関わる幅広い分野を体系的に

習得することにより、生物多様性の喪失や生態系のバ

ランスの崩壊、地球表層環境の変化などといった現代

社会の諸問題に関する現状の把握と将来の予測および

解決方法を科学的に提示し、持続可能社会の実現へ貢

献できる観察力や判断力、実行力を持つ人材の養成を

目的とする。

教育目標
　恐竜学科では、生物の進化と地球環境の変遷を探究

するために、とくに化石を対象としたフィールドワー

クと収集試料の分析を通じて生物学と地球科学の統合

的な教育と研究を行うことで科学的な問題解決能力を

養い、古生物学的視点を通して生物多様性や環境問題

など現代社会の諸問題を認識するとともに、様々な課

題に対応し、さらに解決策を提示できる人材を養成す

る。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　恐竜・古生物学に関わるフィールドワークの基礎

知識と、古生物学、地球環境の歴史、生命の進化に

関わる専門的な知識を身につけている。社会で活躍

したり、異文化を理解したりするための幅広い教養

と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　発掘などのフィールドワークや、資料観察で得ら

れた情報を整理し、説明することができる。地球環

境などに関する問題を見いだし、その解決策を提案

することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　自然や環境問題に関心を持ち、社会に貢献するた

めの主体性や協調性、国際的な視野や倫理観を身に

つけている。

Ｄ．技能

　�　発掘などのフィールドワークを計画的、かつ安全

に行うことができる。恐竜・古生物学に関する課題

に取り組み、結果や考察を論理的に記述し、分かり

やすく伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　本学科のカリキュラムは、全学共通の基盤教育科目

（ライフ・キャリアデザイン系科目、人間・社会科学系

科目、科学技術系科目、外国語系科目、ブランド系科目）、

生物地球学科と共通の学部共通基礎科目と学部共通専

門科目、本学科独自の専門教育科目、上級科目、専門

関連科目からなる。専門教育科目は、基礎科目、恐竜

学関連科目、パレオバイオ関連科目、古生物学関連科

目で構成される。各科目の教育内容と年次進行は以下

の１～ 6 のとおりである。いずれの科目も、学修の成

果（試験、課題、レポートなど）によって総合的に評

価する。

　１�．基盤教育センター及びキャリア支援センターと

連携して、大学での学びへの適応を図り、幅広く

深い教養を身につけ、社会人としての基盤を築き、

豊かな人間性の育成を目指した基盤教育科目を置

き、その中でも特に学科の教育に強く関連する科

目については、推奨基盤教育科目に指定する（Ａ．

知識 ･理解）。また、基盤教育科目には外国語系科

目を置き、外国語を継続的に学修する機会を与え、

各種学術情報の深く理解する能力や技術、世界に

向けて情報発信するスキル、海外におけるフィー

ルドワーク、学会等で必要となる基礎的なコミュ

ニケーション能力の養成をはかる。

　２�．初年次に、学部共通基礎科目と専門教育科目の

導入となる基礎科目を置き、最新トピックスや学

科の学位認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポ

リシー）の実現に必要となる基礎的な事項を学修

する科目を配置して、人・生物・地球・宇宙の姿

とそれぞれの相互関係を認識させる。また、化石

や地層、自然の事物を実際に観察したり、触れた

りする経験を積むことができる実習科目を配置し、

基礎的な恐竜・古生物に関する知識とフィールド

ワーク技術を修得させるとともに、本学科で学ぶ

意欲の向上を図る（Ｂ．思考・判断・表現）。

　３�．２年次以降でも基盤教育の履修を通じて、幅広い

生物地球学部　恐竜学科
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人間性と教養を養うとともに、専門教育科目に置か

れた学部共通基礎科目と学部共通専門科目を履修

し、より専門性の高い領域の科目の履修により専

門性を高めつつ、広く自然科学分野への視野を持た

せ、学科の学びによる知識と技術を主体的に学修す

る態度を養う（Ｃ．関心・意欲・態度）。3年次では、

専門科目の履修に加え、選択必修の専門実習を開講

し、フィールドワーク的視点・生物学的視点・古脊

椎動物学的視点による恐竜・古生物学分野の知識と

理解を深める。

　４�．上級科目には、恐竜古生物学に関する最新の研究

手法や研究成果を紹介する特別講義を置いて、知識

の深化と学修モチベーションの向上を図る。また、

英語文献講読によるゼミナールを開講し、国際的な

コミュニケーション能力と古生物学的研究の動向を

学ぶ。また、学芸員資格の取得を目指す学生対象と

した恐竜学博物館実習と古生物分野の博物館業務の

理解・習得を目指す学生対象とした恐竜学博物館演

習のいずれかを選択し、古生物に関する発展的・実

践的な展示やプレゼンテーション方法、資料の保存

技術や整理方法などを実践し、学外の一般市民を対

象に展示解説を行うことにより、プレゼンテーショ

ン能力やコミュニケーション能力を高める。

　５�．本学科における学びの総まとめとして、卒業研究

Ⅰ・Ⅱを配置し、これまでの学びを総合し、科学的

コミュニケーション能力や恐竜や絶滅動物、過去の

環境や生態に関する専門的な知識や技術を修得する

（Ｄ．技能）。

　６�．中・高等学校の教員免許および学芸員資格取得を

目指す学生を対象とした専門関連科目を置き、基盤

教育センターおよび学芸員教育センター等と協力し

ながら、基礎的かつ幅広い科学的知識の修得や技能

の向上を図る。

恐竜学科　コアナンバー説明

◦１桁目（講義系列）
　Ａ：学部共通基礎科目
　Ｂ：学部共通専門科目
　Ｃ：専門科目－基礎科目
　Ｄ：専門科目－恐竜学関連科目
　Ｅ：専門科目－パレオバイオ関連科目
　Ｆ：専門科目－古生物学関連科目
　Ｇ：上級科目

　Ｈ：専門関連科目－学部共通関連科目
◦２、３桁目
　各講義系列の講義番号
◦４桁目（講義レベル）
　１：基礎科目
　２：専門科目、専門関連科目
　３：上級科目、卒業研究
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恐竜学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

学
部
共
通
基
礎
科
目

情報リテラシー GD1A-A011-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○

生物地球概論Ⅰ GD1A-A012-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○

生物地球概論Ⅱ GD1A-A031-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○

生物科学概論 GD1A-A041-OE 2 ○ 1 秋 ◎

考古学概論 GD1A-A051-OE 2 ○ 1 春 ◎

地球科学概論 GD1A-A061-OE 2 ○ 1 秋 ◎

生物学実習 GD2A-A071-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

天文地学実習 GD2A-A081-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

学 

部 

共 

通 

専 

門 

科 

目

応用統計学 GD2A-B092-OE 2 ○ 2 春 ◎

植物系統分類学 GD2A-B102-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

動物行動学 GD3A-B112-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

細胞遺伝学 GD2A-B122-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

気象学概論 GD2A-B132-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

地質学 GD2A-B142-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

天文学概論 GD2A-B152-OE 2 ○ 2 春 ◎

古脊椎動物学 GD2A-B162-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

環境生理学 GD2A-B172-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

動物生態学 GD2A-B182-OE 2 ○ 2 秋 ◎

解剖生理学 GD2A-B192-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

植生学 GD3A-B202-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

基
礎
科
目

モンゴル恐竜学概論 GD1A-C212-OS 2 ● 1 春 ◎

古生物学概論 GD1A-C222-OS 2 ● 1 秋 ◎

層位古生物学 GD2A-C232-OE 2 ○ 2 春 ◎

古生物学基礎実習Ⅰ GD1A-C242-OC 2 ◎ 1 通 ○ ◎ ○

古生物学基礎実習Ⅱ GD2A-C252-OC 2 ◎ 2 通 ○ ◎ ○

恐
竜
学
関
連
科
目

恐竜学基礎論 GD2A-D262-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

恐竜学Ⅰ GD2A-D272-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

恐竜学Ⅱ GD3A-D282-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

化石研究法 GD2A-D292-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

古生物学データ解析 GD3A-D302-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

生物地理学 GD3A-D312-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

古哺乳類学 GD3A-D322-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

モンゴル発掘エクスカーション GD3A-D332-OS 2 ● 3 通 ○ ◎

パ
レ
オ
バ
イ
オ
関
連
科
目

古生物のための基礎病理学 GD2A-E342-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

分子古生物学 GD3A-E352-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

骨組織学 GD3A-E362-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

古生理学 GD3A-E372-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

古生態学 GD3A-E382-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

タフォノミー論 GD3A-E392-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

解剖組織学実習 GD3A-E402-OS 2 ● 3 通 ○ ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

専　

門　

科　

目

古
生
物
学
関
連
科
目

古環境学 GD2A-F412-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

堆積学 GD3A-F422-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

動物系統分類学 GD3A-F432-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

地史学Ⅰ GD2A-F442-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

地史学Ⅱ GD3A-F452-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

博物館標本作製法 GD2A-F462-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

比較形態学実習 GD3A-F472-OS 2 ● 3 通 ○ ◎

上 

級 

科　

目

恐竜古生物学特別講義 GD3A-G483-OE 1 ○ 3 通 ○ ◎

恐竜古生物学ゼミナール GD3A-G493-OC 1 ◎ 3 通 ○ ◎

恐竜学博物館演習 GD3A-G503-OS 3 ● 3 通 ○ ◎ ○

恐竜学博物館実習 GD3A-G513-OS 3 ● 3 通 ○ ◎ ○

卒業研究Ⅰ GD4A-G523-OC 4 ◎ 4 春 ◎ ○ ○ ◎

卒業研究Ⅱ GD4A-G533-OC 4 ◎ 4 秋 ◎ ○ ○ ◎

専 

門 

関 

連 

科 

目

学
部
共
通
関
連
科
目

物理学基礎論Ⅰ GD1A-H542-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

物理学基礎論Ⅱ GD1A-H552-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

物理学基礎実験 GD1A-H562-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

化学基礎論Ⅰ GD1A-H572-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

化学基礎論Ⅱ GD1A-H582-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

化学基礎実験 GD1A-H592-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

博物館資料論 GD1A-H602-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○

博物館資料保存論 GD2A-H612-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎

博物館展示論 GD3A-H622-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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⽣物地球学部 恐⻯学科

動物行動学

植⽣学

考古学概論

情報リテラシー

⽣物学実習

天文地学実習

⽣物地球概論Ⅰ

⽣物科学概論

地球科学概論

⽣物地球概論Ⅱ

春科目区分 1年 2年 3年 4年
春 秋 春 秋 秋春 秋

学
部
共
通
関
連
科
目

上
級
科
目

動物⽣態学

細胞遺伝学

古⽣物学基礎実習Ⅰ

古脊椎動物学

環境⽣理学

古環境学

化石研究法

恐⻯学Ⅰ

パ
レ
オ
バ
イ
オ
関
連
科
目

地史学Ⅰ

古⽣物学基礎実習Ⅱ

古
⽣
物
学
関
連
科
目

博物館標本作製法

古⽣物のための
基礎病理学

学
部
共
通
基
礎
科
目

学
部
共
通
専
門
科
目

基
礎
科
目
恐
⻯
学
関
連
科
目

恐⻯学基礎論

古⽣物学概論モンゴル
恐⻯学概論 層位古⽣物学

天文学概論

応用統計学

解剖⽣理学

植物系統分類学

気象学概論

地質学

骨組織学

古生物学データ解析

堆積学

生物地理学 古哺乳類学

モンゴル発掘エクスカーション

古生態学

解剖組織学実習

恐⻯学Ⅱ

古⽣理学

分子古⽣物学

タフォノミー論

地史学Ⅱ

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅱ

動物系統分類学

恐⻯古⽣物学特別講義

恐⻯古⽣物学ゼミナール

比較形態学実習

カリキュラムツリー（専門教育科目）

恐⻯学博物館演習

恐⻯学博物館実習

専
門
科
目

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

博物館展示論博物館資料保存論博物館資料論

化学基礎実験

物理学基礎論Ⅰ

化学基礎論Ⅰ

物理学基礎論Ⅱ

物理学基礎実験

化学基礎論Ⅱ
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教育研究上の目的
　教育学部は、教育に関する基礎理論および初等・中

等教育の各教科内容と指導法の研究を通じて、教育の

本質を深く理解し、児童・生徒への豊かな教育的愛情

をもち、変動する社会の中で確かな使命感をもって教

育に携わり、様々な教育課題に真摯に取り組むことの

できる人材の養成を目的とする。

教育目標
　教育学部は、建学の理念に基づき、ひとりひとりの

若人が持つ能力を最大限に引き出し、様々な体験を通

じて総合的教養を身につけ、教育実践を通じて社会に

貢献できる人材を養成することを目標とする。

　これを実現するために、ゼミやフィールドワーク、

ボランティア等の体験・探究活動を通じた学びを重視

する。その中で学生が自ら課題を見つけ、考え、理解し、

発信する学びのサイクルを通じて「探究する力」と「言

葉の力」を養う。また、教員に必要な教科や教職科目

の学修に加え、アクティブラーニングの実践力やグロー

バル時代における教育課題への見識を高めることによ

り、幅広い知識と確かな使命感を持ち、小中連携や開

かれた学校づくり、その他の様々な課題に積極的に取

り組み、新たな時代を切り拓くことができる人材の養

成を行う。

　初等教育学科・中等教育学科に共通の人材養成目標

として、次の５つを掲げる。

　①�自然科学・人文科学・社会科学の基礎知識を幅広

く修得した人材

　②�各教科の内容と指導法を修得し、ICT 等を活用した

教育実践を行うことのできる人材

　③�探究する力を身につけ、教育者としての専門性と

指導力を発揮できる人材

　④�言葉の力を身につけ、豊かな表現力とコミュニケー

ション力を持った人材

　⑤�確かな使命感をもって、社会に貢献しようとする

人材

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ�．知識・理解：体験活動を中心とした学びを通じて、

小学校全科または中等教育の国語科・英語科、ある

いは日本語教育の教科内容と指導法を修得し、教育

実践ができる。

　　社会で活躍できる、幅広い教養を身につけている。

Ｂ�．思考・判断・表現：これからの教育のあり方につ

いて、グローバルな視野から考えることができる。

人間・社会に関する諸問題に取り組み、その解決策

を提案できる。

Ｃ�．関心・意欲・態度：教職の社会的役割と意義を理

解し、教育に関わることへの確かな使命感を理解し

た行動ができる。

　�　社会人として、積極的に世の中に貢献することが

できる。

Ｄ�．技能：各教科の教材を分析・開発し、ICT 等を活用

した効果的な授業展開ができる。社会人としての自

分の考えや想いを分かりやすく伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　現代の教育課題に真摯に取り組み、社会に貢献でき

る教育実践者を育成するため、教育学部の教育課程は、

基盤教育科目と専門教育科目によって構成する。専門

科目は学部教育の核であり、教科（言語・文化）に関

する科目、教職（教育）に関する科目、教育実践に関

する科目、グローバル教育課題に関する科目、体験・

探究活動に関する科目、卒業研究などで構成する。基

盤教育科目は、全学共通の方針に則し、社会人として

必要な、幅広い基盤的教養を身につけ、専門教育科目

と併せて教育実践者としての資質向上に寄与するもの

と位置付ける。

　◦�１年次には、初年次教育ならびに教職の基礎科目、

基盤教育科目を重点的に配置し、専門教育と基盤

教育をバランスよく学ぶことで、大学生として、

また教職を志す者としての知識や自覚を向上させ

ることができるよう配慮している。

　◦�２年次には、教職の基礎に加え、実践的科目を多

数配置し、学習者から教育者への視点の転換を促

す科目構成となるように配置している。

　◦�３年次は、初等教育学科の教育実習が行われる。

これは、それまでの学修の到達点を確認する大き

教育学部　（学位：学士 （教育学））
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な機会となる。中等教育学科においては、４年次春

学期の教育実習に向けて、教科の専門性を高めつつ

実習に向けた準備を進める重要な時期となる。両学

科とも、それまでの学修と、教育者としての学生自

身の姿を顧みることでさらなる学びの深化の機会を

提供する演習科目を配置している。

　◦�４年次は、学修の総仕上げとしての教職実践演習お

よび卒業研究が中心となる。ここにおいて、反省的

思考や倫理観を強化し、さらに課題解決能力、プレ

ゼンテーション能力を深化させる。

　◦�全体として、初年次以降の各学年において、専門教

育科目の中に実習・演習科目を意識的に配置し、ア

クティブ・ラーニングを促すカリキュラムとしてい

る。

　上記科目における知識量、理解度、身につけた技能に

ついては、客観的な指標や学習成果物、発表成果などを

用いて総合的に評価し、教育課程を継続的に評価・検証

する。
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基盤教育科目（教育学部）
教育研究上の目標
　岡山理科大学の基盤教育の目的は、以下の３点です。

１．人として生きていくうえで大切とされる人間性の涵養

２．専門教育を効果的に学び・活かすためのラーニング・スキルの修得

３．社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育成

　これらの目標を達成するために、『こころ豊かに生きる』『知性を磨く』『技能を活かす』という３つの成

長の観点を設定し12の教育目標を設定しました。

　『こころ豊かに生きる（Mind）』観点における教育目標は、ありのままの「（M１）自己を肯定」し、他者

に対して「（M２）おもいやり」のある態度で接し、「（M３）失敗をおそれない勇気」を持ち自ら考えて主

体的に行動し、「（M４）多様性の尊重」ができる人材育成を行うことです。

　『知性を磨く（Intelligence）』観点における教育目標は、「（I１）学ぶ意義」を理解し、「（I２）確かな知識」

を修得したうえで、「（I３）賢明な判断」を行い、「（I４）創造的な思考」により新しいものを生み出すこと

ができる人材育成を行うことです。

　『技能を活かす（Skill）』観点における教育目標は、相手を理解し、自分を表現するための「（S１）コミュニケー

ション能力」や、的確にデータ収集・分析できる「（S２）情報活用能力」を有したうえで、「（S３）問題発見・

解決に取り組み、（S４）有効にリーダーシップとマネジメント」を発揮できる人材育成を行うことです。

　本学ではそれぞれの観点に立脚した基盤教育カリキュラムを展開し、本学学生全員が基盤教育の３つの目

的を涵養し、社会で活躍できる能力を身につけることを目指しています。

基盤教育科目の卒業要件
　基盤教育科目の卒業要件の必要単位数は、34単位以上と設定しています。そのうち、現今のグローバル

化社会に鑑みて、外国語に関しては６単位を必修としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　「ライフ・キャリアデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」「外国語系」「ブランド系」の科目群

で構成しています。各系設定の考え方は次の通りです。

　「ライフ・キャリアデザイン系」：自らのライフプラン及びキャリアプランを自らの手で構築してプラン通

り進める習慣を体得し、社会人として必要とされる知識・技能及び倫理観や社会と主体的・協働的に関わる

就業意識を身につけることのできる科目を配置しています。

　「人間・社会科学系」、「科学技術系」：人文学、社会科学、自然科学、情報科学などを通じて、豊かな人間

性の養成と知的社会人としての幅広い教養及び将来活用できる技能を伸ばすための科目を、全学年を通じて

配置しています。

　「外国語系」：異文化理解を深め基礎的なコミュニケーションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に

学修することができる科目を配置する。この科目は、少人数・到達度別のクラス編成を基本とします。

　「ブランド系」：実践的・応用的・発展的な活動の機会の提供を通じて、学生の能動的学習習慣の修得と自

主性、創造性、協調性等の涵養を伸長するための３つのプログラムに関する科目を置いています。IB 教員

基盤教育科目
↑目次用
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養成プログラム、ワインプロジェクトプログラム、科学ボランティアリーダー養成プログラム。

基盤教育科目（教育学部）　コアナンバー説明

１桁目：科目群細目
　Ｌ：ライフ・キャリアデザイン系科目

　Ｈ：人間・社会科学系科目

　Ｓ：科学技術系科目

　Ｆ：外国語系科目

　Ｉ：IB 教員養成プログラム

　Ｗ：ワインプロジェクトプログラム

　Ｂ：科学ボランティア

　Ｋ：教職基礎科目

２、３桁目：科目番号
　00 〜 99

４桁目：難易度
　１：基礎　２：応用　３：発展
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー [f][d]1D-L111-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

キャリアデザイン１ [f][d]1D-L121-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン２ [f][d]2D-L131-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン３ [f][d]3D-L141-OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン４ [f][d]4D-L151-OE 1 ○ 4 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

グローバルエリート入門 [f][d]1D-L593-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

セルフ・アウェアネス [f][d]1D-L211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

アサーティブ・コミュニケーション [f][d]1D-L221-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ライフ・ビルディング [f][d]1D-L231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ファシリテーション演習 [f][d]2D-L241-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

学びの基礎論 [f][d]1D-L311-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

理解と表現 [f][d]1D-L331-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

キャリア形成論 [f][d]2D-L411-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

企業情報特論 [f][d]2D-L421-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

インターンシップ入門 [f][d]1D-L431-OE 1 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップＡ [f][d]3D-L441-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップＢ [f][d]3D-L452-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

インターンシップＣ [f][d]3D-L462-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

社会・産業実習 [f][d]3D-L473-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

産業課題研究演習 [f][d]3D-L483-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル入門 [f][d]2D-L511-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

グローバル実践 [f][d]2D-L522-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル研修ⅠＡ [f][d]1D-L533-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠＢ [f][d]1D-L543-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠＣ [f][d]1D-L553-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅡＡ [f][d]1D-L563-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修ⅡＢ [f][d]1D-L573-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修Ⅲ [f][d]1D-L583-OE 3 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

フィットネス [f][d]1D-L611-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

ウィンタースポーツ [f][d]1D-L573-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

スポーツスタディ [f][d]1D-L574-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

健康の科学 [f][d]1D-L641-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

生涯スポーツ [f][d]1D-L651-OE 1 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

マナー・和文化講座 [f][d]1D-M111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

リーダーシップ論 [f][d]1D-R111-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ研修 [f][d]1D-R321-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

リーダーシップ実践 [f][d]1D-R413-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくＡ [f][d]1D-H111-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

人間を読みとくＢ [f][d]1D-H121-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

文化を読みとくＡ [f][d]1D-H211-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

文化を読みとくＢ [f][d]1D-H221-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

社会を読みとくＡ [f][d]1D-H311-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

社会を読みとくＢ [f][d]1D-H321-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

日本国憲法 [f][d]1D-H411-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○

経営とＤＸ [f][d]2D-H511-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎
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系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

科
学
技
術
系
科
目

データを読みとく [f][d]1D-S111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎

自然を読みとく [f][d]1D-S121-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ◎

技術を読みとく [f][d]1D-S131-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎

基盤数学（微分積分１） [f][d]1D-S211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（微分積分２） [f][d]1D-S221-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（線形代数） [f][d]1D-S231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤物理学１ [f][d]1D-S311-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学２ [f][d]1D-S321-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学１ [f][d]1D-S411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学２ [f][d]1D-S421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学１ [f][d]1D-S511-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学２ [f][d]1D-S521-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学１ [f][d]1D-S611-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学２ [f][d]1D-S621-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学実験 [f][d]1D-S331-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤化学実験 [f][d]1D-S431-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤生物学実験 [f][d]2D-S531-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤地学実験 [f][d]2D-S631-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ＤＸと技術 [f][d]2D-S711-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

外
国
語
系
科
目

英
語
科
目

基礎英語 [f][d]1D-F111-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤英語（初級） [f][d]1D-F121-OS 2 ● 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（準中級） [f][d]2D-F131-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（中級） [f][d]2D-F141-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（上級） [f][d]2D-F152-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基礎英会話 [f][d]1D-F161-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

学術英語（中級） [f][d]2D-F173-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

学術英語（上級） [f][d]2D-F184-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

Discussion [f][d]2D-F213-OS 2 ● 2 秋 ◎ ◎ ○ ○

Presentation [f][d]2D-F223-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

Academic Writing [f][d]2D-F233-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

ＣＬＩＬ [f][d]3D-F243-OS 2 ● 3 春 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（初級） [f][d]1D-F252-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（上級） [f][d]1D-F262-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

英語で文化 [f][d]1D-F272-OS 2 ● 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○

英語コミュニケーション [f][d]2D-F282-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
初
修
外
国
語
科
目

初修外国語１ [f][d]1D-F311-OC 2 ◎ 1 通 ◎ ○ ◎

初修外国語２ [f][d]2D-F321-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ◎

日
本
語
科
目

基盤日本語１ [f][d]1D-F411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤日本語２ [f][d]1D-F421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○

日本語読解作文 [f][d]1D-F431-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

日本語口語表現 [f][d]1D-F441-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○
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系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ブ
ラ
ン
ド
系
科
目

Ｉ
Ｂ
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

国際バカロレア概論 [f][d]2D-I111-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

IB教育課程・方法論 [f][d]2D-I121-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

IB教育評価論 [f][d]3D-I131-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

DP数学 [f][d]3D-I211-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

DP理科 [f][d]3D-I221-OE 2 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

DP教育実践研究１ [f][d]4D-I312-OE 2 ○ 4 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

DP教育実践研究２ [f][d]4D-I322-OE 2 ○ 4 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ブドウ・ワイン概論 [f][d]1D-W111-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ブドウ栽培とワイン醸造学 [f][d]1D-W121-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

発酵と微生物 [f][d]2D-W131-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ワインプロジェクト実習１ [f][d]1D-W213-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習２ [f][d]2D-W223-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習３ [f][d]3D-W233-OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
科
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

科学・工作ボランティア入門 [f][d]1D-B111-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

科学ボランティア実践指導１ [f][d]1D-B211-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

科学ボランティア実践指導２ [f][d]2D-B222-OE 1 ○ 2 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

科学ボランティア活動１ [f][d]2D-B412-OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

科学ボランティア活動２ [f][d]2D-B422-OE 1 ○ 2 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

教
職
基
礎
科
目

教職論 [f][d]1D-K111-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

教育学原論 [f][d]1D-K121-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ◎

教育史 [f][d]2D-K131-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

教育心理学 [f][d]1D-K141-OC 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

教育課程論 [f][d]1D-K151-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

特別支援教育論 [f][d]1D-K161-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

学習心理学 [f][d]2D-K171-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

	 ※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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教育研究上の目的
　初等教育学科は、学校教育の重要性を認識し、小学

校教員としての強い使命感、熱意、教育的愛情をもち、

同僚と組織的に協働し、家庭・地域と連携して教育に

取り組み、子どもや保護者、地域社会から信頼され、

学び続ける姿勢と実践的指導力を備えた人材の養成を

目的とする。

教育目標
　「探究する楽しさを知る教員養成」をコンセプトとす

る初等教育学科では、教育と教職の基礎および教科の

内容、指導法を深く理解し、学習指導や生徒指導上の

様々な課題に学校組織の一員としてチームで対応する

力や地域社会と連携・協働する力を発揮して、様々な

課題に柔軟に対応できる創造的な資質・能力を養成す

る。そのために、次の３つの資質・能力をもつ人材養

成を目標として掲げる。

　①�体験を通して理解することの楽しさを子どもたち

に伝えられる人材：１年次より体験型・探究型の

専門科目を設定し、学内外での様々な体験を通じ

て多面的な学びの成立を目指す。

　②�子どもの主体性と協働性を育むことのできる人材：

２年次の教育ボランティアを通じて学校現場等と

積極的に関わり、教育者としての態度の基盤を獲

得する。

　③�現代の教育課題に対する展望をもって子どもを深

く理解し、導くことのできる人材：２年次より開

講の、現代的教育課題に関する科目を通じて、社

会および学校教育についての深い洞察力・表現力

を習得する。

　これらの学修成果を現実的課題に応用し、問題を解

決する経験を得るために、４年次で教育研究ゼミナー

ルおよび卒業研究を行う。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　各教科の内容を理解・修得し、効果的な指導がで

きる。

　�　社会での活躍や、異文化理解のための幅広い教養

と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　グローバル化・科学教育の重要性など、現代社会

における教育の諸課題および社会的課題を理解し、

その解決法を考えることができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　小学校教育の意義と役割を理解し、教育への強い

使命感をもって教職に携わることができる。

　�　社会の様々な問題の解決に関心をもって取り組む

ことができる。

Ｄ．技能

　�　外国語活動の指導や ICT を活用した教材開発など、

現代の教育実践に必要な知識・技能を身につけ発揮

することができる。社会人としての自分の考えや想

いを分かりやすく伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　理科教育をはじめとする諸教科の内容・指導法を修

得し、次世代の教育を担う実践者を育成するため、初

等教育学科の教育課程は、専門科目（教科に関する科目、

教職に関する科目、教育実践に関する科目、現代教育

課題に関する科目、体験・探究活動に関する科目）、基

盤教育科目で構成し、卒業認定・学位授与の方針（ディ

プロマポリシー）を達成することができるように、専

門科目を複層的に配置している。

　１�．初年次、本学科が重視する理科・国語の内容に

関する学修を開始するのを皮切りに、他教科の内

容および、２年次以降各教科の指導法についての

学修を開始し、教科の内容と指導法双方に関する

知識と理解を深める教育を行うため、教科に関す

る科目、教職（教科指導法）に関する科目を配置

している。（DP：A）

　２�．１年次の「教育現場観察実習」に始まり、３年次

の「小学校教育実習」、４年次の「教職実践演習」

へと至る流れの傍ら、教育史・教育心理学、教育

社会学を中心とした教育学系学問への理解を通し、

教育実践に必要な思考・判断・表現力を身につけ

る教育が可能なように教職に関する科目、教育実

習を配置している。（DP：B）

教育学部　初等教育学科
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　３�．１年次から３年次にかけて、「特別支援教育論」、

「ICT 活用教育」、「教材分析・開発演習 A〜 C」等

の学修を通じて、教職への幅広い関心と意欲を引

き出し、「教育学演習（教育史・教育心理学・教育

社会学）」を通じて理論と実践を架橋する学びを実

現する態度を養う教育を行うために、教育実践に

関する科目を配置している。（DP：C）

　４�．２年次以降の各教科の指導法や生徒指導、教育相

談、教育実習等の実践的な教職科目の学修を通じ

て、教育現場の様々な課題に対処する技能。また、

１〜３年次の探究ゼミ、２年次の「教育ボランティ

ア」、４年次の「フィールド観察実習」を通じて他

者や自然と関わる技能。併せて、「国際理解教育概

論」、「現代教育課題研究」、「ESD 理論と実践」等

を通じてグローバル時代の社会や教育が直面する

課題に向き合い解決策を考えだす技能を身につけ

る教育を行うよう、教職に関する科目、体験・探

究に関する科目、グローバル教育課題に関する科

目を配置している。（DP：D）

　５�．基盤教育科目は、大学での学びの基盤であり、

専門科目の履修に先がけて重点的に履修すること

で、専門科目履修に向けた準備を促進するものと

位置付ける。各科目の評価は、学習成果（試験・

課題・レポート等）によって総合的に行う。ディ

プロマポリシーおよびカリキュラムポリシーにつ

いてのアセスメントは、毎年のディプロマポリシー

の達成度、教育実習における実習校（外部）から

の評価、および学修の集大成としての卒業研究の

評価等により総合的に行い、これらに基づいて各

ポリシーの改善ならびにカリキュラム全体の改善

を検討する。

初等教育学科　コアナンバー説明

１桁目：科目細目（カリキュラム・ツリーの記号に対応）
　Ａ：教科内容の理解と指導法
　Ｂ：小学校教育の意義と役割
　Ｃ：教育実践に必要な知識・技能
　Ｄ：現代的教育課題の理解と解決
　Ｅ：科学・自然の理解と教育実践の基礎力
２桁目・３桁目：科目の種類・開講順
　ａ�．理論的・基盤的科目（内容論・教育学理論系科目）
は 01 ～ 10（Ａのみ 01 ～ 11）

　ｂ�．応用的科目（教育法など）は 11 ～ 20（Ａのみ 21 ～
31）

　ｃ．実習科目は 21 ～
　ｄ．ゼミ・卒業研究は 31 ～
※�カリキュラム・ツリーの左から右へ向かって数字が大き
くなる。
４桁目：（科目難易度［３段階］） 
　◦理論的・基盤的科目は概ね１
　◦応用的科目・実習科目は概ね２
　◦ゼミ・卒業研究は３
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初等教育学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 
思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

教
科
に
関
す
る
科
目

初等国語科内容論 EP1A-A061-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
初等社会科内容論 EP1A-A021-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
算数科内容論 EP1A-A011-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
初等理科内容論 EP1A-A051-OC 2 ◎ 1 秋 ◎ ○
生活科内容論 EP2A-A111-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
初等音楽科内容論 EP1A-A031-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
図画工作科内容論 EP2A-A101-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
初等家庭科内容論 EP2A-A091-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
初等体育科内容論 EP3A-A041-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
初等英語科内容論 EP1A-A081-OC 1 ◎ 1 秋 ◎ ○
書写 EP1A-A071-OC 1 ◎ 1 秋 ◎ ○

教

職

に

関

す

る

科

目

教育行政学 EP2A-B071-OS 2 ● 2 春 　 ◎ 　 ○
教育社会学 EP2A-B081-OS 2 ● 2 春 　 ◎ 　 ○
学校経営 EP1A-B051-OS 2 ● 1 秋 ○ ◎ 　 ○
初等国語科教育法 EP2A-A262-OC 2 ◎ 2 春 ◎ 　 ○ 　
初等社会科教育法 EP3A-A222-OC 2 ◎ 3 春 ◎ 　 ○ 　
算数科教育法 EP3A-A212-OC 2 ◎ 3 春 ◎ 　 ○ 　
初等理科教育法 EP2A-A252-OC 2 ◎ 2 春 ◎ 　 ○ 　
生活科教育法 EP3A-A312-OC 2 ◎ 3 春 ◎ 　 ○ 　
初等音楽科教育法 EP2A-A232-OC 2 ◎ 2 秋 ◎ 　 ○ 　
図画工作科教育法 EP3A-A302-OC 2 ◎ 3 春 ◎ 　 ○ 　
初等家庭科教育法 EP2A-A292-OC 2 ◎ 2 秋 ◎ 　 ○  
初等体育科教育法 EP2A-A282-OC 2 ◎ 2 秋 ◎ 　 ○ 　
初等英語科教育法 EP2A-A242-OC 2 ◎ 2 春 ◎ 　 ○ 　
道徳教育の理論と方法（初等） EP3A-C142-OC 2 ◎ 3 春 ◎ ○ ○ 　
総合的な学習の時間の理論と方法（初等） EP2A-C132-OC 2 ◎ 2 秋 ◎ ○ ○ 　
特別活動の理論と方法（初等） EP3A-C152-OC 2 ◎ 3 春 ◎ ○ ○ 　
教育の方法と技術（初等） EP2A-C121-OC 2 ◎ 2 春 ○ 　 ◎ 　
生徒・進路指導論（初等） EP2A-B112-OC 2 ◎ 2 秋 ○ ◎ 　 ○
教育相談の理論と方法（初等） EP2A-B102-OC 2 ◎ 2 秋 　 ◎ ○ ○
教育現場観察実習（初等） EP1A-B211-OC 1 ◎ 1 通 ○ ◎ 　 ○
小学校教育実習事前・事後指導 EP3A-B222-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ◎ 　
小学校教育実習Ⅰ EP3A-B233-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ 　
小学校教育実習Ⅱ EP3A-B243-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ 　
教職実践演習（小学校） EP4A-B253-OE 2 ○ 4 秋 ○ ○ ◎ ○

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育学演習（教育史） EP3A-C172-OS 2 ● 3 春 　 ◎ 　 ○
教育学演習（教育社会学） EP3A-C192-OS 2 ● 3 春 　 ◎ 　 ○
教育学演習（教育心理学） EP3A-C182-OS 2 ● 3 春 　 ◎ 　 ○
教材分析・開発演習A（国語・算数・社会） EP3A-C222-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　 ○ ○
教材分析・開発演習B（理科・生活・家庭） EP2A-C232-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　 ○ ○
教材分析・開発演習C（音楽・図工・体育） EP3A-C242-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　 ○ ○
情報リテラシー EP1A-C211-OC 2 ◎ 1 春 　 ◎ ○ ○
ICT活用教育 EP2A-C162-OC 2 ◎ 2 春 　 ○ ◎ ○
理数教育の方法と実践 EP4A-C202-OE 2 ○ 4 秋 ◎ ○ 　 ○
ピアノ奏法Ⅰ EP1A-C011-OC 1 ◎ 1 春 ◎ 　 ○ 　
ピアノ奏法Ⅱ EP1A-C022-OE 1 ○ 1 秋 ◎ 　 ○ 　
ピアノ奏法Ⅲ EP2A-C032-OE 1 ○ 2 春 ◎ 　 ○ 　
専門英語Ⅰ EP3A-C252-OC 1 ◎ 3 春 ○ ○ 　 ◎
専門英語Ⅱ EP3A-C262-OC 1 ◎ 3 秋 ○ ○ 　 ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
課
題
に

関

す

る

科

目

現代教育課題論 EP2A-D011-OC 2 ◎ 2 春 ○ ○ 　 ◎
現代教育課題研究 EP2A-D022-OC 2 ◎ 2 秋 　 ○ ○ ◎
ESD理論と実践 EP2A-D142-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　 ○ 　
シティズンシップ教育 EP4A-D152-OE 2 ○ 4 春  　 ○ ◎
国際理解教育概論 EP1A-D111-OE 2 ○ 1 秋 　 　 ○ ◎
国際比較教育論 EP2A-D131-OE 2 ○ 2 春 　 　 ○ ◎
現代社会と地域と子ども EP4A-D032-OE 2 ○ 4 秋 　 ○ ○ ◎
多文化コミュニケーション活動 EP2A-D121-OE 1 ○ 2 通 　 　 ○ ◎

体
験
・
探
究
活
動
に
関
す
る
科
目

探究ゼミⅠ EP1A-E011-OC 1 ◎ 1 通 ○ ○ ○ ◎
探究ゼミⅡ EP2A-E022-OC 1 ◎ 2 通 ○ ○ ○ ◎
探究ゼミⅢ EP3A-E032-OC 1 ◎ 3 通 ○ ○ ○ ◎
探究活動Ⅰ EP1A-E211-OC 1 ◎ 1 春 ○ 　 ○ ◎
探究活動ⅡA EP1A-E222-OS 1 ● 1 秋 ○  ○ ◎
探究活動ⅡB EP1A-E232-OS 1 ● 1 秋 ○ 　 ○ ◎
探究活動ⅡC EP1A-E242-OS 1 ● 1 秋 ○ 　 ○ ◎
教育ボランティアⅠ EP2A-E042-OE 1 ○ 2 春 ○ 　 ○ ◎
教育ボランティアⅡ EP2A-E052-OE 1 ○ 2 秋 ○ 　 ○ ◎
フィールド観察実習 EP3A-E252-OE 1 ○ 3 春 ◎ 　 ○ ◎

卒
業
研
究

教育研究ゼミナール EP4A-E313-OC 2 ◎ 4 通 　 ◎ 　 ○
卒業研究Ⅰ EP4A-E323-OC 2 ◎ 4 春 　 ◎ 　 ○
卒業研究Ⅱ EP4A-E333-OC 2 ◎ 4 秋 　 ◎ 　 ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。

― 117 ―

基
盤
教
育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



春
学

期
秋

学
期

春
学

期
秋

学
期

春
学

期
秋

学
期

春
学

期
秋

学
期

Ａ
（
教

科
内

容
の

理
解

と
指

導
法

）

Ｂ
（
小
学
校

教
育

の
意

義
と
役

割
）

Ｃ
（
教

育
実

践
に
必

要
な
知

識
・
技

能
）

Ｄ
（
現

代
的

教
育

課
題

の
理

解
と

解
決

）

Ｅ
（
科

学
・
自

然
の

理
解

と
教

育
実

践
の

基
礎

力
）

（
注

）
科

目
履

修
マ
ー
ク
：
　
◎

＝
必

修
科

目

4
年

次

授
　
業

　
科

　
目

　
名

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
・・
ツツ
リリ
ーー

教
育

学
部

　
　
初

等
教

育
学

科

達
成

目
標

1
年

次
2
年

次
3
年

次

初
等

理
科

内
容

論
◎

A
0
5
1

初
等

音
楽

科
教

育
法

◎
A
2
3
2

書
写

◎
A
0
7
1

初
等

音
楽

科
内

容
論

A
0
3
1

算
数

科
教

育
法

◎
A
2
1
2

生
活

科
内

容
論

A
1
1
1

初
等

社
会

科
教

育
法

◎
A
2
2
2

初
等

国
語

科
教

育
法

◎
A
2
6
2

初
等

国
語

科
内

容
論

◎
A
0
6
1

初
等

社
会

科
内

容
論

A
0
2
1

ピ
ア
ノ
奏

法
Ⅱ

C
0
2
2

算
数

科
内

容
論

A
0
1
1

初
等

体
育

科
内

容
論

A
0
8
1

初
等

家
庭

科
内

容
論

A
0
9
1

初
等

家
庭

科
教

育
法

◎
A
2
9
2

初
等

体
育

科
教

育
法

◎
A
2
8
2

図
画

工
作

科
内

容
論

A
1
0
1

教
育

学
原

論
◎

B
0
3
1

生
活

科
教

育
法

◎
A
3
1
2

教
職

実
践

演
習

（
初

等
）

B
2
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教育研究上の目的
　中等教育学科は、幅広い教養と教育学を基礎に、日

本語・英語の運用能力ならびに教科の内容と指導法を

系統的に修得し、現代社会やグローバル社会の情勢に

強い関心と探究のまなざしを向け、人々の関わり（コ

ミュニケーション）の基盤となる言語の力を次代に引

き継ぐ確かな使命感と指導力を備えた人材の養成を目

的とする。

教育目標
　国語教育コースでは、日本語学・日本文学・漢文学

に関わる科目の学修に併せて、ボランティア等の学外

における体験活動にも積極的に参加し、人々との関わ

りの中で「生きた言葉」に触れる多様な経験を積み重ね、

日本の文化や社会、自然への理解を新たにすることで、

グローバル時代における国語教育のあり方について明

確な展望を持った教員を養成することを目標としてい

る。

　そして、基礎的なコミュニケーション力を高める教

育のあり方を学びつつ、グローバルな視野から日本語

および日本の文化や社会、自然の価値を再認識し、尊

重し、次世代に伝えることのできる次のような人材を

養成する。

　①言語に対する深い理解を持った人材

　②�国語科の指導を通じて生徒の言語能力を伸ばすこ

とのできる人材

　③�コミュニケーションに対する深い理解を持った人

材

　④高い日本語運用能力を持った人材

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ�．教育学の基礎理論および国語科の教育内容や指導

法に関する専門知識を身につけている。

　�　知的活動の基盤となる幅広い教養・知識を身につ

けている。

Ｂ�．言語教材を比較・分析し、多様な解釈や論点を導

き出すことができる。

　�　現代社会の諸問題について情報を収集・整理し、

解決策を提案することができる。

Ｃ�．人間の言語活動および言語表現に興味・関心を持

ち、問題意識をもって探究することができる。

　�　一般職業人としての社会的使命感や倫理観を身に

つけている。

Ｄ�．ICT の活用を含む実践的な国語指導法を身につけて

いる。

　�　言語を用いて自分の考えを論理的にわかりやすく

表現することができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるために、

基盤教育科目、専門教育科目を設置する。教員養成に

かかる科目を主としつつ、「言葉の力」を深めるための

各専門科目や、「探究する力」を修得するための探究系

科目を配置することで、幅広い教養と教育学を基礎に、

国語の運用能力ならびに教科の内容と指導法を系統的

に修得し、現代社会の情勢に強い関心と探究のまなざ

しを向け、思考やコミュニケーションの基盤となる言

語の力を次代に引き継ぐ確かな使命感と指導力を備え

た教員の養成を目指す。

　１�．１年次には教科内容学、及び教育学に関する基礎

を学ぶ。「教育現場観察実習」では実際に中学校及

び高等学校を訪れ、職場としての学校を観察する

ことを通じて、学生の中の教職への動機をより強

固なものとするとともに、４年間の学修の課題や

目標を発見させる。「探究ゼミⅠ」では大学で学ぶ

ために必要なアカデミック・スキルの基礎を修得

する。

　２�．２年次には教科内容学、教育学ともに１年次より

もさらに深い内容を学ぶ。「国語探究」では言葉に

関する知識と運用能力を深めるため、言語・文学

に関連する諸理論を学ぶ。２年次から「国語科教

育法」が始まり、授業の実践にかかる基礎を学ぶ。

「教育ボランティア」では、学校に関連する様々な

ボランティア活動に積極的に参加することで、学

校現場を取り巻く多様な現実を知るとともに、教

員になるために必要な経験知・実践知を得る。「探

究ゼミⅡ」では１年次の基礎を踏まえた、実践的

なアカデミック・スキルを学ぶ。
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　３�．３年次には教科内容学、教育学ともに演習を通じ

て、４年次の教育実習に向けた基礎的な理論知の

完成を目指す。「対照言語論」では他言語との比較

を通じて自身の専攻する言語への認識を更に深め

る。教育実習の事前指導を通じて教育実習のため

の具体的な準備を始める。「探究ゼミⅢ」では卒業

研究に向けた準備を始める。

　４�．４年次にはこれまでの教員養成に関する学びの集

大成として、教育実習に臨む。その後、事後指導

及び「教職実践演習」を経て、教育実習で得た経

験知・実践知を整理・反省し、自らの課題を見定め、

４年間の学びの完成を目指す。また、大学での全

ての学びの集大成として、卒業研究に取り組む。

　５�．英語を中心とする外国語科目を４年間を通じて

配置する。

　６�．大学教育を受けた社会人としての基礎的な教養

や社会人基礎力を修得するための基盤教育科目を、

４年間を通じて設置する。

　各科目において学修の成果を試験・課題・レポート・

発表などによって総合的に評価するとともに、学位授

与の方針Ａ〜Ｄにかかる科目群の GPA、及び卒業研究

の評価（ルーブリック）によってその達成度を評価する。

また、外部評価（教育実習先）によって、学位授与の

方針Ａ〜Ｄを達成するための教育の適切性を総合的に

検討する。
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教育研究上の目的
　中等教育学科は、幅広い教養と教育学を基礎に、日

本語・英語の運用能力並びに教科の内容と指導法を系

統的に修得し、現代社会やグローバル社会の情勢に強

い関心と探究のまなざしを向け、人々の関わり（コミュ

ニケーション）の基盤となる言語の力を次代に引き継

ぐ確かな使命感と指導力を備えた人材の養成を目的と

する。

教育目標
　英語教育コースでは、英語関連科目の学習に留まら

ず、学外ボランティア等の地域貢献活動にも積極的に

参加し、多種多様な人々との関わりの中で、英語によ

るコミュニケーション力を磨き、他国の文化への理解

を深めると同時に自国文化への理解を新たにすること

で、グローバルな視野と感覚を持った英語教員を養成

することを目標としている。

　そして、グローバルなコミュニケーションの基盤と

しての英語力を高め、英語の歴史的・文化的背景の学

びを通じて多様な価値観への理解を深め、グローバル

時代におけるコミュニケーションのあり方について生

徒たちに考えさせることのできる人材を養成する。

　①言語に対する深い理解を持った人材

　②�英語科の指導を通じて生徒のコミュニケーション

力を養成できる人材

　③広い視野に立って国際理解教育を実践できる人材

　④高い英語運用能力を持った人材

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ�．教育学の基礎理論および英語科の教育内容や指導

法に関する専門知識を身につけている。

　�　知的活動の基盤となる幅広い教養・知識を身につ

けている。

Ｂ�．国際共通語としての英語のグローバル社会におけ

る役割について考えることができる。

　�　現代社会の諸問題について情報を収集・整理し、

解決策を提案することができる。

Ｃ�．人間の言語活動および言語表現に興味・関心を持

ち、問題意識をもって探究することができる。

　�　一般職業人としての社会的使命感や倫理観を身に

つけている。

Ｄ�．ICT の活用を含む実践的な英語指導法を身につけて

いる。

　�　英語で授業が実施できる英語コミュニケーション

力を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるために、

基盤教育科目、専門教育科目を設置する。教員養成に

かかる科目を主としつつ、「言葉の力」を深めるための

各専門科目や、「探究する力」を修得するための探究系

科目を配置することで、幅広い教養と教育学を基礎に、

英語の運用能力ならびに教科の内容と指導法を系統的

に修得し、現代社会の情勢に強い関心と探究のまなざ

しを向け、思考やコミュニケーションの基盤となる言

語の力を次代に引き継ぐ確かな使命感と指導力を備え

た教員の養成を目指す。

　１�．１年次には教科内容学、及び教育学に関する基礎

を学ぶ。「教育現場観察実習」では実際に中学校及

び高等学校を訪れ、職場としての学校を観察する

ことを通じて、学生の中の教職への動機をより強

固なものとするとともに、４年間の学修の課題や

目標を発見させる。「探究ゼミⅠ」では大学で学ぶ

ために必要なアカデミック・スキルの基礎を修得

する。「英語探究」を１年次から３年次まで継続し

て配置することによって、英語力の向上をはかる。

　２�．２年次には教科内容学、教育学ともに１年次より

もさらに深い内容を学ぶ。２年次から「英語科教

育法」が始まり、授業の実践にかかる基礎を学ぶ。

「教育ボランティア」では、学校に関連する様々な

ボランティア活動に積極的に参加することで、学

校現場を取り巻く多様な現実を知るとともに、教

員になるために必要な経験知・実践知を得る。「探

究ゼミⅡ」では１年次の基礎を踏まえた、実践的

なアカデミック・スキルを学ぶ。

　３�．３年次には教科内容学、教育学ともに演習を通じ

て、４年次の教育実習に向けた基礎的な理論知の

完成を目指す。「対照言語論」では他言語との比較

教育学部　中等教育学科　（英語教育コース）
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を通じて自身の専攻する言語への認識を更に深め

る。教育実習の事前指導を通じて教育実習のため

の具体的な準備を始める。「探究ゼミⅢ」では卒業

研究に向けた準備を始める。

　４�．４年次にはこれまでの教員養成に関する学びの集

大成として、教育実習に臨む。その後、事後指導

及び「教職実践演習」を経て、教育実習で得た経

験知・実践知を整理・反省し、自らの課題を見定め、

４年間の学びの完成を目指す。また、大学での全

ての学びの集大成として、卒業研究に取り組む。

　５�．英語を中心とする外国語科目を４年間を通じて

配置する。

　６�．大学教育を受けた社会人としての基礎的な教養

や社会人基礎力を修得するための基盤教育科目を、

４年間を通じて設置する。

　各科目において学修の成果を試験・課題・レポート・

発表などによって総合的に評価するとともに、学位授

与の方針Ａ〜Ｄにかかる科目群の GPA、及び卒業研究

の評価（ルーブリック）によってその達成度を評価する。

また、外部評価（教育実習先）によって、学位授与の

方針Ａ〜Ｄを達成するための教育の適切性を総合的に

検討する。
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教育研究上の目的
　中等教育学科は、幅広い教養と教育学を基礎に、日

本語・英語の運用能力ならびに教科の内容と指導法を

系統的に修得し、現代社会やグローバル社会の情勢に

強い関心と探究のまなざしを向け、人々の関わり（コ

ミュニケーション）の基盤となる言語の力で社会に貢

献する確かな使命感と指導力を備えた人材の養成を目

的とする。

教育目標
　国際日本語教育コースでは、日本語関連科目の学習

に留まらず、学外ボランティア等の地域貢献活動にも

積極的に参加し、多種多様な人々との関わりの中で、「生

きた言葉」に触れる多様な経験を積み重ね、日本の文

化や社会、自然への理解を新たにすることで、多文化

共生社会における教育のあり方について明確な展望を

持った日本語教員を養成することを目標としている。

　そして国際日本語教育コースでは、グローバルなコ

ミュニケーションの基盤としての英語力も高めつつ、

グローバルな視野から日本語および日本の文化や社会、

自然の価値を再認識し、尊重し、国内外に発信するこ

とのできる人材を養成する。

　①言語に対する深い理解を持った人材

　②�日本語の指導を通じて外国人の豊かな日本語コ

ミュニケーション力の育成に貢献できる人材

　③広い視野に立って国際理解教育を実践できる人材

　④�高い日本語運用能力および英語運用能力を持った

人材

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ�．教育学の基礎理論および日本語の教育内容や指導

法に関する専門知識を身につけている。

　�　知的活動の基盤となる幅広い教養・知識を身につ

けている。

Ｂ�．多文化共生社会における日本語の役割について考

えることができる。

　�　現代社会の諸問題について情報を収集・整理し、

解決策を提案することができる。

Ｃ�．人間の言語活動および言語表現に興味・関心を持ち、

問題意識をもって探究することができる。

　�　一般職業人としての社会的使命感や倫理観を身に

つけている。

Ｄ�．ICT の活用を含む実践的な日本語指導法を身につけ

ている。

　�　日本語や英語を用いて外国人に分かりやすい授業

が実施できる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　学位授与の方針に掲げる基準を達成させるために、

基盤教育科目、専門教育科目を設置する。日本語教育

に必要な言語（日本語・英語）について深く学ぶほか、

教育学についても深く学ぶことで、確かな指導力を育

成する。さらに「探究する力」を修得するための探究

系科目を配置することで、幅広い教養と教育学を基礎

に、日本語および英語の運用能力ならびに日本語教育

の内容と指導法を系統的に修得し、現代社会の情勢に

強い関心と探究のまなざしを向け、多言語多文化共生

社会を支える確かな使命感と指導力を備えた教員の養

成を目指す。

　１�．１年次には日本語教育（日本語学を含む）、及び教

育学に関する基礎を学ぶ。「教育現場観察実習」で

は実際に中学校及び高等学校を訪れ、職場として

の学校を観察することを通じて、「教える」という

仕事について深く考えるとともに、４年間の学修の

課題や目標を発見させる。「探究ゼミⅠ」では大学

で学ぶために必要なアカデミック・スキルの基礎を

修得する。

　２�．２年次には日本語教育（日本語学を含む）、教育学

ともに１年次よりもさらに深い内容を学ぶ。２年次

から「日本語教育法」が始まり、授業の実践にかか

る基礎を学ぶ。「教育ボランティア」では、学校及

び日本語教育の現場に関連する様々なボランティ

ア活動に積極的に参加することで、学校現場及び

日本語教育を取り巻く多様な現実を知るとともに、

教員になるために必要な経験知・実践知を得る。「探

究ゼミⅡ」では１年次の基礎を踏まえた、実践的な

アカデミック・スキルを学ぶ。

　３�．３年次にはこれまでの学修の成果を踏まえて、日

教育学部　中等教育学科　（国際日本語教育コース）
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本語教育の現場にて教育実習を実施する。「東アジ

アの言語と文化」では、日本語学習者の言語や文

化を学ぶことで、より効果的な日本語教育の在り方

を探究する。「対照言語論」では他言語との比較を

通じて自身の専攻する言語への認識を更に深める。

「探究ゼミⅢ」では卒業研究に向けた準備を始める。

　４�．４年次には３年次の教育実習で得られた自身の課

題について更に学びを深め、４年間の学びの完成

を目指す。また、大学での全ての学びの集大成と

して、卒業研究に取り組む。

　５�．英語を中心とする外国語科目を４年間を通じて配

置する。

　６�．大学教育を受けた社会人として必要な教養や社

会人基礎力を修得するための基盤教育科目を、４

年間を通じて設置する。

　各科目において学修の成果を試験・課題・レポート・

発表などによって総合的に評価するとともに、学位授

与の方針Ａ〜Ｄにかかる科目群のGPA、及び卒業研究

の評価（ルーブリック）によってその達成度を評価する。

また、外部評価（教育実習先）によって、学位授与の

方針Ａ〜Ｄを達成するための教育の適切性を総合的に

検討する。
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中等教育学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

教
科
に
関
す
る
科
目
〔
＊
言
語
・
文
化
に
関
す
る
科
目
〕

日本語学概論 ES1A-A011-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 ○ 　
日本語文法 ES1A-A021-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　 ○ 　
日本語史 ES2A-A031-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ 　 　
日本語表現 ES2A-A041-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　 　 ○
国語科内容論Ａ ES3A-A052-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ 　 　
日本文学概論 ES1A-A111-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 ○ 　
日本文学史 ES1A-A121-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　 ○ 　
日本文学Ⅰ（古典） ES3A-A131-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ 　 　
日本文学Ⅱ（近・現代） ES2A-A141-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ 　 　
国語科内容論Ｂ ES3A-A152-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ 　 　
漢文学概論 ES1A-A161-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 ○ 　
漢文学Ⅰ ES1A-A171-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　 ○ 　
漢文学Ⅱ ES2A-A181-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ 　 　
国語科内容論Ｃ ES3A-A192-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ 　 　
書写・書道 ES2A-A361-OE 1 ○ 2 秋 　 ○ 　 ◎
英語学概論 ES1A-A061-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 ○ 　
現代英文法 ES1A-A071-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　 ○ 　
英語史 ES2A-A081-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ 　 　
応用言語学 ES3A-A091-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○ 　 　
英語科内容論Ａ ES3A-A102-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ 　 　

中等教育学科　コアナンバー説明

基本的な考え方：�便覧の科目群の系列、ディプロマポリシー
を基本とする。

１桁目：以下の通りの科目群とする。
　Ａ=�言語・文化に関する科目（教科に関する科目）
　Ｂ=�教職に関する科目（教育に関する科目）
　Ｃ=�教育実践に関する科目
　Ｄ=�グローバル教育に関する科目
　Ｅ=�体験・探究活動に関する科目および卒業研究に関す

る科目
２・３桁目：［開講時期順］
　＜科目群Ａにあたる科目について＞
　◦日本語学・英語学に関するもの �  01 ～
　◦日本文学・漢文学・英語文学に関するもの �  11 ～
　◦英語コミュニケーション・異文化理解・その他に関するもの  �  31 ～

　＜科目群Ｂにあたる科目について＞
　◦教育学に関するもの（コース共通） �  41 ～
　◦教科指導法に関するもの（コース共通） �  51 ～
　◦特別・総合的学習に関するもの（コース共通）�  71 ～ 
　◦教育実習に関するもの（コース共通）�  81 ～

　＜科目群Ｃにあたる科目について＞
　◦教育学演習に関するもの（コース共通） �  01 ～
　◦教材分析・開発・指導実践に関するもの（コース共通）�  11 ～
　◦情報教育に関するもの（コース共通） �  31 ～

　＜科目群Ｄにあたる科目について＞
　◦現代教育課題に関するもの（コース共通） �  01 ～
　◦グローバル教育に関するもの（コース共通） �  11 ～
　◦ことばの探究に関するもの（コース共通） �  21 ～
　◦外国語コミュニケーションに関するもの（コース共通）�  31 ～

　＜科目群Ｅにあたる科目について＞
　◦クラス単位の探究ゼミ活動に関するもの（コース共通） �  01 ～ 
　◦探究活動に関するもの（コース共通） �  11 ～
　◦科学の探究に関するもの（コース共通）�  21 ～
　◦教科（国語または英語）の探究に関するもの（コース共通） �  31 ～
　◦教育ボランティアに関するもの（コース共通） �  41 ～
　◦卒業研究に関するもの（コース共通） �  51 ～
４桁目：難易度
　◦�基礎理論に関する科目は１、応用に関する科目は２、
総仕上げ（教育実習と卒業論文）に関する科目は３
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

教
科
に
関
す
る
科
目

〔
＊
言
語
・
文
化
に
関
す
る
科
目
〕

英語文学概論 ES1A-A201-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 ○ 　
英語文学史 ES2A-A211-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ 　 　
英語文学講読 ES2A-A222-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ 　 　
英語科内容論B ES3A-A232-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ 　 　
英語コミュニケーションⅠ ES1A-A311-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 ○ 　
英語コミュニケーションⅡ ES1A-A321-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　 ○ 　
国際理解教育概論 ES1A-A331-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　 ○ 　
異文化理解 ES2A-A341-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ 　 　
英語科内容論C ES3A-A352-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ 　 　

教

職

に

関

す

る

科

目

〔

＊

教

育

に

関

す

る

科

目

〕

教育行政学 ES2A-B461-OS 2 ● 2 春 ◎ 　 　 　
教育社会学 ES2A-B471-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ 　 　
学校経営 ES1A-B481-OS 2 ● 1 秋 ◎ 　 ○ 　
国語科教育法Ⅰ ES2A-B512-OE 2 ○ 2 春 ○ 　 　 ◎
国語科教育法Ⅱ ES2A-B522-OE 2 ○ 2 秋 ○ 　 　 ◎
国語科教育法Ⅲ ES3A-B532-OE 2 ○ 3 春 ○ 　 　 ◎
国語科教育法Ⅳ ES3A-B542-OE 2 ○ 3 秋 ○ 　 　 ◎
英語科教育法Ⅰ ES2A-B552-OE 2 ○ 2 春 ○ 　 　 ◎
英語科教育法Ⅱ ES2A-B562-OE 2 ○ 2 秋 ○ 　 　 ◎
英語科教育法Ⅲ ES3A-B572-OE 2 ○ 3 春 ○ 　 　 ◎
英語科教育法Ⅳ ES3A-B582-OE 2 ○ 3 秋 ○ 　 　 ◎
日本語教育入門 ES1A-B591-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 　 ○
日本語教育法Ⅰ ES2A-B602-OE 2 ○ 2 春 ○ 　 　 ◎
日本語教育法Ⅱ ES2A-B612-OE 2 ○ 2 秋 ○ 　 　 ◎
日本語授業の分析と評価 ES2A-B622-OE 2 ○ 2 秋 　 ◎ 　 　
道徳教育の理論と方法 ES3A-B712-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　 　 ○
特別活動の理論と方法 ES3A-B722-OE 2 ○ 3 春 ◎ 　 　 ○
教育の方法と技術 ES2A-B731-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　 　 ○
生徒・進路指導論 ES2A-B742-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　 　 ○
教育相談の理論と方法 ES2A-B752-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　 　 ○
総合的な学習の時間の理論と方法 ES3A-B762-OE 2 ○ 3 秋 ◎ 　 　 ○
教育現場観察実習 ES1A-B811-OC 1 ◎ 1 秋 　 　 ◎ 　
教育実習事前・事後指導 ES3A-B822-OE 1 ○ 3 秋 　 　 　 ◎
教育実習Ⅰ ES4A-B833-OE 1 ○ 4 春 　 　 　 ◎
教育実習Ⅱ ES4A-B843-OE 3 ○ 4 春 　 　 　 ◎
教職実践演習（中・高） ES4A-B853-OE 2 ○ 4 秋 　 ◎ 　 　
日本語教育実習 ES3A-B863-OE 3 ○ 3 秋 　 　 　 ◎

教　

育　

実　

践　

に　

関　

す　

る　

科　

目

教育学演習（教育史） ES3A-C012-OS 2 ● 3 秋 ◎ 　 　 　
教育学演習（教育社会学） ES3A-C022-OS 2 ● 3 秋 ◎ 　 　 　
教育学演習（教育心理学） ES3A-C032-OS 2 ● 3 秋 ◎ 　 　 　
国語科教材分析・開発演習A ES3A-C112-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
国語科教材分析・開発演習B ES3A-C122-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
国語科教材分析・開発演習C ES3A-C132-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
国語科教育の内容と実践 ES3A-C142-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
英語科教材分析・開発演習A ES3A-C152-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
英語科教材分析・開発演習B ES3A-C162-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
英語科教材分析・開発演習C ES3A-C172-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
英語科教育の内容と実践 ES3A-C182-OE 2 ○ 3 秋 　 ◎ 　 ○
日本語教育演習 ES3A-C193-OE 2 ○ 3 春 　 ○ 　 ◎
日本語音韻論と実践 ES1A-C201-OE 2 ○ 1 秋 ◎ 　 　 ○
現代日本語の多様性と運用 ES2A-C212-OE 1 ○ 2 春 ◎ 　 　 ○
情報リテラシー ES1A-C311-OC 2 ◎ 1 春 ○ 　 　 ◎
ICT活用教育 ES2A-C322-OC 2 ◎ 2 春 ○ 　 　 ◎
現代教育課題論 ES2A-D011-OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○ 　 　
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
課
題
に
関
す
る
科
目

現代教育課題研究 ES2A-D022-OC 2 ◎ 2 秋 　 ◎ 　 ○
ESD理論と実践 ES2A-D122-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 　 　 　
異文化受容と適応 ES1A-D132-OE 2 ○ 1 春 ◎ 　 　 　
シティズンシップ教育 ES4A-D141-OE 2 ○ 4 春 ◎ 　 　 　
国際比較教育論 ES2A-D152-OE 2 ○ 2 春 ◎ 　 　 　
対照言語論 ES3A-D212-OC 2 ◎ 3 秋 　 ◎ ○ 　
東アジアの言語と文化 ES3A-D232-OE 2 ○ 3 春 　 ◎ 　 　
現代社会と地域と子ども ES4A-D032-OE 2 ○ 4 秋 　 ◎ 　 　
Practical CommunicationⅠ ES2A-D311-OE 1 ○ 2 春 　 　 　 ◎
Practical CommunicationⅡ ES2A-D321-OE 1 ○ 2 秋 　 　 　 ◎
Practical CommunicationⅢ ES3A-D331-OE 1 ○ 3 春 　 　 　 ◎
Practical CommunicationⅣ ES3A-D341-OE 1 ○ 3 秋 　 　 　 ◎
多文化コミュニケーション活動 ES2A-D162-OE 1 ○ 2 通 　 ○ ◎ 　
専門英語Ⅰ ES3A-D352-OC 1 ◎ 3 春 ○ 　 　 ◎
専門英語Ⅱ ES3A-D362-OC 1 ◎ 3 秋 ○ 　 　 ◎

体

験

・

探

究

活

動

に

関

す

る

科

目

探究ゼミⅠ ES1A-E011-OC 1 ◎ 1 通 　 ◎ ○ 　
探究ゼミⅡ ES2A-E022-OC 1 ◎ 2 通 　 ◎ ○ 　
探究ゼミⅢ ES3A-E032-OC 1 ◎ 3 通 　 ◎ ○ 　
探究活動Ⅰ ES1A-E111-OC 1 ◎ 1 春 　 ◎ ○ 　
探究活動ⅡA ES1A-E122-OS 1 ● 1 秋 　 ◎ ○ 　
探究活動ⅡB ES1A-E132-OS 1 ● 1 秋 　 ◎ ○ 　
探究活動ⅡC ES1A-E142-OS 1 ● 1 秋 　 ◎ ○ 　
現代人とことば ES1A-E311-OC 2 ◎ 1 春 ◎ 　 ○ 　
英語探究Ⅰ ES1A-E321-OE 1 ○ 1 春 　 　 ◎ 　
英語探究Ⅱ ES1A-E331-OE 1 ○ 1 秋 　 　 ◎ 　
英語探究Ⅲ ES2A-E342-OE 1 ○ 2 春 　 　 ◎ 　
英語探究Ⅳ ES2A-E352-OE 1 ○ 2 秋 　 　 ◎ 　
英語探究Ⅴ ES3A-E362-OE 1 ○ 3 春 　 　 ◎ ○
英語探究Ⅵ ES3A-E372-OE 1 ○ 3 秋 　 　 ◎ ○
国語探究Ⅰ ES2A-E381-OE 1 ○ 2 春 　 　 ◎ ○
国語探究Ⅱ ES2A-E391-OE 1 ○ 2 秋 　 　 ◎ ○
教育ボランティアⅠ ES2A-E412-OE 1 ○ 2 春 　 　 ◎ 　
教育ボランティアⅡ ES2A-E422-OE 1 ○ 2 秋 　 　 ◎ 　

卒
業
研
究

教育研究ゼミナール ES4A-E513-OC 2 ◎ 4 通 　 ◎ 　 ○
卒業研究Ⅰ ES4A-E523-OC 2 ◎ 4 春 　 　 　 　
卒業研究Ⅱ ES4A-E533-OC 2 ◎ 4 秋 　 ◎ 　 ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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教育研究上の目的
　経営学科は、マネジメント能力を基盤として、学生

一人ひとりが自らの可能性に挑戦し、深い教養や専門

知識及び総合的な判断力等、社会人基礎力を有し、企

業や自治体等の組織を変革し経営を担う人材の養成を

目的とする。

教育目標
　現代社会における企業や自治体などの組織が直面す

る現場の経営課題を教育研究の対象とする。経営学や

商学、会計学などのマーケティングや経営戦略に関す

る知識や技能、及び現状を分析するための統計学や情

報学、心理学などのデータサイエンスに関する知識や

技能を身につける。

　そして、新しい経済的付加価値の創造・拡大のために、

これらの知識技能を用いて多面的な視点から解決策を

見出して、実践するマネジメント能力を持った人材を

養う。

　経営学コース、ビジネスデータサイエンスコース、

スポーツマネジメントコースの３コースを設置する。

　１�．経営学コースにおいては、現代のサービス社会

において新しい価値の提案ができる人材の養成を

目指す。

　２�．ビジネスデータサイエンスコースにおいてはビ

ジネスにおいてデータを駆使し合理的に意思決定

できるデータサイエンスのスペシャリストの養成

を目指す。

　３�．スポーツマネジメントコースにおいては、現代

のスポーツに欠かせないスポーツアナリティクス

を学び、データ分析を中心にマネジメントの側面

から、スポーツの仕事に携わる人材の養成を目指

す。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　基礎的な企業経営に関する知識や情報を有し、経

営学分野、ビジネスデータサイエンス分野、スポー

ツマネジメント分野のいずれかの分野に関する基本

的な知識を体系的に習得している。

　�　社会での活躍や異文化理解のための幅広い教養と

基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　現代社会のイノベーションを理解し、個々の課題

に対して、具体的な戦略を構築することができる。

ビジネスに関する問題を発見して、解決策を提案す

ることができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　国際的視野を広げ、異文化を理解し、社会的に貢

献する意欲を持っている。ビジネスパーソンとして

ビジネス上の倫理観を身に付けている。

Ｄ．技能

　�　統計解析やデータ分析、ICT 技術をビジネスで活用

するための基礎的な技能を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　経営学部の教育課程は、基盤教育科目と専門教育科

目から構成される。基盤教育科目は、全学共通の方針

に基づき、社会人として必要な幅広い基盤的教養を身

につけ、専門教育科目と併せて、学生の資質向上に寄

与するものとして配置する。

　専門教育科目は、学位授与の方針に掲げる基準を達

成するため、５つの科目系列「基礎科目」、「経営学コー

ス」、「ビジネスデータサイエンスコース」、「スポーツ

マネジメントコース」、「演習」を設置する。

　１年次では、演習科目系列の「基礎教養ゼミナール」

を必修とする。同時に基礎教育科目系列（経営学、ビ

ジネスデータサイエンス、スポーツマネジメントの各

分野）から各人の興味に従って授業科目を選択し、基

礎的概念を学び、幅広い経営学科の講義の体系と概要

を理解させる。これらの授業では、内容理解を深める

ための課題を適切に組み合わせ、自発的学習を促すべ

く工夫を行う。

　１年次後半から２年次、３年次にかけて、「経営学コー

ス」、「ビジネスデータサイエンスコース」、「スポーツ

マネジメントコース」から一つのコースを選択し、各

コースの科目系列をおもに学習する。

・経営学コース

　マーケティング戦略、消費者行動、マーケティング・

経営学部　経営学科（学位：学士（経営学））
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コミュニケーション、国際経営などマーケティング領

域の専門科目を中心に科目が配置されている。企業等

の組織体がいかに運営されているか理解し、効率的・

効果的運営のための理論を学ぶとともに、マネジメン

ト能力を養うことを目的として、１年次後半から３年

次を通じて体系的に配置している。講義と内容理解を

深めるための課題を適切に組み合わせ、最新のニュー

スを講義で取り入れ現代社会との接点を示すなどして

知識・理解の定着を図る。

・ビジネスデータサイエンスコース

　ビジネスデータ分析のための統計学の知識とそれを

実現するための情報処理のスキルを身につけさせる。

また、データから知識を取り出すデータ分析能力、お

よび情報ツールを活用した問題解決能力を養うことを

目的に設置し、体系的に配置する。具体的には、おも

に２年次から、データを数的処理するための数学と統

計学の知識、プログラミング等のコンピューティング

スキル、および実社会に応用する力を養うためのデー

タ解析科目などを設置する。コンピュータを積極的に

活用し、実用的かつ実践的技能を身につけることがで

きるよう配慮する。

・スポーツマネジメントコース

　ビジネスとスポーツ、データサイエンスとスポーツ

をコンセプトに３つの研究領域を設定し、それに基づ

いて科目を設置する。１つ目はスポーツビジネス領域

で、実践的なスポーツサービスの仕組みづくりや具体

的なスポーツ組織のマネジメントについての知識や技

能を習得する科目を配置する。２つ目はスポーツアナ

リティクス領域で、スポーツ種類別の分析事例をもと

に、講義独自の分析目的を設定し、そのためのデータ

収集や集計・分析を行う力を養う科目を設置する。３

つ目はスポーツサイエンス領域とし、分析目的を達成

するための重要な視点や指標についてサイエンスに基

づいて探究することができる科目を配置する。どの領

域においても、スポーツビジネスを展開する企業や関

連団体、プロチームなどの機関と提携し、スポーツビ

ジネスの現場を体感する実習科目を設けるなど、実用

的かつ実践的技能を身につけることができるよう配慮

する。

　３年次には、演習科目系列の「イノベーション・ラ

ボⅠ、Ⅱ」を配置し、企業や地域社会が抱える問題を

解決する経験を通じて、講義で学んだ知識の実践活用

能力を養成する。課題設定と課題解決のための情報収

集と分析・考察、提案までのプロセスを、グループ学

習を通して学び、自ら推進する能力を身につけること

ができるよう配慮する。また、グループ学習における

議論および客観的な知識・理解の指標に加えて学修の

成果物等を総合的に評価・検討する。

　４年次では、演習科目系列の「卒業研究Ⅰ・Ⅱ」を

配置し、卒業研究発表・卒業論文を準備することによっ

て、各自が専門分野の知識と技能を深め、自らの問題

意識で物事を解明する能力を向上させ、社会人として

の実践的能力を身につけさせる。卒業研究発表・卒業

論文はルーブリックなどを用いて総合的に評価する。
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経営学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目
経
営
学
基
礎
科

目

経営学基礎 MM1A-1011-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
商学基礎 MM1A-1021-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
簿記基礎 MM1A-1041-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○
経済学基礎 MM1A-1031-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

ビ
ジ
ネ
ス

デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス

基
礎
科
目

統計学基礎 MM1A-2021-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎

ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
礎
科
目

スポーツマネジメント基礎 MM1A-3013-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○

スポーツデータ基礎 MM1A-3014-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎

経　
　

営　
　

学　
　

コ　
　

ー　
　

ス

マーケティング論 MM1A-4012-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
マーケティング戦略 MM2A-4022-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
サービスマネジメント MM2A-4032-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
サービス社会システム MM3A-4052-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
消費者行動 MM2A-4072-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
マーケティング・コミュニケーション MM2A-4082-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
まちづくりと商業 MM2A-4122-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
観光ビジネス MM3A-4132-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
デジタルマーケティング MM3A-4093-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
意思決定論 MM2A-5072-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎
企業と経営 MM1A-4301-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
アントレプレナーシップ MM2A-4312-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
ビジネスモデル MM2A-4322-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
事業デザイン MM3A-4333-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
イノベーション戦略 MM2A-4112-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
国際経営戦略 MM3A-4193-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
経営戦略 MM2A-4162-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
経営組織 MM2A-4172-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
人的資源管理 MM3A-4183-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
ファイナンシャルプランニング１ MM2A-4262-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
ファイナンシャルプランニング２ MM3A-4273-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
簿記原理 MM2A-4262-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
財務会計 MM2A-4402-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
ミクロ経済学 MM1A-4243-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
マクロ経済学 MM2A-4252-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○

経営学科　コアナンバー説明

１桁目：科目細目
　系列の科目群（基礎Ⅰ類、基礎Ⅱ類、基礎Ⅲ類など）ごとに１～９までを順番に付記している。
２、３桁目：科目連番
　系列の科目群ごとの番号を順番に付記している。
　例：基礎Ⅰ類の経営学基礎であれば 01、商学基礎であれば 02、基礎Ⅱ類の情報科学基礎であれば 01。
４桁目：科目の難易度
　１～３で表示しており、計数が高いほど難易度も高い。
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

情報リテラシー MM1A-5012-OC 2 ◎ 1 春 ◎
応用情報リテラシー MM1A-5322-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎
心理学入門 MM1A-5332-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
データサイエンス入門 MM2A-5042-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎
ビジネスデータ分析 MM2A-5052-OE 2 ○ 2 秋 ○ ○ ◎
マーケティング・モデリング MM3A-5313-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎
マーケティング・サイエンス MM3A-5082-OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎
社会調査入門 MM1A-5022-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎
調査と分析 MM2A-5032-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎
データサイエンスと分析 MM3A-5063-OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎
マーケティングデータ分析入門 MM2A-5112-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎
マーケティングデータ分析 MM2A-5212-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
社会心理学 MM2A-5042-OE 2 ○ 2 春 ○ ◎
心理データ分析 MM2A-5352-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

スポーツデータ解析 MM2A-6112-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
現代スポーツメディア論 MM2A-6212-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
スポーツマーケティング論 MM3A-6223-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
地域スポーツ経営論 MM3A-6233-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
デジタルスポーツビジネス論 MM3A-6263-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○
スポーツと地域イノベーション MM3A-6253-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
スポーツデータ演習 MM3A-6134-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎
スポーツキャリアデザイン１ MM1A-6313-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○
スポーツキャリアデザイン２ MM2A-6314-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
スポーツ社会調査 MM2A-6122-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎
スポーツ戦略 MM3A-6354-OE 2 ○ 3 秋 ◎ ○
スポーツトレーニング論 MM2A-6322-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○
スポーツコーチング論 MM2A-6332-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○
スポーツ現場実習 MM3A-6343-OE 2 ○ 3 秋 ○ ◎

演
習

基礎教養ゼミナール MM1A-9011-OC 2 ◎ 1 春 ○ ◎ ○ ○
イノベーション・ラボⅠ MM3A-9033-OC 4 ◎ 3 春 ○ ◎ ○ ○
イノベーション・ラボⅡ MM3A-9043-OC 4 ◎ 3 秋 ○ ◎ ○ ○
卒業研究Ⅰ MM4A-9053-OC 2 ◎ 4 春 ○ ◎ ○ ○
卒業研究Ⅱ MM4A-9063-OC 2 ◎ 4 秋 ○ ◎ ○ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー

基
礎
科
目

必
修
科
目

経
営
学
部
 
経
営
学
科

系
列

授
 
業
 
科
 
目
 
名

系
列
領
域

経
営
学
コ
ー
ス

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

演
習

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

1年
次

2年
次

3年
次

4年
次

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

商
学

基
礎

1
0
2
1

簿
記

基
礎

1
0
4
1

簿
記

原
理

4
2
6
2

財
務

会
計

4
4
0
2

ま
ち
づ
く
り
と
商

業

4
1
2
2

観
光

ビ
ジ
ネ
ス

4
1
3
2

消
費

者
行

動

4
0
7
2

ﾏ
ｰ
ｹ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ論

4
0
1
2

ﾏ
ｰ
ｹ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ戦

略

4
0
2
2

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ

4
0
3
2

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
社

会
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

4
0
5
2

ﾏ
ｰ
ｹ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ・
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

4
0
8
2

基
礎

教
養

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

9
0
1
1

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・ラ

ボ
Ⅱ

9
0
4
3

卒
業

研
究

Ⅰ

9
0
5
3

卒
業

研
究

Ⅱ

9
0
6
3

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・ラ

ボ
Ⅰ

9
0
3
3

経
済

学
基

礎

1
0
3
1

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾅ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ1

4
2
6
2

ﾏ
ｸ
ﾛ
経

済
学

4
2
5
2

ﾐｸ
ﾛ
経

済
学

4
2
4
3

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

4
3
1
2

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

4
3
2
2

事
業

デ
ザ

イ
ン

4
3
3
3

デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

4
0
9
3

統
計

学
基

礎

2
0
2
1

応
用

情
報

リ
テ
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シ
ー

5
3
2
2

心
理

学
入

門

5
3
3
2

情
報

リ
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5
0
1
2

社
会
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5
0
2
2

ビ
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分

析

5
0
5
2

デ
ー
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サ

イ
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ス
と
分

析

5
0
6
3

ﾏ
ｰ
ｹ
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ｨﾝ

ｸ
ﾞ・
ｻ
ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ

5
0
8
2

社
会

心
理

学

5
0
4
2

心
理

デ
ー
タ
分

析

5
3
5
2

マ
ー
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ン
グ
デ
ー
タ
分

析
入

門

5
1
1
2

調
査

と
分

析

5
0
3
2

デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
入

門

5
0
4
2

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
分

析

5
2
1
2

ﾏ
ｰ
ｹ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ・
ﾓ
ﾃ
ﾞﾘ
ﾝ
ｸ

5
3
1
3
ﾞ

ス
ポ
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ツ
現

場
実

習

6
3
4
3
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ポ
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ツ
マ
ネ
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基
礎

3
0
1
3

ス
ポ
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ツ
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ー
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解
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6
1
1
2

ス
ポ
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ー
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基

礎

3
0
1
4

ス
ポ
ー
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デ
ー
タ
演

習

6
1
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4
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ツ
マ
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論

6
2
2
3
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ポ
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ツ
と
地
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ノ
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2
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3

地
域
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論

6
2
3
3

ス
ポ
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ツ
戦

略

6
3
5
4

ス
ポ
ー
ツ
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レ
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ニ
ン
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6
3
2
2

ス
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ツ
キ
ャ
リ
ア
デ
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ン
1

6
3
1
3

現
代

ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア
論

6
2
1
2

ス
ポ
ー
ツ
社
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調

査

6
1
2
2
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ツ
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ー
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論

6
3
3
2
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ツ
キ
ャ
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デ
ザ

イ
ン
2

6
3
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4

デ
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ル
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ポ
ー
ツ
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ス
論

6
2
6
3

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾅ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ2

4
2
7
3

経
営

学
基

礎

1
0
1
1

企
業

と
経

営

4
3
0
1

経
営

戦
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4
1
6
2

イ
ノ
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ン
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4
1
1
2
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1
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0
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4
1
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3
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教育研究上の目的
　獣医学部は、獣医学、獣医看護学に関する知識及び

技能を基盤として、実践的かつ応用的な教育を通して、

高い生命倫理観と豊かな人間性、国際的視野を備え、

ライフサイエンス分野の発展、及び動物とヒトの健康

と福祉に貢献する人材の養成を目的とする。

教育目標
　現在の獣医領域は、動物の医療を中心として、創薬開

発などに必要な先端ライフサイエンス研究、国際的な

家畜の感染症、動物・食料などを介して広がる人獣共

通感染症の対応等、多岐にわたっている。本獣医学部

では、このような多岐にわたる獣医領域を、ライフサ

イエンス分野、公共獣医事分野、医獣連携獣医分野／�

獣医療看護分野の３分野に分け、社会で活躍できる専

門獣医師ならびに獣医と協働する獣医関連専門家 VPP：

Veterinary Para-Professional を養成する。

　新しい獣医学教育で養成される学生は、専門分野の

獣医師及び獣医師と親密なチームを組む優秀な獣医関

連専門家 VPP でなければならない。そのために、導入

科目、基礎科目、アドバンスト科目において、①獣医

学科と獣医保健看護学科共通の学科共同教育、②国際

的視野を備えるために、初年次から英語のステップアッ

プ教育、③３分野に対応するアドバンスト科目を学修

する。

　本学部の教育を通じて、「ひとり、ひとりの学生が持

つ能力を最大限に引き出し、獣医領域で専門家として

持続可能な社会の確立に貢献し、人類の福祉に役立つ

人材」として社会に輩出することを目標とする。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　獣医学または獣医看護学に関する基礎的知識を身

につけている。

　�　広い視野から物事を多面的に捉えるための幅広い

教養を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　ライフサイエンス分野、公共獣医事分野、あるい

は医獣連携獣医分野／獣医療看護分野における課題

の解決策を提案することができる。

　�　ライフサイエンス分野、公共獣医事分野、あるい

は医獣連携獣医分野／獣医療看護分野に関する情報

を収集し、整理することができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　獣医療に携わる者としての生命倫理、科学倫理、

動物福祉に基づいた行動規範を身につけている。

　�　獣医学または獣医看護学の分野で活躍・貢献する

ための主体性や協働性を身につけている。

Ｄ．技能

　�　獣医療に携わる者として必要な基本的技能を身に

つけている。

　�　獣医学または獣医看護学の分野に関する課題に取

り組み、結果や考察を論理的に記述することができ

る。

　�　獣医療に携わる者として自分の考えを他者に分か

りやすく伝えるために必要なコミュニケーション能

力やプレゼンテーション能力を身につけている。

　�　専門知識を平易な言葉で伝えることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　獣医学部の各学科において卒業認定・学位授与の方

針に掲げた基準を達成させるため、基盤教育科目、基

礎科目、専門科目、アドバンスト科目、総合科目を配

置する。

　いずれの科目も学修の成果物（試験、課題、レポー

ト等）によって総合的に評価する。なお、カリキュラ

ム全体の改善については、ディプロマポリシーの到達

度を毎年継続的にチェックすることにより行う。

　社会人としての基盤を築き、総合的な判断力を身に

つけることのできる基盤教育科目を 1年次から配置す

る。また、国際的な視野を涵養し、基礎的なコミュニケー

ションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に学

修するため基盤教育科目外国語系科目を 1年次から配

置する。教育にあたっては、学生の能力に配慮した効

果的な指導を行う。

　大学における学びへの適応を図り、各学科における

専門分野への興味を持たせ、それに関わる基礎的知識

と技能を習得させるために、ライフサイエンス分野、

獣医学部　（学位：学士（獣医学）／学士（獣医保健看護学））
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公共獣医事分野、医獣連携獣医分野／獣医療看護分野

の特性を理解させるために基礎科目を１年次から配置

する。教育にあたっては講義、演習、及び実習を適切

に組み合わせ、自発的学習を促す。

　各学科における専門分野に必要な知識と技術技能を

修得する専門科目を体系的に１年次から４年次に配置

する。教育にあたっては講義、演習と実習の連携を密

にし、実用的な知識と技術を身に付けることができる

よう配慮する。

　新たな課題に対応する能力を養うため、アドバンス

ト科目に３つの分野の科目系列を獣医学科においては

５年次から６年次に、獣医保健看護学科においては３

年次から４年次に配置する。教育にあたっては、講義、

演習、及び実習を適切に取り入れ、知識と理解の定着

を図るとともに、アクティブ・ラーニング等の方法を

適切に取り入れ、課題解決能力を身に付けさせる。

　学生自らが課題を探求し、解決する姿勢や、その過

程と結果を論理的に説明する能力を涵養するため、総

合科目を獣医学科においては５年次から６年次に、獣

医保健看護学科においては３年次から４年次に配置す

る。
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基盤教育科目（獣医学部）
教育研究上の目標
　岡山理科大学の基盤教育の目的は、以下の３点です。

１．人として生きていくうえで大切とされる人間性の涵養

２．専門教育を効果的に学び・活かすためのラーニング・スキルの修得

３．社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育成

　これらの目標を達成するために、『こころ豊かに生きる』『知性を磨く』『技能を活かす』という３つの成

長の観点を設定し12の教育目標を設定しました。

　『こころ豊かに生きる（Mind）』観点における教育目標は、ありのままの「（M１）自己を肯定」し、他者

に対して「（M２）おもいやり」のある態度で接し、「（M３）失敗をおそれない勇気」を持ち自ら考えて主

体的に行動し、「（M４）多様性の尊重」ができる人材育成を行うことです。

　『知性を磨く（Intelligence）』観点における教育目標は、「（I１）学ぶ意義」を理解し、「（I２）確かな知識」

を修得したうえで、「（I３）賢明な判断」を行い、「（I４）創造的な思考」により新しいものを生み出すこと

ができる人材育成を行うことです。

　『技能を活かす（Skill）』観点における教育目標は、相手を理解し、自分を表現するための「（S１）コミュニケー

ション能力」や、的確にデータ収集・分析できる「（S２）情報活用能力」を有したうえで、「（S３）問題発見・

解決に取り組み、（S４）有効にリーダーシップとマネジメント」を発揮できる人材育成を行うことです。

　本学ではそれぞれの観点に立脚した基盤教育カリキュラムを展開し、本学学生全員が基盤教育の３つの目

的を涵養し、社会で活躍できる能力を身につけることを目指しています。

基盤教育科目の卒業要件
　基盤教育科目の卒業要件の必要単位数は、獣医学科の専門科目が143単位に対して、34単位以上、獣医

保健看護学科の専門科目が82単位に対して、29単位以上と設定しています。そのうち、現今のグローバル

化社会に鑑みて、外国語に関しては６単位を必修としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　「ライフ・キャリアデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」「外国語系」の科目群で構成していま

す。各系設定の考え方は次の通りです。

　「ライフ・キャリアデザイン系」：自らのライフプラン及びキャリアプランを自らの手で構築してプラン通

り進める習慣を体得し、社会人として必要とされる知識・技能及び倫理観や社会と主体的・協働的に関わる

就業意識を身につけることのできる科目を配置しています。

　「人間・社会科学系」、「科学技術系」：人文学、社会科学、自然科学、情報科学などを通じて、豊かな人間

性の養成と知的社会人としての幅広い教養及び将来活用できる技能を伸ばすための科目を、全学年を通じて

配置しています。

　「外国語系」：異文化理解を深め基礎的なコミュニケーションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に

学修することができる科目を配置する。この科目は、少人数・到達度別のクラス編成を基本とします。

基盤教育科目
↑目次用
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履修方法
　履修にあたっては、学生便覧や履修ガイドを参照してください。まず初年次において、「ライフ・キャリ

アデザイン系」の「フレッシュマンセミナー」、「キャリアデザイン１」で、自分のライフデザインを設計で

きるように全員履修の形で指導を行います。その上で、それぞれの目標を達成するために、上述の３つの観

点・12の目標にもとづいて、自らが必要と考えた科目を自由に選択できるようにしています。その後も「キャ

リアデザイン２〜４」において適時学年進行の時々において自己チェックを行わせ、成長に応じた科目選択

を可能にしています。なお、学生が自らライフデザインを描けるように指導する科目においては、必修とは

しないが「全員履修」という形態によって、全学生が初年次において指導を受けるようにしています。

基盤教育科目（獣医学部）　コアナンバー説明

１桁目：科目群細目
　Ｌ：ライフ・キャリアデザイン系科目

　Ｈ：人間・社会科学系科目

　Ｓ：科学技術系科目

　Ｆ：外国語系科目

２、３桁目：科目番号
　00 〜 99

４桁目：難易度
　１：基礎　２：応用　３：発展
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー V[d]1D-L111-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

キャリアデザイン１ V[d]1D-L121-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン２ V[d]2D-L131-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン３ V[d]5D-LL14-OE 1 ○ 5 春 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン４ V[d]4D-L151-OE 1 ○ 4 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

ライフ・ビルディング V[d]1D-L231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

グローバルエリート入門 V[d]1D-L593-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

学びの基礎論１ V[d]1D-L311-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

学びの基礎論２ V[d]1D-L321-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

理解と表現１ V[d]1D-L331-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

理解と表現２ V[d]1D-L341-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

キャリア形成論 V[d]2D-L411-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

企業情報特論 V[d]2D-L421-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

インターンシップ入門 V[d]1D-L431-OE 1 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップＡ V[d]3D-L441-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップＢ V[d]3D-L452-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

インターンシップＣ V[d]3D-L462-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修ⅠＡ V[d]1D-L533-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠＢ V[d]1D-L543-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠＣ V[d]1D-L553-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅡＡ V[d]1D-L563-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修ⅡＢ V[d]1D-L573-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修Ⅲ V[d]1D-L583-OE 3 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

ウィンタースポーツ V[d]1D-L592-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

スポーツスタディ V[d]1D-L593-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

健康の科学 V[d]1D-L641-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

生涯スポーツ V[d]1D-L651-OE 1 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくＡ V[d]1D-H111-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

人間を読みとくＢ V[d]1D-H121-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

文化を読みとくＡ V[d]1D-H211-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

文化を読みとくＢ V[d]1D-H221-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

社会を読みとくＡ V[d]1D-H311-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

社会を読みとくＢ V[d]1D-H321-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

日本国憲法 V[d]1D-H411-OE 2 ○ 1 通

経営とＤＸ V[d]2D-F511-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎
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系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

科
学
技
術
系
科
目

データを読みとく V[d]1D-S111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎

自然を読みとく V[d]1D-S121-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ◎

技術を読みとく V[d]1D-S131-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎

情報リテラシー V[d]1D-S141-OC 2 ◎ 1 春 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 ◎ ○

基盤化学 V[d]1D-S151-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学 V[d]1D-S161-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

DXと技術 V[d]2D-S711-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

外

国

語

系

科

目

英
語
科
目

読解英語１ V[d]1D-F111-OC 1 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

発信英語１ V[d]1D-F121-OC 1 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

読解英語２ V[d]1D-F131-OC 1 ◎ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

発信英語２ V[d]1D-F141-OC 1 ◎ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

作文英語 V[d]1D-F211-OS 1 ● 1 春 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

多読英語 V[d]2D-F222-OS 1 ● 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

文化英語 V[d]2D-F232-OS 1 ● 2 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

発表英語 V[d]1D-F241-OS 1 ● 1 秋 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

検定英語 V[d]2D-F252-OS 1 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○

メディア英語 V[d]2D-F262-OS 1 ● 2 秋 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

学術英語 V[d]3D-F313-OC 1 ◎ 3 通 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

専門英語 V[d]3D-F323-OC 1 ◎ 3 通 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
初
修
外
国
語
科
目

初修外国語１ V[d]1D-F311-OS 1 ● 1 春 ◎ ○ ◎

初修外国語２ V[d]1D-F321-OS 1 ● 1 秋 ◎ ○ ◎

日
本
語
科
目

基盤日本語１ V[d]1D-F411-OE 1 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤日本語２ V[d]1D-F421-OE 1 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○

日本語読解作文 V[d]1D-F431-OE 1 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

日本語口語表現 V[d]1D-F441-OE 1 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○

	 ※［d］には学科コードが入る

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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教育研究上の目的
　獣医学科は、ライフサイエンス分野、公共獣医事分

野及び医獣連携獣医分野における教育研究を通して、

動物とヒトの健康と福祉に貢献できる人材の養成を目

的とする。

教育目標
◦�ライフサイエンス研究に必要な基礎的な知識と技能

を有し、実験動物の研究成果をヒトの治療に繋ぐト

ランスレーショナル・リサーチ分野で活躍できる人

材を養成する。

◦�国内外の感染症防御や食の安全性を担うため、国際

的な視野を有し、家畜越境感染症や人獣共通感染症

の対策、及び危機管理対応に貢献できる人材を養成

する。

◦�ヒトと動物の疾病構造が類似していることに着目し、

獣医師として動物の臨床的な知見に加え、ヒト疾患

の特性を理解し、ヒトと動物の共通性を認識した上

で、ヒト疾患に対する医療行為、臨床研究等に関す

る広い視野を有し、科学的臨床評価に基づき、動物

とヒトの相互に応用できる予防・診断・治療法の確

立等、動物とヒトの創薬や医療機器等の開発に貢献

できる医獣連携獣医師を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　獣医学に関する基礎的知識を身につけている。

　�　広い視野から物事を多面的に捉えるための幅広い

教養を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　ライフサイエンス分野、公共獣医事分野、あるい

は医獣連携獣医分野における課題の解決策を提案す

ることができる。

　�　ライフサイエンス分野、公共獣医事分野、あるい

は医獣連携獣医分野に関する情報を収集し、整理す

ることができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　獣医療に携わる者としての生命倫理、科学倫理、

動物福祉に基づいた行動規範を身につけている。

　�　獣医療の分野において活躍・貢献するための主体

性や協調性を身につけている。

Ｄ．技能

　�　獣医療に携わる者として必要な基本的技能を身に

つけている。

　�　獣医事に関する国際的な視野を有し、日本語及び

外国語を用いてコミュニケーションをとることがで

きる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　卒業認定・学位授与の方針に掲げた基準を達成させ

るため、基盤教育科目、学部共通導入科目、基礎科目、

専門科目（基礎獣医系科目、応用生物系科目、公衆衛

生系科目、畜水産系科目、臨床系科目）、アドバンスト

科目（ライフサイエンス科目、国際獣医事科目、臨床

獣医科目）、総合科目を配置する。いずれの科目も学修

の成果物（試験、課題、レポート等）によって総合的

に評価する。なお、カリキュラム全体の改善について

は、ディプロマポリシーの到達度を毎年継続的にチェッ

クすることにより行う。

　社会人としての基盤を築き、総合的な判断力を身に

つけることのできる基盤教育科目を１年次から配置す

る。また、国際的な視野を涵養し、基礎的なコミュニケー

ションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に学

修するため基盤教育科目外国語系科目を１年次から配

置する。教育にあたっては、学生の能力に配慮した効

果的な指導を行う。

　大学における学びへの適応を図り、獣医学への興味

を持たせ、それに関わる基礎的知識と技能を習得させ

るために、ライフサイエンス分野、公共獣医事分野、

医獣連携獣医分野の特性を理解させるために学部共通

導入科目、基礎科目を１年次から配置する。

　獣医師として必要な知識と技術を修得する基本的な

授業科目として獣医学教育の共通達成目標である獣医

学教育モデル・コア・カリキュラムを体系的に１年次

から４年次に配置する。教育にあたっては講義、演習

と実習の連携を密にし、実用的な知識と技術を身に付

けることができるよう配慮する。

　獣医学教育モデル・コア・カリキュラムを基盤として、

獣医学部　獣医学科
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新たな課題に対応する能力を養うため、アドバンスト

科目に獣医キャリアスキルアップ研修、及びライフサ

イエンス分野（ライフサイエンス科目）、公共獣医事分

野（国際獣医事科目）、医獣連携獣医分野（臨床獣医科

目）を５年次から６年次に配置する。教育にあたっては、

英語を用いた授業を導入する。また、アクティブ・ラー

ニング等の方法を適切に取り入れ、課題解決能力を身

に付けさせる。

　学生自らが課題を探求し、解決する姿勢や、その過

程と結果を論理的に説明する能力等、獣医師としての

資質を涵養するため、卒業論文を総合科目として５年

次から６年次に配置する。
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獣医学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与　△ある程度関与

Ａ 

専
門
知
識
と
技
能

Ｂ 

応
用
力

Ｃ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

Ｄ 

倫
理
・
行
動
規
範

専門教育科目

学
部
共
通

導
入
科
目

動物関連キャリア概論 VM1A-E111-OC 1 ◎ 1 春 ○
生命倫理学 VM1A-E121-OC 1 ◎ 1 春 ◎
人間・動物関係学 VM1A-E031-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○
獣医事法規 VM3A-E041-OC 1 ◎ 3 春 ◎

基

礎

科

目

生命科学 VM1A-F011-OC 1 ◎ 1 春 ◎
獣医分子生物学 VM1A-F021-OC 1 ◎ 1 春 ◎
生命科学実習 VM1A-F031-OC 1 ◎ 1 春 ◎
化学 VM1A-F041-OC 1 ◎ 1 秋 ○
生物物理学 VM1A-F061-OC 1 ◎ 1 秋 ○
放射線生物学 VM3A-F091-OC 1 ◎ 3 春 ◎
生物統計 VM2A-F081-OE 1 ○ 2 秋 ○
動物福祉論 VM1A-F051-OC 1 ◎ 1 春 ○ ◎
科学倫理学 VM4A-F101-OC 1 ◎ 4 春 ○ ◎

基
礎
獣
医
系
科
目

獣医生化学 VM1A-V011-OC 2 ◎ 1 春 ◎
獣医生化学実習 VM1A-V021-OC 1 ◎ 1 春 ◎
獣医生理学 VM3A-V041-OC 2 ◎ 3 秋 ◎
獣医生理学実習 VM1A-V071-OC 1 ◎ 1 秋 ◎
獣医形態機能学Ⅰ VM1A-V031-OC 1 ◎ 1 春 ◎
獣医形態機能学Ⅱ VM1A-V051-OC 2 ◎ 1 秋 ◎
獣医解剖学実習 VM2A-V111-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
獣医組織学実習 VM1A-V061-OC 1 ◎ 1 秋 ◎
獣医薬理学総論 VM2A-V081-OC 1 ◎ 2 春 ◎
獣医薬理学各論 VM2A-V091-OC 2 ◎ 2 春 ◎
獣医薬理学実習 VM2A-V101-OC 1 ◎ 2 春 ◎

応
用
生
物

系
科
目

獣医微生物学 VM2A-B012-OC 2 ◎ 2 春 ◎
獣医微生物学実習 VM2A-B022-OC 2 ◎ 2 春 ◎
獣医毒性学 VM2A-B082-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

獣医学科　コアナンバー説明

１桁目　科目細目：専門科目の細目⇒英大文字一文字で表現
　◦学部共通導入科目：Ｅ （Entry）
　◦基 礎 科 目：Ｆ （Fundamental）
　◦基礎獣医系科目：Ｖ （Veterinary）
　◦応用生物系科目：Ｂ （Biology）
　◦公衆衛生系科目：Ｐ （Public health）
　◦畜 水 産 系 科 目：Ｌ （Livestock）
　◦臨 床 系 科 目：Ｃ （Clinical）
　◦アドバンスト科目：
　　✓ラ イ フ サ イ エ ン ス 科 目：Ｌ （Life Science）
　　✓国 際 獣 医 事 科 目：Ｉ （International）
　　✓臨 床 獣 医 科 目：Ｃ （Clinical）
　　✓獣医キャリアスキルアップ研修：Ａ （Advanced）
　◦総 合 科 目：Ｔ （Thesis）
※細目文字が同じものは難易度（４桁目）で区別される

２、３桁目　カリキュラム・ツリー上の位置づけ
　　　　　　⇒２桁の数字で表現
　◦�１桁目の科目細目ごとに各科目に通し番号を付けて、
番号が大きくなるにつれて、カリキュラム・ツリーの
上から下、左から右へ移動するように付番

４桁目　科目レベル⇒１桁の数字で表現
　◦入学前：０
　◦学部科目
　　・�基礎（学部共通導入科目、基礎科目、基礎獣医系科目）：１
　　・�応用（応用生物系科目、公衆衛生系科目、畜水産系科目、

臨床系科目）：２
　　・�発展（アドバンスト科目、総合科目）：３
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与　△ある程度関与

Ａ 

専
門
知
識
と
技
能

Ｂ 

応
用
力

Ｃ 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

Ｄ 

倫
理
・
行
動
規
範

専門教育科目

応

用

生

物

系

科

目

獣医毒性学実習 VM2A-B092-OC 1 ◎ 2 秋 ◎
動物実験学 VM2A-B042-OC 2 ◎ 2 春 ◎ ○
獣医実験動物学実習 VM2A-B052-OC 1 ◎ 2 春 ◎ ○
獣医病理学総論 VM2A-B032-OC 1 ◎ 2 春 ◎
獣医病理学各論 VM3A-B172-OC 2 ◎ 3 秋 ◎
獣医病理解剖学実習 VM3A-B152-OC 1 ◎ 3 春 ◎
獣医病理学実習 VM3A-B182-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
獣医免疫学 VM2A-B062-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
獣医免疫学実習 VM2A-B072-OC 1 ◎ 2 秋 ◎
臨床検査学入門 VM3A-B102-OC 1 ◎ 3 春 ◎
動物行動学 VM3A-B112-OC 2 ◎ 3 春 ◎ ○
野生動物学 VM3A-B142-OC 2 ◎ 3 春 ◎
動物感染症学 VM3A-B162-OC 2 ◎ 3 春 ◎
魚病学 VM3A-B122-OC 2 ◎ 3 春 ◎
魚病学実習 VM3A-B132-OC 1 ◎ 3 春 ◎ ○

公
衆
衛
生
系
科
目

医動物学 VM2A-P012-OC 2 ◎ 2 春 ◎
医動物学実習 VM2A-P032-OC 1 ◎ 2 秋 ◎
人獣共通感染症学 VM2A-P022-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
獣医公衆衛生学総論 VM2A-P042-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
獣医公衆衛生学実習 VM2A-P052-OC 1 ◎ 2 秋 ◎
食品衛生学 VM3A-P082-OC 2 ◎ 3 春 ◎
食品衛生学実習 VM3A-P092-OC 1 ◎ 3 春 ◎
環境衛生学 VM3A-P072-OC 2 ◎ 3 春 ◎
獣医疫学 VM3A-P062-OC 2 ◎ 3 春 ◎

畜
水
産
系
科
目

生産農学概論 VM1A-L012-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○
水産増養殖学 VM1A-L022-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○
遺伝育種学 VM2A-L032-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
家禽疾病学 VM2A-L042-OC 1 ◎ 2 秋 ◎
動物衛生学 VM3A-L052-OC 1 ◎ 3 春 ◎
動物衛生学実習 VM3A-L062-OC 1 ◎ 3 春 ◎
飼料作物学 VM4A-L072-OE 2 ○ 4 春 ○ ○

臨

床

系

科

目

栄養学 VM1A-C012-OE 2 ○ 1 秋 ○
獣医臨床薬理学 VM4A-C162-OC 1 ◎ 4 春 ◎
獣医臨床栄養学 VM4A-C152-OC 1 ◎ 4 春 ◎
獣医内科学総論 VM3A-C022-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
獣医臨床病理学 VM4A-C262-OC 1 ◎ 4 秋 ◎
獣医呼吸・循環器病学 VM3A-C082-OC 2 ◎ 3 秋 ◎
獣医消化器病学 VM4A-C122-OC 2 ◎ 4 春 ◎
獣医泌尿生殖器病学 VM4A-C182-OC 2 ◎ 4 春 ◎
獣医内分泌代謝学 VM4A-C232-OC 2 ◎ 4 秋 ◎
獣医神経病学 VM4A-C172-OC 1 ◎ 4 春 ◎
獣医血液・免疫病学 VM4A-C132-OC 1 ◎ 4 春 ◎
獣医皮膚病学 VM4A-C272-OC 1 ◎ 4 秋 ◎
獣医眼科学 VM4A-C282-OC 1 ◎ 4 秋 ◎
動物行動治療学 VM4A-C222-OC 1 ◎ 4 秋 ◎
小動物内科学実習 VM3A-C032-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
獣医外科学総論 VM3A-C042-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
獣医手術学総論 VM3A-C062-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
獣医麻酔科学 VM3A-C052-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
獣医軟部組織外科学 VM3A-C102-OC 2 ◎ 3 秋 ◎
獣医運動器病学 VM4A-C202-OC 2 ◎ 4 春 ◎
獣医臨床腫瘍学 VM4A-C292-OC 1 ◎ 4 秋 ◎
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与　△ある程度関与

Ａ 

専
門
知
識
と
技
能

Ｂ 

応
用
力

Ｃ 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

Ｄ 

倫
理
・
行
動
規
範

専門教育科目

臨

床

系

科

目

獣医画像診断学 VM3A-C072-OC 2 ◎ 3 秋 ◎
小動物外科学実習 VM3A-C092-OC 1.5 ◎ 3 秋 ◎
獣医画像診断学実習 VM3A-C112-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
産業動物臨床学 VM4A-C142-OC 2 ◎ 4 春 ◎
馬臨床学 VM4A-C302-OC 1 ◎ 4 秋 ◎
獣医臨床繁殖学 VM4A-C242-OC 2 ◎ 4 秋 ◎
産業動物臨床実習 VM4A-C212-OC 2 ◎ 4 春 ◎
獣医臨床繁殖学実習 VM4A-C252-OC 1 ◎ 4 秋 ◎
総合獣医学演習Ⅰ VM4A-C312-OC 1 ◎ 4 秋 ◎ ○
総合獣医学演習Ⅱ VM6A-C332-OC 1 ◎ 6 秋 ◎ ○
獣医療面接実習 VM4A-C192-OC 0.5 ◎ 4 春 ○ ○ ○
総合参加型臨床実習 VM5A-C322-OC 6 ◎ 5 通 ○ ◎ ○ ○

ア

ド

バ

ン

ス

ト

科

目

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目

分子細胞腫瘍学 VM5A-L033-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
発生工学 VM5A-L053-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
獣医病態モデル学 VM5A-L043-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
創薬科学 VM5A-L063-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
トランスレーショナル・リサーチ VM5A-L013-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
比較動物機能科学 VM5A-L073-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
修復・再生医療科学 VM6A-L083-OS 1 ● 6 春 ◎ ○
国際ライフサイエンス産業政策論 VM6A-L093-OS 2 ● 6 春 ◎ ○ ○
ライフサイエンス特別実習 VM5A-L023-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○ ○

国

際

獣

医

事

科

目

国際獣医事概論 VM5A-I033-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○ ○
国際動物関連法規 VM5A-I043-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○ ○
レギュラトリー科学 VM5A-I053-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○ ○
国際動物疾病学 VM5A-I073-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○ ○
国際野生動物管理学 VM6A-I143-OS 1 ● 6 春 ◎ ○ ○
産業動物疾病予防管理学 VM5A-I063-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
産業動物疾病診断病理学 VM5A-I103-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
セキュリティー学 VM5A-I093-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
グローバル食品管理科学 VM5A-I083-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
医薬品・食品安全性評価演習 VM6A-I123-OS 1 ● 6 春 ◎ ○ ○
国際獣医法医学 VM6A-I113-OS 1 ● 6 春 ◎ ○ ○
動物危機管理学 VM6A-I153-OS 2 ● 6 春 ◎ ○
国際生物資源学 VM6A-I133-OS 1 ● 6 春 ◎ ○
人獣共通感染症学実習 VM5A-I013-OS 1 ● 5 春 ◎ ○
公共獣医事情報解析実習 VM5A-I023-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○

臨
床
獣
医
科
目

分子疫学 VM5A-C023-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
獣医臨床疫学演習 VM6A-C103-OS 1 ● 6 春 ◎ ○
エキゾチックアニマル学 VM5A-C043-OS 1 ● 5 秋 ◎
抗菌薬バイオロジー VM5A-C033-OS 1 ● 5 秋 ◎ ○
国際展示動物疾病学 VM5A-C073-OS 1 ● 5 秋 ○ ○
トランスレーショナル・ベテリナリーメディシン VM5A-C053-OS 1 ● 5 秋 ○ ○
免疫関連疾病学 VM5A-C063-OS 1 ● 5 秋 ○ ○
獣医高度臨床学 VM6A-C083-OS 1 ● 6 春 ○
チーム獣医療学 VM6A-C093-OS 1 ● 6 春 ○
総合臨床検査特別実習 VM5A-C013-OS 1 ● 5 秋 ○
獣医キャリアスキルアップ研修 VM5A-A013-OC 2 ◎ 5 春 ◎ ○ ○

総
合
科
目

卒業論文Ⅰ VM5A-T013-OC 2 ◎ 5 秋 ◎ ◎ ◎
卒業論文Ⅱ VM6A-T023-OC 2 ◎ 6 春 ◎ ◎ ◎
卒業論文Ⅲ VM6A-T033-OC 2 ◎ 6 秋 ◎ ◎ ◎

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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獣
医
学
部
　
獣
医
学
科
（
１
年
次
～
４
年
次
）

5年
次
春

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
注
）
科
目
履
修
マ
ー
ク
：
　
◎
＝
必
修
科
目

3
年
次

4
年
次

春
前
半

秋
前
半

後
半

前
半

後
半

前
半

春
秋

春
秋

春

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
・・
ツツ
リリ
ーー

達
成
目
標

授
業
科
目
名

1
年
次

2
年
次

前
半

後
半

前
半

後
半

後
半

前
半

後
半

前
半

後
半

後
半

秋

Ａ
　
科
学
的
根
拠
に
基
づ

き
動
物
に
関
す
る
高
度

な
専
門
知
識
と
技
能
を

獲
得
し
、
専
門
分
野
で
活

躍
・
貢
献
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
て
い
る
。

Ｂ
　
獣
医
学
の
知
識
と
技

能
を
基
盤
と
し
て
、
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
分
野
、
あ
る

い
は
公
共
獣
医
事
分

野
、
あ
る
い
は
医
獣
連
携

獣
医
分
野
へ
の
応
用
力

を
身
に
つ
け
て
い
る
。

Ｃ
　
獣
医
事
に
関
す
る
国

際
的
な
視
野
を
有
し
、
日

本
語
及
び
外
国
語
を
用

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｄ
　
獣
医
療
に
携
わ
る
者

と
し
て
の
生
命
倫
理
、
科

学
倫
理
、
動
物
福
祉
に

基
づ
い
た
行
動
規
範
を

身
に
つ
け
て
い
る
。

化
学
◎

F0
41

動
物
関
連
ｷｬ
ﾘｱ
概
論

◎ E0
11

生
命
科
学
◎

F0
11

獣
医
分
子
生
物
学

◎ F0
21

生
命
科
学
実
習
◎

F0
31

生
命
倫
理
学
◎

E0
21

獣
医
生
化
学
◎

V0
11

獣
医
生
化
学

実
習
◎

V0
21

獣
医
形
態
機
能
学

Ⅰ
◎

V0
31

人
間
・
動
物

関
係
学

E0
31

獣
医
形
態
機
能
学

Ⅱ
◎

V0
51

生
産
農
学
概
論

L0
12

生
物
物
理
学
◎

F0
61

獣
医
組
織
学

実
習
◎

V0
61

水
産
増
養
殖
学

L0
22

獣
医
薬
理
学

総
論
◎

V0
81

獣
医
病
理
学

総
論
◎

B0
32

獣
医
病
理
学

実
習
◎

B1
82

獣
医
微
生
物
学
◎

B0
12

獣
医
微
生
物
学

実
習
◎

B0
22

獣
医
薬
理
学
各
論

◎ V0
91

獣
医
薬
理
学

実
習
◎

V1
01

医
動
物
学
◎

P0
12

医
動
物
学
実
習
◎

P0
32

生
物
統
計

F0
81

人
獣
共
通

感
染
症
学
◎

P0
22

遺
伝
育
種
学
◎

L0
32

獣
医
毒
性
学
◎

B0
82

獣
医
毒
性
学
実
習

◎ B0
92

獣
医
公
衆
衛
生
学

総
論
◎

P0
42

獣
医
公
衆
衛
生
学

実
習
◎

P0
52

家
禽
疾
病
学
◎

L0
42

動
物
行
動
学
◎

B1
12

獣
医
疫
学
◎

P0
62

環
境
衛
生
学
◎

P0
72

食
品
衛
生
学

実
習
◎

P0
92

食
品
衛
生
学
◎

P0
82

野
生
動
物
学
◎

B1
42

魚
病
学
◎

B1
22

魚
病
学
実
習
◎

B1
32

獣
医
事
法
規
◎

E0
41

動
物
感
染
症
学
◎

B1
62

動
物
衛
生
学
◎

L0
52

動
物
衛
生
学

実
習
◎

L0
62

獣
医
内
科
学

総
論
◎

C0
22

獣
医
外
科
学

総
論
◎

C0
42

獣
医
手
術
学

総
論
◎

C0
62

獣
医
麻
酔
科
学
◎

C0
52

小
動
物
内
科
学
実

習
◎

C0
32

獣
医
呼
吸
・
循
環

器
病
学
◎

C0
82

獣
医
軟
部
組
織
外

科
学
◎

C1
02

小
動
物
外
科
学
実

習
◎

C0
92

獣
医
消
化
器

病
学
◎

C1
22

獣
医
血
液
・
免
疫

病
学
◎

C1
32

飼
料
作
物
学

L0
72

獣
医
泌
尿
生
殖
器

病
学
◎

C1
82

獣
医
運
動
器

病
学
◎

C2
02

放
射
線
生
物
学
◎

F0
91

動
物
行
動

治
療
学
◎

C2
22

獣
医
臨
床

繁
殖
学
◎

C2
42

獣
医
臨
床
繁
殖
学

実
習
◎

C2
52

獣
医
臨
床

腫
瘍
学
◎

C2
92

獣
医
臨
床

病
理
学
◎

C2
62

獣
医
皮
膚
病
学
◎

C2
72

総
合
獣
医
学

演
習
Ⅰ
◎

C3
12

産
業
動
物

臨
床
学
◎

C1
42

産
業
動
物

臨
床
実
習
◎

C2
12

獣
医
解
剖
学

実
習
◎

V1
11

獣
医
生
理
学
◎

V0
41

獣
医
生
理
学

実
習
◎

V0
71

獣
医
画
像

診
断
学
◎

C0
72

獣
医
神
経
病
学
◎

C1
72

獣
医
眼
科
学
◎

C2
82

獣
医
免
疫
学
◎

B0
62

獣
医
免
疫
学

実
習
◎

B0
72

動
物
実
験
学
◎

B0
42

獣
医
実
験
動
物
学

実
習
◎

B0
52

獣
医
内
分
泌

代
謝
学
◎

C2
32

獣
医
画
像
診
断
学

実
習
◎

C1
12

栄
養
学

C0
12

科
学
倫
理
学
◎

F1
01

獣
医
臨
床
薬
理
学

◎ C1
62

獣
医
臨
床

栄
養
学
◎

C1
52

動
物
福
祉
論
◎

F0
51

馬
臨
床
学
◎

C3
02

獣
医
病
理
学

各
論
◎

B1
72

獣
医
療
面
接
実
習

◎ C1
92

獣
医
病
理
解
剖
学

実
習
◎

B1
52

臨
床
検
査
学

入
門
◎

B1
02

総
合

参
加

型
臨

床
実

習
◎

C
3
2
2

獣
医
ｷｬ
ﾘｱ
ｽｷ
ﾙｱ
ｯﾌ
ﾟ

研
修
◎

A0
13
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基
盤
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育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



獣
医

学
部

　
獣

医
学

科
（
５
年

次
～

６
年

次
）

（
注

）
科

目
履

修
マ
ー
ク
：
　
◎

＝
必

修
科

目

カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
・・
ツツ
リリ
ーー

達
成

目
標

授
業

科
目

名
6
年

次
5
年

次
春

前
半

後
半

後
半

前
半

秋
春

秋

Ｄ
　
獣

医
療

に
携

わ
る
者

と
し
て
の
生
命
倫
理
、
科

学
倫

理
、
動

物
福

祉
に

基
づ
い
た
行

動
規

範
を

身
に
つ
け
て
い
る
。

後
半

前
半

後
半

前
半

Ａ
　
科
学
的
根
拠
に
基
づ

き
動

物
に
関

す
る
高

度
な

専
門

知
識

と
技

能
を
獲

得
し
、
専

門
分

野
で
活

躍
・
貢

献
で
き
る
能

力
を

身
に
つ
け
て
い
る
。

Ｂ
　
獣

医
学

の
知

識
と
技

能
を
基
盤
と
し
て
、
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
分

野
、
あ
る

い
は

公
共

獣
医

事
分

野
、
あ
る
い
は

医
獣

連
携

獣
医

分
野

へ
の

応
用

力
を
身

に
つ
け
て
い
る
。

Ｃ
　
獣

医
事

に
関

す
る
国

際
的

な
視

野
を
有

し
、
日

本
語

及
び
外

国
語

を
用

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が

で
き
る
。

獣
医
ｷｬ
ﾘｱ
ｽｷ
ﾙｱ
ｯﾌ
ﾟ

研
修
◎

A0
13

国
際
獣
医
事

概
論

I0
33

国
際
動
物
関
連
法

規 I0
43

レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー

科
学

I0
53

分
子
細
胞

腫
瘍
学

L0
33

発
生
工
学

L0
53

獣
医
病
態

モ
デ
ル
学

L0
43

産
業
動
物
疾
病
予

防
管
理
学

I0
63

ｴｷ
ｿﾞ
ﾁｯ
ｸｱ
ﾆﾏ
ﾙ学

C0
43

分
子
疫
学

C0
23

国
際
動
物

疾
病
学

I0
73

ｸﾞ
ﾛｰ
ﾊﾞ
ﾙ食

品
管
理

科
学

I0
83

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
学

I0
93

免
疫
関
連

疾
病
学

C0
63

国
際
展
示
動
物

疾
病
学

C0
73

産
業
動
物
疾
病
診

断
病
理
学

I1
03

創
薬
科
学

L0
63

ﾄﾗ
ﾝｽ
ﾚｰ
ｼｮ
ﾅﾙ
・
ﾘｻ
ｰ

ﾁ
L0
13

比
較
動
物
機
能
科

学 L0
73

ﾄﾗ
ﾝｽ
ﾚｰ
ｼｮ
ﾅﾙ
・
ﾍﾞ
ﾃﾘ
ﾅ

ﾘｰ
ﾒﾃ
ﾞｨ
ｼﾝ

C0
53

医
薬
品
・
食
品
安
全

性
評
価
演
習

I1
23

修
復
・
再
生

医
療
科
学

L0
83

チ
ー
ム
獣
医
療
学

C0
93

獣
医
高
度
臨
床
学

C0
83

動
物
危
機

管
理
学

I1
53

国
際
野
生
動
物
管

理
学

I1
43

国
際
ﾗｲ
ﾌｻ
ｲｴ
ﾝｽ
産

業
政
策
論

L0
93

国
際
生
物

資
源
学

I1
33

総
合
獣
医
学

演
習
Ⅱ
◎

C3
32

卒
業
論
文
Ⅰ
◎

T0
13

卒
業
論
文
Ⅱ
◎

T0
23

卒
業
論
文
Ⅲ
◎

T0
33

獣
医
臨
床
疫
学

演
習

C1
03

抗
菌
薬
バ
イ
オ
ロ

ジ
ー

C0
33

国
際
獣
医

法
医
学

I1
13

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

特
別
実
習

L0
23

公
共
獣
医
事
情
報

解
析
実
習

I0
23

総
合
臨
床
検
査

特
別
実
習

C0
13

人
獣
共
通
感
染
症

学
実
習

I0
13

総
合
参
加
型
臨
床
実
習
◎

C3
22
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教育研究上の目的
　獣医保健看護学科は、動物の健康維持に必要な基礎

的な獣医学知識、獣医保健看護学の専門知識と技能を

持ち、獣医師とともに動物とヒトの健康と福祉、QOL

の向上に貢献する人材の養成を目的とする。

教育目標
◦�ライフサイエンス研究において、重要な役割を担う

実験動物の取扱いや管理等の知識と技能を有し、動

物の病態を理解し、ライフサイエンス研究の基盤を

支える人材として、実験動物管理者等として実践的

な能力を発揮する獣医関連専門家（VPP）を養成する。

◦�公共獣医事分野において、産業動物看護、感染症対

策に関する知識と技能を有し、産業動物の管理を担

うことで、食の安全・安心と感染症防御の基盤を支

える獣医関連専門家（VPP）を養成する。

◦�獣医療看護分野において、獣医看護学に関する専門

的な知識と技能を備え、高度化する臨床獣医療にお

いて獣医師と連携・補完し合うチーム獣医療を実践

し、動物とヒトの健康と福祉、QOL の向上に貢献す

る獣医関連専門家（VPP）を養成する。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　獣医保健看護学に関する基礎的知識を身につけて

いる。

　�　広い視野から物事を多面的に捉えるための幅広い

教養を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　ライフサイエンス分野、公共獣医事分野、あるい

は獣医療看護分野における課題の解決策を提案する

ことができる。

　�　ライフサイエンス分野、公共獣医事分野、あるい

は獣医療看護分野に関する情報を収集し、整理する

ことができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　獣医関連専門家（VPP）として生命倫理、科学倫理、

動物福祉、動物愛護に基づいた行動規範を身につけ

ている。

　�　獣医保健看護学の分野で活躍・貢献するための主

体性や協働性を身につけている。

Ｄ．技能

　�　獣医関連専門家（VPP）として必要な基本的技能

を身につけている。

　�　獣医関連専門家（VPP）として、獣医療分野の専

門家や一般の方とコミュニケーションをとることが

できる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　卒業認定・学位授与の方針に掲げた基準を達成させ

るため、基盤教育科目、専門教育科目を配置し、専門

教育科目は、基礎科目、基礎動物学科目、愛護・適正

飼養学科目、基礎動物看護学科目、臨床動物看護学科目、

動物保健看護アドバンスト科目（実験動物科目、公衆

衛生科目、高度獣医療看護科目）、総合科目から構成さ

れている。いずれの科目も学修の成果物（試験、課題、

レポート等）によって総合的に評価する。なお、カリキュ

ラム全体の改善については、ディプロマポリシーの到

達度を毎年継続的にチェックすることにより行う。

　社会人としての基盤を築き、総合的な判断力を身に

つけることのできる基盤教育科目を１年次から配置す

る。また、国際的な視野を涵養し、基礎的なコミュニケー

ションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に学

修するため基盤教育科目外国語系科目を１年次から配

置する。教育にあたっては、学生の能力に配慮した効

果的な指導を行う。

　大学における学びへの適応を図り、獣医保健看護学

への興味を持たせ、それに関わる基礎的知識と技能を

習得させるために、ライフサイエンス分野、公共獣医

事分野、獣医療看護分野の特性を理解させるために基

礎科目・基礎動物学科目を１年次から３年次に配置す

る。教育にあたっては講義、演習、及び実習を適切に

組み合わせ、自発的学習を促す。

　獣医保健看護学を基盤とした獣医関連専門家（VPP）

に必要とされる専門的な知識と技術を習得するために、

愛護・適正飼養学科目、基礎動物看護学科目、臨床動

物看護学科目を１年次から４年次に体系的に配置する。

講義、演習及び実習の連携を密にして、実用的な知識

獣医学部　獣医保健看護学科

― 147 ―

基
盤
教
育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



と技術を身に付けることができるように配慮する。専

門分野で獣医関連専門家（VPP）として活躍・貢献す

る応用的な能力を習得するために、動物保健看護アド

バンスト科目としてライフサイエンス分野に実験動物

科目、公共獣医事分野に公衆衛生科目、獣医療看護分

野に高度獣医療看護科目を３年次から４年次に配置す

る。教育にあたっては、講義、演習及び実習を適切に

取り入れ、知識と理解の定着を図る。

　学生自らが課題を探究し、解決する姿勢やその過程

と結果を論理的に説明する能力等、獣医関連専門家

（VPP）としての資質を涵養するため総合科目を３年次

から４年次に配置する。各年次の科目や総合科目を通

じて、獣医関連専門家（VPP）としての倫理観を身に

付けることができる。
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獣医保健看護学科　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

専門教育科目

基　

礎　

科　

目

動物関連キャリア概論 VP1A-A111-OC 1 ◎ 1 春 ◎ ○
生命科学 VP1A-A121-OE 1 ○ 1 春 ◎
動物分子生物学 VP1A-A031-OE 1 ○ 1 春 ◎
化学 VP1A-A051-OE 1 ○ 1 秋 ◎
生物物理学 VP1A-A041-OE 1 ○ 1 秋 ◎
生物統計 VP3A-A071-OE 1 ○ 3 秋 ◎ ○
基礎科学技術実習 VP1A-A061-OC 1 ◎ 1 秋 ◎ ○

基

礎

動

物

学

科

目

生命倫理・動物福祉 VP1A-B011-OC 2 ◎ 1 春 ◎
動物看護関連法規 VP3A-B181-OC 1 ◎ 3 春 ◎
動物愛護・適正飼養関連法規 VP1A-B041-OC 1 ◎ 1 秋 ◎
比較動物学 VP2A-B091-OC 2 ◎ 2 春 ◎
動物形態機能学Ａ VP1A-B021-OC 2 ◎ 1 春 ◎
動物形態機能学Ｂ VP1A-B031-OC 2 ◎ 1 春 ◎
動物形態機能学Ｃ VP1A-B051-OC 1 ◎ 1 秋 ◎
動物形態機能学Ｄ VP1A-B071-OC 2 ◎ 1 秋 ◎
動物形態機能学実習 VP3A-B061-OC 1 ◎ 3 秋 ◎
動物繁殖学 VP3A-B201-OC 2 ◎ 3 秋 ◎
動物栄養学 VP1A-B081-OC 2 ◎ 1 秋 ◎
動物行動学 VP2A-B101-OC 2 ◎ 2 春 ◎
獣医疫学 VP2A-B121-OE 2 ○ 2 春 ◎
遺伝育種学 VP2A-B131-OE 2 ○ 2 秋 ◎
バイオセーフティ学 VP2A-B111-OE 1 ○ 2 春 ◎
生産農学概論 VP3A-B191-OE 1 ○ 3 春 ◎
産業動物学 VP2A-B141-OE 2 ○ 2 秋 ◎
産業動物学実習 VP2A-B171-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○
実験動物学Ａ VP2A-B151-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○
実験動物学実習Ａ VP2A-B161-OE 1 ○ 2 秋 ◎

愛
護
・
適
正
飼
養
学
科
目

人と動物の関係学 VP1A-C022-OC 2 ◎ 1 春 ◎
愛玩動物学 VP1A-C012-OC 2 ◎ 1 春 ◎
適正飼養指導論 VP1A-C032-OE 1 ○ 1 秋 ◎
動物生活環境学 VP2A-C042-OE 1 ○ 2 春 ◎
ペット関連産業概論 VP4A-C062-OE 1 ○ 4 春 ◎
動物愛護・適正飼養実習 VP2A-C052-OE 1 ○ 2 通 ◎ ○

獣医保健看護学科　コアナンバー説明

１桁目：科目細目：専門科目の細目
　◦基礎科目：Ａ	
　◦基礎動物学科目：Ｂ	
　◦愛護・適正飼養学科目：Ｃ	
　◦基礎動物看護学科目：Ｄ	
　◦臨床動物看護学科目：Ｅ	
　◦動物保健看護アドバンスト科目	
　　◦実験動物科目：Ｆ	
　　◦公衆衛生科目：Ｇ	
　　◦高度獣医療看護科目：Ｈ	
　◦総合科目：Ｉ

２・３桁目：カリキュラム・ツリー上の位置づけ
　　　　　　⇒２桁の数字で表現
　◦�１桁目の科目細目ごとに各科目に通し番号を付けて、
番号が大きくなるにつれて、カリキュラム・ツリーの
上から下、左から右へ移動するように付番

４桁目：科目レベル　⇒　１桁の数字で表現
　◦入学前：０
　◦学部科目
　　◦基礎（基礎科目、基礎動物学科目）：１
　　◦�応用（愛護・適正飼養学科目、基礎動物看護学科目、

臨床動物看護学科目）：２
　　◦発展（動物保健看護アドバンスト科目、総合科目）：３
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

専門教育科目

基
礎
動
物
看
護
学
科
目

動物看護学概論 VP1A-D012-OC 2 ◎ 1 秋 ◎
動物病理学 VP2A-D072-OE 2 ○ 2 春 ◎
動物薬理学Ａ VP2A-D022-OC 1 ◎ 2 春 ◎
動物薬理学Ｂ VP2A-D062-OE 2 ○ 2 春 ◎
動物薬理学実習 VP2A-D032-OE 1 ○ 2 春 ◎
動物感染症学Ａ VP2A-D042-OC 2 ◎ 2 春 ◎
動物感染症学Ｂ VP2A-D082-OE 2 ○ 2 春 ◎
動物感染症学Ｃ VP3A-D112-OC 2 ◎ 3 春 ◎
動物感染症学実習Ａ VP2A-D092-OE 1 ○ 2 秋 ◎
動物感染症学実習Ｃ VP3A-D122-OE 1 ○ 3 秋 ◎
公衆衛生学Ａ VP2A-D052-OC 2 ◎ 2 春 ◎
公衆衛生学Ｂ VP2A-D102-OC 2 ◎ 2 秋 ◎

臨

床

動

物

看

護

学

科

目

動物内科看護学Ａ VP2A-E012-OC 2 ◎ 2 春 ◎
動物内科看護学Ｂ VP3A-E112-OE 2 ○ 3 春 ◎
動物内科看護学実習Ａ VP2A-E022-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○
動物内科看護学実習Ｂ VP2A-E032-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○
動物内科看護学実習Ｃ VP3A-E122-OE 1 ○ 3 春 ◎ ○
動物外科看護学 VP3A-E092-OE 2 ○ 3 春 ◎
動物外科看護学実習Ａ VP3A-E132-OE 1 ○ 3 秋 ◎ ○
動物外科看護学実習Ｂ VP3A-E142-OE 1 ○ 3 秋 ◎ ○
動物臨床看護学総論 VP2A-E042-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
動物臨床看護学各論Ａ VP2A-E052-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
動物臨床看護学各論Ｂ VP2A-E062-OC 2 ◎ 2 秋 ◎
動物臨床看護学各論Ｃ VP3A-E082-OC 2 ◎ 3 春 ◎
動物臨床検査学 VP3A-E072-OC 2 ◎ 3 春 ◎
動物臨床検査学実習 VP3A-E102-OE 1 ○ 3 春 ◎ ○

動
物
保
健
看
護
ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

実
験
動
物
科
目

実験動物学Ｂ VP3A-F013-OS 2 ● 3 春 ◎
実験動物学実習Ｂ１ VP3A-F033-OS 1 ● 3 通 ◎ ○
実験動物学実習Ｂ２ VP4A-F063-OS 2 ● 4 春 ○ ◎
動物毒性学 VP3A-F043-OS 2 ● 3 秋 ◎
動物毒性学実習 VP3A-F053-OS 1 ● 3 秋 ◎
トランスレーショナル・リサーチ VP4A-F073-OS 1 ● 4 秋 ◎
獣医病態モデル学 VP4A-F083-OS 1 ● 4 秋 ◎
遺伝子工学 VP3A-F023-OS 1 ● 3 春 ◎

公
衆
衛
生
科
目

家畜繁殖学 VP3A-G023-OS 2 ● 3 秋 ◎
食品衛生学 VP3A-G013-OS 2 ● 3 春 ◎
家畜疾病学 VP4A-G053-OS 1 ● 4 春 ◎
医薬品・食品安全性評価演習 VP4A-G063-OS 1 ● 4 春 ◎
動物園・水族館学 VP3A-G083-OS 1 ● 3 通 ◎
野生動物学 VP4A-G073-OS 2 ● 4 春 ◎
産業動物疾病予防管理学 VP4A-G093-OS 1 ● 4 秋 ◎
人工授精学 VP4A-G033-OS 1 ● 4 春 ◎
人工授精学実習 VP4A-G043-OS 1 ● 4 春 ◎ ○

高
度
獣
医
療
看
護
科
目

エキゾチックアニマル学 VP4A-H063-OS 1 ● 4 秋 ◎
動物医療コミュニケーション VP3A-H013-OS 1 ● 3 秋 ○ ◎
動物理学療法学演習 VP4A-H033-OS 2 ● 4 春 ◎
チーム獣医療学 VP4A-H023-OS 1 ● 4 春 ○ ◎
高齢動物看護学 VP4A-H053-OS 1 ● 4 春 ◎
動物臨床看護学実習 VP4A-H043-OS 1 ● 4 春 ◎ ○
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系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

専門教育科目

総

合

科

目

動物看護総合実習Ａ VP3A-I033-OE 1 ○ 3 秋 ○ ◎
動物看護総合実習Ｂ VP3A-I043-OE 1 ○ 3 秋 ○ ◎
動物看護総合実習Ｃ VP3A-I013-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎
動物看護総合実習Ｄ VP3A-I023-OE 1 ○ 3 春 ○ ◎
プレゼミナールⅠ VP3A-I053-OC 2 ◎ 3 春 ◎ ○
プレゼミナールⅡ VP3A-I063-OC 2 ◎ 3 秋 ◎ ○
ゼミナールⅠ VP4A-I073-OS 2 ● 4 春 ◎ ○
ゼミナールⅡ VP4A-I083-OS 2 ● 4 秋 ◎ ○
卒業研究Ⅰ VP4A-I093-OS 4 ● 4 春 ◎ ○
卒業研究Ⅱ VP4A-I103-OS 4 ● 4 秋 ◎ ○

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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獣
医
学
部
　
獣
医
保
健
看
護
学
科

◎
必
修
科
目

ーー
　
基

礎
科

目

ーー
　
基
礎
動
物
学
科
目

ーー
　
愛
護
・
適
正
飼
養
科
目

ーー
　
基
礎
動
物
看
護
学
科
目

ーー
　
臨
床
動
物
看
護
学
科
目

ーー
　
動
物
保
健
看
護
ア
ド
バ
ン
ス
ト
科
目

ーー
　
総

合
科

目

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

秋
学
期

春
学
期

授
業
科
目
名

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

卒
業
研
究
Ⅱ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ⅱ

I0
83

動
物
形
態
機
能
学

A◎
B0

21
動
物
行
動
学

B1
01

動
物
栄
養
学
◎

B0
81

動
物
形
態
機
能
学

B◎
B0

31
動
物
形
態
機
能
学
実
習

◎

動
物
形
態
機
能
学

C◎
B0

51

動
物
形
態
機
能
学

D◎
B0

71

動
物
繁
殖
学
◎

B2
01

実
験
動
物
学
実
習

A
B1

61

生
産
農
学
概
論

B1
91

バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
学

B1
11

獣
医
疫
学

B1
21

遺
伝
育
種
学

B1
31

生
命
倫
理
・
動
物
福
祉
◎

B0
11

動
物
愛
護
・

適
正
飼
養
関
連
法
規
◎

B0
41

動
物
看
護
関
連
法
規
◎

B1
81

比
較
動
物
学
◎

B0
91

産
業
動
物
学

B1
41

産
業
動
物
学
実
習

B1
71

実
験
動
物
学

A
B1

51

生
物
物
理
学

A0
41

生
物
統
計

A0
71

生
命
科
学

A0
21

動
物
分
子
生
物
学

A0
31

化
学

A0
51

基
礎
科
学
技
術
実
習
◎

A0
61

動
物
関
連
キ
ャ
リ
ア
概
論

動
物
看
護
総
合
実
習

D
I0

23

動
物
看
護
総
合
実
習

C
I0

13
動
物
看
護
総
合
実
習

B
I0

43
動
物
看
護
総
合
実
習

A
I0

33

人
と
動
物
の
関
係
学
◎

C0
22

愛
玩
動
物
学
◎

C0
12

適
正
飼
養
指
導
論

C0
32

動
物
生
活
環
境
学

C0
42

ペ
ッ
ト
関

連
産

業
概

論

C0
62

動
物
愛
護
・
適
正
飼
養
実
習

C0
52

動
物
臨
床
検
査
学
実
習

E1
02

動
物
内
科
看
護
学

B
E1

12

動
物
外
科
看
護
学
実
習

A
E1

32
動
物
外
科
看
護
学

E0
92

動
物
臨
床
検
査
学
◎

E0
72

動
物
内
科
看
護
学

A◎
E0

12
動
物
内
科
看
護
学
実
習

A
E0

22

動
物
内
科
看
護
学
実
習

B
E0

32

動
物
内
科
看
護
学
実
習

C
E1

22

動
物
外
科
看
護
学
実
習

B
E1

42

動
物
臨
床
看
護
学
総
論
◎

E0
42

動
物
臨
床
看
護
学
各
論

A 
◎

E0
52

動
物
臨
床
看
護
学
各
論

B 

動
物
臨
床
看
護
学
各
論

C
◎

E0
82

動
物
臨
床
看
護
学
実
習

H0
43

実
験
動
物
学
実
習

B1
F0

33
獣
医
病
態
モ
デ
ル
学

F0
83

遺
伝
子
工
学
※

F0
23

実
験
動
物
学
実
習

B2
F0

63

動
物
毒
性
学

F0
43

動
物
毒
性
学
実
習

F0
53

ﾄﾗ
ﾝ
ｽ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾅ

ﾙ
・
ﾘ
ｻ
ｰ
ﾁ

F0
73

実
験
動
物
学

B
F0

13

実
験

動
物

科
目

家
畜
繁
殖
学

G0
23

人
工
授
精
学

G0
33

人
工
授
精
学
実
習

G0
43

動
物
園
・
水
族
館
学

G0
83

野
生
動
物
学

G0
73

産
業
動
物
疾
病
予
防
管
理

学

医
薬
品
・

食
品
安
全
性
評
価
演
習

食
品
衛
生
学

G0
13

家
畜
疾
病
学

G0
53

公
共

衛
生

科
目

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル

学

高
齢
動
物
看
護
学

H0
53

チ
ー
ム
獣
医
療
学

H0
23

動
物
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

高
度

獣
医

療
看

護
科

目

動
物
薬
理
学
実
習

D0
32

動
物
病
理
学

D0
72

動
物
感
染
症
学

A◎
D0

42
動
物
感
染
症
学
実
習

A
D0

92

動
物
感
染
症
学

B
D0

82

動
物
薬
理
学

A◎
D0

22

公
衆
衛
生
学

A◎
D0

52

動
物
薬
理
学

B
D0

62

動
物
感
染
症
学

C
D1

12
動
物
感
染
症
学
実
習

C
D1

22

公
衆
衛
生
学

B◎
D1

02

動
物
看
護
学
概
論
◎

D0
12

動
物
理
学
療
法
学
演
習

H0
33

プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ⅱ
◎

I0
63

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ⅰ

I0
73

プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

Ⅰ
◎

I0
53

卒
業
研
究
Ⅰ

I0
93

遺
伝
子
工
学
※

F0
23

※
隔
年
開
講
科
目

※
隔
年
開
講
科
目
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教育研究上の目的
　アクティブラーナーズコースは、学生が自らの将来

像を描き、既成の学問領域にとらわれず、自らの学び

の設計・実践・省察を習慣化するとともに、他者と関

わりながら、複数の学問領域の知見を融合させ、新し

い価値を創造する能力を身につけることで、変化の激

しい社会に柔軟に対応し、組織や社会に変革をもたら

すことのできる人材を養成することを目的とする。

教育目標
　学科の枠を超えて授業科目を自由に選択し、自らの

学びのスタイルに適したカリキュラムをデザインでき

る教育体制を構築する。この教育体制のもとで、自ら

またはチームの学びの設計・実践・省察を習慣化する

能力を身につけた「アクティブラーナー」を養成する。

さらに「アクティブラーナー」としての能力に基づいて、

自律的に行動する自立した社会人を養成する。複数の

領域の知見を融合させ、他者と関わりながら、新しい

価値を創造して組織や社会に還元する能力を養う。

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）
Ａ．知識・理解

　�　自らがデザインした学びの領域に関する基礎的な

知識を身につけている。

　�　自律的に行動する自立した社会人として必要とさ

れる教養と基礎知識を身につけている。

Ｂ．思考・判断・表現

　�　自らやチームの目標に対して設計・実践・省察を

適切に行うことができる。

Ｃ．関心・意欲・態度

　�　自律的に行動する自立した社会人として社会に貢

献する意欲をもっている。

　�　他者や社会に対して関心を持ち、社会倫理を理解

している。

Ｄ．技能

　�　目標を達成するために他者と関わる技能を身につ

けている。自らやチームが設定した課題に関して、

その結果や考察などを論理的に表現して他者に伝え

ることができる。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　本コースにおいては、学生がディプロマポリシーの

基準に到達するため、独自の専門教育科目として「ア

クティブラーナーズ修得科目（以下 ALs 科目という）

を設置して、自分自身で学びの目的を設定しカリキュ

ラムを構築する設計・実践・省察の学習サイクルの習

慣化を修得する。ALs 科目の授業はすべて、様々なア

クティブラーニング手法を用いて実施される。その他

の履修科目は、岡山キャンパスで開講されている学部

学科の専門教育科目とブランドプログラム科目、およ

び基盤教育科目（ライフ・キャリアデザイン系、人間・

社会学系、科学技術系、外国語系科目）から自由に選

択する。

　１�．１年次には ALs 科目「ラーニングデザイン」を配

置し、チームチュータとともに自分自身の興味や

得意分野を中心に自らの方向性や目標について考

え、自身のカリキュラムを設計する。また、基盤

教育科目と専門教育科目としてのブランドプログ

ラム科目を履修することで、自律的に行動する自

立した社会人として必要とされる教養と基礎知識

を身につける。

　２�．２・３年次には、ALs科目「リフレクション手法１」

「リフレクション手法２」を配置し、これまでの学

びの実践を省察、分析し、到達度の自己評価を行い、

これからの方向性について考える手法を学ぶ。

　　�　ALs 科目「課題問題発見演習」「チームトライア

ル」「チームプロジェクト A」「チームプロジェク

ト B」を配置し、グループごとに課題発見から課

題解決までを設計、実践、省察してチームで働く

力を養成する。

　　�　ALs 科目「ファシリテーション入門」「ファシリ

テーション実践」「アドバイジング実践」を配置し

て、目標を達成するために他者と関わる技能と、

チームの課題と実践の結果や考察などを論理的に

表現して他者に伝える力を養う。これらの科目で

は、他の ALs 科目や基盤教育科目に学生ファシリ

テータとして参加し、自己認知・他者理解を培う。

　３�．４年次には、学部学科の卒業演習に相当する「ア

クティブラーナーズ実践１」「アクティブラーナー

アクティブラーナーズコース
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ズ実践２」を配置し、３年次までの学びを省察・

総合して、新たな設計・実践・省察のサイクルを

通して、卒業後も「アクティブラーナー」として

自律的に行動する自立した社会人であるべく、４

年間の学びを総括する論文を執筆、または発表す

る。
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基盤教育科目（アクティブラーナーズコース）
教育研究上の目標
　岡山理科大学の基盤教育の目的は、以下の３点です。

１．人として生きていくうえで大切とされる人間性の涵養

２．専門教育を効果的に学び・活かすためのラーニング・スキルの修得

３．社会で活躍するための基盤となる汎用的能力の育成

　これらの目標を達成するために、『こころ豊かに生きる』『知性を磨く』『技能を活かす』という３つの成

長の観点を設定し12の教育目標を設定しました。

　『こころ豊かに生きる（Mind）』観点における教育目標は、ありのままの「（M １）自己を肯定」し、他者

に対して「（M ２）おもいやり」のある態度で接し、「（M ３）失敗をおそれない勇気」を持ち自ら考えて主

体的に行動し、「（M ４）多様性の尊重」ができる人材育成を行うことです。

　『知性を磨く（Intelligence）』観点における教育目標は、「（I １）学ぶ意義」を理解し、「（I ２）確かな知識」

を修得したうえで、「（I ３）賢明な判断」を行い、「（I ４）創造的な思考」により新しいものを生み出すこ

とができる人材育成を行うことです。

　『技能を活かす（Skill）』観点における教育目標は、相手を理解し、自分を表現するための「（S１）コミュニケー

ション能力」や、的確にデータ収集・分析できる「（S ２）情報活用能力」を有したうえで、「（S ３）問題発見・

解決に取り組み、（S ４）有効にリーダーシップとマネジメント」を発揮できる人材育成を行うことです。

　本学ではそれぞれの観点に立脚した基盤教育カリキュラムを展開し、本学学生全員が基盤教育の３つの目

的を涵養し、社会で活躍できる能力を身につけることを目指しています。

基盤教育科目の卒業要件
　基盤教育科目の卒業要件の必要単位数は、34単位以上と設定しています。そのうち、現今のグローバル

化社会に鑑みて、外国語に関しては６単位を必修としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　「ライフ・キャリアデザイン系」「人間・社会科学系」「科学技術系」「外国語系」「ブランド系」の科目群

で構成しています。各系設定の考え方は次の通りです。

　「ライフ・キャリアデザイン系」：自らのライフプラン及びキャリアプランを自らの手で構築してプラン通

り進める習慣を体得し、社会人として必要とされる知識・技能及び倫理観や社会と主体的・協働的に関わる

就業意識を身につけることのできる科目を配置しています。

　「人間・社会科学系」、「科学技術系」：人文学、社会科学、自然科学、情報科学などを通じて、豊かな人間

性の養成と知的社会人としての幅広い教養及び将来活用できる技能を伸ばすための科目を、全学年を通じて

配置しています。

　「外国語系」：異文化理解を深め基礎的なコミュニケーションに必要な英語を中心とした外国語を継続的に

学修することができる科目を配置する。この科目は、少人数・到達度別のクラス編成を基本とします。

　「ブランド系」：実践的・応用的・発展的な活動の機会の提供を通じて、学生の能動的学習習慣の修得と自

主性、創造性、協調性等の涵養を伸長するための関連科目を置いています。

基盤教育科目
↑目次用

― 155 ―

基
盤
教
育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



基盤教育科目（アクティブラーナーズコース）　コアナンバー説明

１桁目：科目群細目
　Ｌ：ライフ・キャリアデザイン系科目

　Ｈ：人間・社会科学系科目

　Ｓ：科学技術系科目

　Ｆ：外国語系科目

　Ｉ：IB 教員養成プログラム

　Ｋ：教職基礎科目

２、３桁目：科目番号
　00 〜 99

４桁目：難易度
　１：基礎　２：応用　３：発展
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基盤教育科目　カリキュラム・チェックリスト

系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
科
目

フレッシュマンセミナー RR1D-L111-OC 2 ◎ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

キャリアデザイン１ RR1D-L121-OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン２ RR2D-L131-OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン３ RR3D-L141-OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

キャリアデザイン４ RR4D-L151-OE 1 ○ 4 通 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

グローバルエリート入門 RR1D-L161-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

セルフ・アウェアネス RR1D-L211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

アサーティブ・コミュニケーション RR1D-L221-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ライフ・ビルディング RR1D-L231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ファシリテーション演習 RR2D-L241-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

学びの基礎論 RR1D-L311-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

理解と表現 RR1D-L321-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

キャリア形成論 RR2D-L411-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

企業情報特論 RR2D-L421-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

インターンシップ入門 RR1D-L431-OE 1 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップＡ RR3D-L441-OE 1 ○ 3 春 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

インターンシップＢ RR3D-L452-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

インターンシップＣ RR3D-L462-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

社会・産業実習 RR3D-L473-OE 3 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

産業課題研究演習 RR3D-L483-OE 2 ○ 3 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル入門 RR2D-L511-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

グローバル実践 RR2D-L522-OE 1 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

グローバル研修ⅠＡ RR1D-L533-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠＢ RR1D-L543-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅠＣ RR1D-L553-OE 1 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

グローバル研修ⅡＡ RR1D-L563-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修ⅡＢ RR1D-L573-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

グローバル研修Ⅲ RR1D-L583-OE 3 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

フィットネス RR1D-L611-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

ウィンタースポーツ RR1D-L573-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

スポーツスタディ RR1D-L574-OE 1 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

健康の科学 RR1D-L641-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

生涯スポーツ RR1D-L651-OE 1 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

マナー・和文化講座 RR1D-L711-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

リーダーシップ論 RR1D-L811-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

― 157 ―

基
盤
教
育

理

学

部

工

学

部

情
報
理
工
学
部

生
命
科
学
部

生
物
地
球
学
部

教
育
学
部

経
営
学
部

獣
医
学
部

ア

ク

テ

ィ

ブ 

ラ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス

教
職
関
連
科
目

博
物
館
学
芸
員 

関
連
科
目

ブ
ラ
ン
ド 

プ
ロ
グ
ラ
ム



系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

人
間
・
社
会
科
学
系
科
目

人間を読みとくＡ RR1D-H111-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

人間を読みとくＢ RR1D-H121-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

文化を読みとくＡ RR1D-H211-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

文化を読みとくＢ RR1D-H221-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

社会を読みとくＡ RR1D-H311-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

社会を読みとくＢ RR1D-H321-OE 2 ○ 1 通 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

日本国憲法 RR1D-H411-OE 2 ○ 1 通 ◎ ○ ◎ ○

経営とＤＸ RR2D-H511-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

科

学

技

術

系

科

目

データを読みとく RR1D-S111-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎

自然を読みとく RR1D-S121-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ◎ ○ ◎

技術を読みとく RR1D-S131-OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎ ○ ◎

基盤数学（微分積分１） RR1D-S211-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（微分積分２） RR1D-S221-OE 2 ○ 1 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤数学（線形代数） RR1D-S231-OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○ ◎ ○

基盤物理学１ RR1D-S311-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学２ RR1D-S321-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学１ RR1D-S411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤化学２ RR1D-S421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学１ RR1D-S511-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤生物学２ RR1D-S521-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学１ RR1D-S611-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤地学２ RR1D-S621-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤物理学実験 RR1D-S331-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤化学実験 RR1D-S431-OE 2 ○ 1 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤生物学実験 RR2D-S531-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

基盤地学実験 RR2D-S631-OE 2 ○ 2 春 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

ＤＸと技術 RR2D-S711-OE 2 ○ 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

外
国
語
系
科
目

英　

語　

科　

目

基礎英語 RR1D-F111-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤英語（初級） RR1D-F121-OS 2 ● 1 秋 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（準中級） RR2D-F131-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（中級） RR2D-F141-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基盤英語（上級） RR2D-F152-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○

基礎英会話 RR1D-F161-OS 2 ● 1 春 ◎ ○ ◎ ○

学術英語（中級） RR2D-F173-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

学術英語（上級） RR2D-F184-OS 2 ● 2 春 ○ ◎ ○ ○ ◎

Discussion RR2D-F213-OS 2 ● 2 秋 ◎ ◎ ○ ○
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系　
　
　

列

授 業 科 目
科目ナンバー

（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシー
に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

基盤教育科目：12の目標に対する関与程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

こころ豊かに生きる 知性をみがく 技能を伸ばす

自
己
の
肯
定

お
も
い
や
り

失
敗
を
お
そ
れ
な
い
勇
気

多
様
性
の
尊
重

学
ぶ
意
義

確
か
な
知
識

賢
明
な
判
断

創
造
的
な
思
考

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

情
報
活
用
能
力

問
題
発
見
・
解
決
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基盤教育科目

外

国

語

系

科

目

英　

語　

科　

目

Presentation RR2D-F223-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

Academic Writing RR2D-F233-OS 2 ● 2 秋 ◎ ○ ○ ◎

CLIL RR3D-F243-OS 2 ● 3 春 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（初級） RR1D-F252-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

検定英語（上級） RR1D-F262-OS 2 ● 1 通 ◎ ○ ◎ ○ ○

英語で文化 RR1D-F272-OS 2 ● 1 通 ○ ◎ ○ ◎ ○

英語コミュニケーション RR2D-F282-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ○ ◎ ○
初
修
外
国
語
科
目

初修外国語１ RR1D-F311-OC 2 ◎ 1 通 ◎ ○ ◎

初修外国語２ RR2D-F321-OS 2 ● 2 春 ◎ ○ ◎

日
本
語
科
目

基盤日本語１ RR1D-F411-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

基盤日本語２ RR1D-F421-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ◎ ○

日本語読解作文 RR1D-F431-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

日本語口語表現 RR1D-F441-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ◎ ○

ブ
ラ
ン
ド
系
科
目

国際バカロレア概論 RR2D-I111-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

IB教育課程・方法論 RR2D-I121-OE 2 ○ 2 秋 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

IB教育評価論 RR3D-I131-OE 2 ○ 3 春 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

教　

職　

基　

礎　

科　

目

教職論 RR1D-K111-OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○ 〇 〇 ◎ ○ ○

教育学原論 RR1D-K121-OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

教育史 RR2D-K132-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ◎

教育心理学 RR2D-K141-OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ 〇

教育課程論 RR2D-K151-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 〇 ○ ◎ 〇 〇

特別支援教育論 RR2D-K161-OE 2 ○ 2 秋 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

学習心理学 RR2D-K172-OE 2 ○ 2 春 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

重要）履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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アクティブラーナーズコース　カリキュラム・チェックリスト

系列 授 業 科 目 科目ナンバー
（コアナンバー）

単　

位　

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開　

講　

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与
Ａ 

知
識
・
理
解

Ｂ 

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｃ 

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｄ 

技
能

専門教育科目

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー
ズ
修
得
科
目

ラーニングデザイン RR1A ー 1011 ー OC 2 ◎ 1 通 ◎ ○

リフレクション手法１ RR2A ー 1021 ー OC 2 ◎ 2 通 ◎ ○ ○

リフレクション手法２ RR3A ー 1032 ー OC 2 ◎ 3 通 ◎ ○ ○

課題・問題発見演習 RR2A ー 2011 ー OC 2 ◎ 2 春 ○ ○ ◎

チームトライアル RR2A ー 2022 ー OC 2 ◎ 2 秋 ○ ○ ◎ ○

チームプロジェクトＡ RR3A ー 2033 ー OE 2 ○ 3 春 ○ ○ ◎ ○

チームプロジェクトＢ RR3A ー 2043 ー OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ◎ ○

ファシリテーション入門 RR2A ー 3011 ー OS 2 ● 2 通 ○ ○ ◎

ファシリテーション実践 RR3A ー 3022 ー OS 2 ● 3 春 ○ ○ ◎

アドバイジング実践 RR3A ー 3033 ー OS 2 ● 3 秋 ○ ○ ◎

研究トライアル RR3A ー 3042 ー OE 2 ○ 3 秋 ○ ○ ○ ◎

アクティブラーナーズ実践Ⅰ RR4A ー 3053 ー OC 3 ◎ 4 春 ○ ○ ○ ◎

アクティブラーナーズ実践Ⅱ RR4A ー 3063 ー OC 3 ◎ 4 秋 ○ ○ ○ ◎

ブ
ラ
ン
ド
系
科
目

ブドウ・ワイン概論 RR1A ー W111 ー OE 2 ○ 1 春 ◎ ○ ○

ブドウ栽培とワイン醸造学 RR1A ー W121 ー OE 2 ○ 1 秋 ◎ ○ ○

発酵と微生物 RR2A ー W131 ー OE 2 ○ 2 春 ◎ ○ ○

ワインプロジェクト実習１ RR1A ー W213 ー OE 1 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習２ RR2A ー W223 ー OE 1 ○ 2 通 ○ ○ ◎

ワインプロジェクト実習３ RR3A ー W233 ー OE 1 ○ 3 通 ○ ○ ◎

科学・工作ボランティア入門 RR1A ー B111 ー OE 2 ○ 1 春 ○ ◎ ○

科学ボランティア実践指導１ RR1A ー B211 ー OE 2 ○ 1 秋 ○ ○ ◎

科学ボランティア実践指導２ RR2A ー B222 ー OE 1 ○ 2 春 ○ ○ ◎

科学ボランティア活動１ RR2A ー B412 ー OE 1 ○ 2 秋 ○ ◎ ○

科学ボランティア活動２ RR2A ー B422 ー OE 1 ○ 2 通 ○ ◎ ○

重要）�履修登録は、学生便覧（入学年度）のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。

アクティブラーナーズコース　コアナンバー説明

１桁目：科目群
　１：�前に踏み出す力の育成科目
　２：チームで働く力の育成科目
　３：�考え抜く力の育成科目

２・３桁目：連番
４桁目：科目レベル（難易度）を表す。
　１：基礎
　２：応用
　３：発展
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教育目標
　教育職員免許法および同法施行規則に基づき、教育

のあるべき姿を認識し、教職および学校の意義や目的、

学校教育やこれを取り巻く諸条件の現状と課題、児童

生徒の心身の発達やその近年における変化の実態等に

対する関心を高めるとともに理解を深め、自らの適性

と所属学科の専門分野の学修を踏まえて、小学校また

は中学校・高等学校の教員としての資質・能力を総合

的に高める。

卒業認定・学位授与の方針との関わり
　⑴�それぞれの専門分野において必要とされる基礎的

な知識・技能とともに、小学校または中学校・高

等学校の教員に求められる基礎的な知識・技能を

習得し、それらを活用することができる。

　⑵�幅広い教養を身につけ、自然の事物・現象や社会

事象のさまざまな問題とともに、学校教育に関わ

る課題に探究心をもち、主体的・協働的に関わる

ことができる。

　⑶�社会人として必要とされる知識・技能とともに、

教員として必要とされる倫理観を身につけている。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　教育目標を達成させるために、教職関連科目を体系

的に配置し、各科目で身につける資質・能力を以下の

通り定め、能動的学修の方法に積極的に取り組む。こ

れらの科目については、知識・技能を客観的に評価で

きる指標と合わせて、学修の成果物や講義内の取り組

み、個々の学生の自己評価等を総合的に評価し、教育

課程編成方針を継続的に評価・検討する。

Ａ�．当該教科における教育目標、育成を目指す資質・

能力を理解し、学習指導要領に示された当該教科の

学習内容について背景となる学問領域と関連させて

理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏ま

えて具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方

法を身に付けることができる。

Ｂ�．教育の基本的概念は何か、また、教育の理念には

どのようなものがあり、教育の歴史や思想において、

それらがどのように現れてきたかについて学ぶとと

もに、これまでの教育及び学校の営みがどのように

捉えられ、変遷してきたのかを理解することができ

る。

Ｃ�．現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、

教職の意義、教員の役割・資質・能力・職務内容等

について身に付け、教職への意欲を高め、さらに適

性を判断し、進路選択に資する教職の在り方を理解

することができる。

Ｄ�．現代の学校教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項のいずれかについて、基礎的な知識を身に付

けるとともに、それらに関連する課題を理解するこ

とができる。なお、学校と地域との連携に関する理

解及び学校安全への対応に関する基礎的知識も身に

付ける。

Ｅ�．幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

について、基礎的な知識を身に付け、各発達段階に

おける心理的特性を踏まえた学習活動を支える指導

の基礎となる考え方を理解することができる。

Ｆ�．通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的

障害をはじめとする様々な障害等により特別の支援

を必要とする幼児、児童及び生徒が授業において学

習活動に参加している実感・達成感をもちながら学

び、生きる力を身に付けていくことができるよう、

幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難を理

解し、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や関

係機関と連携しながら組織的に対応していくために

必要な知識や支援方法を理解することができる。

Ｇ�．学習指導要領を基準として各学校において編成さ

れる教育課程について、その意義や編成の方法を理

解するとともに、各学校の実情に合わせてカリキュ

ラム・マネジメントを行うことの意義を理解するこ

とができる。

Ｈ�．教育の方法及び技術（情報通信技術を活用した教

育の理論及び方法を含む。）では、これからの社会を

担う子供たちに求められる資質・能力を育成するた

めに必要な、教育の方法、教育の技術、情報機器及

び教材の活用に関する基礎的な知識・技能を身に付

けることができる。

Ｉ�．教育相談は、幼児、児童及び生徒が自己理解を深

教職関連科目
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めたり好ましい人間関係を築いたりしながら、集団

の中で適応的に生活する力を育み、個性の伸長や人

格の成長を支援する教育活動である。幼児、児童及

び生徒の発達の状況に即しつつ、個々の心理的特質

や教育的課題を適切に捉え、支援するために必要な

基礎的知識（カウンセリングの意義、理論や技法に

関する基礎的知識を含む）を身に付けることができ

る。

Ｊ�．道徳教育は、教育基本法及び学校教育法に定めら

れた教育の根本精神を踏まえ、自己の生き方や人間

としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、

自立した人間として他者と共によりよく生きるため

の基盤となる道徳性を育成する教育活動である。道

徳の意義や原理等を踏まえ、学校の教育活動全体を

通じて行う道徳教育及びその要となる道徳科の目標

や内容、指導計画等を理解するとともに、教材研究

や学習指導案の作成、模擬授業等を通して、実践的

な指導力を身に付けることができる。

Ｋ�．総合的な学習の時間は、探究的な見方・考え方を

働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていく

ための資質・能力の育成を目指す。各教科等で育ま

れる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象

を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・実生活の

課題を探究する学びを実現するために、指導計画の

作成および具体的な指導の仕方、並びに学習活動の

評価に関する知識・技能を身に付けることができる。

Ｌ�．特別活動は、学校における様々な構成の集団での

活動を通して、課題の発見や解決を行い、よりよい

集団や学校生活を目指して様々に行われる活動の総

体である。学校教育全体における特別活動の意義を

理解し、「人間関係形成」・「社会参画」・「自己実現」

の三つの視点や「チームとしての学校」の視点を持

つとともに、学年の違いによる活動の変化、各教科

等との往還的な関連、地域住民や他校の教職員と連

携した組織的な対応等の特別活動の特質を踏まえた

指導に必要な知識や素養を身に付けることができる。

Ｍ�．生徒指導は、一人一人の児童及び生徒の人格を尊

重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質や行動

力を高めることを目指して教育活動全体を通じ行わ

れる、学習指導と並ぶ重要な教育活動である。他の

教職員や関係機関と連携しながら組織的に生徒指導

を進めていくために必要な知識・技能や素養を身に

付けることができる。

Ｎ�．進路指導は、児童及び生徒が自ら、将来の進路を

選択・計画し、その後の生活によりよく適応し、能

力を伸長するように、教員が組織的・継続的に指導・

援助する過程であり、長期的展望に立った人間形成

を目指す教育活動である。それを包含するキャリア

教育は、学校で学ぶことと社会との接続を意識し、

一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤

となる資質・能力を育むことを目的としている。進

路指導・キャリア教育の視点に立った授業改善や体

験活動、評価改善の推進やガイダンスとカウンセリ

ングの充実、それに向けた学校内外の組織的体制に

必要な知識や素養を身に付けることができる。

Ｏ�．教育実習は、観察・参加・実習という方法で教育

実践に関わることを通して、教育者としての愛情と

使命感を深め、将来教員になるうえでの能力や適性

を考えるとともに課題を自覚する機会である。一定

の実践的指導力を有する指導教員のもとで体験を積

み、学校教育の実際を体験的・総合的に理解し、教

育実践ならびに教育実践研究の基礎的な能力と態度

を身に付けることができる。

Ｐ�．以上の各科目および「教科に関する専門的事項」

に関する科目の自らの履修状況を振り返り、中学校

または高等学校の教員として必要な基本的知識・技

能を習得したことを確認することによって、教員と

しての資質・能力をなお一層高める有効な方策につ

いての見通しを確実なものとすることができる。

Ｑ�．小学校および中学校の教諭の普通免許状授与に係

る教育職員免許法の特例等に関する法律並びに同法

施行規則に基づく「介護等体験」への参加に必要と

される基本的な知識を身に付け、それらを活用する

ことができる。
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教職関連科目　カリキュラム・チェックリスト

教育職員免許法施行規則
の定める科目区分 授 業 科 目 科目ナンバー

（コアナンバー）

単 
位 
数

必修
選択別 対

象
年
次

開 

講 

期

教育課程編成･実施の方針の各項目に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

中
学
校

高　

校
ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱ

教職関連科目群

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

各教科の指導法
（情報通信技術の
活用を含む。）

数学科教育法Ⅰ [f][d]2T-1A11-0C ２ ◎ ◎ ２ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

数学科教育法Ⅱ [f][d]2T-1A21-0C ２ ◎ ○ ２ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

数学科教育法Ⅲ [f][d]3T-1A31-0C ２ ◎ ○ ３ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

数学科教育法Ⅳ [f][d]3T-1A41-0C ２ ◎ ◎ ３ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

理科教育法Ⅰ [f][d]2T-1B11-0C ２ ◎ ◎ ２ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

理科教育法Ⅱ [f][d]2T-1B21-0C ２ ◎ ○ ２ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

理科教育法Ⅲ [f][d]3T-1B31-0C ２ ◎ ○ ３ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

理科教育法Ⅳ [f][d]3T-1B41-0C ２ ◎ ◎ ３ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

技術科教育法Ⅰ [f][d]2T-1D11-0C ２ ◎ ２ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

技術科教育法Ⅱ [f][d]2T-1D21-0C ２ ◎ ２ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

技術科教育法Ⅲ [f][d]3T-1D31-0C ２ ◎ ３ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

技術科教育法Ⅳ [f][d]3T-1D41-0C ２ ◎ ３ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

工業科教育法Ⅰ [f][d]2T-1E11-0C ２ ◎ ２ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

工業科教育法Ⅱ [f][d]2T-1E21-0C ２ ◎ ２ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

情報科教育法Ⅰ [f][d]2T-1F11-0C ２ ◎ ２ 春 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

情報科教育法Ⅱ [f][d]2T-1F21-0C ２ ◎ ２ 秋 ◎ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに
教育に関する歴史
及び思想

教育学原論 [f][d]1T-2A11-0C ２ ◎ ◎ １ 春 　 ◎ 　 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

教育史 [f][d]2T-2B11-0E ２ ○ ○ ２ 春 　 ◎ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

教職の意義及び教
員の役割・職務内
容（ チ ー ム 学 校
運営への対応を含
む。）

教職論 [f][d]1T-2A21-0C ２ ◎ ◎ １ 春 　 　 ◎ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

教育に関する社会
的、制度的又は経
営的事項（学校と
地域との連携及び
学校安全への対応
を含む。）

教育行政学 [f][d]2T-2B21-0S ２ ● ● ２ 春 　 　 ○ ◎ 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

学校経営 [f][d]2T-2B31-0S ２ ● ● ２ 秋 　 　 ○ ◎ 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

幼児、児童及び生
徒の心身の発達及
び学習の過程

教育心理学 [f][d]1T-2A31-0C ２ ◎ ◎ １ 春 　 　 　 　 ◎ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　

教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

特別の支援を必要
とする幼児、児童
及び生徒に対する
理解

特別支援教育の基
礎と方法 [f][d]2T-2B41-0C １ ◎ ◎ ２ 秋 　 　 　 　 　 ◎ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

教育課程の意義及
び編成の方法（カ
リキュラム・マネ
ジメントを含む。）

教育課程論 [f][d]1T-2A41-0C ２ ◎ ◎ １ 春 ○ 　 ○ 　 　 　 ◎ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

教職関連科目　コアナンバー説明

１桁目：教育職員免許法施行規則の定める科目区分を表す。
　１：�教科及び教科の指導法に関する科目の「各教科の指

導法（情報通信技術の活用を含む。）」
　２：教育の基礎的理解に関する科目
　３：�道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、

教育相談等に関する科目
　４：教育実践に関する科目
　５：大学が独自に設定する科目

２桁目　科目番号１：
　１については、教科の種類を表す。
　�２～５については、開講年次（Ａ：１年次、Ｂ：２年次、Ｃ：
３年次、Ｄ：４年次）を表す。
３桁目　科目番号２：
　１については、履修の原則的な順序を表す。
　２～５については、開講年次内での科目の種類を表す。
４桁目：科目レベル（難易度）を表す。
　１：基礎
　２：応用
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教育職員免許法施行規則
の定める科目区分 授 業 科 目 科目ナンバー

（コアナンバー）

単 

位 

数

必修
選択別 対

象
年
次

開 

講 

期

教育課程編成･実施の方針の各項目に対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

中
学
校

高　

校
ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱ

教職関連科目群

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育

相
談
等
に
関
す
る
科
目

教育の方法及び技術

教育の方法と技術 [f][d]2T-3B11-0C ２ ◎ ◎ ２ 春 ○ 　 　 　 　 　 ○ ◎ 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　情報通信技術を活
用した教育の理論
及び方法

教育相談（カウン
セリングに関する
基礎的な知識を含
む。）の理論及び
方法

教育相談の理論と方法 [f][d]1T-3A11-0C ２ ◎ ◎ １ 春 　 　 　 　 ○ 　 　 　 ◎ 　 　 　 ○ ○ 　 　 　

道徳の理論及び指
導法 道徳教育の理論と方法 [f][d]3T-3C11-0C ２ ◎ ○ ３ 春 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 ◎ 　 　 ○ ○ 　 　 　

総合的な学習の時
間の指導法

総合的な学習の時
間の指導法 [f][d]3T-3C21-0C １ ◎ ◎ ３ 春 ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 ◎ 　 　 　 　 　 　

特別活動の指導法 特別活動の理論と方法 [f][d]3T-3C31-0C ２ ◎ ◎ ３ 春 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 ◎ ○ ○ 　 　 　

生徒指導の理論及
び方法

生徒・進路指導論 [f][d]2T-3B21-0C ２ ◎ ◎ ２ 春 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ◎ ◎ 　 　 　進路指導及びキャ
リア教育の理論及
び方法

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習

教育実習事前・事後指導 [f][d]3T-4C11-0C １ ◎ ◎ ３ 秋 ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ◎ 　 　

教育実習実践指導 [f][d]4T-4D32-0E ２ ○ ○ ４ 春 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ◎ 　 　

教育実習Ⅰ [f][d]4T-4D12-0C １ ◎ ○ ４ 春 ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ◎ 　 　

教育実習Ⅱ [f][d]4T-4D22-0C ３ ◎ ◎ ４ 春 ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 ◎ 　 　

教職実践演習 教職実践演習（中・高） [f][d]4T-4D42-0C ２ ◎ ◎ ４ 秋 ○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ◎ 　

大学が独自に設定する科目 介護等体験の基礎と方法 [f][d]2T-5B11-0C １ ◎ ○ ２ 秋 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◎

※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

重要）教職の履修登録は、「教職・学芸員課程履修の手引き（入学年度版）」のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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春
１

春
２

秋
１

秋
２

春
１

春
２

秋
１

秋
２

春
１

春
２

秋
１

秋
２

春
１

春
２

秋
１

秋
２

（
注

）

（
略

）

A B C D E F G H H I J K L M N O P Q

注
１

．
教

免
法

施
行

規
則

第
6
6
条

の
6
に

定
め

る
科

目
の

達
成

目
標

の
う

ち
、

「
日

本
国

憲
法

」
「
体

育
」
「
外

国
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

」
に

つ
い

て
は

基
盤

教
育

セ
ン

タ
ー

の
目

標
を

、
「
情

報
機

器
の

操
作

」
に

つ
い

て
は

各
学

科
の

目
標

を
そ

れ
ぞ

れ
参

照
。

２
．

修
得

す
べ

き
科

目
の

種
類

及
び

単
位

数
に

つ
い

て
は

、
入

学
時

に
配

付
さ

れ
る

『
教

職
・
博

物
館

学
芸

員
課

程
履

修
の

手
引

』
を

参
照

。

３
．

「
教

科
に

関
す

る
専

門
的

事
項

」
に

関
す

る
目

に
つ

い
て

は
、

枠
の

み
を

記
載

。
各

学
科

に
お

い
て

開
講

さ
れ

る
個

別
の

授
業

科
目

名
は

割
愛

し
た

。

４
．

「
道

徳
教

育
の

理
論

と
方

法
」
の

修
得

単
位

は
、

高
免

を
取

得
し

よ
う

と
す

る
場

合
に

は
「
大

学
が

独
自

に
設

定
す

る
科

目
」
に

含
め

る
も

の
と

す
る

。

大
学

が
独

自
に

設
定

す
る

科
目

生
徒

指
導

の
理

論
及

び
方

法

進
路

指
導

及
び

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
理

論
及

び
方

法

秋
学

期

各
教

科
の

指
導

法
（
情

報
通

信
技

術
の

活
用

を
含

む
。

）

教
育

の
理

念
並

び
に

教
育

に
関

す
る

歴
史

及
び

思
想

教
職

の
意

義
及

び
教

員
の

役
割

・
職

務
内

容
（
チ

ー
ム

学
校

運
営

へ
の

対
応

を
含

む
。

）

教
育

に
関

す
る

社
会

的
，

制
度

的
又

は
経

営
的

事
項

（
学

校
と

地
域

と
の

連
携

及
び

学
校

安
全

へ
の

対
応

を
含

む
。

）

道
徳

の
理

論
及

び
指

導
法

情
報

通
信

技
術

を
活

用
し

た
教

育
の

理
論

及
び

方
法

教 育 職 員 免 許 法 施 行 規 則

第
6
6
条

の
6
に

定
め

る
科

目

教
科

に
関

す
る

専
門

的
事

項

教
科

及
び

教
科

の
指

導
法

に
関

す
る

科
目 教

育
の

基
礎

的
理

解
に

関
す

る
科

目

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

指
導

法

特
別

活
動

の
指

導
法

道
徳

，
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

指
導

法
及

び
生

徒
指

導
，

教
育

相
談

等
に

関
す

る
科

目

教
育

実
践

に
関

す
る

科
目

幼
児

，
児

童
及

び
生

徒
の

心
身

の
発

達
及

び
学

習
の

過
程

特
別

の
支

援
を

必
要

と
す

る
幼

児
，

児
童

及
び

生
徒

に
対

す
る

理
解

教
育

課
程

の
意

義
及

び
編

成
の

方
法

（
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

含
む

。
）

教
育

の
方

法
及

び
技

術

教
育

相
談

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
含

む
。

）
の

理
論

及
び

方
法

教
育

実
習

教
職

実
践

演
習

カカ
リリ

キキ
ュュ

ララ
ムム

・・
ツツ

リリ
ーー

教
職

関
連

科
目

法
的

区
分

等
達

成
目

標

授
　

業
　

科
　

目
　

名
1
年

次
2
年

次
3
年

次
4
年

次
春

学
期

秋
学

期
春

学
期

秋
学

期
春

学
期

秋
学

期
春

学
期

日
本

国
憲

法

健
康

の
科

学
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
入

門
Ⅰ

情
報

処
理

工
学
Ⅰ

（
各

校
種

・
各

教
科

ご
と

の
「専

門
教

育
科

目
」）

数
学

科
教

育
法

Ⅰ
 1

A
1
1

理
科

教
育

法
Ⅰ

 1
B

1
1

技
術

科
教

育
法

Ⅰ
 1

D
1
1

工
業

科
教

育
法

Ⅰ
 1

E
1
1

情
報

科
教

育
法

Ⅰ
 1

F
1
1

数
学

科
教

育
法

Ⅱ
 1

A
2
1

理
科

教
育

法
Ⅱ

 1
B

2
1

技
術

科
教

育
法

Ⅱ
 1

D
2
1

工
業

科
教

育
法

Ⅱ
 1

E
2
1

情
報

科
教

育
法

Ⅱ
 1

F
2
1

数
学

科
教

育
法

Ⅲ
 1

A
3
1

理
科

教
育

法
Ⅲ

 1
B

3
1

技
術

科
教

育
法

Ⅲ
 1

D
3
1

数
学

科
教

育
法

Ⅳ
 1

A
4
1

理
科

教
育

法
Ⅳ

 1
B

4
1

技
術

科
教

育
法

Ⅳ
 1

D
4
1

教
育
課
程
論

2A
41

教
職
論

2A
21

教
育
行
政
学
2B
21

学
校
経
営

2B
31

教
育
学
原
論

2A
11

教
育
心
理
学

2A
31

特
別

支
援

教
育

の
基

礎
と

方
法

2B
41

教
育
の
方
法
と
技
術

3B
11

教
育

相
談

の
理

論
と

方
法

3
A
1
1

道
徳
教
育
の
理
論
と
方
法

3C
11

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法

3C
21

特
別
活
動
の
理
論
と
方
法

3C
31

生
徒

・
進

路
指

導
論

3
B

2
1

教
育

実
習

事
前

・事
後

指
導

4
C

11

教
育

実
習

Ⅰ
 4

D
1
2

教
育

実
習

Ⅱ
 4

D
2
2

教
育

実
習

実
践

指
導

4
D

3
2

教
職

実
践

演
習

（
中

・
高

）
4
D

4
2

介
護

等
体

験
の

基
礎

と
方

法
5
B

1
1

教
育
史

2B
1
1

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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教育目標
　博物館法及び同法施行規則に基づき、博物館の目的

及び機能に関する知識を習得し、博物館資料に関する

調査研究、並びに地域の課題及び地域住民の学習ニー

ズに応じて資料の展示を中心とした博物館事業の企画、

運営、及び評価の望ましいあり方について関心を高め

るとともに理解を深め、自らの適性と所属学科の専門

分野の学修を踏まえて、学芸員に求められる基本的な

教育研究能力を修得する。

卒業認定・学位授与の方針との関わり
　⑴�それぞれの専門分野において必要とされる基礎的

な知識・技能とともに、博物館学芸員に求められ

る基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用す

ることができる。

　⑵�幅広い教養を身に付け、自然や社会の様々な問題

とともに、社会教育に関わる問題に探究心をもち、

主体的・協働的に関わることができる。

　⑶�社会人として必要とされる知識・技能とともに、

博物館学芸員として必要とされる倫理観を身に付

けている。

教育課程編成・実施の方針
　教育目標を達成させるために、博物館学芸員関連科

目を体系的に配置し、各科目で身に付ける資質能力を

以下の通り定め、能動的学修の方法に積極的に取り組

む。これらの科目については、知識・技能を客観的に

評価できる指標と合わせて、学修の成果物や講義内の

取り組み、個々の学生の自己評価等を総合的に評価し、

教育課程編成方針を継続的に評価・検討する。

Ａ�．博物館法施行規則の定める「生涯学習概論」の知

識を身に付け、それらを活用することができる。

Ｂ�．博物館法施行規則の定める「博物館概論」、「博物

館教育論」、「博物館資料保存論」、「博物館資料論」、「博

物館経営論」、「博物館情報・メディア論」、及び「博

物館展示論」の知識を身に付け、それらを活用する

ことができる。

　　Ｂ−１�．博物館概論の知識を身に付け、それらを

活用することができる。

　　Ｂ−２�．博物館教育論及び教育学原論（基礎理学

科生は教育基礎論）の知識を身に付け、そ

れらを活用することができる。

　　Ｂ−３�．博物館資料保存論の知識を身に付け、そ

れらを活用することができる。

　　Ｂ−４�．博物館資料論の知識を身に付け、それら

を活用することができる。

　　Ｂ−５�．博物館経営論の知識を身に付け、それら

を活用することができる。

　　Ｂ−６�．博物館情報論の知識を身に付け、それら

を活用することができる。

　　Ｂ−７�．博物館展示論の知識を身に付け、それら

を活用することができる。

Ｃ�．博物館法施行規則の定める「博物館実習」の内容

を身に付け、それらを活用することができる。

Ｄ�．博物館法施行規則の定める「文化史」、「美術史」、

「考古学」、「民俗学」、「自然科学史」、「物理」、「化学」、

「生物学」、「地学」から３領域以上の内容を身に付け、

それらを活用することができる。

　　Ｄ−１�．自然と文化のかかわりに関する知識を身

に付け、それらを活用することができる。

　　Ｄ−２�．自然と文化の保護に関する知識を身に付

け、それらを活用することができる。

　　Ｄ−３�．自然と文化の活用に関する知識を身に付

け、それらを活用することができる。

博物館学芸員関連科目
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Ａ−１．�博物館学芸員に関する科目	
（基礎理学科・動物学科・生物地球学科・恐竜学科・初等教育学科・中等教育学科を除く全学科）

博物館法施行規則に
定める科目

本学における
授業科目

科目ナンバー
（コアナンバー）

単 
位 
数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開 

講 

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

博物館学芸員
Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７ Ｃ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３

科目群
生涯学習概論 生涯学習概論 [f][d]3C-MB31-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○
博物館概論 博物館概論 [f][d]1C-MA11-0C 2 ◎ 1 春 ◎
博物館経営論 博物館経営論 [f][d]2C-MA61-0C 2 ◎ 2 秋 ◎
博物館資料論 博物館資料論 [f][d]1C-MA21-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎
博物館資料保存論 博物館資料保存論 [f][d]2C-MA51-0C 2 ◎ 2 春 ◎ ○
博物館展示論 博物館展示論 [f][d]3C-MA71-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○

博物館教育論
教育学原論 [f][d]1C-MB11-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎
博物館教育論 [f][d]2C-MB21-0C 1 ◎ 2 秋 ◎

博物館情報・メディア論 博物館情報論 [f][d]1C-MA31-0C 2 ◎ 1 秋 ◎

博物館実習
博物館実習Ⅰ [f][d]3C-MC12-0C 2 ◎ 3 通 ○ ◎
博物館実習Ⅱ [f][d]3C-MC22-0C 1 ◎ 3 通 ○ ◎

文化史 美術史 考古学
民俗学 自然科学史 等

自然と文化を学ぶ [f][d]1C-MD11-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ◎ ○ ○
自然と文化を守る [f][d]1C-MD21-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ◎ ○
自然と文化を活かす [f][d]1C-MD31-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ◎
博物館キャリア研修１ [f][d]4C-MC32-0E 1 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修２ [f][d]4C-MC42-0E 2 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修３ [f][d]4C-MC52-0E 3 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修４ [f][d]4C-MC62-0E 4 ○ 4 春・秋 ○ ◎

※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

Ａ−２．博物館学芸員に関する科目（基礎理学科のみ）

博物館法施行規則に
定める科目

本学における
授業科目

科目ナンバー
（コアナンバー）

単 

位 

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開 

講 

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

博物館学芸員
Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７ Ｃ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３

科目群
生涯学習概論 生涯学習概論 [f][d]3C-MB31-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○
博物館概論 博物館概論 [f][d]1C-MA11-0C 2 ◎ 1 春 ◎
博物館経営論 博物館経営論 [f][d]2C-MA61-0C 2 ◎ 2 秋 ◎
博物館資料論 博物館資料論 [f][d]1C-MA21-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎
博物館資料保存論 博物館資料保存論 [f][d]2C-MA51-0C 2 ◎ 2 春 ◎ ○
博物館展示論 博物館展示論 [f][d]3C-MA71-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○

博物館教育論
教育基礎論 [f][d]1C-MB11-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎
博物館教育論 [f][d]2C-MB21-0C 1 ◎ 2 秋 ◎

博物館情報・メディア論 博物館情報論 [f][d]1C-MA31-0C 2 ◎ 1 秋 ◎

博物館実習
博物館実習Ⅰ [f][d]3C-MC12-0C 2 ◎ 3 通 ○ ◎
博物館実習Ⅱ [f][d]3C-MC22-0C 1 ◎ 3 通 ○ ◎

文化史 美術史 考古学
民俗学 自然科学史 等

自然と文化を学ぶ [f][d]1C-MD11-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ◎ ○ ○
自然と文化を守る [f][d]1C-MD21-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ◎ ○
自然と文化を活かす [f][d]1C-MD31-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ◎
博物館キャリア研修１ [f][d]4C-MC32-0E 1 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修２ [f][d]4C-MC42-0E 2 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修３ [f][d]4C-MC52-0E 3 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修４ [f][d]4C-MC62-0E 4 ○ 4 春・秋 ○ ◎

※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

博物館学芸員関連科目　コアナンバー説明

１桁目：科目群
　Ａ：博物館学関連科目群
　Ｂ：博物館教育学関連科目群
　Ｃ：博物館実習関連科目群
　Ｄ：任意設定科目群

２・３桁目：科目群ごとの科目番号
　�　履修制限および履修順序は『教職・博物館学芸員課程
履修の手引』「岡山理科大学「博物館学芸員関連科目」の
履修制限に関する申合せ」を参照。
４桁目：難易度
　１：基礎　／　２：応用
　�　最終到達科目である博物館実習を難易度２、それ以外
の科目を難易度１とする。

重要）学芸員の履修登録は、「教職・学芸員課程履修の手引き（入学年度版）」のカリキュラム（開講期・対象年次等）に基づき行ってください。
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Ａ−３．博物館学芸員に関する科目（動物学科のみ）

博物館法施行規則に
定める科目

本学における
授業科目

科目ナンバー
（コアナンバー）

単 

位 

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開 

講 

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

博物館学芸員
Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７ Ｃ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３

科目群
生涯学習概論 生涯学習概論 [f][d]3C-MB31-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○
博物館概論 博物館概論 [f][d]1C-MA11-0C 2 ◎ 1 春 ◎
博物館経営論 博物館経営論 [f][d]2C-MA61-0C 2 ◎ 2 秋 ◎
博物館資料論 博物館資料論 [f][d]1C-MA21-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎
博物館資料保存論 博物館資料保存論 [f][d]2C-MA51-0C 2 ◎ 2 春 ◎ ○
博物館展示論 博物館展示論 [f][d]3C-MA71-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○

博物館教育論
教育学原論 [f][d]1C-MB11-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎
博物館教育論 [f][d]2C-MB21-0C 1 ◎ 2 秋 ◎

博物館情報・メディア論 博物館情報論 [f][d]1C-MA31-0C 2 ◎ 1 秋 ◎

博物館実習
博物館実習Ⅰ [f][d]3C-MC12-0C 2 ◎ 3 通 ○ ◎
博物館実習Ⅱ [f][d]3C-MC22-0C 1 ◎ 3 通 ○ ◎

文化史 美術史 考古学
民俗学 自然科学史 等

動物系統分類学 SZ1C-MD11-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎ ○ ○
進化動物学Ⅰ SZ1C-MD21-0C 1 ◎ 1 秋 ○ ◎ ○ ○
進化動物学Ⅱ SZ1C-MD31-0C 1 ◎ 1 秋 ○ ◎ ○ ○
動物誌 SZ1C-MD41-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎ ○ ○
博物館キャリア研修１ [f][d]4C-MC32-0E 1 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修２ [f][d]4C-MC42-0E 2 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修３ [f][d]4C-MC52-0E 3 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修４ [f][d]4C-MC62-0E 4 ○ 4 春・秋 ○ ◎

※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

Ａ−４．博物館学芸員に関する科目（生物地球学科のみ）

博物館法施行規則に
定める科目

本学における
授業科目

科目ナンバー
（コアナンバー）

単 

位 

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開 

講 

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

博物館学芸員
Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７ Ｃ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３

科目群
生涯学習概論 生涯学習概論 [f][d]3C-MB31-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○
博物館概論 博物館概論 [f][d]1C-MA11-0C 2 ◎ 1 春 ◎
博物館経営論 博物館経営論 [f][d]2C-MA61-0C 2 ◎ 2 秋 ◎
博物館資料論 博物館資料論 [f][d]1C-MA21-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎
博物館資料保存論 博物館資料保存論 [f][d]2C-MA51-0C 2 ◎ 2 春 ◎ ○
博物館展示論 博物館展示論 [f][d]3C-MA71-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○

博物館教育論
教育学原論 [f][d]1C-MB11-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎
博物館教育論 [f][d]2C-MB21-0C 1 ◎ 2 秋 ◎

博物館情報・メディア論 博物館情報論 [f][d]1C-MA31-0C 2 ◎ 1 秋 ◎

博物館実習

野外博物館実習（生物学） GG3C-MC12-0S 3 ● 3 通 ○ ◎
野外博物館実習（人類学考古学） GG3C-MC22-0S 3 ● 3 通 ○ ◎
野外博物館実習（地学） GG3C-MC32-0S 3 ● 3 通 ○ ◎
野外博物館実習（天文気象学） GG3C-MC32-0S 3 ● 3 通 ○ ◎

文化史 美術史 考古学
民俗学 自然科学史 等

考古学概論 GG1C-MD11-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎ ○ ○
生物科学概論 GG1C-MD12-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎ ○ ○
地球科学概論 GG1C-MD13-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎ ○ ○
博物館キャリア研修１ [f][d]4C-MC32-0E 1 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修２ [f][d]4C-MC42-0E 2 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修３ [f][d]4C-MC52-0E 3 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修４ [f][d]4C-MC62-0E 4 ○ 4 春・秋 ○ ◎

※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

Ａ−５．博物館学芸員に関する科目（恐竜学科のみ）

博物館法施行規則に
定める科目

本学における
授業科目

科目ナンバー
（コアナンバー）

単 

位 

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開 

講 

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

博物館学芸員
Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７ Ｃ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３

科目群
生涯学習概論 生涯学習概論 [f][d]3C-MB31-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○
博物館概論 博物館概論 [f][d]1C-MA11-0C 2 ◎ 1 春 ◎
博物館経営論 博物館経営論 [f][d]2C-MA61-0C 2 ◎ 2 秋 ◎
博物館資料論 博物館資料論 [f][d]1C-MA21-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎
博物館資料保存論 博物館資料保存論 [f][d]2C-MA51-0C 2 ◎ 2 春 ◎ ○
博物館展示論 博物館展示論 [f][d]3C-MA71-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○

博物館教育論
教育学原論 [f][d]1C-MB11-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎
博物館教育論 [f][d]2C-MB21-0C 1 ◎ 2 秋 ◎

博物館情報・メディア論 博物館情報論 [f][d]1C-MA31-0C 2 ◎ 1 秋 ◎
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博物館法施行規則に
定める科目

本学における
授業科目

科目ナンバー
（コアナンバー）

単 

位 

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開 

講 

期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

博物館学芸員
Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７ Ｃ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３

科目群
博物館実習 恐竜学博物館実習 GD3C-MC12-0C 3 ◎ 3 通 ○ ◎

文化史 美術史 考古学
民俗学 自然科学史 等

考古学概論 GD1C-MD11-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎ ○ ○
生物科学概論 GD1C-MD12-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎ ○ ○
地球科学概論 GD1C-MD13-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎ ○ ○
博物館キャリア研修１ [f][d]4C-MC32-0E 1 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修２ [f][d]4C-MC42-0E 2 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修３ [f][d]4C-MC52-0E 3 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修４ [f][d]4C-MC62-0E 4 ○ 4 春・秋 ○ ◎

※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る

Ａ−６．博物館学芸員に関する科目（初等教育学科•中等教育学科のみ）

博物館法施行規則に
定める科目

本学における
授業科目

科目ナンバー
（コアナンバー）

単 

位 

数

必
修
選
択
別

対
象
年
次

開 
講 
期

ディプロマポリシーに対する関与の程度
◎もっとも強く関与　○強く関与

博物館学芸員
Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３ Ｂ－４ Ｂ－５ Ｂ－６ Ｂ－７ Ｃ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｄ－３

科目群
生涯学習概論 生涯学習概論 [f][d]3C-MB31-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○
博物館概論 博物館概論 [f][d]1C-MA11-0C 2 ◎ 1 春 ◎
博物館経営論 博物館経営論 [f][d]2C-MA61-0C 2 ◎ 2 秋 ◎
博物館資料論 博物館資料論 [f][d]1C-MA21-0C 2 ◎ 1 秋 ○ ◎
博物館資料保存論 博物館資料保存論 [f][d]2C-MA51-0C 2 ◎ 2 春 ◎ ○
博物館展示論 博物館展示論 [f][d]3C-MA71-0C 2 ◎ 3 春 ◎ ○

博物館教育論
教育学原論 [f][d]1C-MB11-0C 2 ◎ 1 春 ○ ◎
博物館教育論 [f][d]2C-MB21-0C 1 ◎ 2 秋 ◎

博物館情報・メディア論 博物館情報論 [f][d]1C-MA31-0C 2 ◎ 1 秋 ◎

博物館実習
博物館実習Ⅰ [f][d]3C-MC12-0C 2 ◎ 3 通 ○ ◎
博物館実習Ⅱ [f][d]3C-MC22-0C 1 ◎ 3 通 ○ ◎

文化史 美術史 考古学
民俗学 自然科学史 等

自然と文化を学ぶ [f][d]1C-MD11-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ◎ ○ ○
自然と文化を守る [f][d]1C-MD21-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ◎ ○
自然と文化を活かす [f][d]1C-MD31-0C 2 ◎ 1 春 ◎ ○ ○ ◎
博物館キャリア研修１ [f][d]4C-MC32-0E 1 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修２ [f][d]4C-MC42-0E 2 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修３ [f][d]4C-MC52-0E 3 ○ 4 春・秋 ○ ◎
博物館キャリア研修４ [f][d]4C-MC62-0E 4 ○ 4 春・秋 ○ ◎

※［f］には学部コード、［d］には学科コードが入る
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春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

下記以外の学科

基礎理学科

動物学科

生物地球学科

恐竜学科

初等教育学科・
中等教育学科

学芸員教育センター(博物館学芸員課程の部）

カカリリキキュュララムム・・ツツリリーー

1年次 2年次 3年次 4年次

教育学原論

B111

自然と文化を学ぶ

D101

自然と文化を活かす

D301

博物館概論

A101

博物館資料論

A201

博物館情報論

A301

博物館資料保存論

A401

博物館経営論

A501

博物館教育論

B201

博物館展示論

A601

生涯学習概論

B301

博物館実習Ⅰ

C112

自然と文化を守る

D201

博物館実習Ⅱ

C122

博物館キャリア研修１～４

C132～C162

教育基礎論

B121

自然と文化を学ぶ

D101

自然と文化を活かす

D301

博物館概論

A101

博物館資料論

A201

博物館情報論

A301

博物館資料保存論

A401

博物館経営論

A501

博物館教育論

B201

博物館展示論

A601

生涯学習概論

B301

博物館実習Ⅰ

C112

自然と文化を守る

D201

博物館実習Ⅱ

C122

博物館キャリア研修１～４

C132～C162

教育学原論

B111

進化動物学Ⅰ

D621

動物系統分類学

D611

博物館概論

A101

博物館資料論

A201

博物館情報論

A301

博物館資料保存論

A401

博物館経営論

A501

博物館教育論

B201

博物館展示論

A601

生涯学習概論

B301

博物館実習Ⅰ

C112

動物誌

D531

博物館実習Ⅱ

C122

博物館キャリア研修１～４

C132～C162

進化動物学Ⅱ

D631

教育学原論

B111

地球科学概論

D701

生物科学概論

D641

博物館概論

A101

博物館資料論

A201

博物館情報論

A301

博物館資料保存論

A401

博物館経営論

A501

博物館教育論

B201

博物館展示論

A601

生涯学習概論

B301

野外博物館実習

(生物学)(人類学考古学)(地学)(天文気象

学)

C112～C122

考古学概論

D411

博物館キャリア研修１～４

C132～C162

教育学原論

B111

地球科学概論

D701

生物科学概論

D641

博物館概論

A101

博物館資料論

A201

博物館情報論

A301

博物館資料保存論

A401

博物館経営論

A501

博物館教育論

B201

博物館展示論

A601

生涯学習概論

B301

恐竜学博物館実習

C112～C122

考古学概論

D411

博物館キャリア研修１～４

C132～C162

教育学原論

B111

自然と文化を学ぶ

D101

自然と文化を活かす

D301

博物館概論

A101

博物館資料論

A201

博物館情報論

A301

博物館資料保存論

A401

博物館経営論

A501

博物館教育論

B201

博物館展示論

A601

生涯学習概論

B301

博物館実習Ⅰ

C112

自然と文化を守る

D201

博物館実習Ⅱ

C122

博物館キャリア研修１～４

C132～C162
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　令和３（2021）年度より、岡山キャンパス（獣医学

部を除く）では、基盤教育科目にブランド系科目として、

５つのブランド系科目群を開講した。それらを本学独

自のブランドプログラムとして、それぞれのプログラ

ムが指定した修了条件を満たした者に対して、修了認

定証を授与するプログラムを創設した。

１．ブランドプログラムの種類
　①「IB 教員養成プログラム」

　②「ワインプロジェクトプログラム」

　③「科学ボランティアリーダー養成プログラム」

　④「リーダー養成プログラム」

　⑤「マナーマイスタープログラム」　

２．ブランドプログラムの修了認定
　各プログラムで設定した要件を満たすことにより、

プログラム修了を認定し、修了認定証を授与する。

３．ブランドプログラム修了条件
　各プログラムの修了認定に必要な条件は、学生便覧

の「免許・資格」を参照すること。

４．ブランド系科目のカリキュラムについて
　各科目とディプロマポリシーとの関与度については、

基盤教育科目の別表を参照すること。なお、修了認定

とは関わりなく、ブランド系科目は１科目からの履修

も可能です。

プログラムの目的
　国際バカロレア（IB）の教育を通じて、自ら考え、

仲間と協働してグローバルな基準で教育法や理論を学

ぶ。

　所定の単位を修得した者に、世界基準の「IB 教員資格」

を認定する。（高等学校教諭免許取得が条件）

到達目標
　◦�教えることと学ぶことを両立しつつ深めることが

できる。

　◦�コミュニケーション能力と協働性を高める。

　◦�革新と挑戦を継続できる。

　◦�多文化の理解と尊重を身につける。

　◦�多様性と多面的な視点を受容し、自らの行動の規

範とする。

　◦�振り返りと深い学びを持続することができる。

教育
　基盤教育科目の表の脚注にあるように IB 教員養成プ

ロジェクトの入門科目として「国際バカロレア概論」

が教養教育科目に置かれている。この科目で IB 教員資

格取得に進むかどうかを判断してもらうとよい。「IB 教

育課程論」、「方法論」、「評価論」という講義中心にな

りがちな科目においても知識・理解の深化を自らの行

動（思考・判断・表現）を通して促していくような授

業にする。それによってこそ関心・意欲・態度の向上

が育まれるはずである。これらに加えて「DP教育実践

研究１」を修得すると一般的な IB 教員資格が取得でき

る。この科目は IB 校や教育改革を率先して行っている

学校を訪問して見学・参加することとその準備をする

ための実習科目である。

　「DP 数学」または「DP 化学」ではその教科・科目

に特化し、更に実践を積んで技能を磨く。最後に「DP

教育実践研究２」までの科目を履修することによって、

数学または化学に特化した DP 教員資格を取得するこ

とになる。IB 校での授業実践を経験することによって

知識・理解に基づいた思考・判断・表現を積み重ねる

ことになる。最先端の教育への関心・意欲が高く、前

ブランドプログラムについて

ブランドプログラム　IB 教員養成プロジェクト
※アクティブラーナーズコース、獣医学部を除く
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向きな態度を具現化した IB 教員としての技能を獲得す

ることで、教育改革の担い手として学校現場で活躍す

ることが期待される。

評価
　知識・理解の客観的な指標に加えて、発表や学修の

成果物などを総合的に評価する。

プログラムの目的
　ワインを中心とした醸造・発酵に関する学習と実験・

実習を通じ、ワイン用ブドウ栽培とワイン醸造に関す

る基礎的な知識と技術を習得する。所定の単位と技能

を修得した者に、ワインプロジェクトプログラム修了

を認定する。

到達目標
　◦�醸造・発酵を理解する。

　◦�ワイン用ブドウ栽培とワイン醸造に関する基礎的

な知識と技術を習得する。

　◦�習得した知識、技能を活用し、ワイン・醸造・発

酵食品関連産業の発展やワインによる地域活性化、

ワイン文化の普及に寄与する。

　◦�習得した知識、技能を各自の専門分野で応用する。

教育
　醸造、発酵、ワイン用ブドウ栽培とワイン醸造に関

する基礎的な知識と技術を習得するため、ワインの歴

史・風土・文化、化学、生化学、ブドウ栽培、醸造・

発酵に関する講義科目を置き、さらに実習科目を通じ、

ブドウ栽培、醸造、発酵の技術を理解し、習得する。

評価
　知識・理解の客観的な指標に加えて、学修の成果物

などを総合的に評価する。

プログラムの目的
　科学ボランティア養成プログラムでは、卒業後も地

域で科学・工作教室を主宰することなどにより児童生

徒および市民の科学技術リテラシーの向上に積極的に

貢献できる人材＝「科学ボランティアリーダー」を育

成する。また、これを通じて学生の科学技術リテラシー

の向上、学習意欲や他者に貢献する意欲の育成、コミュ

ニケーション能力・問題発見解決力などの汎用的な能

力の向上を目指す。

到達目標
　◦�科学ボランティア活動の意義と楽しさを理解し、

卒業後も地域で科学ボランティアリーダーとして

活躍する意欲をもつ。（科学ボランティア活動への

意欲）

　◦�科学ボランティア活動を自ら展開する能力（教材

選定・開発力、科学イベントの企画・実行力など）

を身につけている。（科学ボランティア活動をする

能力）

　◦�非専門分野も含む科学技術全般に関する関心をも

ち、科学ボランティアリーダーとして求められる

科学技術リテラシーを身につけている。（科学技術

リテラシー）

　◦�社会（特に地域コミュニティー）の一員としての

意識をもち、その発展のために積極的に関与でき

る。（社会貢献意識）

ブランドプログラム　ワインプロジェクト
※獣医学部を除く

ブランドプログラム　科学ボランティアリーダー養成プログラム
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　◦�社会人として必要な基本的な能力（問題解決力、

コミュニケーション力、チームワークとリーダー

シップ、創造的思考力など）を身につけている。（社

会人基礎力）

教育
　「科学・工作ボランティア入門」では科学ボランティ

ア活動への意欲を高めつつ、地域で科学ボランティア

活動を実践するための最低限のスキルを身につける。

「科学ボランティア実践指導１・２」では、地域におけ

る実践を通じて、科学ボランティア活動を自ら展開す

る能力を身につける。「科学ボランティア教材研究」で

は、既存の教材の改良や新規教材の開発に取り組む。「科

学ボランティア活動１・２」では地域における科学ボ

ランティア活動により実践力と社会貢献意識を高める。

　教育にあたっては、正課科目の中にプロジェクト型

学習、地域と連携した学外活動の要素を組み込み、学

生の能動的な学修を促す。また、正課の活動が正課外

活動に発展することを推奨し、正課外活動の中で多様

な技能や人間力がさらに高まるように支援する。

評価
　発表会での発表やレポート等の学修の成果物などに

より総合的に評価する。

プログラムの目的
　座学、演習、実践の機会を通じて、現代社会で求め

られるリーダーシップ・マインドおよび技能を習得す

る。所定の単位を修得した者に、リーダー養成プログ

ラム修了を認定する。

到達目標
　◦�リーダーシップとは何かを説明することできる。

　◦�リーダーシップに必要な能力を定義し、その習得

のための方法論を自ら考案する。

　◦�習得した知識、技能を活用し、学内外でイベント

等を企画・運営する。

　◦�習得した知識、技能を活用し、下級生の学びを支

援するファシリテーションを行う。

教育
　本プログラムは、受講生のリーダーシップの習得を、

「理解することができる」、「活用することができる」、「教

えることができる」そして「使いこなすことができる」

という４つの段階に分けて実現する。

　「理解することができる」という目標を達成するため

に、教員から知識を伝達する座学中心の「リーダーシッ

プ論」、学生自らがリーダーシップとはどのような能力

かを定義し、その習得のための方法論を構築する「リー

ダーシップ・ゼミナール」を開講する。これら２科目

はプログラム必修科目となっている。

　上記科目で学んだリーダーシップを実践的に活用し、

「活用することができる」段階に移行させるため、「リー

ダーシップ研修Ａ・Ｂ・Ｃ」を開講する。さらに、「教

えることができる」段階に移行させるために、「リーダー

シップ実践Ａ・Ｂ・Ｃ」を開講する。ここでは、ファ

シリテーターとして、後進のリーダーシップ習得に対

するサポートを行うことで、自身がこれまで得てきた

知識や経験を言語化し、再確認することでその定着を

図る。

　より高度なリーダーシップの習得を目指す受講生に

対して、「リーダーシップ・アドバンストＡ・Ｂ」を開

講する。ここでは、西日本学生リーダーズ・スクール

（UNGL）が海外で行う研修の企画・運営に中核的メン

バーとして携わったり、自身のイニシアチブで新しい

イベントを企画・運営したりすることを通じて、これ

までの学びや経験を「使いこなすことができる」段階

にまで引き上げる。

評価
　知識・理解の客観的な指標に加えて、学修の成果物

などを総合的に評価する。

ブランドプログラム　リーダー養成プログラム
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プログラムの目的
　日本のしきたりや文化を学び、正しい礼儀・作法や

美しい言葉・敬語をマスターすることは、対人関係や

社会生活を円滑にし、自分自身の品格向上につながる。

　本プログラムは「NPO法人伝統和文化マナーマイス

ター協会」の認定講師資格に則り、日本の伝統文化に

ついての正しい知識を理解し、実技、態度を習得し、

社会生活において体現でき、実践できるようになるこ

とを目的とする。

　更に、他者に貢献する力の育成や傾聴力、コミュニ

ケーション力などの汎用的な力の向上を目指す。

到達目標
　◦日本文化や伝統に関する知識を習得できる。

　◦�日本の礼儀・作法や国際社会でのマナー及びビジ

ネスマナーを習得できる。

　◦�身に付けた行動を、社会生活で実践することがで

きる。

　◦�他者の話を聞くことができ、コミュニケーション

力と協調性を有する。

教育
　「マナーマイスター講座初級」では日本の礼儀・作法

の基本動作である「振舞う」「伝える」「受け継ぐ」「も

てなす」について、講義と実技を併用しながら、社会

生活で体現・実践できるレベルまでの習得を目指す。

礼儀・作法を定着させたい学生に対しては、講義内で

後輩学生に指導する「マナーマイスター・チャレンジ」

があり、さらに上位のマナーを身に付けたい学生に対

しては、異文化を理解する態度やグローバルコミュニ

ケーションスキルを習得できる「マナーマイスター・

アドバンスト A（海外）」や「マナーマイスター・アド

バンスト B（国内）」がある。

評価
　知識・技能・理解の客観的な指標に加えて、発表や

学習の成果などを総合的に評価する。

　「マナーマイスター講座初級」科目で単位取得できた

受講者は、NPO法人伝統和文化マナーマイスター協会

から初級マナーマイスター資格に必要な講義を修了し

たとみなす。

ブランドプログラム　マナーマイスタープログラム
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                        岡岡山山理理科科大大学学のの科科目目ナナンンババーー                            
   
本学の開講科目には英数字１０桁からなる科目ナンバーを付与しています。特に、５～８桁目のコアナ

ンバーは学科や課程の中での位置づけ（科目群・系列、学習の段階や順序など）と科目レベルを表す重要

な番号になります。例えばコアナンバーがＡ０１３の場合、４桁目の３は発展レベルを示しています。 

ＳＭ１Ａ－Ａ０１３―ＯＣ 

                      

 

学部  学科 対象年次 科目群         コアナンバー           専攻・コース 必修・選択 

□学部（１桁目）の説明      学科（2桁目）の説明 

ナンバー 学部名称 学科・コースナンバーと学科・コース名称 

Ｓ 理学部 Ｍ：応用数学科、Ｓ：基礎理学科、Ａ：物理学科、 

Ｃ：化学科、Ｚ：動物学科 

Ｔ 工学部 Ｔ：機械システム工学科、Ｄ：電気電子システム学科、 

Ｊ：情報工学科、Ａ：応用化学科、Ｚ：建築学科 

Ａ 情報理工学部 Ｉ：情報理工学科 

Ｌ 生命科学部 Ｂ：生物科学科、Ｍ：医療技術学科 

Ｇ 生物地球学部 Ｇ：生物地球学科、Ｄ：恐竜学科 

Ｅ 教育学部 Ｐ：初等教育学科、Ｓ：中等教育学科 

Ｍ 経営学部 Ｍ：経営学科 

Ｖ 獣医学部 Ｍ：獣医学科、Ｐ：獣医保健看護学科 

Ｒ アクティブラーナーズコース Ｒ：アクティブラーナーズコース 

□科目群（４桁目）の説明 
ナンバー ４桁目の科目群 詳 細 

A 専門科目  

B 専門科目  

D 基盤教育科目  

T 教職科目 教育職員免許法施行規則に基づく科目（教育学部除く） 

教職関連科目 

C 学芸員科目  

Z 準正課科目  

□コアナンバー（５桁目から８桁目の４つのナンバー）は学科・課程によって独自に決められ

た４桁のカリキュラムツリーに表記された番号です。詳細は各学科・課程の説明を参照してください。 
ナンバー ８桁目 レベル 対象科目 

０ 高校教育レベル 入学前教育、リメディアル教育 

１ 基礎レベル  

レベルの詳細は学科、課程の説明を参照 ２ 応用レベル 

３ 発展レベル 

□必修・選択の別 １０桁目は必修・選択の別を表しています。 

ナンバー 10 桁目 必修・選択の別 必修・選択のマーク 

Ｃ 必修科目  ◎ 

Ｓ 選択必修科目  ● 

Ｅ 選択科目  〇 

Ｚ その他 同一科目であるが所属によって選択必修の別が変わるもの 

 



教育の目標と方針
教
育
の
目
標
と
方
針

̶岡山理科大学で学ぶこと̶

建学の理念

創立者　加計　勉 筆

2026年度

二
〇
二
六
年
度

岡
山
理
科
大
学




